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序章 計画作成の目的と位置付け 

 

第１節 計画作成の背景と目的 
 

小山町
おやまちょう

（以下、「本町」という。）には、

世界文化遺産「富士山
ふ じ さ ん

」にまつわる歴史

や信仰、近代産業の発展、金太郎
きんたろう

伝説な

ど、地域に欠かせない重要な歴史文化

資源※が存在します。歴史文化資源と

は、文化財保護法に規定される文化財

だけでなく、それらに関連する人々の

活動や伝承など、様々な要素を含んだも

のです。これらは、私たちの大切なもの

として、地域のアイデンティティや地域住民の誇り、教育・研究活動や観光を始めと

する経済活動など、幅広い取組により、将来に受け継いでいくべきものです。 

しかし近年、少子高齢化や核家族化、地域社会における連帯感の希薄化、文化財の

担い手不足などにより、地域の重要な歴史文化資源が失われつつあります。特に本

町では、人口減少が大きな課題となっています。昭和35年（1960）の約28,900

人をピークに人口が減少し、令和４年（2022）８月現在、約17,600人となり、ま

た、平成26年（2014）に日本創成会議が発表した人口の将来推計では、2040年

における本町の人口は約13,400人とされ、かつ20歳～39歳までの女性人口が

55％減少する「消滅可能性都市」と位置付けられています。  

これまで本町の歴史文化資源は行政や所有者の個々の取組で守られてきました。

適切に保存・活用し、将来にわたり継承していくためには、行政や文化財所有者によ

る取組だけでなく、地域住民をはじめ、文化財の保存・活用に関わる多様な個人・団

体の連携・協力が必要です。さらに、個々の歴史文化資源の保存・活用にとどまらず、

地域固有の歴史文化資源を一体的に保存・活用する取組も求められています。 

そして本町の歴史文化資源の保存・活用に関しては、第５次小山町
おやまちょう

総合計画等をは

じめ、各分野の計画においても、それらを守り、まちづくりや産業の発展に活用する

ことで地域の活性化を図ることが目指されてきました。しかし、今後は歴史文化資

源の保存・活用を総合的かつ計画的に実施していくための方針や、具体的な取組内

容についても明確にしていく必要があります。  

 

 

※用語の定義については、序章 第５節に詳細を整理しています。 

図1 世界文化遺産「富士山
ふ じ さ ん

」 
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こうした中、平成31年（2019）４月１日に文化財保護法が改正施行され、地域

における文化財（本書でいう「歴史文化資源」）の総合的な保存・活用の促進や、地

方文化財行政の推進力強化を目的として、市町村は「文化財保存活用地域計画」を作

成し、文化庁長官の認定を受けることができるようになりました。文化財保存活用

地域計画は、地域の歴史文化資源の総合的な保存・活用の基本方針となるマスター

プランであり、かつ具体的な措置を定めるアクションプランとなります。  

この度、本町の歴史文化資源を、町全体で末永く後世へ継承していくとともに、適

切な活用を推進していくことを目的に、「小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画」（以下、

「本計画」という）を作成することとしました。  

現在、本町には世界文化遺産「富士
ふ じ

山
さん

」の構成資産となっている特別名勝

富士山
ふ じ さ ん

、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

を含めた史跡富
ふ

士
じ

山
さん

などの国指定文化財２件、宝鏡寺
ほうきょうじ

の地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

坐像
ざ ぞ う

などの県指定文化財４

件、甘露寺
か ん ろ じ

の宝篋印塔
ほうきょういんとう

などの町指定文

化財18件、豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

などの国登録有形

文化財８件のほか、石造物や寺社など

千件以上に及ぶ未指定の歴史文化資源

が存在します。さらに、個人所有の古文

書などをカウントすれば数万点を超える未指定の歴史

文化資源があります。これらの歴史文化資源に対して、

これまで文化財保護法による保護措置とともに、看板設

置やガイドブックの作成、ホームページなどでの周知、

さらに、小中学生の地域学習や成人者を対象とした歴史

講座を定期的に開催してきました。しかしながら、来訪

者数が伸び悩み、歴史文化資源の理解促進が十分ではな

いことが実情です。また、未指定の歴史文化資源の洗い

出しや調査、研究、周知と様々な課題が露見しています。 

以上のことを踏まえた上で、本計画を作成し、町内の

歴史文化資源に関する実情把握と町内の課題解決を行

っていきます。さらには、新たに小山町
おやまちょう

を知り、訪れ、

楽しんでいただくことで多くの「小山町
おやまちょう

ファン」を増や

していくとともに、町民の皆様にも本町の歴史や歴史文化資源の再発見に取り組み、

誇りと愛着を持って後世へつないでいくことを期待しています。 

本計画を通じて、歴史文化資源の保存と活用の方向性を明確にし、具体的な施策

図2 国指定史跡「富士山
ふ じ さ ん

」（冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

） 
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を定め、多様な主体の参加により積極的にこれらの取組を推進していきます。 

 

※地名の読み方について 

町内にある地名には、様々な読み方があります。「須川」を「すかわ」や「すがわ」と

読んだり、「鮎沢川」を「あゆさわがわ」や「あゆざわがわ」と読むこともあります。国、

県、町によっても違いがあり、これは看板や標識、説明看板のローマ字表記に違いが見

られます。 

本計画では、地名について町民が多く使用する読み方を採用して、ふりがなをつけて

います。 
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第２節 計画作成の経緯と検討体制 
 

１ 計画作成の経緯 
 

本計画の作成にあたり、令和３年度（2021）から小山町
おやまちょう

文化財保護審議会、小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画策定会議、小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画策定庁内会議を

次のとおり開催し、委員からの意見聴取、計画の具体的内容についての検討と審議

を行いました。 

加えて、令和３年度（2021）には、町内の主要な文化財の保護団体（３団体）へ

のヒアリングも実施しました。 

 

（１）小山町
おやまちょう

文化財保護審議会 

町教育委員会が示した文化財の現状、課題、措置等について意見聴取を行い、本計

画の作成に向けての骨子や内容の審議を行いました。  
 

日時 回数 場 所 主な議題 

令和３年 

10月15日 
第１回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 

・小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画について 

・森村
もりむら

橋
ばし

の管理に関する条例について 

・その他 

令和４年 

３月22日 
第２回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 

・計画の内容説明 

・計画作成に向けての進捗状況 

・小山町
おやまちょう

文化芸術振興基本計画について 

令和４年 

８月30日 
第３回 

国登録有形文化財 

「豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

」洋館
ようかん

 

・文化財保存活用地域計画について 

・須走
すばしり

地区
ち く

埋蔵文化財試掘調査について 

・その他 

令和５年 

３月14日  
第４回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階会議室  
・文化財保存活用地域計画の修正について  

令和５年 

６月23日 
第５回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 

・文化財保存活用地域計画の修正箇所の確

認について  

令和５年 

８月31日 
第６回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階視聴覚室 

・文化財保存活用地域計画のパブリックコ

メント後の修正箇所の確認について  
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（２）小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画策定会議 

本計画の作成に向け、県文化財課、県世界遺産センター、町文化財審議会の学識者

及び、町区長会、町観光協会、町商工会、町文化連盟の文化財に精通している人材に

より会議を組織し、内容の精査、方向性の検討について意見聴取を行いました。 

日時 回数 場 所 主な議題 

令和４年 

３月８日 
第１回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 

・計画の意義、方針 

・地域計画アドバイザーによる講話 

令和４年 

11月29日 
第２回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 
・文化財保存活用地域計画の内容について 

令和５年 

２月24日 
第３回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 
・文化財保存活用地域計画の修正について 

令和５年 

６月６日 
第４回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 

・文化財保存活用地域計画の修正箇所の確

認について 

令和５年 

８月10日 
第５回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階集会室 

・文化財保存活用地域計画のパブリックコ

メント後の修正箇所の確認について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 第３回文化財保護審議会 図4 第１回文化財保護審議会 

図6 第１回策定会議 図7 第３回策定会議 
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（３）小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画策定庁内会議 

本計画の作成にあたり、文化財に関係する庁内各課と連携及び情報共有を図るた

めに組織しました。文化財の新たな掘り起こしやその活用、防災など、これまでに無

かった視点や事象を盛り込むために協議、検討、提案を行いました。 

日時 回数 場 所 主な議題 

令和４年 

２月 
第１回 部局ごと個別に実施 ・計画の意義、方針、内容について 

令和５年 

４月～６月 
第２回 部局ごと個別に実施 ・計画内容の確認、資料確認 

 

（４）団体ヒアリング 

本計画の作成にあたり、既に地域で歴史文化資源の保存・活用に関わっている団

体の活動内容や現状・課題を把握するため、団体へのヒアリングを実施しました。

（対象とした団体は「序-10」参照） 
 

日時 回数 場 所 主な内容 

令和４年 

１月10日 
第１回 

小山町
おやまちょう

総合文化会館 

２階談話室 

・団体の活動内容について 

・団体の現状と課題 

・今後の展望 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）パブリックコメント 

 ・実施期間：令和５年６月 30 日（金） ～ 令和５年７月 31 日（月） 

 ・意見数：２名（２６件） 

 ・内容：・須走
すばしり

地区
ち く

の近現代に米軍に関することを記載した方が良い。 

     ・「わかりやすい冊子・パンフレットの作成」について「動画」を加えた方

が良い。 

     ・名勝地の説明文に「誓いの丘」を入れた方が良い。  

     ・その他記載に関するもの（固有名詞の加除修正、表記方法、年代の記載

等）   

図8 団体ヒアリング 



序章 計画作成の目的と位置付け 

序-7 

（６）小山町
おやまちょう

議会への報告 

 〇令和５年町議会 

・日時：令和５年６月 21 日（水） 

・内容：小山町
おやまちょう

文化財保存活用計画の概要及び 

パブリックコメントの実施について（町企画政策課から情報提供） 

 〇令和５年町議会議員懇談会 

・日時：令和５年９月２１日（木） 

・内容：パブリックコメントの実施結果について 
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２ 各種会議構成員 
 

本計画の作成にあたり実施した、小山町
おやまちょう

文化財保護審議会、小山町
おやまちょう

文化財保存活用

地域計画策定会議、小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画策定庁内会議の構成委員及び団

体ヒアリングの対象者は次のとおりです。  
 

（１）小山町
おやまちょう

文化財保護審議会 

（令和３年度） 

役  職 氏  名 地  区 専門 

委員長 榑林 一美 成美
せ い び

 地域史 

副委員長 大箕 正之 明倫
めいりん

 絵画・富士
ふ じ

紡
ぼう

 

委員 湯山 富士子 明倫
めいりん

 寺子屋 

委員 鈴木 利昌 足柄
あしがら

 地域史 

委員 蘆月 玄成 足柄
あしがら

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

 

委員 高梨 俊夫 北郷
きたごう

 地域史 

委員 池谷 岩夫 北郷
きたごう

 地域史 

委員 米山 芳子 須走
すばしり

 御師
お し

住宅 

委員 石橋 良弘 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 

 

（令和４～５年度） 

役  職 氏  名 地  区 専門 

委員長 榑林 一美 成美
せ い び

 地域史 

副委員長 大箕 正之 明倫
めいりん

 絵画・富士
ふ じ

紡
ぼう

 

委員 池谷 修 成美
せ い び

 史跡ガイド 

委員 鈴木 利昌 足柄
あしがら

 地域史 

委員 蘆月 玄成 足柄
あしがら

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

 

委員 高梨 俊夫 北郷
きたごう

 地域史 

委員 池谷 岩夫 北郷
きたごう

 地域史 

委員 米山 芳子 須走
すばしり

 御師
お し

住宅 

委員 石橋 良弘 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 

 ※地区については、１－１ページ参照 

 

（２）小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画策定会議 

（令和３年度） 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

教育委員会 教育長 髙橋 正彦 座長 

県文化財課 課長 三保 広真  

県富士山
ふ じ さ ん

世界遺産センター 教授 大高 康正 外部有識者 

町文化財保護審議会 委員長 榑林 一美 外部有識者 

町区長会 会長 高杉 理美 南藤
みなみふじ

曲区
まがりく
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所  属 役  職 氏  名 備  考 

町観光協会 会長 鷹嶋 邦彦  

町商工会 会長 小野 寛幸  

町文化連盟 会長 渡辺 光子  

 

（令和４年度） 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

教育委員会 教育長 髙橋 正彦 座長 

県文化財課 課長 小坂 美雪  

県富士山
ふ じ さ ん

世界遺産センター 教授 大高 康正 外部有識者 

町文化財保護審議会 委員長 榑林 一美 外部有識者 

町文化連盟 会長 常盤 久美子  

町区長会 会長 鈴木 重利 宿区
しゅくく

 

町観光協会 副会長 鈴木 萬利子  

町商工会 副会長 秋田 敬  

 

（令和５年度） 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

教育委員会 教育長 髙橋 正彦 座長 

県文化財課 課長 小坂 美雪  

県富士山
ふ じ さ ん

世界遺産センター 教授 大高 康正 外部有識者 

町文化財保護審議会 委員長 榑林 一美 外部有識者 

町文化連盟 会長 常盤 久美子  

町区長会 会長 池谷 弘 一色区
い し き く

 

町観光協会 会長 鈴木 萬利子 
令和５年５月 22日ま

で副会長 

町商工会 副会長 秋田 敬  

 

（３）小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画策定庁内会議 

（令和３年度） 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

教育委員会 次長 長田 忠典 座長 

企画政策課 課長 勝又 徳之  

危機管理局 局長 遠藤 正樹  

商工観光課 課長 渡辺 辰雄  

都市整備課 課長 込山 次保  

農林課 課長 前田 修  

生涯学習課 課長 平野 正紀 事務局 
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（令和４年度） 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

教育委員会 次長 平野 正紀 座長 

企画政策課 課長 勝又 徳之  

危機管理局 局長 遠藤 正樹  

商工振興課 課長 渡辺 辰雄  

観光スポーツ交流課 課長 湯山 浩二  

都市整備課 課長 込山 次保  

農林課 課長 湯山 光司  

生涯学習課 課長 勝俣 暢哉 事務局 

 

（令和５年度） 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

教育委員会 次長 大庭 和広 座長（～6/30） 

教育委員会 次長 野木 雄次 座長（7/1～） 

企画政策課 課長 勝又 徳之  

危機管理局 局長 遠藤 正樹  

商工振興課 課長 長田 孝代  

観光交流課 課長 湯山 浩二 
令和５年６月 30 日まで

観光スポーツ交流課 

都市整備課 課長 遠山 洋行  

農林課 課長 湯山 光司  

生涯学習課 課長 勝俣 暢哉 事務局 

 

（４）団体ヒアリング 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

保存会
ほ ぞ ん か い

 会長 稲 稔 町指定 

用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

保存会
ほ ぞ ん か い

 会長 梶 光義  

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 宮司 石橋 良弘 国、県、町指定 

宝
ほう

鏡寺
きょうじ

 住職 蘆月 玄成 県指定 
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第３節 地域計画の位置付け 
 

１ 上位関連計画 
 

本計画は文化財保護法（第183条の３）に基づく法定計画であり、本町における

歴史文化資源の総合的な保存・活用に関する基本方針と具体的な措置を定めたマス

タープランかつアクションプランとなるものです。  

また、歴史文化資源の保存・活用を推進するにあたって、本計画は第５次小山町
おやまちょう

総

合計画（以下、総合計画という。）をはじめ、上位計画に即したものとします。さら

に、本計画はまちづくりや観光、防災など多岐にわたる分野について扱うものであ

ることから、次の図に示すとおり、関連計画との連携・調整のもと、本計画に掲げる

取組を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9 小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画の位置付け 

即する 

町の上位計画 

第５次小山町総合計画（令和３年３月策定） 

～育てたい、暮らしたい、帰りたいまち小山町～ 

期間：前期 令和３年～７年 後期 令和８年～12 年 

即する 

即する 

第 183 条の２ 

（文化財保存活用大綱） 
 
第 183 条の３ 

（文化財保存活用地域計

画の認定） 

文化財保護法 
即する 

小山町 

文化芸術 

振興基本 

計画 

第２次小山町 

教育大綱 

▼ 

小山町教育振

興基本計画 

町の関連計画 

即する 基づく 基づく 

静岡県 

文化財保存活用大綱 

（令和２年３月） 

県の関連計画 

小山町 

文化財保存活用 

地域計画 

（令和６年～12 年） 

（令和５年 12 月認定） 

即
す
る 

勘
案 

広域計画 

・世界文化遺産富士

山包括的保存管理

計画 

静岡県計画 

・特別名勝富士山保

存管理計画 

・史跡富士山保存管

理計画 

連
携
・
調
整 

調整 
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２ 上位計画の概要 
 

本計画の上位計画の概要は次のとおりです。  
 

（１）第５次小山町
おやまちょう

総合計画 

（令和３年（2021）～令和 12 年（2030））（令和２年度（2020）策定）  

計画の 

位置付け 
町政を進めるための指針となる最上位計画です。 

計画の概要 

・基本構想（計画期間10年間）、基本計画（前期・後期基本計画各５年間）、

実施計画（計画期間３年間として毎年度更新）で構成しています。 

・目指す将来像として「育てたい、暮らしたい、帰りたいまち 小山町
おやまちょう

」を

掲げています。 

・８つの基本的な考え方のもと、７つの基本目標を掲げて個別の課題を設定

し、具体的な施策の展開を図ります。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

〇土地利用構想：観光レクリエーションゾーン 

・ウィズコロナの状況を踏まえながら、観光交流の活性化を図るとともに、

富士山
ふ じ さ ん

を中心にした本町の地理的優位性を活かし、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

、足柄
あしがら

城
じょう

跡
あと

等の歴史・文化財や美術館、温泉・ホテル等の回遊性を整えた観光ゾー

ンとして整備を進めます。 

〇施策の方向性（主な取組）：文化芸術活動の振興 

・無形民俗文化財などの文化財を継承、発展させるため、その活用と周知を

図ります。 

・小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画を策定し、新たな文化財の掘り起こしを行

うとともに、文化財の保護と継承、活用を推進します。 

【町民・事業者の主な協働イメージ】 

・町民と行政が連携し、「小山町史
おやまちょうし

」等の歴史資料の有効活用、及び豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

や森村
もりむら

橋
ばし

などの文化財の保全と活用を進めます。 

・地域の子どもたちへ、地域の伝統を伝えます。 

  

土地利用構想図 
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（２）第２次小山町
おやまちょう

教育大綱 

（令和３年（2021）～令和７年（2025））（令和２年度（2020）策定） 

計画の 

位置付け 

町における教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策について、その

目標や施策の根本となる方針を定めるものです。 

計画の概要 

『「富士
ふ じ

山
さん

頂
ちょう

のあるまち」「金太郎
き ん た ろ う

生誕の地」にふさわしい元気で、明るく、

心豊かな人づくり』の基本理念のもと、「郷土に誇りと愛着を持つ教育の推

進」、「文化芸術活動の振興」等８つの基本方針を示しています。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○郷土に誇りと愛着を持つ教育の推進 

子供たちが郷土に誇りと愛着を持つことができるよう、小山町
おやまちょう

の自然環

境、歴史、文化等を学ぶ機会を提供します。 

○文化芸術活動の振興 

町民が文化芸術に親しみ、地域への誇りや愛着を持てるよう、鑑賞・体験・

発表機会の提供と充実を図るとともに、各地域で行う文化芸術活動を支援す

るほか、町内の貴重な文化財の保全・活用に努めます。 

 

（３）小山町
おやまちょう

教育振興基本計画 

（平成28年（2016）～令和７年（2025））（平成27年度（2015）策定） 

計画の 

位置付け 

・町政の最上位計画である小山町
おやまちょう

総合計画と連携・相互補完にある教育に関

する分野別計画として教育施策の全体を示す計画です。 

計画の概要 

「気高い富士
ふ じ

 金太郎
き ん た ろ う

のように 思いやる心を持つ たくましい人づくり」

の基本理念ものと、「就学前教育の充実」、「生涯学習の推進」等、７つの施

策を示しています。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○生涯学習の推進：歴史と文化の継承・活用 

・埋もれた文化財の掘り起こし 

・文化財情報の発信 

・文化財の保護・活用 

・伝統文化の継承支援 

・伝統文化の発表の場づくり 

・文化交流の推進（郷土芸能「竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

」、「大富士
お お ふ じ

公
きん

時
とき

太鼓
だ い こ

」の活動支援） 
 

（４）小山町
おやまちょう

文化芸術振興基本計画 （令和３年度（2021）策定） 

計画の 

位置付け 

文化芸術基本法及び令和３年（2021）３月に制定された小山町
おやまちょう

文化芸術振興

条例に基づき、まちづくりにおける文化芸術施策の方向性を明確にし、総合

的かつ効果的な推進を図ることを目的としています。 

計画の概要 

基本方針と基本施策（２つの基本方針を定め、９つの基本施策を展開） 

１．文化芸術を担う人財づくり 

 1-1 鑑賞機会の提供、充実 

 1-2 体験機会の提供、充実 

 1-3 成果発表の機会の提供、充実 

 1-4 子どもや若者への文化教育の充実 

 1-5 伝統的な文化の継承、発展 

２．文化芸術を身近に感じるまちづくり 

 2-1 既存活動団体の体制強化 
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計画の概要 

 2-2 公共施設等の有効活用 

 2-3 歴史文化資源の有効活用 

 2-4 文化交流の推進 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○町内の文化財を広く的確に把握し、その保存・活用を図ることで、歴史的

文化遺産の価値を共有し、（文化芸術を楽しむ）まちづくりを推進します。 

○代々受け継がれてきた無形民俗文化財や伝統行事、伝統工芸、食文化など、

町固有の文化を継承、発展させるため、その周知を図るとともに、新たな

担い手を育成します。 

○文化や歴史、郷土の偉人について学ぶことで、町や地域に対する誇りや愛

着感を育みます。 

○学んだ知識を伝える歴史ガイドなど、事業を運営から支える文化財ボラン

ティアの養成に取り組みます。  

 

３ 主な関連計画の概要 
 

本計画の主な関連計画の概要は次のとおりです。  
 

（１）小山町
おやまちょう

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（令和３年（2021）～令和７年（2025））（令和２年度（2020）策定） 

計画の 

位置付け 

人口減少に歯止めをかけ地方創生を推進する施策に重点を置くことを目的

とした、総合計画の分野別計画です。 

計画の概要 

・「小山町
おやまちょう

人口ビジョン」に掲げる目標（2060年に17,000人程度の人口を維

持）を達成するために取り組むべき施策を示しています。 

・取組方針を「三来
み ら い

拠点
きょてん

事業を中心とした未来を切り拓く取組の推進」、「官

民一体となった持続的な取組の推進」とし、「産業拠点の整備を中心に多

様な雇用機会を創出する」等４つの基本目標を掲げています。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○観光産業の強化 

・国の登録有形文化財である豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

や西洋館
せいようかん

、森村
もりむら

橋
ばし

を修復し、見せるこ

と、体感すること、さらにロケ地としての利用を可能にすることで、国内

外からの誘客を図ります。 

・フィルムコミッション事業を民間へ移管し、ロケ支援の充実を図るととも

に、ロケ地への観光誘客のための情報発信を行います。また、映像文化創

出の拠点を整備し、しごとの創生を図るほか、映像関係のイベント等を開

催することで、交流人口の拡大や人材育成を図ります。 
 

（２）小山町
おやまちょう

景観計画 （平成27年度（2015）策定） 

計画の 

位置付け 

景観法に基づき、景観行政団体である本町が策定する景観形成の総合的な計

画です。 

計画の概要 

・景観形成の目標として「美しい自然とやすらぎ 富士
ふ じ

のあるまち・小山町
おやまちょう

」

を掲げています。 

・冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

区域・国道138号沿道区域・周辺開発区域からなる富士山
ふ じ さ ん

周

辺地区を「景観形成重点地区」として位置付けています。 
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計画の概要 

・観光地における地域景観を推進するため、重点的に景観形成を図るべきエ

リアにおいて観光地エリア景観計画を、足柄
あしがら

地区
ち く

、須走
すばしり

地区
ち く

富士山
ふ じ さ ん

エリア、

成美
せ い び

地区
ち く

の各地域にて策定しています。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○景観重要建造物 

・例示施設：豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

、西洋館
せいようかん

（豊門
ほうもん

公
こう

園
えん

内）、六合
ろくごう

山荘
さんそう

、森村
もりむら

橋
ばし

 

・本町発展の契機となった富士
ふ じ

紡
ぼう

の歴史的資産として保全・活用し、町のイ

メージアップを図る。 

○【小山町
おやまちょう

全域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○【足柄
あしがら

地区
ち く

】観光地エリア景観計画 

・足柄
あしがら

駅を起点に富士山
ふ じ さ ん

と歴史を楽しめる景観形成 

・誰もが気持ちよく足柄
あしがら

地区
ち く

を移動できる景観形成 
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歴史文化 

資源に係る

取組 

○【須走
すばしり

地区
ち く

富士山
ふ じ さ ん

エリア】観光地エリア景観計画 

・世界遺産・信仰の山としてふさわしい富士山
ふ じ さ ん

の景観づくり 

・美しい富士山
ふ じ さ ん

での観光交流の増大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○【成美
せ い び

地区
ち く

】観光地エリア景観計画 

・駿河
す る が

小山駅
お や ま え き

を起点に明治産業文化の歴史が薫る景観形成 

・豊かな自然と金太郎
き ん た ろ う

伝説の史跡を楽しめる景観形成 
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序-17 

（３）小山町
おやまちょう

都市計画マスタープラン（改訂計画） 

（平成 27 年（2015）～令和 17 年（2035））（平成 26 年度（2014）策定） 

計画の 

位置付け 

都市計画法に基づき定めるもので、「市町村の都市計画に関する基本的な方

針」であり、住民の意見を反映しながら、本町の都市計画に関する基本的な

方針を示すことを目的としています。 

計画の概要 

・まちづくりの現状や小山町
おやまちょう

総合計画などを踏まえ、おおむね10～20年後の

「目指すべき都市の将来像」を明確に定めるとともに、土地利用や都市施

設等（道路、公園等）の整備方針により、今後のまちづくりの道筋を示し

ています。 

・将来都市構造として、小山
お や ま

・足柄
あしがら

・北郷
きたごう

・須走
すばしり

の各地域で、市街化区域の

整備・環境向上を図り、魅力的でコンパクトな市街地を形成するとともに、

各地域の連携を強化していくとしています。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○都市環境基本計画（景観形成の方向性） 

・歴史的資産の保全と活用（資産の位置付けと保全規制、修景整備）を図り

ます。 

・世界文化遺産の構成資産（冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

）の門前町としての景観形成を推

進します。 

○地域別構想 

・足柄
あしがら

地域：駅前広場が整備され、町内各地域からのアクセス性に優れたＪ

Ｒ足柄
あしがら

駅
えき

を地域の拠点として活かし、足柄
あしがら

峠
とうげ

や金時山
きんときさん

などの観光資源を

活用した誘客を推進します。 

・須走
すばしり

地域：箱根・富士五湖回遊ルート上に位置することから、観光レクリ

エーション区域に位置付け、世界文化遺産富士山
ふ じ さ ん

の構成資産である冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

を活かした門前町を形成するなど誘客を図っていきます。神社前

の本通り沿道には、回遊・滞留を促進する施設を誘導・整備していきます。 

 

（４）第２次小山町
おやまちょう

国土利用計画（平成27年度（2015）策定・決定） 

計画の 

位置付け 

国土利用計画法に基づき、小山町
おやまちょう

町域における国土の利用に関して必要な事

項を定める計画であり、本町における土地利用行政の指針となるものです。 

計画の概要 

・「豊かな自然との調和を基本とした国土利用」、「世界遺産の資源を活かす

国土利用」等、８つの基本方針のもと、各土地利用区分別の国土利用の基

本方向を設定しています。 

・土地利用区分別の国土利用の基本方向を踏まえ、自然系、農業系、都市系

等の地域類型区分に応じた秩序ある国土利用に努めるものとします。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○地域類型別の国土利用の基本方向：観光文化交流拠点 

・富士山
ふ じ さ ん

須走口
すばしりぐち

五合目、足柄
あしがら

城跡
じょうあと

は、文化財としての価値を損なわないよう

十分留意し、周辺の良好な自然環境にも十分に配意しながら、観光交流機

能を有し、環境と共生した施設等の整備を検討した上で進めます。 

○地域別概要：足柄
あしがら

地域 

・宅地は、現行の市街化区域に配置し、歴史的街並みや足柄
あしがら

城跡
じょうあと

など多くの

歴史・文化遺産を活かしつつ、計画的な都市基盤整備、土地利用等により

良好な住環境に恵まれたゆとりある居住地の形成を図ります。 
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序-18 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○地域別概要：須走
すばしり

地域 

・富士山
ふ じ さ ん

須走口
すばしりぐち

五合目は、文化財としての価値を損なわないよう十分留意

し、周辺の良好な自然環境や景観にも十分に配意しながら、観光文化交流

機能を有する施設等の整備を検討した上で進めます。 

 

（５）小山町
おやまちょう

観光振興計画（小山町
おやまちょう

観光振興計画アクションプラン） 

（令和３年（2021）～令和７年（2025））（平成 26 年度（2014）策定）  

計画の 

位置付け 

・「小山町
おやまちょう

観光振興計画」は、観光振興の実現に関する施策の総合的かつ計

画的な推進を図るため、小山町
おやまちょう

観光振興条例に定める計画です。 

・「小山町
おやまちょう

観光振興計画アクションプラン」は、小山町
おやまちょう

観光振興計画に掲げ

た基本目標、基本方針及び具体的施策を着実に推進するため、施策毎に具

体的な取組や数値目標等を示したものです。 

計画の概要 

“「安心・安全・快適」の追及”“富士
ふ じ

を楽しみ金太郎
き ん た ろ う

の元気を養う観光のま

ち おやま”を基本目標に、町民が将来にわたって希望と誇りをもち、ま

た、来訪者とも満足感を共有しあえる町づくりに取り組んでいくため、行

政や観光業者だけではなく町民全体が主役となる観光の推進を目指すこ

ととしています。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

基本方針１ 富士山
ふ じ さ ん

交流観光プログラム 

・施策６ 富士山
ふ じ さ ん

巡拝
じゅんぱい

の道づくりプロジェクトを進めます 

基本方針２ 元気にぎわい観光プログラム 

・施策１ 金太郎
き ん た ろ う

をシンボルとした観光活性を図ります 

・施策６ 観光拠点を活用します（歴史文化遺産の活用） 

基本方針３ 観光インフラ整備プログラム 

・施策６ 広域連携を推進します（金太郎
き ん た ろ う

にちなんだ交流の活性化） 

・施策７ 小山町
おやまちょう

ブランドの充実を図ります（歴史文化のアピール） 

 

（６）小山町
おやまちょう

農業振興地域整備計画 

（昭和 49 年（1974）策定）（令和３年（2021）３月見直し） 

計画の 

位置付け 

町の農業振興の方針と整備区域を定めることで、農用地区域の保全と町の農

業進行を図ることを目的として昭和49年に策定された計画です。 

農業情勢の変化、都市的土地利用の増加等に対応すべく、５年に１度程度で

定期変更を行っています。 

計画の概要 

「静岡県
しずおかけん

農業振興地域整備基本方針」や総合計画その他諸計画と整合を図

り、情勢の変化に対応した適切な計画とするため、総合的に見直したもので

す。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

・世界文化遺産に登録された富士山
ふ じ さ ん

の景観を活かした魅力的な農村づくり

とともに、グリーン・ツーリズムを推進し、地域の活性化を図っていきま

す。 

・農業生産基盤の整備にあたっては、環境や景観との調和に配慮し、世界文

化遺産に登録された富士山
ふ じ さ ん

のふもとの町にふさわしい空間形成を推進し

ます。 
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序-19 

（７）小山町
おやまちょう

地域防災計画（令和２年度（2020）作成） 

計画の 

位置付け 

災害対策基本法に基づき定めるもので、町民の生命、身体及び財産を一般災

害から保護するための本町の地域に係る防災対策の大綱です。 

計画の概要 

共通対策編のほか、地震、風水害、火山災害、大火災、大規模事項の各対策

編で構成されており、各対策において災害要望計画、災害応急対策計画、復

旧復興計画等を定めています。 

歴史文化 

資源に係る

取組 

○共通対策編：文化財の応急対策 

・文化財の管理者又は所有者は、各文化財の状態に応じ災害に対処する措置

を講ずるものとし、町は、管理若しくは復旧のためにでき得る範囲の援助

をし、文化財の保全に努めるものとする。 

○地震対策編：文化財等の耐震対策 

・文化財建築物、文化財所蔵施設の所有者等及び静岡県
しずおかけん

重要文化財等所有者

連絡協議会は、その耐震性の向上並びに地震による人的被害を防止するた

めの安全性の確保に努めるために必要な対策を講ずるものとする。 

 

４ 県及びその他主体の計画概要 
 

県及びその他の主体による関連計画の概要は次のとおりです。 
 

（１）静岡県
しずおかけん

文化財保存活用大綱（令和元年度（2019）策定） 

計画の 

位置付け 

文化財保護法に基づき、今後の静岡県
しずおかけん

における文化財の保存と活用の基本的

な方向性を明らかにしたものです。 

計画の概要 

○基本理念『「美しい“ふじのくに”の文化財」を県民総がかりで守り、誰

もが、親しみながら、未来へつなぐ』 

○基本方針 

「文化財の確実な保存」「文化財を支える多様な人材の育成」「文化財の効

果的な活用」 

○市町への支援 

地域に根ざした文化財の保存・活用のため、「静岡県
しずおかけん

文化財保存活用サポ

ートセンター」が中心となって、県内市町村に対し必要な支援を行います。 

〇県内各地域の特徴ある文化財 

静岡県
しずおかけん

の各地域には、地域色豊かな文化財が数多く残っています。地域間

における連携を促進し、魅力ある文化財の保存・活用に取り組んでいきます。 

小山町
おやまちょう

に 

関わる 

主な取組等 

〇文化財保存・活用における市町連携の促進 

・富士山
ふ じ さ ん

と関連文化財を介した連携 

・日本の象徴となる類まれな文化財を介した世界各国との連携 

 

（２）世界文化遺産富士山
ふ じ さ ん

包括的保存管理計画 

（平成 23 年度（2011）策定・令和３年度（2021）改定）  

計画の 

位置付け 

世界遺産富士山
ふ じ さ ん

の顕著な普遍的価値を次世代へと継承するため、その包括的

な保存管理の方針及び行動計画について定めたものです。静岡県
しずおかけん

、山梨県及

び関係する国機関、市町村により策定されました。 
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序-20 

計画の概要 

計画では、世界文化遺産富士山
ふ じ さ ん

の資産及びその周辺環境の現状について把握

し、解決すべき課題の整理を行った上で、一体的な保存管理の方向性及び課

題を解決するための施策について明示しています。また、資産の保存管理及

び周辺環境の保全の施策を実際に進めていくための行動計画を定め、具体的

な工程を明示しています。 

小山町
おやまちょう

に 

関わる 

主な取組等 

第２章 顕著な普遍的価値の言明及び構成資産 

２．構成資産 

１ 富士山
ふ じ さ ん

域
いき

 

 1-4 須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

 

６ 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

（須走
すばしり

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

） 

第９章 行動計画の策定・実施（※実施主体に小山町
おやまちょう

が含まれるものを抜粋） 

２．方法 

（１）資産及び周辺環境に対する影響の予防・軽減・防止 

ア．開発・都市基盤施設の整備による影響への対応 

２）各実施事業の概要 

ア）市町村景観計画（見直し）の支援 

エ）富士山
ふ じ さ ん

の眺望箇所及び構成資産周辺における修景整備 

オ）富士山
ふ じ さ ん

周辺地域の道路の無電柱化 

イ．自然環境の変化への対応 

イ）温暖化への対応 

ウ）生物多様性への対応 

ウ．自然災害への対応 

ア）災害対策（全般） 

イ）噴火対策 

カ）山火事対策 

エ．来訪者及び観光による影響への対応 

ア）富士山
ふ じ さ ん

における来訪者管理 

イ）登山者・来訪者に対する安全対策 

ウ）混雑緩和のための対策 

エ）ごみ・廃棄物対策 

オ）し尿対策 

カ）便益施設の整備 

（２）各構成資産・構成要素及び展望景観の修復・整備 

イ．各実施事業の目的・概要 

ア）構成資産・構成要素の保存管理（全般） 

①建造物の火災・地震対策 

イ）富士山
ふ じ さ ん

域
いき

 

④須走口
すばしりぐち

五合目施設 

コ）展望景観の保存対策 

①間伐等の森林整備による森林景観の維持・改善 

（３）資産の公開・活用 

イ．各実施事業の目的・概要 

ア）富士山
ふ じ さ ん

総合学術調査の実施 

カ）地域住民等との連携・普及活動 
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（３）特別名勝富士山
ふ じ さ ん

保存管理計画（静岡県
しずおかけん

教育委員会） 

（平成 18 年度（2006）策定） 

計画の 

位置付け 

昭和27年（1952）に特別名勝に指定された富士山
ふ じ さ ん

について、その保存管理の

方針について定めたものです。 

計画の概要 

富士山
ふ じ さ ん

は、その秀麗な景観が、我が国の象徴として欠くことのできないもの

であるとして、昭和27年（1952）に特別名勝に指定されました。計画は、指

定地のうち、静岡県
しずおかけん

に属する区域を対象として、富士山
ふ じ さ ん

が持つ本質的価値を

明らかにするとともに、これを次世代に継承していくために保存管理の方法

を定め、具体的な現状変更等の取扱基準を定めることを目的として策定され

たものです。 

小山町
おやまちょう

に 

関わる 

主な取組等 

保存管理の方法 

地区区分に基づき、保存管理の方針と取扱基準を定める。 

・第１種保護地区：山頂部から標高約2,400ｍに至るまでの区域 

・第２種保護地区：標高約2,400ｍから標高約1,900ｍに至るまでの区域 

・第３種保護地区：南西・西斜面に当たり、標高約1,900ｍから標高約1,600

ｍに至るまでの区域 

・第４種保護地区：標高約1,650ｍから標高約1,000ｍまでの富士宮
ふ じ の み や

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

と、標高約1,900ｍから標高約1,350ｍまでの須走口登山道の区域 

・第５種保護地区：須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

沿いの第４種保護地区の北側に連続する区

域 

 

整備・活用の方針 

（１）静岡県
しずおかけん

、関係市町をはじめ、文化庁・環境省・林野庁とも連携しつつ、

本保存管理計画の目的の達成に向けて取組を継続する。その際には、

国内外から登山者等が訪れ、日本を代表する山岳に相応しい品格のあ

る山岳となるよう、登山道等の整備を進めることが重要であり、登山

者のための施設の設置に当たっては、陵線の保全を図り、視認性の低

い色彩を用いるなど遠望される景観としての整備に努める。 

（２）自然的構成要素である森林の中には、自然災害又は管理不足等から樹

林の折損・倒壊を引き起こし、更新不良となっているものもあり、適

切に復旧・整備する。 

（３）山頂域（第１種保護地区～第２種保護地区）については、貴重な高山

植生又は天然林として保護・育成されなければならない。特に、遠望

される景観の中核を成す地域であるため、林野庁及び関係諸機関とも

緊密に連携を図り、「世界文化遺産の価値対象となり得る森林」づく

りを進めていく。 

（４）広報・普及の方法としては、例えばガイダンス施設の設置や、説明板

の整備等が考えられるが、その際には特別名勝としての価値を損ねる

ことがないよう十分留意する。 
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（４）史跡富士山
ふ じ さ ん

保存管理計画（静岡県
しずおかけん

）（平成23年度（2011）策定） 

計画の 

位置付け 

平成23年（2011）に史跡に指定された富士山
ふ じ さ ん

について、その保存管理の方針

について定めたものです。 

計画の概要 

平成23年（2011）２月７日（平成24年（2012）１月、９月追加指定）に富士
ふ じ

山
さん

頂
ちょう

及び富士山
ふ じ さ ん

周辺にある富士山
ふ じ さ ん

信仰の関連施設及び関連遺跡等が、一括

して史跡富士山
ふ じ さ ん

として国史跡に指定されました。 

計画は、史跡富士山
ふ じ さ ん

の文化財としての本質的価値を明らかにするとともに、

その価値を適切に保存し次世代へ継承していくために保存管理の方法を定

め、具体的な現状変更等の取扱基準や、将来に向けた整備・活用の基本方針、

保存管理と整備・活用を適切に運営するための方策を定めたものです。 

小山町
おやまちょう

に 

関わる 

主な取組等 

保存管理の方法 

地区区分に基づき、保存管理の方針と取扱基準を定める。（町域が含まれ

るものを抜粋） 

 第１種保護地区 第２種保護地区 

山頂信仰遺跡 八合目以上全域 ─ 

登
山
道 

須走口
すばしりぐち

登拝道
と は い ど う

 

（登山道）須走口
すばしりくち

八合目から山

頂までの山頂信仰遺跡に含

まれる範囲 

（神社）迎久須志之
む か え く す し の

神社
じんじゃ

 

（登山道）須走口
すばしりぐち

五合目か

ら八合目までの範囲 

（神社）古御嶽
こ み た け

神社
じんじゃ

 

神
社
等 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 境内地全域 ─ 

 

整備・活用の方針 

（１）史跡富士山
ふ じ さ ん

の本質的価値とその保存への理解を深め、来訪者が安全に

見学できるよう、各構成資産の所有者又は管理団体が、ガイダンス施

設やトイレ・駐車場等の便益施設を整備する。 

（２）整備計画に基づき、防災・防犯設備の整備等を計画的に進めるととも

に、復元整備にあたっては、史料等に基づく学術的検討により意匠・

構造・材料等の適否について慎重に判断しながら行う。 

（３）要素を巡る来訪者の便宜を図るため、各資産を関連づける総括的な案

内板を作成したり、周辺の公共機関の拠点や主要国道・県道沿いに経

路図や案内板を設置したりする。 

（４）既刊の調査報告書を補完する形で、富士山
ふ じ さ ん

に関する未収集の文献等各

種資料の収集、遺構把握のための発掘調査及び建造物の学術調査等を

進めながら、さらなる理解・活用を進める。 

（５）解説リーフレットやガイドブックの作成、インターネットウェブサイト

の新設や各市町の文化財紹介ページの充実、各種講座や企画展の開催、

現地見学会を実施し、学校教育や生涯学習の場における富士山
ふ じ さ ん

の自然・

歴史・文化の学習にも資するよう、内容についての検討を行っていく。 
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（５）その他の計画 

ここまでに記載した上位関連計画以外にも、富士
ふ じ

箱根
は こ ね

伊豆
い ず

国立公園（富士
ふ じ

山
さん

地域）

公園計画書（令和４年（2022）９月一部変更 環境省）や、富士
ふ じ

国有林の地域別の

森林計画書（富士
ふ じ

森林計画区）（令和３年（2021）４月 関東森林管理局）、富士山
ふ じ さ ん

火山避難基本計画（令和５年（2023）３月 富士山
ふ じ さ ん

火山防災対策協議会）等の小山
お や ま

町
ちょう

域を範囲に含む計画があります。 

本計画の推進にあたっては、これら関連計画との連携・調整に留意するものとします。 

 

５ 持続可能な開発目標（SDGs）との関係 
 

SDGs（Sustainable Development Goals/持続可能な開発目標）とは、2015

年9月の国連サミットで採択された国際目標です。17のゴール・169のターゲット

から構成され、貧困や気候変動など様々な課題を解決し、持続可能な社会を実現す

ることを目指しています。 

SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）な

ものであり、国も積極的に取り組んでいます。平成28年（2016）12月に策定され

た「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」では、地方自治体がSDGsを原動力と

した地方創生を推進することが期待されています。  

「第５次小山町
おやまちょう

総合計画」においても、本町が実施していく取組とSDGsとのつな

がりを示しています。 

これを踏まえ、本計画においても主に次の６つのゴールの達成を目指します。 
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表1 小山町
おやまちょう

文化財保存地域計画のSDGsの目標 

SDGsのゴール 計画の方針（第５章）との関連 

 

ゴール４：質の高い教育をみんなに 

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い

教育を確保し、生涯学習の機会を促進す

る。 

Ⅱ 活用の方針 ①ふれる 

体験や学習など、歴史文化とふれあ

う機会を創出し、歴史文化の薫るまち

を目指します。 

 

ゴール８：働きがいも経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべ

ての人々の完全かつ生産的な雇用と働き

がいのある人間らしい雇用（ディーセン

ト・ワーク）を促進する。 

Ⅱ 活用の方針 ②いかす 

富士
ふ じ

紡
ぼう

の歴史や農業遺産などの歴

史を学び、活用し、健康や生きがいづ

くり、産業の発展を目指します。 

 

ゴール11：住み続けられるまちづくりを 

世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全

の努力を強化する。 

包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び

イノベーションの推進を図る。 

Ⅰ 保存の方針 ②つなぐ 

富士山
ふ じ さ ん

の景観や豊かな農村環境、貴重

な植物などを大切にし、後世へ継承し

ていきます。 

Ⅱ 活用の方針 ②いかす 

富士
ふ じ

紡
ぼう

の歴史や農業遺産などの歴

史を学び、活用し、健康や生きがいづ

くり、産業の発展を目指します。 

 

ゴール12：つくる責任 つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保する。 

Ⅱ 活用の方針 ②いかす 

富士
ふ じ

紡
ぼう

の歴史や農業遺産などの歴

史を学び、活用し、健康や生きがいづ

くり、産業の発展を目指します。 

 

ゴール15：陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用

の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ

の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復

及び生物多様性の損失を阻止する。 

Ⅰ 保存の方針 ①究める 

文化財保護法や文化財保護条例を

遵守し、大切な歴史文化を守っていき

ます。 

Ⅰ 保存の方針 ②つなぐ 

富士山
ふ じ さ ん

の景観や豊かな農村環境、貴

重な植物などを大切にし、後世へ継承

していきます。 

 

ゴール17：パートナーシップで目標を達成

しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化

し、グローバル・パートナーシップを活性

化する。 

Ⅲ 体制や支援 ①整える 

多様な主体が助け合い、協力するた

めの体制を整備します。 
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第４節 計画期間と進捗管理 
 

１ 計画期間 

本計画の計画期間は、上位計画である町総合計画の目標年次と整合をとり、令和

６年度（2024）から令和12年度（2030）の７年間とします。また、計画の当初

２年間を前期計画期間、その後令和８～12年度（2026～2030）の５年間を後期

計画期間と位置付けます。なお、令和13年度（2031）以降は次期計画の期間とな

りますが、長期的な目標のもとに計画を進めるため、想定される事業等を第５章・第

６章に「措置」として整理しました。 

計画の目標年次である令和12年度（2030）には計画の見直し、次期計画の作成

を行い、令和13年度（2031）からは次期計画の運用を予定します。  

 

表2 計画期間 

計画名 

年度 

令和３ 

2021 

令和４ 

2022 

令和５ 

2023 

令和６ 

2024 

令和７ 

2025 

令和８ 

2026 

令和９ 

2027 

令和10 

2028 

令和11 

2029 

令和12 

2030 
令和13 

2031 

第５次 

小山町
おやまちょう

総合計画 

           

小山町
おやまちょう

文化財保存 

活用地域計画 

           

 

２ 計画の進捗管理と見直し 

本計画に定める歴史文化資源の保存・活用に関する措置を確実かつ効果的に進め

るため、計画の推進に係る関係機関との連絡・調整を適宜実施していくとともに、毎

年度、「小山町
おやまちょう

文化財保護審議会」において進捗状況や事業計画の報告・検討を行い、

自己評価を実施します。 

また、計画期間の満了時には事業評価の上で計画の見直しを行い、その結果を反

映した次期計画の作成、文化庁への認定申請を実施します。  

さらに、計画は長期にわたることから、社会情勢の変化や上位関連計画との関連

性を踏まえ、事業計画について見直しが必要になった場合には計画の見直しを行い

ます。なお、変更の内容が軽微な場合には、当該変更の内容について、静岡県
しずおかけん

及び文

化庁へ情報提供を行います。一方、「計画期間の変更」、「域内に存する文化財の保存

に影響を及ぼすおそれのある変更」、「地域計画の実施に支障が生じるおそれのある

変更」に該当する場合は、文化財保護法第183条の４及び文部科学省令に基づき、

改めて文化庁長官へ変更の認定を申請します。 

次期 

前期基本計画 後期基本計画 
次期 

計画 

前期 後期 （見直し） 
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第５節 計画の対象とする「歴史文化資源」の定義 
 

本町には、特別名勝富士山
ふ じ さ ん

や国登録有形文化財の森村
もりむら

橋
ばし

を始め、足柄
あしがら

城跡
じょうあと

や竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

などの有形・無形の多様な文化財が存在します。また、文化財保護法で規定され

る文化財以外にも、本町の歴史文化を理解する上で欠かせない伝承も各地に残され

ています。これらの歴史文化の所産は、地域のアイデンティティや住民の誇りであ

り、教育や研究のみならず、観光やまちづくり等に活かすことが期待されています。 

本計画では、文化財保護法で規定される「文化財」だけではなく、伝承や地名、特

産品、地域に伝わる信仰や行事・イベントなどを幅広く対象として捉え、これら有

形・無形の所産の保存・活用を図ることとします。 

そのため本計画では、文化財保護法が対象とする文化財等に加え、文化財を取り

巻く多様な要素を小山町
おやまちょう

における『歴史文化資源』と定義するとともに、それら歴史

文化資源の保存・活用に向けた方針と具体的な取組内容（措置）と、その実現に向け

た体制等を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小山町
おやまちょう

における『歴史文化資源』 

・地域が大切に守り、継承してきた歴史文化に関わるすべてのモノやコトに加え、

それを取り巻く周辺の環境を幅広く捉えたもの 

法が対象とする文化財等の類型 

・法第２条に定義される「文化財」（有形文化財、無形文化財、民俗文化財、記念

物、文化的景観、伝統的建造物群） 

・法第 92 条に定義される「埋蔵文化財」 

・法第 147 条に定義される「文化財の保存技術」 

指定等文化財 

・法に基づく指定等（指定・登録・選定・選択・決定）の対象、あるいは町や県

の条例に基づく指定等の対象となっている文化財  

未指定の歴史文化資源 

・法や条例に定める文化財に該当しても、指定等の対象となっていないもの 

・法や条例において「文化財」として定義されないものの、大切な歴史文化とし

て守るべき地域の歴史的・文化的所産（地域に伝わる伝承や信仰、地域固有の

地名、特産品、行事・イベントなど） 
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なお、本計画において「文化財」に該当しない「その他の歴史文化資源」として扱

うものの概要は次の表に示すとおりです。 

 

表3 その他の歴史文化資源の概要 

区分 概要 

伝承 金太郎
き ん た ろ う

伝説、合戦の舞台・伝承 

信仰 富士講
ふ じ こ う

など地域に伝わる信仰（※） 

行事・イベント 

寺社の大祭、富士山
ふ じ さ ん

の開山・閉山式に伴うパレード、足柄峠
あしがらとうげ

笛祭り、

富士山
ふ じ さ ん

金太郎
き ん た ろ う

春まつり、富士山
ふ じ さ ん

金太郎
き ん た ろ う

夏まつり、歴史文化に関係する

その他の祭りなど催し 

地名 町の歴史文化を紐解く上で重要な地名 

特産品 水
みず

掛
かけ

菜
な

、ワサビ、水稲など、地域特有の特産品 

※富士講
ふ じ こ う

については、有形文化財と無形文化財が一体となって一つの歴史文化を示している

ことから、ここに掲載しました。 

  

小
山
町

お
や
ま
ち
ょ
う

に
お
け
る
『
歴
史
文
化
資
源
』 

文
化
財
保
護
法
が
対
象
と
す
る
文
化
財
等 

文
化
財
（
法
第
２
条
の
６
類
型
） 

保
護
対
象 

有形文化財 

無形文化財 

民俗文化財 

記念物 

文化的景観 

そ
の
他
の 

歴
史
文
化
資
源 

建造物、美術工芸品 

伝統的建造物群 

埋蔵文化財 

文化財の保存技術 

（
国
、
県
、
町
に
よ
る
指
定
・
登
録
・
選
択
・
選
定
・
決
定
） 

指
定
等
文
化
財 

（
指
定
等
に
至
ら
な
い
が
法
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
） 

未
指
定
の
歴
史
文
化
資
源 

（演劇、音楽、工芸技術等） 

有形の民俗文化財 

無形の民俗文化財 

遺跡、名勝地、 

動物・植物・地質鉱物 

地域における人々の生活又は生業及び 

当該地域の風土により形成された景観地 

（宿場町、城下町、農漁村等） 

土地に埋蔵されている文化財 

文化財の保存に必要な材料や用具の

生産・製作、修理、修復の技術等 

伝承 

特産品 地名 

行事・イベント 信仰 

図10 小山町
おやまちょう

における「歴史文化資源」の定義 

など 
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第１章 小山町の概要 

1-1 

第１章 小山町の概要 

 

第１節 自然的・地理的環境 
 

１ 町の位置と面積 
 

本町は静岡県
しずおかけん

の北東端に位置し、東を神奈川県、北西を山梨県に接している県境の

町です。西端は富士
ふ じ

山頂
さんちょう

に達しており、東西に長い地勢です。本町の成り立ちは、

現在の小山町
おやまちょう

の前身となる旧小山町
おやまちょう

（現在の成美
せ い び

地区
ち く

（旧六合村
ろくごうむら

）及び明倫
めいりん

地区
ち く

（旧

菅沼
すがぬま

村
むら

））、旧足柄
あしがら

村
むら

、旧北郷村
きたごうむら

、旧須走
すばしり

村
むら

に由来し、現在、これらを基本とした５地

区（成美
せ い び

地区
ち く

、明倫
めいりん

地区
ち く

、足柄
あしがら

地区
ち く

、北郷
きたごう

地区
ち く

、須走
すばしり

地区
ち く

）にて小学校区が設定され、

自治会運営がなされています。 

文化財の保存・活用にあたっては、学校教育やまちづくりとの連携が重要である

ことから、本計画ではこれら５地区を基本とした地区区分により計画を推進します。 
 

表1-1 町の位置・面積 

位 置 東経138度59分、北緯35度21分 

広ぼう 東西26.04km、南北13.33km 

面 積 
135.74k㎡（成美

せ い び

地区
ち く

及び明倫
めいりん

地区
ち く

合計28.02k㎡、足柄
あしがら

地区
ち く

20.14k㎡、 

北郷
きたごう

地区
ち く

45.34k㎡、須走
すばしり

地区
ち く

42.24k㎡） 

出典：小山町
おやまちょう

の統計 令和２年度版 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1-1 小山町

おやまちょう

の位置と地区区分 

愛知県  

山梨県  神
奈
川
県 

静岡県  

長野県  
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２ 地形・地質・水系 
 

（１）地形 

町域は最低標高約200ｍの成美
せ い び

地区
ち く

から須走
すばしり

地区
ち く

の富士山
ふ じ さ ん

の山頂まで至ることか

ら、標高差は3,500ｍを超えています。 

今からおよそ2万4千年前、現在の富士山
ふ じ さ ん

の前身である古富士
こ ふ じ

火山
か ざ ん

で大噴火がおき

ました。山頂からあふれ出た大量の溶岩流は、やがて冷えて固まり、水を通さない大

変硬い岩盤になりました。その後、1万5千年から2万年の間に山麓に降った雨は、

少しずつ硬い岩を削り、今の須川
す か わ

や鮎沢川
あゆさわがわ

など深い谷を刻みました。そこへ新富士
し ん ふ じ

火山
か ざ ん

の噴出物が、何度も厚く積もりました。それから現在までの間、川は何度ともな

く大洪水をおこし、川底を削り、川沿いには河岸段丘を形成しています。 

金時山
きんときさん

から足柄峠
あしがらとうげ

にかけての稜線と丹沢
たんざわ

山地
さ ん ち

と三国山
みくにやま

までの稜線が神奈川県との

県境になっており、三国山
みくにやま

から籠坂峠
かごさかとうげ

の稜線と籠坂峠
かごさかとうげ

から富士
ふ じ

山
さん

頂
ちょう

までが山梨県

との県境となっています。このように本町は、地形的に「相模
さ が み

（神奈川）」と「甲斐
か い

（山梨）」の境界に位置しています。なお、三国
み く に

山地
さ ん ち

の由来は、「駿河
す る が

」、「甲斐
か い

」、「相模
さ が み

」

の三国の境に当たるためです。 
 

 

 

 

（２）地質 

本町の東部は金時山
きんときさん

の玄武岩質
げんぶがんしつ

溶岩
ようがん

が主に斜面を構成し、北部の丹沢
たんざわ

山地
さ ん ち

は御坂
み さ か

層群
そうぐん

の玄武岩
げんぶがん

・安山岩
あんざんがん

質
しつ

溶岩
ようがん

等からなっています。また、西部は玄武岩質
げんぶがんしつ

溶岩
ようがん

の覆う

富士山
ふ じ さ ん

本体で、中腹から裾野は火山砕
かざんさい

屑物
せつぶつ

で厚く覆われています。鮎沢川
あゆさわがわ

等川沿いに

は堆積岩類
たいせきがんるい

もみられます。これらは主にスコリアに覆われている箇所が透水層とな

図1-2 小山町
おやまちょう

の地形（出典：国土地理院（20万分の１土地分類基本調査を加工）） 
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り、溶岩等に覆われた箇所が不透水層となって

います。 

町内には透水層と不透水層が混在しているこ

とから、湧水箇所が数多く存在しています。例

えば、足柄
あしがら

城跡
じょうあと

の一の曲輪には、雨乞
あ ま ご

いの池と

し て 足柄
あしがら

地区
ち く

の 人 々か ら 親 し ま れて い る

「玉手ケ池
た ま て が い け

」があり、これは不透水層が一の曲

輪の上部を椀状に覆っていることで、水が溜ま

る池となっています。この玉手ケ池
た ま て が い け

は、足柄
あしがら

城
じょう

の水源としての記録が残っています。 

そして、宝永
ほうえい

４年（1707）の富士山
ふ じ さ ん

宝永
ほうえい

噴火
ふ ん か

によるスコリアが町内全域を厚く覆っている

ことも本町の地質の特徴です。最大の降灰量と

なった須走
すばしり

地区
ち く

は、約３ｍ以上の火山灰に覆わ

れました。その他北郷
きたごう

地区
ち く

は、約１～２ｍ、成美
せ い び

地区
ち く

、明倫
めいりん

地区
ち く

、足柄
あしがら

地区
ち く

も、およそ0.5～1.5

ｍの火山灰に覆われました。これは、西からの

風により、宝永
ほうえい

山
ざん

からの火山灰が東に流れたためで、本町域は、宝永
ほうえい

噴火
ふ ん か

最大の被災

地となりました。この火山灰は現在も町内各地に残っています。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-5 小山町
おやまちょう

の地質（出典：国土地理院（20万分の１土地分類基本調査を加工）） 

図1-3 玉手ヶ池
た ま て が い け

（足柄
あしがら

城跡
じょうあと

） 

図1-4

火山砕
かざ んさい

屑物
せつぶつ

（火砕物）  

噴火により火口から噴出された溶岩流を除く噴出物を総称して 火山砕
か ざ ん さ い

屑物
せつぶつ

といいま

す。粒径により、火山岩
がん

塊
かい

、火山礫
れき

、火山灰に分類され、その中で、多孔質で淡色のも

のを軽石、暗色のものをスコリアといいます。   （出典：用語の説明 | 国土地理院） 

https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/MIYAKE/tochijoken-miyatojo07.htm#:~:text=%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%A0%95%E5%B
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（３）水系 

河川は源を富士
ふ じ

・箱根
は こ ね

山麓
さんろく

に発する鮎沢川
あゆさわがわ

が、馬伏川
まぶせがわ

、須川
す か わ

、野沢川
のざわがわ

、地蔵堂川
じぞうどうがわ

と

合流して東に流れ、酒匂川
さかわがわ

となって相模
さ が み

湾
わん

にそそいでいます。なお、この鮎沢川
あゆさわがわ

は、

本町に隣接する御殿場市
ご て ん ば し

中畑
なかばた

が起点となっています。 

鮎沢川
あゆさわがわ

は、これまで何度ともなく大洪水をおこしながら川底や壁面を削っていき、

明倫
めいりん

小学校の裏では、鮎沢川
あゆさわがわ

の水が長い年月をかけて削ってできた河岸段丘を確認

することが出来ます。 

鮎沢川
あゆさわがわ

は町内の平野部分を流下していることから、明治22年（1889）には川沿

いに東海道線
とうかいどうせん

が開通しました。さ

らに明治29年（1896）には、交

通の便が良いことと水が豊富であ

ることから、水力を利用した紡績

工場の適地として見出され、富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

株式会社（以下、「富士紡
ふ じ ぼ う

」と

いう）が成美
せ い び

地区
ち く

及び明倫
めいりん

地区
ち く

で

操業を開始しました。 
 

 

 

  
図1-7 小山町

おやまちょう

の水系（出典：国土地理院（20万分の１土地分類基本調査を加工）） 

図1-6 鮎沢
あゆさわ

川
がわ
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３ 気 候 
 

本町は標高が高いため過去10年間の平均気温は、中心市街地である小山
お や ま

消防
しょうぼう

署
しょ

周

辺で約14℃と、比較的温暖な静岡
しずおか

県
けん

内
ない

でも低く、8月の月平均気温と1月の月平均気

温との年較差は22℃程度となっています。（富士
ふ じ

山
さん

頂
ちょう

の気温を除く。） 

また、過去10年間の小山
お や ま

消防
しょうぼう

署
しょ

（菅沼
すがぬま

地区
ち く

）での平均年間降雨量は、富士山
ふ じ さ ん

によ

る影響もあり、2,550㎜程となっています。霧の発生が多い地域でもあることから、

年平均日照時間数は1,800時間以下です。山間部

では、最深積雪が10㎝以上となります。 

近年、全国で豪雨による自然災害が多発してい

ますが、本町においても平成22年（2010）の台

風９号、令和元年（2019）の台風19号に伴う豪

雨により甚大な被害が発生したことから、今後も

自然災害への備えを万全にしていく必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 生態系 
 

（１）植物 

本町の植生は、富士山
ふ じ さ ん

、三国
み く に

山地
さ ん ち

、箱根
は こ ね

・足柄
あしがら

山系
さんけい

（金時山
きんときさん

）の大きく３つの区域

に分けられます。また、その特徴として、富士山
ふ じ さ ん

山頂から市街地までに3,500ｍも

の標高差があることから多様な植生がみられること、富士山
ふ じ さ ん

の噴火に由来する植生

破壊により、遷移の途中相の群落が各所にみられることが挙げられます。  

富士山
ふ じ さ ん

の500m以下の丘陵地帯には、カシ、シイなどの林があり、町の花であるフ

ジザクラ（マメザクラ）も分布しています。また、スギやヒノキの植林も広がってい

ます。500ｍから1,000ｍまでの山地帯には広大なススキ草原があります。1,500

図1-9 平均気温と月降雨量（平成23年～令和２年平均） 

出典：小山町
おやまちょう

の統計（平成23年度版～令和２年度版） 
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図1-8 平成22年台風９号に

よる被害（野沢
の ざ わ

川
がわ

河口） 
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ｍから2,500ｍの亜高山帯には、カラマツやダケ

カンバ、シラビソ、コメツガなど針葉樹の林が多く

あります。根を深く広く張って安定させ、少ない水

分を吸収して生きるフジアザミ、オンタデ、メイゲ

ツソウ、ムラサキモメンヅルなどは、荒地でも生育

できる植物であり、麓から分布域を広げたものが

始まりと考えられます。また、富士山
ふ じ さ ん

の固有種であ

るフジハタザオも標高2,000～3,000ｍの森林限界付近で見られます。 

これら先駆植物が生えると地中に栄養物がたまり、砂も根の力で砕かれ、他の植物

も生えやすい条件となります。この結果、日当たりを好むカラマツやダケカンバなど

の木が生え出し、先駆植物は追われ更に上に成長します。また、日当たりを好む木も

その下から生え出し、高木となるシラビソ、コメツガなどに日当たりを奪われ更に上

に成長します。このようにして、富士山
ふ じ さ ん

の植物は徐々に生息域を広げていきました。 

明 神 峠
みょうじんとうげ

から三国山
みくにやま

にかけての三国
み く に

山稜
さんりょう

は、尾根沿いや南斜面にブナ、ミズナラの

森が見られ、日本を代表する自然林です。ブナ林にはカエデ類が多く出現すること

が特徴で、オオモミジ、オオイタヤメイゲツ、イタヤカエデなどが見られます。近年

はブナの自然林が減少しており、大切な自然の財産として残していくことが重要です。 

箱根
は こ ね

・足柄
あしがら

山系
さんけい

においては、箱根
は こ ね

外輪山の最高峰であり、箱根山
はこねやま

の寄生火山である

金時山
きんときさん

に、ブナを主とした落葉広葉樹林がよく発達しています。ブナをはじめ、ヤマ

ボウシ、ミズナラ、ヒメシャラ、オオイタヤメイゲツなどが見られ、林床にはウラハ

グサが多く生育し、ヒメシャガも見られます。  

また、町内全域にスギとヒノキの植林が広がっています。  
 

 

 

  

図1-10 オンタデ 

図1-11 小山町
おやまちょう

の地形区分と標高 

（出典：国土地理院（20万分の１土地分類基本調査を加工）） 
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（２）動物 

町内には、町を特徴付ける両生類、魚類が無いことから、哺乳類と鳥類、昆虫類に

ついて記述します。 

平成元年（1989）～平成２年（1990）にかけて実施された小山町史
おやまちょうし

編纂
へんさん

事業の

調査によると、哺乳類は、イノシシやホンドギツネ、ホンドイタチ、ウサギなどが山

梨県及び神奈川県との県境の山間部等で広く確認され、また、籠坂
かごさか

峠
とうげ

周辺でニホン

ジカやニホンカモシカ、ホンドタヌキ、ホンドテンが確認されています。一方、聞き

取りではニホンザル、ニホンアナグマ、オコジョが存在するといわれていますが、調

査では生息が確認されませんでした。 

しかし、小山町
おやまちょう

猟友会からは、現在も生息しているとの情報が寄せられています。 

 

表1-2 平成元年～２年の哺乳類の確認調査結果 

調査日 地点 
ニ
ホ
ン 

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ 

イ
ノ
シ
シ 

ニ
ホ
ン
ジ
カ 

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ 

ニ
ホ
ン
ザ
ル 

ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ 

ホ
ン
ド
ギ
ツ
ネ 

ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ 

ホ
ン
ド
イ
タ
チ 

ホ
ン
ド
テ
ン 

ハ
ク
ビ
シ
ン 

オ
コ
ジ
ョ 

ウ
サ
ギ 

その他鳥獣 

1989. 

11.11 
籠坂峠  ○ ○    ○ ○ ○    ○ 

ヤマドリ、キ

ジ（鮎沢川） 

1989. 

11.12 

明神峠 

世附峠 
 ○             

1990. 

1.17 

籠坂峠 

明神峠 
 ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○  ○  

1990. 

1.18 

明神峠 

世附峠 
 ○     ○  ○    ○ 

ヤマドリ（世

附峠） 

1990. 

5.29 
世附峠  ○     ○        

1990. 

6.20 

金時 

公園 
              

1990. 

7.16 

生土大

原 
 ○             

確認状況 ｘ ○ ○ ○ ｘ ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ｘ ○  

○：生息の痕跡が確認されたもの 

ｘ：聞き取り調査では生息するとされるが、現地で確認できなかったもの  

 

鳥類については、富士山
ふ じ さ ん

の須走口
すばしりぐち

登山
と ざ ん

道
どう

において、亜高山の鳥であるミソサザイや

ルリビタキ、キクイタダキなどの声を聞くことができます。東富士演習場
ひがしふじえんしゅうじょう

ではノビ

タキ、コヨシキリなどの草原の鳥がみられます。昭和９年（1934）には、「日本野

鳥の会」の探鳥会が須走
すばしり

で開催され、中西
なかにし

悟
ご

堂
どう

、北原
きたはら

白秋
はくしゅう

、金田一
きんだいち

春彦
はるひこ

などが訪れ

ています。 

昆虫については、ホタルが町内全域で飛び交っています。町内全ての地区で、５月

下旬から６月中旬にかけてゲンジボタルが、６月下旬から８月上旬にかけてヘイケ

ボタルが飛翔します。明倫
めいりん

地区
ち く

では、陸棲のクロマドボタルが確認されています。ま

た、富士山
ふ じ さ ん

須走口
すばしりぐち

登山
と ざ ん

道
どう

の旧道（標高約1,500ｍ）では、陸棲のヒメボタルが飛翔し

ています。 
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図1-12 ニホンジカ 

（写真提供：県自然保護課） 

 

 図1-13 ニホンジカ（須走口
すばしりぐち

五合目） 

（写真提供：県自然保護課） 

 

 

 
図1-14 ニホンカモシカ 

 

 

 図1-15 ツキノワグマ 

 

 

 
図1-16 ルリビタキ 

（写真提供：静岡
しずおか

県立森林公園） 

 図1-17 ゲンジボタル 

（写真提供：静岡
しずおか

県立森林公園） 
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第２節 社会的環境 
 

１ 町域の変遷 
 

町村合併によって誕生した新たな町村を基盤に明治22年（1889）4月、町村制が

施行されました。成美
せ い び

地区
ち く

においても、藤曲
ふじまがり

村
むら

ほか５か村が合併して戸数259戸、

人口1,624人の「六合村
ろくごうむら

」となりました。明倫
めいりん

地区
ち く

では、「菅沼村
すがぬまむら

」が戸数135戸、

人口802人の独立村として発足しました。足柄
あしがら

地区
ち く

では、足柄
あしがら

村
むら

ほか３か村、新柴村
あらしばむら

ほか２か村が合併して戸数207戸、人口1,128人の「足柄
あしがら

村
むら

」となりました。北郷
きたごう

地区では、用沢村
ようさわむら

ほか12か村が合併して、戸数536戸、人口3,381人の「北郷村
きたごうむら

」

となりました。須走
すばしり

地区
ち く

では、「須走
すばしり

村
むら

」が戸数99戸（人口不明）の独立村として発

足しました。 

大正元年（1912）8月1日、六合村
ろくごうむら

、菅沼村
すがぬまむら

が合併して町制が施行され、「小山町
おやまちょう

」

が誕生しました。その後、町村合併促進法施行により、昭和30年（1955）4月1日

には足柄
あしがら

村
むら

が、昭和31年（1956）8月1日には北郷村
きたごうむら

が、昭和31年（1956）9月

30日には須走
すばしり

村
むら

がそれぞれ小山町
おやまちょう

に合併し、新小山町
おやまちょう

が誕生、現在の町域に拡大し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-18 小山町
おやまちょう

の旧村の位置 
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六合村
ろくごうむら

 
小山村 

生土村 

中島村 

柳島村 

湯船村 

藤曲村 

菅沼
すがぬま

村
むら

 
旧菅沼村 

小山村の一部 

（旧）小山町
おやまちょう

 
大正元年（1912） 

８月合併 

須走
すばしり

村
むら

 

足柄
あしがら

村
むら

 
竹之下村 

所領村 

新柴村 

桑木村 

北郷村
きたごうむら

 
大御神村 

上野村 

中日向村 

棚頭村 

用沢村 

一色村 

古沢村 

下小林村 

阿多野村 

吉久保村 

上古城村 

下古城村 

大胡田村 

（新）小山町
おやまちょう

 

明治 22 年（1889）

町村制による合併 

昭和 31 年（1956）９月合併 

昭和 31 年（1956）８月合併 

昭和 30 年（1955）４月合併 

図1-19 小山町
おやまちょう

の町村合併の経緯 

※古沢村は小山町
おやまちょう

に編入せず、 

御殿場市
ご て ん ば し

へ編入 
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２ 人口動態 
 

昭和60年（1985）以降の国勢調

査によると、本町の総人口は平成2

年（1990）をピークに減少傾向に

あります。令和４年（202２）８月

1日現在の人口は、17,６６７人（住

民基本台帳）となっています。 

15歳未満人口（年少人口）は昭

和60年（1985）以降、15～64歳

人口（生産年齢人口）は平成2年

（1990）以降減少しています。一

方で、65歳以上人口（高齢者人口）

は昭和60年（1985）以降増加を続

け、高齢化率は10.3％から26.3％

と約2.6倍になりました。 

令和３年度（2021）の人口増減

では、出生や死亡による自然増減で

は、91人の出生に対し死亡が256

人で、165人の減少となっていま

す。転入転出の社会増減では、転入

等が965人、転出等が1,099人で

あり、134人の減少となっていま

す。これらの減少は、出生率の低下

に伴う要因と、須走
すばしり

地区
ち く

にある

陸上
りくじょう

自衛隊
じえいたい

富士学校
ふ じ が っ こ う

の人事異動に

伴うものです。 

今後、人口減少は加速度的に進むものと予想され、国立社会保障・人口問題研究所

が平成30年（2018）に公表した将来推計人口によると、令和22年（2040）にお

ける本町の人口は約13,217人まで減少するとされています。 

なお、第５次小山町
おやまちょう

総合計画では、これまでの人口動向を踏まえ、これからの施策

効果を含む社会動態を加味し、将来人口推計を行った結果、同計画後期基本計画の

計画期間の最終年である令和12年度（2030）の将来人口を16,500人に設定して

います。 

 

 

図1-20 年齢３区分別人口の推移 

（出典：国勢調査） 

図1-21 将来人口の推計結果 
（出典：総合計画） 
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３ 産 業 
 

（１）就業構造 

本町の就業人口は、平成27年（2015）は10,629人で、平成2年（1990）の

13,454人から2,825人減少しています。産業別にみると、第三次産業が最も多く全

体の約70％を占めていますが、平成17年（2005）以降減少に転じています。第二

次産業は、平成2年（1990）以降減少傾向にあり、ピーク時のおよそ半分となって

います。また、第一次産業は、昭和60年（1985）と比較すると、緩やかな減少傾

向にあるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産業の誘致について 

静岡県
しずおかけん

は、防災・減災と地域成長を両立させた魅力ある地域づくりを実現するた

め、平成26年度（2014）に「内陸フロンティア推進区域」制度を創設しました。

（平成30年度（2018）に「“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組」に名称変更）

県が指定するフロンティア推進区域は、令和３年（2021）２月時点で、静岡
しずおか

県
けん

下
か

全

35市町で取組み、74区域が指定されています。 

本町には、８つの推進区域があり、工業団地や住宅地団地、太陽光や木質バイオマ

ス発電によるエネルギーの創出のほか、観光交流人口拡大のための施設誘致や、さ

らに、次世代施設園芸の一大拠点となる農地の創出も実施します。産業拠点を整備

することで雇用を創出し、居住環境の整備により移住・定住を促し、子育てニーズに

応えるなど、様々な世代の町民が元気に安心して暮らせる町を目指しています。  

 

図1-22 産業別就業人口の推移 （出典：国勢調査） 
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４ 土地利用 
 

本町の総面積135.74k㎡のうち、土地利用の内訳 (地目別面積)は、水田5.4k㎡

（4.0％）、畑2.34k㎡（1.7％）、宅地6.79 k㎡（5.0％）、山林47.87k㎡（35.3％）、

原野15.63k㎡（11.5％）、雑種地15.82k㎡（11.7％）、陸上
りくじょう

自衛隊
じえいたい

富士学校
ふ じ が っ こ う

や東
ひがし

富士
ふ じ

演 習 場
えんしゅうじょう

なども含めた公共用地41.89k㎡（30.9％）となっています。（出典：

小山町
おやまちょう

の統計（令和２年度版）） 

山地部は主に山林として利用されており、スギ・ヒノキなどの植林地のほか、須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

には、シラビソやコメツガなどの自生林も広がっています。 

 

 

 

  

図1-23 土地利用現況図 

ふじのくにのフロンティア  

ふじのくにのフロンティアとは、新東名高速道路等を最大限活用し、内陸部に災害に

強く魅力ある先進地域を築くことや、都市部と内陸部の両地域間の連携と相互補完によ

る均衡ある発展を促し、南海トラフ巨大地震等の有事に備えた地域づくりモデル形成を

目標とし、防災・減災機能の充実・強化と有事に強い産業基盤の構築、生活環境の確保

及び広域ネットワークの構築を図るものです。  
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５ 交通機関 
 

本町は、古くは北西部の籠坂
かごさか

（加古坂
か こ さ か

）峠
とうげ

で甲斐
か い

へ向かう道と、南東部の竹之下
たけのした

から足柄峠
あしがらとうげ

を越えて相模
さ が み

へ至る古
こ

東海道
とうかいどう

（足柄
あしがら

路
じ

）の通る交通の要衝地として栄え

ました。 

現在町内には、２本の国道と9本の県道があります。昭和44年（1969）には東名

高速道路が、昭和47年（1972）には裾野バイパス（現国道246号）、平成元年（1989）

には東富士五湖道路
ひ が し ふ じ ご こ ど う ろ

が開通しました。平成31年（2019）3月には、東名高速道路、

足柄
あしがら

サービスエリア（上下線）に接続する足柄
あしがら

スマートインターチェンジが開通して

います。国道246号は、成美
せ い び

地区
ち く

から明倫
めいりん

地区
ち く

、北郷
きたごう

地区
ち く

を通り、沼津市
ぬ ま づ し

に至りま

す。国道138号は、須走
すばしり

地区を南北に縦断しながら、山梨県山中湖村
やまなしけんやまなかこむら

に至ります。

このように南北を延伸する国道と東西に延伸する県道と町道により、車両交通の利

便性が良い町域といえます。JR足柄
あしがら

駅
えき

が起点となる県道足柄
あしがら

停車場富士公園線
ていしゃじょうふじこうえんせん

は

足柄
あしがら

地区
ち く

から北郷
きたごう

地区
ち く

、須走
すばしり

地区
ち く

を通過し、富士山
ふ じ さ ん

須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

として富士
ふ じ

山
さん

頂
ちょう

に

至ります。 

また、令和９年度（2027）には新東名高速道路（秦野
は た の

ＩＣ～御殿場
ご て ん ば

ＩＣ間）の開

通、（仮称）小山
お や ま

パーキングエリアと（仮称）小山
お や ま

スマートインターチェンジの開設

が予定されています。これにより、高速道路及びその周辺道路の渋滞解消や救急医

療活動での活用のほか、町内観光地や地域産業の集積する地区などへのアクセス向

上による地域の活性化等の効果が期待されています。  

本町における公共交通は、鉄道、高速バス、路線バス、コミュニティバスが主たる

ものとなっています。鉄道は、ＪＲ御殿場線
ご て ん ば せ ん

が町東部を南北に縦断し「駿河小山駅
す る が お や ま え き

」

「足柄
あしがら

駅
えき

」の２駅が町内に存在します。高速バスは、東名高速道路沿いにある「東名
とうめい

小山
お や ま

」「東名
とうめい

足柄
あしがら

」と、「富士学校前
ふ じ が っ こ う ま え

」

の計３か所のバス停があります。

路線バスは、富士急
ふじきゅう

モビリティ

（株）によって御殿場市
ご て ん ば し

と町内を

結ぶ路線を中心に形成されていま

す。広域の移動手段としては、鉄

道、高速バス、路線バスが担って

おり、町内の移動についてはコミ

ュニティバスの定時運行バス、デ

マンドバスが担っています。 

 

 

 

図1-24 JR足柄
あしがら

駅
えき

（設計：隈研吾建築都市設計事務所） 
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図1-25 交通機関の現状（出典：小山町
おやまちょう

地域公共交通計画に加筆） 

図1-26 電化した御殿場
ご て ん ば

線
せん

（昭和43年） 図1-27 開通した東富士五湖
ひ が し ふ じ ご こ

道路
ど う ろ

 

（平成元年） 
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６ 観 光 
 

本町は、世界文化遺産である富士山
ふ じ さ ん

及び関連する歴史文化資源をはじめ、豊門会館
ほうもんかいかん

、

足柄
あしがら

城跡
じょうあと

といった史跡のほか、金時公園
きんときこうえん

、冨士霊園
ふ じ れ い え ん

、富士
ふ じ

スピードウェイなどの大

型観光施設、11のゴルフ場、２つの道の駅、温泉施設など、豊富な観光資源に恵ま

れています。本町ではこうした豊富な資源を活かし、町全体を映像制作のメッカに

することを目指す「スタジオタウン小山
お や ま

」構想（※）を推進しています。 

さらに、東名高速道路足柄
あしがら

サービスエリアのスマートインターチェンジ開設や新

東名高速道路の開通、（仮称）小山
お や ま

パーキングエリアと（仮称）小山
お や ま

スマートインタ

ーチェンジの開設など、高速交通基盤の整備による賑いの創出が期待されています。 

本町における観光交流客数は、「道の駅ふじおやま」と「道の駅すばしり」のオー

プン、さらには外国人観光客の急激な伸び等の影響を受け、平成23年度（2011）

からは400万人を超える水準を維持してきました。しかし、世界的な新型コロナウ

イルス感染拡大でオリンピック・パラリンピックが延期となり、町内観光行事はほ

ぼ中止又は延期、インバウンドは来日自体が制限されるなど大きな影響を受け、令

和２年度（2020）は359万人に減少しました。今後は、ウィズコロナ、アフターコ

ロナ下における有効な観光施策を展開していきます。 

 

図1-28 小山町
おやまちょう

の観光交流客数の推移（静岡県
しずおかけん

観光政策課） 

 

※「スタジオタウン小山
お や ま

」構想 

本町では、長年にわたって展開してきたフィルムコミッション事業をさらに発展させ、

映像制作のメッカとなることを目指しています。NPO法人小山フィルムコミッションを

中心に、映画やドラマのロケーション支援を行い、映像を通じた人的交流を促進すること

により、町の観光振興や地域の活性化、文化振興などに寄与することを目的としています。  
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第３節 歴史的背景 
 

１ 通史的概要 
 

（１）原始～古代 

本町域で最も古く人の姿の痕跡が認められる資

料は、柳島
やなぎしま

沼子
ぬ ま こ

池畔の丘陵台地に占地する沼子
ぬ ま こ

遺

跡から出土した約7,000年前（縄文
じょうもん

時代早期前

半）の土器片です。 

獣を狩り、魚を捕り、木の実を拾ったりして生

活していた縄文
じょうもん

時代（１万年前～2,300年前）の

人々が使った土器や石器は、生土
い き ど

や柳島
やなぎしま

・湯船
ゆ ぶ ね

・

竹之下
たけのした

・足柄峠
あしがらとうげ

・桑木
く わ ぎ

・一色
い し き

・吉久保
よ し く ぼ

・須走
すばしり

などか

ら出土しています。注目すべきは足柄峠
あしがらとうげ

から縄文
じょうもん

土器が出土していて、当時から人

の往来が確認できることです。 

稲作農耕が始まる弥生
や よ い

時代（2,300年前～1,800年前）になると、桑木
く わ ぎ

・竹之下
たけのした

・

須走
すばしり

などから土器など当時の生活道具が見つかっています。 

今から約1,700～1,400年程前の古墳時代において、町内では、桑木
く わ ぎ

に古墳があ

ったと記す資料や、塚と名付けられた墳丘らしきものはいくつか見られますが、現

在まで古墳として確認されているものはありません。ただし、この時代の遺物は、

竹之下
たけのした

・桑木
く わ ぎ

・上古城
かみふるしろ

・須走
すばしり

などから出土しています。 

７世紀に律令制
りつりょうせい

が成立すると本町域を含む周辺地域は「東海道
とうかいどう

駿河国
するがのくに

駿河郡
するがぐん

横走郷
よこばしりごう

」という行政区分となりました。国の下の行政単位として「郡」が置かれ、

駿河国
するがのくに

は最も東にある駿河郡
するがぐん

の他に志太
し だ

、安倍
あ べ

、富士
ふ じ

などの郡によって構成されまし

た。駿河郡
するがぐん

は、沼津市
ぬ ま づ し

、裾野市
す そ の し

、御殿場市
ご て ん ば し

など現在の市部と本町や長 泉 町
ながいずみちょう

、清水町
しみずちょう

など現在の駿東郡
すんとうぐん

の町を合わせた範囲とほぼ一致するとされています。 

奈良
な ら

時代（710～784）から平安
へいあん

時代（794～1185）にかけては、官道として

の東海道
とうかいどう

は足柄峠
あしがらとうげ

を通過していたことから、峠を往来する人々が急激に増加し、記

録や歌などの文学に頻繁に町内の地名が登場するようになります。また、この地域

には、足柄峠
あしがらとうげ

越えの拠点であり、東海道
とうかいどう

から甲斐
か い

への分岐点という機能をもった

横走
よこばしり

郷
ごう

が存在し、横 走 駅
よこばしりのえき

や横 走 関
よこばしりのせき

があったと想定されています。 

この「足柄
あしがら

」という地名については、現存する歴史書としては最古で、和銅
わ ど う

５年

（712）に完成した『古事記
こ じ き

』に初めて現れます。そこでは、ヤマトタケルの行動と

して、「足柄
あしがら

の坂本
さかもと

に至った」ことが記されています。また、『常陸国風土記
ひ た ち の く に ふ ど き

』には、

足柄峠
あしがらとうげ

が東国との境界であったことが述べられています。  

その足柄
あしがら

山の麓に位置する竹之下
たけのした

の上横山
かみよこやま

遺跡は、奈良
な ら

時代から平安
へいあん

時代までの

図1-29 沼子
ぬ ま こ

遺跡出土の縄文
じょうもん

時代

早期の押型文土器 
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遺跡で、藤原
ふじわら

京
きょう

や平城
へいじょう

京
きょう

、東北地方や武蔵
む さ し

地方、東美濃
ひがしみの

、遠江
とおとうみ

、相模
さ が み

、甲斐
か い

など

の土器が出土し、当時ここが交通の要衝であったことを示しています。  

また、県立小山
お や ま

高等学校の敷地内にある横山
よこやま

遺跡からは、古墳
こ ふ ん

時代から平安
へいあん

時代に

かけての大規模な集落や、大形の建物跡、大量の土器や金属器、古銭といった当地の

豊かさをうかがわせる遺物や遺構が発見されています。 

富士
ふ じ

登山については、『常陸国風土記
ひ た ち の く に ふ ど き

』に「人民登らず」とあり、奈良
な ら

時代には登

山が行われていなかったことが伝えられています。平安
へいあん

時代の初めには、役小角
えんのおづぬ

のよ

うな修験者
しゅげんじゃ

の活動が始まり、富士山
ふ じ さ ん

が修験
しゅげん

の霊山となっていったことが分かります。

そして平安
へいあん

時代後期になると末代
まつだい

上人
しょうにん

のような数百度に及ぶ登山をした人物も現れ

てきました。 

この時代の伝承として、「足柄
あしがら

山
やま

の金太郎
きんたろう

」がいます。「坂田公時
さかたのきんとき

」、「酒田金時
さかたのきんとき

」と

も呼ばれ、「桃太郎」と並ぶ日本昔話の中の代表的な英雄の一人です。町内には、成美
せ い び

地区
ち く

や足柄
あしがら

地区
ち く

を中心に数多くの金太郎
きんたろう

の伝説地があります。金太郎
きんたろう

伝説は、

藤原道長
ふじわらのみちなが

の随身である「下毛野
しもつけぬの

公
きん

時
とき

」の逸話が様々に発展した架空の物語です。し

かし、町のシンボルとして、そして老若男女から慕われるキャラクターとして現在

もその偉業と精神を伝えるべく祭り等が伝承されています。（金太郎
きんたろう

の伝承について

は、第２章を参照） 

 

（２）中世～近世 

平安
へいあん

時代の後半から戦国
せんごく

時代初

期にかけて、町域は伊勢
い せ

神
じん

宮
ぐう

の荘

園、大沼
おおぬま

鮎沢
あゆざわ

御厨
みくりや

の一部だったと

され、中世から現在まで北
ほく

駿
すん

地方

を指す地名として「御厨
みくりや

地方」が

通称になっています。裾野市
す そ の し

北西

部から御殿場
ご て ん ば

市
し

・小山
お や ま

町
ちょう

域を含む

エリアと想定されています。 

鎌倉
かまくら

時代には、源 頼 朝
みなもとのよりとも

が征
せい

夷
い

大将軍
たいしょうぐん

となった翌年の建
けん

久
きゅう

４年

（1193）に「富士
ふ じ

の巻
まき

狩
がり

」を行

い、小山
お や ま

町
ちょう

域もその舞台となりま

した。この狩りの場で起こった

曾我
そ が

兄弟
きょうだい

の仇討
あ だ う

ちを物語にした

『曾我
そ が

物語』には、狩りの範囲に

ついて「東は足柄
あしがら

の峰をさかひ、

北は富士野
ふ じ の

裾野
す そ の

をかぎり、西は富
ふ

図1-30 大沼
おおぬま

鮎沢
あゆざわ

御厨
みくりや

付近の地図 
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士
じ

川
かわ

を際として」と書かれており、足柄
あしがら

山
やま

から富士川
ふ じ か わ

までの富
ふ

士山
じ さ ん

の南側全域として

いることが分かります。町内には現在も「頼
より

朝
とも

伝説」として「頼
より

朝
とも

の馬乗り石（馬蹄

石）」や「頼
より

朝
とも

の足洗い井戸」などが残っています。また、鎌倉を起点として放射状

に延びる鎌倉
かまくら

街道
かいどう

があり、富士山
ふ じ さ ん

の北麓を経由して、甲府
こ う ふ

盆地と御厨
みくりや

地方（静岡県
しずおかけん

東

部）とを結ぶ古代以来の主要道で、鎌倉
かまくら

往還
おうかん

や鎌倉
かまくら

道
みち

とも呼ばれました。 

承 久
じょうきゅう

３年（1221）の承 久
じょうきゅう

の乱では、北条
ほうじょう

義時
よしとき

追討の院宣を書き、全国に発し

た藤原光親
ふじわらのみつちか

が籠坂
かごさか

峠
とうげ

で処刑されました。この地には墓碑が建てられ、毎年供養祭が

営まれています。 

南北朝
なんぼくちょう

期に入ると、足柄
あしがら

峠
とうげ

周辺は日本を二分した戦いとして知られる竹之下
たけのした

の合

戦の舞台となり、これにまつわる伝承地が数多く存在しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

室町
むろまち

時代には、御殿場市
ご て ん ば し

域や裾野市
す そ の し

の一部などと共に小山
お や ま

町
ちょう

域も、大森
おおもり

氏
し

一族の

支配するところとなり、生土
い き ど

の乗光寺
じょうこうじ

・小山
お や ま

の正福寺
しょうふくじ

・中島
なかじま

の勝福寺
しょうふくじ

などが大森
おおもり

氏
し

創

建の寺院と伝えられています。大森
おおもり

氏
し

は現在の裾野市
す そ の し

を発祥とする在地領主であり、

東の箱根
は こ ね

や北の足柄
あしがら

方面に勢力を伸ばし、応
おう

永
えい

期には箱根山
はこねさん

と北駿
ほくすん

一帯を支配下に

置いていました。 

明応
めいおう

４年（1495）、相模
さ が み

の西部にも勢力を拡大していた大森
おおもり

氏
し

は北条
ほうじょう

早雲
そううん

のため

小田原
お だ わ ら

城
じょう

にて滅亡します。その後、駿東
すんとう

地方の支配者になった葛山氏
かずらやまし

は、戦国
せんごく

時代

のほとんどを、今川
いまがわ

・武田
た け だ

・北条
ほうじょう

という有力な戦国大名に挟まれながらも、したた

かに生き抜いてゆきます。しかし、永
えい

禄
ろく

12年（1569）頃を境に、今川
いまがわ

方から武田
た け だ

方への転身を図った葛山氏
かずらやまし

が北駿
ほくすん

地方から姿を消し、小山
お や ま

町
ちょう

域は武田
た け だ

と北条
ほうじょう

の接点

として、支配をめぐる両者のつばぜり合いの場となります。天
てん

正
しょう

18年（1590）、

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の小田原
お だ わ ら

城
じょう

攻めによる北条
ほうじょう

氏
し

滅亡後、秀
ひで

吉
よし

の臣である中村
なかむら

一氏
かずうじ

が駿
すん

府
ぷ

城
じょう

に入り、慶長
けいちょう

５年（1600）まで当地方はその支配を受けます。 

江戸
え ど

時代の当町域の村は、阿多野
あ だ の

・上野
う え の

の両新田
しんでん

を除き、慶長
けいちょう

６年（1601）よ

り沼津
ぬ ま づ

城主
じょうしゅ

大久保
お お く ぼ

忠佐
ただすけ

の支配下にありました。忠佐
ただすけ

の死後、慶長
けいちょう

18年（1613）よ

竹之下
たけ のした

の合戦
かっせん

 

建武
け ん む

の新政
しんせい

時代の建武
け ん む

2年（1335）12月11日から、足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

の

呼びかけに応じた足利
あしかが

軍と、後
ご

醍醐天皇
だ い ご て ん の う

の宣旨を受けた新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

に参集した軍勢との間で行われた合戦で、竹之下
た け の し た

周辺が合戦の舞

台となりました。後
ご

醍醐天皇
だ い ご て ん の う

が建武
け ん む

政権
せいけん

に反旗を翻した足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

を討つために新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

を派遣しましたが、失敗し建武
け ん む

政権
せいけん

崩壊へ

とつながりました。  図1-31 竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

の石碑 

（嶽
たけ

之
の

下
した

宮
ぐう

） 



第１章 小山町の概要 

1-20 

り幕府の直轄領となり、その後元和
げ ん な

３～５年（1617～1619）は徳川
とくがわ

頼宣
よりのぶ

の支配下

にありました。頼宣
よりのぶ

の国替えにより再び幕府代官の支配下となり、その後寛永
かんえい

元年

（1624）より徳川
とくがわ

忠長
ただなが

の領国となりました、さらに寛永
かんえい

10年（1633）より小田原
お だ わ ら

城主に加封された稲葉
い な ば

氏
し

の領地に編入され、目まぐるしく支配者が代わります。 

その後寛
かん

文
ぶん

12年（1672）、阿多野新田
あ だ の し ん で ん

が開かれます。上野
う え の

新田
しんでん

の成立については

よくわかっていません。天和
て ん な

３年（1683）より柳島
やなぎしま

・吉久保
よ し く ぼ

・大胡田
お お ご だ

・新柴
あらしば

・桑木
く わ ぎ

・

下古城
しもふるしろ

の６か村が稲葉
い な ば

紀伊守知行所
きいのかみちぎょうしょ

となり、貞
じょう

享
きょう

３年（1686）より小田原
お だ わ ら

藩主は

大
おお

久保
く ぼ

氏
し

に代わり、元禄
げんろく

12年（1699）より町域では湯船
ゆ ぶ ね

・上野
う え の

・上野
う え の

新田
しんでん

・棚頭
たながしら

・

菅沼
すがぬま

・用
よう

沢
ざわ

・阿多野
あ だ の

新田
しんでん

・大御神
お お み か

・一色
い し き

・上古城
かみふるしろ

・中日向
なかひなた

・下小林
しもこばやし

他13か村が

大久保長門守
おおくぼながと のかみ

領となります。下古城
しもふるしろ

・菅沼
すがぬま

両村はこの時期に２村に分立しています。 

宝
ほう

永
えい

４年（1707）11月の富士山
ふ じ さ ん

噴火の降砂の大被害により、翌５年町域の全村

が幕府領となり、伊奈
い な

半左衛門
は ん ざ え も ん

忠順
ただのぶ

の支配となります。懸命な復旧作業により、寛
かん

保
ぽう

３年（1743）には小山
お や ま

・生土
い き ど

・中島
なかじま

・藤曲
ふじまがり

・下古城
しもふるしろ

・所領
しょりょう

・竹之下
たけのした

・須走
すばしり

・菅沼
すがぬま

の９か村が小田原
お だ わ ら

藩領に復しますが、他の19か村は幕府領として残り、宝暦
ほうれき

13年

（1763）より韮山
にらやま

代官所（江川太郎左衛門
え が わ た ろ う ざ え も ん

）に支配替えとなります。安永
あんえい

７年（1778）

より、大胡田
お お ご だ

村
むら

は大河内知行所
おおかわちちぎょうしょ

を、一色
い し き

村
むら

は山岡知行所
やまおかちぎょうしょ

を分郷し、阿多野
あ だ の

新田
しんでん

は幕府

領を離れて山岡知行所
やまおかちぎょうしょ

となります。同９年より大御神
お お み か

・中日向
なかひなた

・上野
う え の

・下小林
しもこばやし

他５か

村は島田
し ま だ

代官所支配に転じています。 

宝
ほう

永
えい

５年（1708）から幕府領であった18か村は、天明
てんめい

３年（1783）より２～

３年の間に15か村が小田原
お だ わ ら

藩領に復し、柳島
やなぎしま

・吉久保
よ し く ぼ

の両村も荻野
お ぎ の

山中
やまなか

藩領となり、

表1-3 小山町
おやまちょう

域村々の領主支配の変遷 



第１章 小山町の概要 

1-21 

大御神
お お み か

村
むら

はただ１村、引き続き幕府領として江戸
え ど

時代後期を送ることになります。 

平安
へいあん

時代から続く富士山
ふ じ さ ん

の参詣については、江戸時代においても富士山
ふ じ さ ん

は信仰の

山として江戸の村々や関東の村々から多数の参詣者を集めていました。須走口
すばしりぐち

でも、

他の登山口と同様に参詣者の宿泊や世話をすることで須走
すばしり

村
むら

の経営を成り立たせて

いました。特に須走
すばしり

口
くち

の御師
お し

の旦那（顧客）は、相模
さ が み

、武蔵
む さ し

、下総
しもふさ

、上総
か ず さ

などの国々

に及んでいました。 

 

（３）近現代 

明治維新後、当地方の村々は小田原
お だ わ ら

藩から静岡
しずおか

藩へ領分替えになります。明治４年

（1871）７月の廃藩置県後、まもなく「静岡
しずおか

県」に配置され、静岡
しずおか

県の下で明治５

年（1872）の戸籍編成、学制頒布、明治８年（1875）から明治15年（1882）に

かけて地租改正事業がすすみました。この土地改革は広大な富士
ふ じ

・足柄
あしがら

入会地の官民

有区分や共有入会地の区域・権利関係の認知・協定など地元住民の生活を左右する

重要問題でした。明治前期の地方制度は、明治５年の大区小区制から郡区町村制、連

合戸長役場設置を経て町村制が施行されるまで目まぐるしく変わりました。  

明治22年（1889）４月の町村制により、当地では六合村
ろくごうむら

（小山
お や ま

・生土
い き ど

・中島
なかじま

・

柳島
やなぎしま

・湯船
ゆ ぶ ね

・藤曲
ふじまがり

の各旧村）、菅沼
すがぬま

村
むら

、足柄
あしがら

村
むら

（竹之下
たけのした

・所領
しょりょう

・新柴
あらしば

・桑木
く わ ぎ

の各旧

村）、北郷
きたごう

村
むら

（大御神
お お み か

・上野
う え の

・中日向
なかひなた

・棚頭
たながしら

・用沢
ようさわ

・一色
い し き

・古沢
ふるさわ

・下小林
しもこばやし

・阿多野
あ だ の

・

吉久保
よ し く ぼ

・上古城
かみふるしろ

・下古城
しもふるしろ

・大胡田
お お ご だ

の各旧村）、須走
すばしり

村
むら

の５か村に統合されました。ま

た同年、東海道
とうかいどう

本線
ほんせん

が開通し、小山
お や ま

駅
えき

（大正元年（1912）から駿河
す る が

駅
えき

、昭和27年

（1952）から駿河
す る が

小山
お や ま

駅）が開設されました。そして、鉄道幹線の開通で戦前期日

本の基幹輸出産業であった蚕糸業
さんしぎょう

の普及と拡大、日本の工業化を先導した富士紡
ふ じ ぼ う

の

進出により、農作が中心であった村は新時代を迎えます。  

富士紡
ふ じ ぼ う

が創業の地にした小山
お や ま

工場は明治31年（1898）、５万錘規模の運転を開始

し、大正３年（1914）までに第１～第５工場が完成します。それと共に小山
お や ま

地区は

発展し、大正元年８月１日、六合村
ろくごうむら

と菅沼
すがぬま

村
むら

が合併し小山町
おやまちょう

が発足しました。 

大正12年（1923）９月１日の関東
かんとう

大震災
だいしんさい

は

当地に大被害を与え、県内最大の被災地となり

ました。死者については、小山町
おやまちょう

が149人、北郷
きたごう

村
むら

が28人、足柄
あしがら

村
むら

６人を数え、特に富士紡
ふ じ ぼ う

では、

123人が亡くなっています。 

また昭和９年（1934）、東海道
とうかいどう

本線
ほんせん

が熱海
あ た み

経

由になり、これまでの幹線はローカルの

御殿場線
ご て ん ば せ ん

となります。 

太平洋戦争末期の昭和20年（1945）５月頃

図1-32 関東大震災での落橋

（花戸橋） 
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になると、小山町
おやまちょう

上空にもB29をはじめとする米軍爆撃機が度々飛来し、空襲警報

が頻繁に鳴り響きました。７月30日にはついに空襲を受けました。富士紡
ふ じ ぼ う

第１～５

工場に爆弾が投下されるとともに、周辺の市街地や学校等へも無差別な機銃掃射を

浴びせられました。その結果、18人が亡くなっています。 

昭和22年（1947）、新憲法下地方自治法に基づく地方自治が発足し、農地改革や

六三制教育が実施されます。一時軍需工場になっていた富士紡
ふ じ ぼ う

も紡績
ぼうせき

工場として復

活し、昭和29年（1954）、自衛隊
じえいたい

富士学校
ふ じ が っ こ う

が須走
すばしり

地区に設立されました。その頃、

町村合併の促進により小山町
おやまちょう

は昭和30年（1955）足柄
あしがら

村
むら

、翌31年北郷
きたごう

村
むら

（翌年古沢
ふるさわ

区分離）、須走
すばしり

村
むら

を合併し、新
しん

小山町
おやまちょう

が誕生、現在の町域に拡大しました。 

1960年代の高度成長期以降、農業の後退、重化学工業化の中で富士紡
ふ じ ぼ う

の地位変化、

東名高速道路の開通（昭和44年（1969））によるゴルフ場や霊園の開発、富士
ふ じ

スピ

ードウェイの開場などが続き、小山町
おやまちょう

の姿は大きく変貌していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 富士山
ふ じ さ ん

噴火の歴史 
 

富士
ふ じ

山頂
さんちょう

までを町域とする本町は、富士山
ふ じ さ ん

噴火により、甚大な被害を受けてきま

した。ここでは、富士
ふ じ

山
さん

噴火と小山町
おやまちょう

を舞台とした主な出来事について示します。  

古文書に記録がある天応
てんおう

元年（781）以降、富士山
ふ じ さ ん

（新富士
し ん ふ じ

火山
か ざ ん

）の噴火を含む火

山活動は次のとおりです。 

宝
ほう

永
えい

４年（1707）の噴火に代表されるように町域は幾度となく破壊され、そのた

びに再生してきました。 

一方で、富士山
ふ じ さ ん

は、火山活動への畏怖
い ふ

だけではなく、信仰を集めたり、豊富な湧水

小山町
おやまちょう

の産業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治22年（1889）の東海道
とうかいどう

本線
ほんせん

開通に伴い、

小山駅
お や ま え き

が開設され、蚕糸業
さんしぎょう

の普及拡大、富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

株式会社の進出など、本町の産業はそれまでの

農作と山稼ぎから大きく変貌しました。その後、

大正12年（1923）９月１日の関東大震災や昭和

20年（1945）の空襲、度重なる台風の被害など

を乗り越え、町域は発展していきます。  

 また、1960年代の高度成長期以降は、東名高速道路の開通（昭和44年）によるゴル

フ場や霊園、富士
ふ じ

スピードウェイの開場などが続き、近年では新東名高速道路の開通に

合わせ、ふじのくにフロンティア（（旧）内陸のフロンティアを拓く取組）による企業

誘致等が進むなど、本町の姿は大きく変貌しています。  

図1-33 東名高速道路開通 
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が町の産業発展にも深く関わるなど、本町の暮らしは富士山
ふ じ さ ん

への思いと富士山
ふ じ さ ん

のも

たらす自然の恵みとともにあるといえます。 

 

表1-4 有史以降の富士山
ふ じ さ ん

火山活動の一覧 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲天応元年(781) 噴火 8月。降灰。 

▲延暦19～21年 

(800～802) 

噴火 800年4月15日噴火、降灰多量、スコリア降下、溶岩流。噴火場所は北

東山腹。 

801年も噴火し、降灰砂礫多量、足柄路は埋没、802年に箱根
は こ ね

路
じ

が開か

れた。（VEI3） 

826または天長３

年(827) 

噴火？ 詳細不明。 

▲貞観６～７年 

(864～66) 

大規模：噴

火 

864年6月に噴火、降砂礫多量。噴火場所は北西山腹。 

長尾山付近から溶岩流出（青木ケ原溶岩）、北西に流れたものは本栖

湖に達し、また「せのうみ」を精進湖
し ょ う じ こ

、西湖
さ い こ

に二分、北東に流れたも

のは吉田付近に達する。この溶岩で人家埋没、湖の魚被害。噴火の最

盛期は噴火開始約2ヶ月程度まで。マグマ噴出量は1.2 DRE km3。 

貞観12年(870) 噴火？ 詳細不明。 

貞観17年(875) 噴気 詳細不明。 

▲承平７年(937) 噴火 噴火場所は北山腹。スコリア降下、溶岩流。 

天暦６年(952) 噴火？ 詳細不明。 

正暦４年(993) 噴火？ 詳細不明。 

▲長保元年(999) 噴火 3月26日。詳細不明。 

寛仁元年(1017) 噴火？ 詳細不明。 

寛仁４年(1020) 火映 秋。 

▲長元５年(1033) 噴火 1月19日。スコリア降下、溶岩流。噴火場所は北山腹。 

▲永保３年(1083) 噴火 4月17日。 

応永33年(1427) 噴火？ 詳細不明。 

▲ 1435または永享

7年(1436) 

噴火 スコリア降下、溶岩流。噴火場所は北山腹。 

▲永正８年(1511) 噴火 8月。 

元禄16年(1704) 鳴動 2月4～7日。 

▲宝永４年(1707) 大規模噴火 12月16日噴火（宝永噴火）。軽石・スコリア降下。噴火場所は南東山

腹（宝永火口）。 

噴火1～2ヶ月前から山中のみで有感となる地震活動。十数日前から地

震活動が活発化、前日には山麓でも有感となる地震増加（最大規模は

M5級）。12月16日朝に南東山腹（現在の宝永山）で爆発し、黒煙、噴

石、空振、降灰砂、雷。その日のうちに江戸にも多量の降灰。川崎で

厚さ5cm。 

噴火は月末まで断続的に起きたが、次第に弱まる。家屋・農地が埋ま

った村では餓死者多数。 

初期はデイサイト、その後玄武岩のプリニー式噴火。江戸にも大量の

降灰。噴火後洪水等の土砂災害が継続。マグマ噴出量は0.7 DRE km3。

（VEI5） 

宝永５年(1708) 鳴動 10月28日。詳細不明。 

宝永５～６年 

(1708～1709) 

火山活動？ 鳴動、降灰？ 詳細不明。 

文政８年(1825) 噴気、鳴動 時折。 

嘉永６～７年 

(1854～1855) 

噴火？熱？ 詳細不明。 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

明治28年(1895) 噴気？ 山頂火口縁東部の噴気活動活発化？ 

明治30年(1897) 噴気 山頂で噴気活動。温度は82℃。 

※この頃以降荒巻には噴気があったとの記録多数あり。 

大正３年(1914) 噴気？ 山頂火口縁南東部に新たな亀裂と噴気？ 

大正12年(1923) 噴気？ 山頂火口縁北東部と北西火口縁（山頂火口壁）に新たな噴気？ 

※昭和11年（1936）頃から次第に活動は低下。1957年の調査では、噴

気温度は約50℃。その後1960年代まで続いたが、1982年の気象庁の観

測では噴気は見られなかった。なお、山頂以外では、1957年に宝永火

口、須走登山道3、7合目で地熱があったとの報告もあるが詳細は不明。 

大正15年(1926) 地震 8月13日。震央は富士山
ふ じ さ ん

南東麓。 

昭和62年(1987) 地震 8月20～27日。山頂で有感地震4回（最大震度3）。 

平成 12年 (2000)及

び平成13年(2001) 

地震 2000年10～12月。2001年4～5月。深部低周波地震の多発。 

平成20～22年 

(2008～2010) 

地殻変動 8月～10年初め。GPS連続観測から地下深部の膨張を示すと考えられる

伸びの変化が観測されたがその後終息。 

平成23年(2011) 地震 3月15日22:31 静岡県
しずおかけん

東部（富士山
ふ じ さ ん

南部付近）でM6.4。震源から山頂

直下付近にかけて地震が増加。その後地震活動は低下。 

平成24年(2012) 噴気？ 2月、北西麓の3合目付近（標高1760m）でごく弱い湯気。4月以降は認

められなくなった。 

気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/314_Fujisan/314_history.html） 

▲は噴火年を示す。 

 

３ 人々の往来 
 

足柄
あしがら

峠
とうげ

を代表とする交通の要衝のあった本町は、他地域との交流の痕跡が古くか

ら残されています。特に柳島
やなぎしま

の沼子
ぬ ま こ

遺跡からは、縄文
じょうもん

時代中期中葉の勝坂式土器や

後葉の曾利Ⅲ式、加曾利EⅢ式の土器などが出土していることから、現在の長野県や

山梨県などの中部高地や関東地方との交流の痕跡が確認できます。  

また、奈良
な ら

時代から平安
へいあん

時代になると、官道である東海道
とうかいどう

が足柄
あしがら

峠
とうげ

を通ることと

なったため、足柄
あしがら

峠
とうげ

を往来する人々が急激に増加し、東海道
とうかいどう

から甲斐
か い

への分岐点で

ある横走
よこばしり

郷
ごう

には駅や関も設けられました。 

鎌倉
かまくら

時代には、鎌倉
かまくら

往還
おうかん

が足柄
あしがら

峠
とうげ

を越えて竹之下
たけのした

村
むら

に入り、甲斐
か い

へ通じる主要道

として多くの人々の往来がありました。 

そして、文学作品からも人々の往来を見て取れます。『古事記
こ じ き

』には、ヤマトタケ

ルが足柄
あしがら

峠
とうげ

を越えて甲斐
か い

に向かった記述があります。『万葉集
まんようしゅう

』には、当時の足柄
あしがら

峠
とうげ

が防人にとって行き倒れも発生する難所であり、故郷に別れを告げる場所である

ことが詠まれています。『更級
さらしな

日記
に っ き

』にも菅原孝標の娘が足柄山
あしがらやま

の紅葉の思い出など

の歌が記述されています。  



第１章 小山町の概要 

1-25 

４ 地区別の歴史 
 

ここでは、先述した町内５地区の歴史概要について個別に示します。 

 

（１）成美
せ い び

地区
ち く

 

◆成美
せ い び

地区
ち く

の成り立ち 

成美
せ い び

地区
ち く

は大正元年（1912）の合併前の旧六合
ろくごう

村
むら

の範囲にあたります。六合
ろくごう

村
むら

の

名は、合併前の小山
お や ま

村
むら

、生土
い き ど

村
むら

、中島
なかじま

村
むら

、柳島
やなぎしま

村
むら

、湯船
ゆ ぶ ね

村
むら

、藤曲
ふじまがり

村
むら

の６村が合併し

たことに由来しています。六合村
ろくごうむら

として合併する前の明治５年、合併前の６か村は各

村内の社寺に仮教場を設け教育を行っていましたが、６か村の協議の上、中央にあ

たる藤曲
ふじまがり

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

境内に「成美舎
せいびしゃ

」を建設しました。これが現在の成美
せ い び

小学校の前

身にあたります。 

また、伝説として、中島
なかじま

には、本町のシンボ

ルである「金太郎
きんたろう

」の生家があったといわれて

います。その場所は現在「金時
きんとき

神社
じんじゃ

」として地

域の方々により護られています。また、金時
きんとき

神社
じんじゃ

の拝殿
はいでん

の横には、金太郎
きんたろう

の産湯を汲んだと伝わ

る「産湯
う ぶ ゆ

の七
なな

滝
たき

」（ちょろり七
なな

滝
たき

）があります。

隣の柳島
やなぎしま

には金太郎
きんたろう

が泳いだ池と伝わる「沼子
ぬ ま こ

池
いけ

」、湯船
ゆ ぶ ね

には金太郎
きんたろう

の母が安産と子の健康を祈

ったと伝わる「子産明神
こうみみょうじん

」が残されています。 

 

◆原始～古代 「成美
せ い び

地区
ち く

のはじまり」 

成美
せ い び

地区
ち く

の生土
い き ど

や湯船
ゆ ぶ ね

・柳島
やなぎしま

では縄文
じょうもん

時代の土器や石器が多数出土しており、早

くから人が住んでいたことが分かります。  

当時の人々は日当たりがよく、森が近く、水が確保できる土地を求めて生土
い き ど

（音
おと

渕
ぶち

含む）や湯船
ゆ ぶ ね

・柳島
やなぎしま

に集まってきたと考えられます。 

なお、成美
せ い び

地区
ち く

には弥生
や よ い

時代の遺跡は発見されていません。 

 

◆中世～近世 「有力者による支配と所領の変遷」 

中世において北駿
ほくすん

地方を支配した大森
おおもり

・葛山
かずらやま

一族は、系図によれば平安
へいあん

時代から

地元各地区の有力者たちと婚姻関係を結びながら支配地を広げていきました。  

室町
むろまち

時代になると、大森
おおもり

一族の支配するところとなりました。 

生土
い き ど

の乗光寺
じょうこうじ

、小山
お や ま

の正福寺
しょうふくじ

、中島
なかじま

の勝福寺
しょうふくじ

などが大森
おおもり

氏
し

によって建てられました。

各地区にそれなりの人数が住んでいたと考えられます。 

その後、大森
おおもり

氏
し

は北条
ほうじょう

早雲
そううん

のために滅亡し、成美
せ い び

地区
ち く

は葛山氏
かずらやまし

の支配となります。

図1-34 沼子
ぬ ま こ

池
いけ
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葛山氏
かずらやまし

の後は武田
た け だ

氏
し

と今川
いまがわ

氏
し

・北条
ほうじょう

氏
し

の接点の場所として、支配をめぐる三者の争

いに度々巻き込まれました。 

江戸
え ど

時代になると、幕府領、小田原
お だ わ ら

藩領と目まぐるしく替わるようになりました。

宝永
ほうえい

4年（1707）の富士山
ふ じ さ ん

噴火の折には、降砂の大被害により全村幕府領となり、

伊奈半左衛門忠順
い な は ん ざ え も ん た だ の ぶ

が復興の指揮を執りました。 

 

◆近現代 「六合
ろくごう

村
むら

の成立と小山町
おやまちょう

の誕生」 

明治維新後、御厨
みくりや

地方の村々は小田原
お だ わ ら

藩から静岡
しずおか

藩へ領分替えになりました。その

後、土地改革が多々ありましたが、明治22年（1889）4月の町村制で、小山
お や ま

村
むら

、

生土
い き ど

村
むら

、中島
なかじま

村
むら

、柳島
やなぎしま

村
むら

、湯船
ゆ ぶ ね

村
むら

、藤曲
ふじまがり

村
むら

の六つの村を合わせて六合
ろくごう

村
むら

としました。 

また、同年に東海道
とうかいどう

本線
ほんせん

（現
げん

御殿場線
ご て ん ば せ ん

）が開通し、富士紡
ふ じ ぼ う

が進出してきました。明

治31年（1898）、富士紡
ふ じ ぼ う

小山
お や ま

工場が操業を開始しました。それと共に六合
ろくごう

村
むら

には多

くの家が建ち、人口が急増しました。 

大正元年（1912）8月1日、富士紡
ふ じ ぼ う

の意向により六合
ろくごう

村
むら

と菅沼
すがぬま

村
むら

は合併し、小山町
おやまちょう

となりました。 

 

◆成美
せ い び

地区
ち く

と富士
ふ じ

紡
ぼう

 

明治時代の半ば過ぎまで、六合村
ろくごうむら

と呼ばれた成美
せ い び

地区
ち く

は田畑が広がるのどかな田

園地帯でした。 

富士紡
ふ じ ぼ う

の操業が始まると、六合
ろくごう

村
むら

と菅沼村
すがぬまむら

の人口が増え、商店が立ち並び、大変に

ぎやかになりました。両村合わせて2,200戸余り、人口約16,000人にもなりまし

た。この頃に、工場に通いやすい音渕
おとぶち

、落合
おちあい

、川前
かわまえ

、生土
い き ど

などに社宅や寮が建てられ

ました。 

戦時中は一時軍需工場になっていた富士紡
ふ じ ぼ う

も、戦後は紡績
ぼうせき

工場として復活しまし

た。富士紡
ふ じ ぼ う

は社員の健康や娯楽、福利厚生の一環として、診療所や映画館も造りまし

た。そして、社員だけでなく、一般の人にも開放しました。当時の成美
せ い び

地区
ち く

の生活や

文化の程度を引き上げてきました。 

また、駿河
す る が

小山
お や ま

駅前通り、音
おと

渕
ぶち

通り、落合
おちあい

通

りなど、たくさんの商店街ができ、成美
せ い び

地区
ち く

は

どこへ行っても人であふれ、活気のあるところ

でした。成美
せ い び

小学校は、富士紡
ふ じ ぼ う

ができてから昭

和40年（1965）くらいまでの間、児童数が

1,000人を超えており、一番多い時には1,800

人以上も在籍していました。 

日本の工業が軽工業から重工業へシフトし、 図1-35 音渕通り（昭和８年） 
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1990年代になると富士紡
ふ じ ぼ う

の勢いに陰りが見られるようになりました。それにつれ

て、成美
せ い び

地区
ち く

の賑わいも減少してきました。 

このように成美
せ い び

地区
ち く

は、富士紡
ふ じ ぼ う

の盛衰と大きく関わってきた歴史があります。 

 

（２）明倫
めいりん

地区
ち く

 

◆明倫
めいりん

地区
ち く

の成り立ち 

明倫
めいりん

地区
ち く

は、合併前の旧菅沼
すがぬま

村
むら

、旧所領
しょりょう

村
むら

の範囲にあたります。地区名及び範囲

は現在の明倫
めいりん

小学校に由来するものですが、明倫
めいりん

小学校の沿革は明治14年（1881）

の菅沼
すがぬま

小学校、さらにその前身となる菅沼
すがぬま

村
むら

崇広館
すうこうかん

に遡ります。ここでは、旧小山
お や ま

町
ちょう

の前身となった菅沼
すがぬま

村
むら

を中心に概要を説明します。 

文政
ぶんせい

３年（1820）に桑原藤泰
くわばらとうたい

が駿河国
するがのぐに

の名所や旧跡について記した地誌『駿河記
す る が き

』

によれば、「昔、広い沼があって、菅が繁っていたのでその名がついた」と書かれて

います。その広い沼のうち、今の小字の「菅沼
すがぬま

」あたりがまず開発され、そこに開発

領主である「土豪
ど ご う

」が住んで、次第に周りを開発しました。その土豪が明倫
めいりん

小学校近

くの「岩田館
いわたやかた

」を住まいにしていたと考えられています。その館にはいくつかの頼
より

朝
とも

伝説があり、昔、頼朝
よりとも

が富
ふ

士
じ

の巻
まき

狩
が

りをした折、ここに立ち寄り、家来の岩田兵部
いわたひょうぶ

に

具足と田を与えた、と伝えられています。今も宅地内には「頼朝
よりとも

の馬乗り石」や「頼朝
よりとも

の足洗い井戸」の言い伝えが残されています。 

 

◆原始～古代 

明倫
めいりん

地区
ち く

では、原始～古代の遺跡は見つかっていません。前述したようにかつて広

い沼があったとされるこの地域は須川
す が わ

と鮎沢
あゆさわ

川
がわ

の合流地点でもあり、かつては集落

の形成が難しい場所であったか、あるいは河川氾濫等によりその痕跡が残っていな

いものと考えられます。 

 

◆中世～近世 

鎌倉
かまくら

幕府
ば く ふ

が滅びた後、建武
け ん む

２年（1335）には足利
あしかが

尊氏
たかうじ

対新田義貞
にったよしさだ

と朝廷方の戦いである「竹之下
たけのした

合戦
かっせん

」の戦場

となり、その時の様々な伝説が今も伝わり、所領
しょりょう

の白籏
しらはた

神社には戦死したと伝えられる二条為冬
にじょうためふゆ

などその家臣

75名がまつられています。 

室町
むろまち

時代の1400年頃から明倫
めいりん

地区
ち く

は田畑が広がり、

町内でも早くから村が成り立っていました。 

江戸
え ど

時代になると、西山
にしやま

用水
ようすい

、下原
しもばら

用水
ようすい

、花戸
は な ど

用水
ようすい

、

阿多野
あ だ の

用水
ようすい

（北郷
きたごう

地区
ち く

）などが引かれ、村々には豊かな



第１章 小山町の概要 

1-28 

実りをもたらしました。当時このあたりを支配していたのは、小田原
お だ わ ら

藩でした。農民

は年貢
ね ん ぐ

として米の他に、漆
うるし

・ワラビ・スギネ・ヤマイモ・ススキ・コウゾ・薪
まき

など山か

らの採取物も納めていました。また、炭焼きは大切な稼ぎでした。 

江戸
え ど

時代後半になると、菅沼
すがぬま

村
むら

は子弟の教育に力を入れ、村を豊かにするよう努め

てきました。現在、使い古された筆を納め、師を顕彰する筆子塚が地区内に10基残

されています。 

 

◆近現代 

富士
ふ じ

・箱根
は こ ね

の山系からの豊かな水は、この地方の大きな財産です。明治22年

（1889）、小山
お や ま

の地に東海道
とうかいどう

本線
ほんせん

（現JR御殿場線
ご て ん ば せ ん

）が開通して間もなく、ここを通

った富田
と み た

鐡之助
てつのすけ

氏
し

（当時の東京府知事）は、豊かな水に着目しました。  

一年を通して豊かな水がある

ことを確かめ、明治28年（1895）

6月、ここに紡績
ぼうせき

の工場をつくる

ことが決まりました。当時の菅沼
すがぬま

村
むら

と六合
ろくごう

村
むら

の人口は約2,400人ほ

どでしたが、紡績
ぼうせき

会社創業のため、

仙台方面から1,000人余の人が募

集に応じ、明治31年（1898）9月

に富士紡
ふ じ ぼ う

が操業を開始しました。 

その後、富士紡
ふ じ ぼ う

の意向により、大正元年（1912）8月1日、富士紡
ふ じ ぼ う

第一工場・第

二工場のあった菅沼
すがぬま

村
むら

と第三・第四工場のあった六合
ろくごう

村
むら

は合併し小山町
おやまちょう

となり、現在

に至ります。 

 

（３）足柄
あしがら

地区
ち く

 

◆足柄
あしがら

地区
ち く

の成り立ち 

足柄
あしがら

地区
ち く

は明治22年（1889）に旧竹之下
たけのした

村
むら

、旧所領
しょりょう

村
むら

、旧新柴村
あらしばむら

、旧桑木村
くわぎむら

の

合併により発足した旧足柄
あしがら

村
むら

を前身としています。主な集落は鮎沢
あゆさわ

川
がわ

流域に形成さ

れ、東側は箱根
は こ ね

外輪山
がいりんざん

の金時山
きんときさん

を有し、東の足柄
あしがら

峠
とうげ

は東海道
とうかいどう

本線
ほんせん

（現JR御殿場
ご て ん ば

線
せん

）

の開通までは神奈川県
か な が わ け ん

足柄
あしがら

地方への主要な道でした。 

 

◆原始～古代 

今から3,000年前の縄文
じょうもん

時代、人々は自然に恵まれた山地の台地に住み、狩猟・

採集の生活をしていました。新柴
あらしば

や竹之下
たけのした

の遺跡からは、縄
じょう

文
もん

土器が発見されてい

ます。 

図1-37 富士
ふ じ

紡
ぼう

 第一・第二工場全景 

（昭和２年当時） 
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弥生
や よ い

時代になると、水稲の栽培を行うように

なり、低湿地の周辺に集落ができるのですが、

足柄
あしがら

地区
ち く

では台地の上の平坦地を利用して陸

稲、ひえ、あわなどを作り、その周辺を住まい

としていました。竹之下
たけのした

や桑木
く わ ぎ

の遺跡からは、

弥生
や よ い

土器が発見されています。 

奈良
な ら

・平安
へいあん

時代には集落がつくられ、横山
よこやま

遺

跡・上横山
かみよこやま

遣跡・南ノ原
みなみのはら

遺跡など多くの奈良
な ら

時

代の遺跡が確認されています。 

 

◆中世～近世 

鎌倉
かまくら

時代初期に竹之下
たけのした

は宿や駅のある集落として開発されました。甲斐
か い

・信濃
し な の

と伊
い

豆
ず

・相模
さ が み

を結ぶ街道筋にあたりますので、交通の要地となりました。また、荷物の中

継地や、情報交換の重要な場所としても栄えました。 

また、町のシンボルとして親しまれている「金太郎
きんたろう

」にまつわる伝説地もこの足柄
あしがら

地区
ち く

には数多く伝えられています。山の名称にもなっている「金時山
きんときさん

」は『駿河記
す る が き

』

には、「公時山
きんときさん

」として記されています。（金時
きんとき

（公時
きんとき

）山は文政
ぶんせい

２年（1819）が初

出）この金時山
きんときさん

の山頂には、「猪鼻
いのはな

神社」があり、金時
きんとき

が大イノシシの鼻を切って弔

ったなど、いくつかの伝説が伝えられています。 

その後、足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

軍と新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

軍が激しく戦った「竹之下
たけのした

合戦
かっせん

」においては、足柄
あしがら

地区
ち く

は戦場となり、足利
あしかが

幕府の始まりの活路を拓いた場所ともなりました。  

そして戦国
せんごく

時代には、駿河
す る が

・甲斐
か い

・相模
さ が み

の国

境に位置していることから、今川
いまがわ

、武田
た け だ

、北条
ほうじょう

の三強大名の勢力の接点となって戦乱の影響を

大きく受けました。この国境の三角地帯に一時

的な緊張緩和の空気が流れたのは、この三強の

間に「三国同盟」が成立した戦国
せんごく

時代半ばの10

年余りにすぎません。永
えい

禄
ろく

11年（1568）に三

国同盟が破れ、今川
いまがわ

氏
うじ

真
ざね

が没落し、北条
ほうじょう

と武田
た け だ

が御
み

厨
くりや

地域の争奪を開始した翌年、足柄
あしがら

城
じょう

が

初めて文献に登場します。そして北条
ほうじょう

と武田
た け だ

は町のすぐ南にある深沢
ふかさわ

城
じょう

の攻防戦を

元亀
げ ん き

２年（1571）にかけて行いました。これは、御厨
みくりや

地域の中でも特に竹之下
たけのした

地域

の争奪を目的とした戦いであり、結局、深沢
ふかさわ

城
じょう

は武田
た け だ

の手に落ち、御厨
みくりや

地域の軍事

的、政治的拠点となりました。そのため、これに対抗する北条
ほうじょう

の前線基地としての

足柄
あしがら

城
じょう

の重要性が一段と高まりました。足柄
あしがら

城
じょう

は国境を守り、本拠地小田
お だ

原
わら

城
じょう

を

図1-38 発掘された横山
よこやま

遣跡 

（現在は県立小山
お や ま

高等学校敷地） 

図 1-39 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

二の曲
くる

輪
わ

 

から検出された障子
しょうじ

堀
ぼり
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防衛する北西の最重要拠点として一層拡張、整備されていきました。 

江戸
え ど

時代には、竹之下
たけのした

宿は上り下りの旅人や富
ふ

士
じ

登山の人々の宿として賑わい、栄

えました。 

 

◆近現代 

明治になると、当地は静岡県
しずおかけん

の管轄になりました。 

東海道
とうかいどう

線
せん

（現JR御殿場線
ご て ん ば せ ん

）が開通し、足柄
あしがら

街道を行き来する人たちが非常に少な

くなり、宿駅として成り立たなくなりました。足柄
あしがら

村
むら

の多くの人は大変困り、養蚕を

始めたり、スギ・ヒノキなどの植林をして林業を営んだりしました。また、足柄
あしがら

村
むら

の

人々は、隣町の小山町
おやまちょう

で操業が始まった富士紡
ふ じ ぼ う

に勤めるようになりました。 

昭和30年（1955）には、町村合併の促進により小山町
おやまちょう

と合併し、現在に至って

います。現在は、興
こう

雲寺
う ん じ

や宝
ほう

鏡寺
きょうじ

、足柄
あしがら

聖天堂
しょうてんどう

など足柄
あしがら

地区
ち く

の多くの神社やお寺で

定期的にお祭りが地区民の手により開催され、そのお祭りを未来へつないでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

足柄
あしがら

峠
とうげ

 

海抜759ｍにある足柄
あしがら

峠
とうげ

は、古くから足柄
あしがら

坂として知られ、東国と西国を結ぶ重要な

路として賑わったところです。足柄
あしがら

峠
とうげ

や籠坂
かごさか

峠
とうげ

は多くの人たちが行き来し、新たに鎌倉

時代において宿駅が設置された竹之下
た け の し た

には将軍 源 頼 朝
みなもとのよりとも

、そして日蓮
にちれん

などが宿泊した記

録が残ります。  

現在、峠には足柄
あしがら

聖 天 堂
しょうてんどう

や、新羅三郎義光吹
し ん ら さぶ ろう よ しみ つ すい

笙
しょう

の石
いし

、足柄
あしがら

の関跡の伝承地、足柄
あしがら

城 跡
じょうあと

などがあり、風光明媚な名所として、四季を通して多くの観光客が訪れます。  

足柄
あしがら

の地名の由来  

足柄
あしがら

の地名は、一説には、「足軽」に由来するといわれています。『新編相模国
さがみのくに

風土記
ふ ど き

稿』には、「足軽山は、此山の杉の木をとりて船に造るに、脚の軽き事他の材にて作れる

船にことなり。よりてあしからの山と付たりと云々」（足軽山の杉の木をとって船を作る

と、船足がたいへん軽く速くなり、他の木で作った船と異なっている）」とあります。

『万 葉 集
まんようしゅう

』にも足軽山
あしがるやま

の木の船は船足が軽いという歌が載っていますので、「船の足が軽

い」という意味でこの「ア・シ・カ・リ」の名が起こり、山の名、また、山のふもとのこ

の地を足軽にしたという説があります。そして、「ア・シ・カ・リ」は「ア・シ・ガ・ラ」

に変化して「足柄
あしがら

」の字が使われるようになったという説もあります。この呼び方は、

神奈川県の足柄上郡
あしがらかみぐん

、足柄下郡
あしがらしもぐん

、南足柄市
みなみあしがらし

などに使用されています。 

一方、本町の「足柄
あしがら

」は足柄山
あしがらやま

の麓ということで明治時代から使われるようになった

もので、近世までは「竹之下
た け の し た

」、「新柴
あらしば

」、「桑木
く わ ぎ

」などの地名が用いられてきました。  
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（４）北郷
きたごう

地区
ち く

 

◆北郷
きたごう

地区
ち く

の成り立ち 

北郷
きたごう

は駿河
す る が

の国の北端（北筋）にある郷のことで、北筋13か村（下古城
しもふるしろ

・大胡田
お お ご だ

・

古沢
ふるさわ

・下小林
しもこばやし

・上古
かみふる

城
しろ

・一色
い し き

・用沢
ようさわ

・棚頭
たながしら

・中日向
なかひなた

・上野
う え の

・阿多
あ だ

野
の

新田
しんでん

・大御神
お お み か

・

吉
よし

久保
く ぼ

）を統合したのが北郷
きたごう

村
むら

です。御厨
みくりや

地方（小山町
おやまちょう

から御殿場市
ご て ん ば し

、裾野市
す そ の し

北部）

の中
なか

郷
ごう

（高根
た か ね

地区
ち く

）の北側に位置し、かつて周辺には、東郷（明倫
めいりん

・足柄
あしがら

地区
ち く

）、西

郷（原里
はらさと

地区
ち く

）、南郷（御殿場
ご て ん ば

地区
ち く

）という呼び方もありました。 

 

◆原始～古代 

「上野
う え の

奥
おく

の沢
さわ

遺跡」、「一色
い し き

遺跡」、「吉久保
よ し く ぼ

遺跡」等の遺跡から、縄文
じょうもん

時代の土器

片が見つかっています。 

 

◆中世～近世 

戦国
せんごく

時代には、北条
ほうじょう

・武田
た け だ

・今川
いまがわ

の勢力争い

の場となりました。「用沢
ようさわ

堀
ほり

之内
の う ち

」、「城之腰
じょうのこし

」、

「上古城
かみふるしろ

」、「下古城
しもふるしろ

」等、城館に関わる名残が、

地名に残されています。 

また、宝永
ほうえい

4年（1707）11月23日、富士山
ふ じ さ ん

の中腹で噴火が起きました。宝永
ほうえい

の大噴火です。

たちまちふもとの家や木々まで焼き、石と砂が

村全域を覆いつくしました。北郷村
きたごうむら

では、火山礫
れき

（スコリア）が約1.5mも積もり、すべてが埋めつ

くされました。農民たちは田畑が埋まり、この先

何年も作物ができないという絶望的な状態に追い

込まれましたが、スコリアを取り除ける作業を続

け、見事復興することができました。 

江戸
え ど

時代は、小田原
お だ わ ら

藩に組み入れられ、宝永
ほうえい

噴火
ふ ん か

（宝永
ほうえい

４年（1707））後、幕府領となり、幕府代

官伊奈半左衛門忠順
い な は ん ざ え も ん た だ の ぶ

・忠
ただ

逵
みち

のもとで救済と復興が

図られました。 

宝永
ほうえい

噴火
ふ ん か

と前後して、元禄
げんろく

16年（1703）の大

地震により阿多野
あ だ の

用水
ようすい

が崩落し、水田に水が入ら

なくなったことで、新田
しんでん

村落として軌道に乗って

いた阿多野新田
あ だ の し ん で ん

は大打撃を受けました。阿多野
あ だ の

用水
ようすい

の復旧が急務となり、トンネル方式の高さ６
図1-41 吉

よし

久保
く ぼ

村
むら

絵図 

（宝永
ほうえい

5年(1708)） 

図1-40 宝永
ほうえい

噴火口
ふ ん か こ う

 



第１章 小山町の概要 

1-32 

尺（約1.8m）、幅５尺（約1.5ｍ）、長さ631間（約1,136ｍ）の大工事を宝永
ほうえい

2年

（1705）から行うこととなりました。 

この工事は昼夜を問わず続けられ、無事宝永
ほうえい

４年（1707）10月に完成します。

工事がようやく終わり喜びも束の間、不幸にもわずか１か月後の11月23日、宝永
ほうえい

噴火
ふ ん か

に見舞われました。田畑は１ｍ以上の火山灰に覆われるとともに、完成した

阿多野
あ だ の

用
よう

水
すい

も埋もれ、享保
きょうほう

元年（1716）の段階でもまだ復旧の状況は6割程でした。

以後、阿多野新田
あ だ の し ん で ん

の復旧は長く続くこととなります。復旧を果たした阿多野
あ だ の

用水
ようすい

は、

現在も北郷
きたごう

地区
ち く

から明倫
めいりん

地区
ち く

の田に水を送り続けており、阿多野
あ だ の

の「水
みず

掛
かけ

菜
な

」もこの

めぐみを受けて毎年冬季に栽培がなされています。  

 

◆近現代 

明治22年（1889）、用
よう

沢
さわ

、棚頭
たながしら

、中日向
なかひなた

、阿多野
あ だ の

新田
しんでん

、大御神
お お み か

、下古城
しもふるしろ

、吉久保
よ し く ぼ

、

下小林
しもこばやし

、上古城
かみふるしろ

、大胡田
お お ご だ

、上野
う え の

、一色
い し き

、古沢
ふるさわ

の13か村が合併し北郷
きたごう

村
むら

となりました。 

その後の町村合併において、小山
お や ま

、御殿場
ご て ん ば

とのつながりは同じ程度でしたが、

富士紡
ふ じ ぼ う

をはじめとする工業が盛んで財政が豊かな小山町
おやまちょう

と昭和31年（1956）に合

併しました。一方、北郷
きたごう

村
むら

の一部であった古沢
ふるさわ

地区は、御殿場市
ご て ん ば し

へ編入されました。 

 

（５）須走
すばしり

地区
ち く

 

◆須走
すばしり

地区
ち く

の成り立ち 

須走
すばしり

の地名は戦国期から見られ、「洲走」とも書きます。『駿河記
す る が き

』によると、須走
すばしり

の語意は「直走（すくはしり）」の訓略と説明されています。これは富士山
ふ じ さ ん

を横に見

ながら麓を横に走っていくことを横走
よこばし

り、これに対して富士山
ふ じ さ ん

に対してまっすぐ走

ることを「直走り（すぐはしり・すばしり）」といい、今の須走
すばしり

の語源になったとい

われています。また、富士山
ふ じ さ ん

の火山灰であるスコリアに覆われていることから、「砂

走り」から「すばしり」に転じたともいわれています。 

 

◆原始～古代 

須走
すばしり

地区
ち く

で人々の生活の痕跡がはじめて確認されるの

は、縄文
じょうもん

時代で、人々が使った土器や石器が出土していま

す。また、稲作農耕が始まる弥生
や よ い

時代になると、土器など

当時の生活道具が見つかっています。特に西沢
にしざわ

遺跡から

は、「手焙形
てあぶりがた

土器
ど き

」という県内での発見が稀有な土器が出土

しています。 

古墳
こ ふ ん

時代に入っても生活の痕跡がみられますが、現時点

で古墳として確認されているものはありません。  図1-42 手焙形
てあぶりかた

土器
ど き

 

（所蔵：御殿場市
ご て ん ば し

） 
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◆中世～近世 

室町
むろまち

時代には、富士山
ふ じ さ ん

須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

や登山者、宿泊施設などが、すでに存在してい

ました。また、須走
すばしり

地区
ち く

は駿河
す る が

や相模
さ が み

と甲州
こうしゅう

を結ぶ、甲州
こうしゅう

街道
かいどう

の宿場町（中継地）

として発達しました。さらに、中世末には富士
ふ じ

信仰が盛んとなり、当時は御師
お し

の家が

建ち並び、道者の登山にも重要な役割を果たしました。永
えい

禄
ろく

6年（1563）と翌年の

葛山氏
かずらやまし

元印判状等からは、当時関所が設けられ、通行税や入山税を徴収していたこと

がわかります。 

 

◆宝永
ほうえい

の噴火 

江戸
え ど

時代に入ると、宝永
ほうえい

４年（1707）11月の富士山
ふ じ さ ん

噴火の降砂の大被害により、

当時の須走
すばしり

は壊滅状態となり、翌年には全域が幕府領の伊奈半左衛門忠順
い な は ん ざ え も ん た だ の ぶ

の管轄と

なりました。 

町に残る複数の古文書によると、宝永
ほうえい

の噴火で２～４ｍほどの火山灰が積もり、当

時の家屋75棟のうち、37棟が焼失、残りの38棟は火山灰により埋没したとされ、

その後火山灰の上に現在の須走
すばしり

地区
ち く

の原型となる町が作られたとされています。  

近年まで現在の町の下に当時の集落が埋もれていることは分かっていましたが、

令和元年（2019）、令和４年（2022）に実施された発掘調査により、噴火に伴う

火災により焼けたと思われる家屋の柱の跡、かやぶき屋根の一部とみられる炭化物、

家屋の礎石か階段だった可能性がある石列、畑の畝などが発見されました。  

遺物として、17世紀末の瀬戸美濃焼の擂鉢
すりばち

、鉄

製の鍋や片口、青銅製の急須などが出土しました。 

宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

後は幕府
ば く ふ

の援助によりいち早く復旧し

たことから、富士講
ふ じ こ う

の登山者が多く訪れ、賑わい

を見せていたことが古文書の記録で分かっていま

す。その後、明治時代に入ると養蚕業や寒天産業

が盛んになりました。 

 

◆近現代 

明治22年（1889）４月の町村制により、六合
ろくごう

村
むら

、菅沼
すがぬま

村
むら

、足柄
あしがら

村
むら

、北郷
きたごう

村
むら

、須走
すばしり

村
むら

の５か村に統合されました。戦後の昭和20年（1945）９月、米軍第25歩兵団が

富士
ふ じ

岡村
おかむら

駒門（御殿場市
ご て ん ば し

）に進駐したことにより、須走
すばしり

の一部が滝
たき

ケ
が

原
はら

演 習 場
えんしゅうじょう

の区

域であったため、須走
すばしり

村
むら

は米軍進駐と直接関わることとなりました。 

その後、昭和31年（1956）9月30日に小山町
おやまちょう

が須走
すばしり

村
むら

を編入し、現在に至りま

す。 

  

図1-43 発掘された集落跡からの

遺物 
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５ 継承の活動 

町域では、歴史文化資源の継承に向けた取組が行われています。ここでは、代表的

な取組をいくつかまとめます。 

 

◆竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

保存会 

長谷川
は せ が わ

角
かく

行
ぎょう

が伝えたといわれている竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

は江戸時代中期から伝わる民俗

芸能で、かつては嶽之下
たけのした

神社
じんじゃ

の例祭において山車
だ し

の巡行の折、山車の１階で竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

をたたき、２階で踊りを踊っていました。太鼓の曲目は巡行の前に神社の境内

でたたく宮
みや

昇殿
しょうでん

、魂入れ、そして一クズシ、荷クズシ、新サンクズシ、五クズシ、

七クズシがあり、巡行が終わるときにキリトウという太鼓を打ちます。昭和４年

（1929）まで山車
だ し

による巡行が行われていました。 

昭和４年（1929）以降、40年余り演奏されていませんでしたが、昭和40年代に

有志により結成された「竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

保存会」が中心となり継承の取組が進められまし

た。現在でも小学生らが太鼓の練習に励み、例祭や町内のイベントでその成果を披

露しています。 

平成８年（1996）には、「太鼓の継承」で「博報堂賞」を受賞しています。  

 

◆用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

保存会 

用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

の復活・継承は昭和50年代からはじまり、平

成８年（1996）に「用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

保存会」が正式に発足し

ました。地域の子供会と協力し、地元小学校の５、６年

生が笛と太鼓の練習を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1-44 用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

保存会の

練習風景 
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６ ゆかりの人物（没年順） 
 

◆日本武尊
やまとたけるのみこと

（倭
やまと

建
たけるの

命
みこと

） 

第12代景行天皇の皇子でオウスノミコトとも呼ばれた、大和
や ま と

朝廷の国土統一期に

献身した英雄です。『古事記』や『日本書紀』の記述に登場する人物ですが、その実

在性は不確かです。その記述によれば、天皇の命を受けて西征
せいせい

に発ち、奇計をもって

九州の熊襲
く ま そ

を討ち、次いで「東の方十二道」の征討に赴き、その途次、伊勢でヤマト

ヒメノミコトから天
あまの

叢
むら

雲
くもの

剣
つるぎ

（のち草薙
くさなぎの

剣
つるぎ

と称す）を賜り、東国では幾多の難に遭

いながらも平定に成功しました。しかしその帰途、伊勢で亡くなりました。『古事記』

によると、日本武尊は、小山町
おやまちょう

足柄
あしがら

峠
とうげ

の頂に立ち「吾妻
あ づ ま

はや」と三度嘆いたとあり、

そこから峠以東を「吾妻
あ づ ま

」と呼ぶようになったと伝えられています。  
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆清少納言
せいしょうなごん

 

康
こう

保
ほう

3年（966）頃～万
まん

寿
じゅ

2年（1025）頃。父は歌人清原元
きよはらもと

輔
すけ

。清原氏には和歌

や漢学に精通した者も多く、恵まれた環境下に育ちました。正 暦
しょうりゃく

4年（993）頃か

ら一条天皇の中宮
ちゅうぐう

定子
て い し

のもとに出仕し、約10年間の女房生活を送りました。多数の

才媛に交じって才能を発揮し、快適な日々を過ごしましたが、中宮が死去した後、ま

もなく宮仕えを辞し、その後の清少納言の動静は明らかでなく諸説あります。日本

三大随筆の一つともいわれる『枕
まくら

草子
のそうし

』は、この頃成立したものといわれます。「関

は」の段には、「横走
よこばしり

の関」が登場します。晩年は月
つき

輪
のわ

（京都市東山区月輪町）に隠棲
いんせい

したとされています。 

 

◆坂田
さかたの

金時
きんとき

（武将） 

幼名金太郎
きんたろう

で有名ですが、『今昔物語集』や『古今著聞集』、

『御伽草子』などで説話として取り上げられ、酒吞童子退治

の物語が成立しました。平安
へいあん

時代中期の武将 源 頼 光
みなもとのよりみつ

の四

天王に「公
きん

時
とき

」という姓のない人物が登場し（今昔物語集）、

大江山
おおえやま

の酒呑
しゅてん

童子
ど う じ

退治の説話（御伽草子）が成立します。そ

の公
きん

時
とき

の生誕地が小山町
おやまちょう

であるという伝説が伝わっていま

す。 

本町の坂田
さ か た

という地名や、金時
きんとき

が育ったという金時山
きんときさん

、そ

の他、金時
きんとき

が生まれたとされる「子産
こ う み

明神
みょうじん

」や「姥
うば

の腰掛
こしかけ

石
いし

」などの伝説が残っています。 

 
 
 

図1-45 和漢英雄伝 金太郎
(箱根町立郷土資料館所蔵) 
出典：文化遺産オンライン 
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◆源 頼 朝
みなもとのよりとも

 

久安
きゅうあん

３年（1147）～正治
しょうじ

元年（1199）。鎌倉幕府初代将軍、武家政治の創始者

と評価される。源義朝の第三子、母は熱田
あ つ た

神宮
じんぐう

大宮司
だいぐうじ

藤原
ふじわら

季
すえ

範
のり

の娘。平治
へ い じ

元年（1159）

12月、平治の乱に敗れて平氏に捕らえられ京都へ送られましたが、平清盛の継母池
いけ

禅
ぜん

尼
に

の助命
じょめい

嘆願
たんがん

で一命を助けられ、伊豆
い ず

蛭ヶ
ひ る が

小島
こ じ ま

（伊豆
い ず

の国
くに

市
し

）に流されて、伊東
い と う

祐
すけ

親
ちか

、北条
ほうじょう

時政
ときまさ

らの監視を受けました。以来治承
じしょう

４年（1180）の挙兵まで伊豆
い ず

で暮

らしました。以仁王の令旨
りょうじ

を受け、諸国の源氏が反平家の軍を起こした時、北条時政

の支援を受け三島
み し ま

大社
たいしゃ

の祭礼の日に挙兵し、梶原景
かじわらかげ

時
とき

らの協力もあって鎌倉に到達

しました。その後富士川
ふ じ か わ

の合戦
かっせん

で平 維
たいらのこれ

盛
もり

、忠度らの大軍を破り、その勢いのまま京

都へ上ろうとしましたが、常陸
ひ た ち

に佐竹氏を討ち関東の安定を図るとともに、駿河
す る が

国
のくに

や遠 江 国
とおとうみのくに

に拠点を固めました。寿
じゅ

永
えい

２年（1183）後白河
ごしらかわ

法皇
ほうおう

の命を受けて範頼
のりより

、

義経
よしつね

らを西上させ木曽
き そ

義
よし

仲
なか

を近
おう

江
み

（滋賀県）に破り、引き続いて平氏を一ノ谷
いちのたに

、屋島
や し ま

、

壇ノ浦
だんのうら

に追い滅亡させました。それだけでなく義経が公家勢力と結びついたことか

ら義経追捕の名目で諸国に守護・地頭を配置し、軍事警察権を掌握しました。そして

建
けん

久
きゅう

３年（1192）に征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

となりました。その後、『吾妻
あ づ ま

鏡
かがみ

』によれば、現

在の御殿場市
ご て ん ば し

や小山町
おやまちょう

において大規模な巻
まき

狩
がり

を実施したとされ、現在も伊豆
い ず

国
のくに

や駿
する

河
がの

国
くに

東部には、頼朝に関わる伝説が多く残されています。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆藤原光
ふじわらみつ

親
ちか

 

安元
あんげん

２年（1176）～承 久
じょうきゅう

３年（1221）。鎌倉
かまくら

時代初期の公
く

卿
ぎょう

。権
ごん

中納言
ちゅうなごん

、正
しょう

二位
に い

。葉室
は む ろ

中納言光
ちゅうなごんみつ

雅
まさ

の子。後
ご

鳥羽
と ば

上皇
じょうこう

の院 司
いんのつかさ

となり、上皇の討幕計画の無謀さを

諌
いさ

めましたが聞き入れられず、承 久
じょうきゅう

３年（1221）の承 久
じょうきゅう

の変に先立ち、北条
ほうじょう

義
よし

時
とき

追討の院宣
いんぜん

を起
き

草
そう

しました。この院宣起草の責任を問われ六波
ろ く は

羅
ら

に捕らえられ、甲
か

斐
い

の武田五郎
た け だ ご ろ う

信光
のぶみつ

に預けられるため京より下りました。光親が 車 返
くるまがえし

（沼津
ぬ ま づ

辺り）ま

で来たとき、幕府の使者が来て、光親を誅せとい

う命令があったため、武田信光は加古坂
か こ さ か

（篭坂
かごさか

）

まで行き、ここで斬殺梟首
きょうしゅ

としました。その様

子は『承 久 軍
じょうきゅういくさ

物語
ものがたり

』（五）で詳しく述べられて

います。斬刑の場所は篭坂
かごさか

峠
とうげ

の西方矢
や

筈山
はずやま

付辺

であったといわれており、小山町
おやまちょう

には土地の有

志によって「権
ごん

中納言
ちゅうなごん

藤原光
ふじわらみつ

親
ちか

卿之塚
きょうのつか

」と刻んだ

墓碑が建てられています。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」） 

  

図1-46 藤原光
ふじわらみつ

親
ちか

卿の墓 
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◆日蓮
にちれん

 

貞応
じょうおう

元年（1222）～弘安
こうあん

５年（1282）。鎌倉
かまくら

時代
じ だ い

法華
ほ っ け

信仰
しんこう

を布教
ふきょう

し、日蓮宗
にちれんしゅう

（法華宗
ほっけしゅう

）を開創
かいそう

した僧
そう

。安房
あ わ

（千葉県
ち ば け ん

）に生まれ、清澄寺
せいちょうじ

で出家
しゅっけ

して天台
てんだい

僧
そう

となり、

のち鎌倉
かまくら

や京畿
け い き

で修学、法華経
ほっけきょう

の教えが真実最高の教えであるとの法華経
ほっけきょう

至上
しじょう

主義
し ゅ ぎ

に到達。建
けん

長
ちょう

５年（1253）清澄寺
せいちょうじ

でこれに基づく浄土
じょうど

教
きょう

批判
ひ は ん

を初めて行いました

（いわゆる日蓮宗の立教開宗）。このため浄土教信奉者
しんぽうしゃ

に圧迫され、鎌倉に出て布教

し、やがて地震、飢饉
き き ん

など災害が続出すると、その原因と対策を『立正安
りっしょうあん

国論
こくろん

』に

記し、文応
ぶんおう

元年（1260）に北条時頼
ほうじょうときより

に提出しました。その趣旨は浄土教の禁圧と正

しい法華信仰の勧めにあったため、鎌倉幕府に捕らえられ伊豆
い ず

伊東
い と う

に流刑されまし

た。赦免
しゃめん

後安房
あ わ

に帰り、教えを広めましたが、同地の浄土教信奉者の襲撃を受けて、

再び鎌倉に戻りました。文永
ぶんえい

５年（1268）に日本の服属を促すモンゴル帝国（元朝）

の国書
こくしょ

が到来し、『立正安国論』で指摘した他国からの侵略が現実化したことで、日

蓮の信奉者も増大しました。彼らや日蓮の法華経
ほっけきょう

択一
たくいつ

主義
し ゅ ぎ

に

基づく言動が急進化し律
りつ

諸宗
しょしゅう

への批判も激化したため、幕府

は蒙古防衛体制確立の見地から弾圧し、日蓮を佐渡
さ ど

に流しま

した。しかし日蓮は『開
かい

目抄
もくしょう

』、『観
かん

心本尊抄
しんほんぞんしょう

』等を著し、自

己の宗教の理論化を達成しました。文永
ぶんえい

11年（1274）に赦

免され鎌倉に帰りましたが、同年甲斐
か い

国
のくに

身延
み の ぶ

に入
にゅう

山
ざん

、弟子や

信奉者の指導に当たりました。日蓮は久遠寺
く お ん じ

に向かう途中、

竹之下
たけのした

で宿泊したという記録があります。弘安
こうあん

５年（1282）

病気療養のため常陸
ひ た ち

に向かう途中、竹之下
たけのした

に再び宿泊しまし

たが、10月12日武蔵
む さ し

国
のくに

池上
いけがみ

で没しました。その縁により、

竹之下
たけのした

村
むら

の人々が「題目碑」（町指定文化財）を栗
くり

の木沢
き ざ わ

に建

立しました。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

 

嘉元
か げ ん

３年（1305）生、延文
えんぶん

３年（正平
しょうへい

13年）（1358）没。室町
むろまち

幕府初代将軍。

貞
さだ

氏
うじ

の子。初め太郎、高氏
たかうじ

と称しましたが、のち後
ご

醍醐天皇
だいごてんのう

の謹を得て尊氏と改名し

ました。元徳
げんとく

３年（元弘
げんこう

元年）（1331）の元
げん

弘
こう

の変で鎌倉幕府の命を受け西上、後

醍醐天皇を笠置山
かさぎやま

に攻めましたが、早くから源氏再興の志があり、正慶
しょうけい

２年（元弘
げんこう

３年）（1333）再度の西上に際し、高氏は丹波
た ん ば

篠
しの

村
むら

八幡宮
はちまんぐう

で幕府への反旗を掲げ、

六波
ろ く は

羅
ら

を滅亡させました。建武
け ん む

２年（1335）、北条時行の乱鎮圧のため鎌倉に下り、

次いで新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

征伐を名目として建武
け ん む

政権
せいけん

にそむき、小山町
おやまちょう

竹之下
たけのした

周辺で行われた

竹之下
たけのした

の合戦で義貞軍を破り、大挙上洛しました。翌年京都の合戦に敗れて九州に逃

れますが、再度上洛し兵庫湊川で楠木
くすのき

正成
まさしげ

らを破り入京し、光明
こうめい

天皇
てんのう

を擁立し、幕府

図1-47 栗の木沢の

題目碑 

（町指定文化財） 
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を開きました。対して後醍醐天皇は吉野に走り南朝を立てたことから、南北両朝対

立の大内乱が発生しました。暦応
りゃくおう

元年（延元
えんげん

３年）（1338）に征夷大将軍となりま

したが、弟直
なお

義
よし

と対立したことから一時南朝に帰順したものの、観応
かんおう

３年（正平
しょうへい

７

年）（1352）に直義を殺害し、さらに庶長子で直義の養子となった直
ただ

冬
ふゆ

とも対立し

ました。それ以後は南朝・直冬党と争いましたが、延文
えんぶん

３年（正平
しょうへい

13年）（1358）

に九州親征の計画中に病死しました。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆喜多
き た

善左衛門
ぜ ん ざ え も ん

（新田開拓者） 

生没年不詳。寛
かん

文
ぶん

期（1661～1673）の人。阿
あ

多野
だ の

用水
ようすい

を開削し、阿
あ

多野
だ の

新田
しんでん

を

開発しました。江戸
え ど

の商人と伝わっています。湯船
ゆ ぶ ね

村
むら

名主池谷
い け や

市左衛門
い ち ざ え も ん

の要請によ

り、阿
あ

多野
だ の

新田
しんでん

の開発の金元となり、寛
かん

文
ぶん

８年（1668）11月、小田原
お だ わ ら

藩主
はんしゅ

稲葉
い な ば

美濃
み の

守
のかみ

に原野開墾を請願しました。水源を大御神
お お み か

布引
ぬのびき

滝
だき

に求め、その下流に長さ50間、

幅32間の堤を築き、トンネル５か所、453間、水路5,981間に及ぶ工事が寛
かん

文
ぶん

12

年（1672）に完成しました。開田面積25町８反余、善左衛門
ぜ ん ざ え も ん

は工事完成直前に没

しますが、子の長十郎が父の遺志を継ぎ、完成させました。  
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆池谷
い け や

市左衛門
い ち ざ え も ん

（新田開拓者） 

生没年不詳。阿
あ

多野
だ の

新田
しんでん

開発の発起者。寛
かん

文
ぶん

８年（1668）、

駿河
す る が

国
のくに

湯船
ゆ ぶ ね

村
むら

の名主。寛
かん

文
ぶん

４年（1664）に江戸
え ど

のすみや

宇右衛門
う え も ん

と組み、阿
あ

多野
だ の

の原野の新田開発願書を提出した湯船
ゆ ぶ ね

村
むら

・喜平
き へ い

治
じ

の後を継ぎ、開発を発起。寛
かん

文
ぶん

８年（1668）江戸
え ど

材

木町の喜多
き た

善左衛門
ぜ ん ざ え も ん

を金元として、小田原
お だ わ ら

藩
はん

に開発願書を提出、

用水開削を起工。大御神
お お み か

布引
ぬのびき

滝
だき

を水源に横50間、長さ32間の貯

水池を築き、水路5,981間、内トンネル453間に及ぶ阿
あ

多野
だ の

用水
ようすい

を完成させました。寛
かん

文
ぶん

12年（1672）竣工により、荒れ

地から25町８反と畑24町歩の新田が完成。昭和45年

（1970）阿
あ

多野
だ の

に顕彰碑が建てられました。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆伊奈
い な

半左衛門
は ん ざ え も ん

忠順
ただのぶ

（関東郡代） 

寛
かん

文
ぶん

12年（1672）～正徳
しょうとく

元年（1711）。江戸
え ど

時代前期の関東郡代（五代目）。

代官伊奈
い な

家次
いえつぐ

（最初の関東郡代、遠州
えんしゅう

寺谷
てらだに

用水
ようすい

の建設者）の子孫で、伊奈
い な

半十郎
はんじゅうろう

忠
ただ

常
つね

の次男。通称半左衛門
は ん ざ え も ん

。宝
ほう

永
えい

４年（1707）富士山
ふ じ さ ん

の噴火で宝
ほう

永山
えいざん

ができた時、噴

出した土砂と火山灰は須走
すばしり

付近で３ｍ、大御神
お お み か

付近で1.5ｍあったといわれています。

幕府
ば く ふ

は被災地59か村の復興を図るため天領として関東郡代伊奈
い な

半左衛門
は ん ざ え も ん

忠順
ただのぶ

を派

図1-48 池谷市
い け や い ち

左
ざ

衛門
え も ん

顕彰碑(市翁頌徳碑) 
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遣し、諸国の公私領に100石につき２両の救援金を出させ

40万両を集めましたが、実際に救援に充てられたのは16万

両余であったといいます。被災者には一日につき米男２合、

女１合、馬一頭に銭20文を一年半にわたって与えました。

徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

や渡
わた

辺
なべ

丹
たん

治
じ

により幕府米蔵の貯蔵米を百姓に与え

たというエピソードを創作し、吉
よし

久保
く ぼ

水
みず

神社
じんじゃ

にそれを刻んだ

石碑を建立しました。その後、新田次郎はその内容をもとに

小説『怒る富士
ふ じ

』を書きました。 

現在は須走
すばしり

地区
ち く

の伊奈
い な

神社
じんじゃ

と吉
よし

久保
く ぼ

地区
ち く

の水神社にてそ

の功績を称える石碑が残っています。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆食
じき

行
ぎょう

身
み

禄
ろく

（宗教家） 

寛
かん

文
ぶん

11年（1671）～享保
きょうほう

18年（1733）。日本の宗教家であり、富士講
ふ じ こ う

の指導

者。本名は伊藤
い と う

伊兵衛
い へ い

。一志郡
いちしぐん

川上村
かわかみむら

（現在の三
み

重
え

県
けん

津
つ

市
し

美
み

杉
すぎ

町
ちょう

川
かわ

上
かみ

）の農家に生

まれ、13歳のときに伯父を頼って江戸に出て奉公し、その後独立して呉服店を持つ

など成功を収めました。一方で富士山
ふ じ さ ん

への信仰心が強く、17歳のときに、富士講
ふ じ こ う

の

祖・長谷川
は せ が わ

角
かく

行
ぎょう

の流れを汲む月
げつ

行
ぎょう

の弟子となりました。その後、修行を積んで富士

行者となり、「食
じき

行
ぎょう

身
み

禄
ろく

」を名乗りました。享保
きょうほう

18年（1733）、身
み

禄
ろく

は富士山の烏

帽子岩で断食入定を始め、高弟の田辺十郎右衛門

父子に「三十一日の巻」を口述し、35日後に入定

（絶命）しました。その後身
み

禄
ろく

の考えを支持する

人々によって関東地方を中心に富士講
ふ じ こ う

が盛んとな

り、富士講
ふ じ こ う

隆盛の礎を築きました。 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

資料館には木造の坐像が祀られて

います。また、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の社殿の前には、150

回忌の記念碑が建てられています。 
（参考 三重県津市 広報津 歴史散歩95「富士講の祖 食行身禄」ほか） 

 

◆湯山
ゆ や ま

文右衛門
ぶ ん え も ん

（教育者） 

明和
め い わ

４年（1767）～弘化
こ う か

３年（1846）。菅沼
すがぬま

村
むら

の豪農に生まれた文右衛門は、

幼いころから、寺子屋を開いていた父に学問を学び、書道や俳句、絵画  

などの教養を身に付けました。文化
ぶ ん か

５年（1808）には、自分が学んだことや道徳

を多くの子どもたちに教えようと決意し、寺子屋を開設しました。 

その場所は、現在の吉
よし

久
く

保
ぼ

明倫館
めいりんかん

付近と伝わっています。文右衛門が書き残した

『入学名前扣 帳
ひかえちょう

』には、163名の名が記されており、寺子屋で学ぶ子弟は、現在の

図1-50 食
じき

行
ぎょう

身
み

禄
ろく

坐像 

（冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

資料館） 
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御殿場市
ご て ん ば し

や裾野市
す そ の し

から通ったという記述も残っています。さらに、文右衛門の寺子屋

に通う子弟の構成として、富農層だけでなく、農民が三分の一余りを占めていたこ

とから、民衆教育の普及にも努めていたことが分かります。 

天保
てんぽう

15年（1844）には、「子供礼式之事」を定め、18か条の守るべき規範を設

け、挨拶の励行や来客の接待などの道徳教育の推進に尽力しました。 

また菅沼
すがぬま

村
むら

（原向
はらむき

）の俳人である湯山
ゆ や ま

治兵衛
じ へ え

（雅

号、鴎斉
おうさい

）は、文右衛門
ぶ ん え も ん

の寺子屋を継承し、その筆

子塚が原向
はらむき

の穂
ほ

見
み

神社
じんじゃ

に残っています。 

文右衛門の功績を称えるため、明倫
めいりん

地区
ち く

の生家

の敷地に筆子塚が教え子たちの手により建立され

ました。また、その隣には「湯山
ゆ や ま

文右衛門
ぶ ん え も ん

資料館」

があり、当時使われた教科書や農機具などの生活

用品が展示されています。 
（参考 駿東教育史） 

 

◆二宮
にのみや

尊徳
そんとく

（経済家） 

天明
てんめい

７年（1787）～安政
あんせい

３年（1856）。経済家。相模
さ が み

国
のくに

栢
か

山
やま

村
むら

（神奈川県南
みなみ

足柄
あしがら

市
し

）に生まれ金次郎
きんじろう

と称し

ました。質素倹約を旨とし、報徳仕法の開祖となりまし

た。幼少より独学で学び、30歳の頃、小田原
お だ わ ら

服部家
はっとりけ

の財

政再建に成功し、小田原
お だ わ ら

藩主
はんしゅ

の目にとまります。文政
ぶんせい

４

年（1821）、藩主より同領内や下野
しもつけ

桜 町 領
さくらまちりょう

（栃木県）

の復興を命ぜられ、これに成功しました。その間、飢饅

で疲弊した御厨領
みくりやりょう

（御殿場市
ご て ん ば し

、小山町
おやまちょう

）の農村復興にも

あたり、御厨
みくりや

の大多数の村々が報徳仕法をとりいれ、復

興に成功。特に藤曲
ふじまがり

村
むら

では、天保
てんぽう

７年（1836）頃から

この仕法を導入、尊
そん

徳
とく

の没する２年前の嘉
か

永
えい

７年（1854）まで、その指導を受けた

ことを示す数多くの史料が残っています。安政
あんせい

４年（1857）、村人によって建てら

れた墓碑が、藤曲
ふじまがり

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

に残っています。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆滝沢
たきざわ

唯
ゆい

念
ねん

（唯
ゆい

念
ねん

上人
しょうにん

） 

寛政
かんせい

３年（1791）～明治13年（1880）。浄土宗系の専修念仏行者。肥後
ひ ご

国
のくに

八代
やつしろ

（熊本県八代市）に生まれ、22歳のとき下総
しもふさ

行徳
ぎょうとく

（千葉県）の徳
とく

願寺
が ん じ

で受戒しまし

た。全国各地で修行し、文政
ぶんせい

13年（1830）、「富士山
ふ じ さ ん

の麓奥の沢にて修行三ヵ年」

の後、上野村奥の沢に堂を建て、明治７年（1874）、浄土宗増上寺の末寺として認

図1-52 二宮
にのみや

尊
そん

徳
とく

像 

図1-51 湯山
ゆ や ま

文右衛門
ぶ ん え も ん

資料館 
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可を受け、滝沢
たきざわ

寺の号を教部省より認可を受けました。  

五穀を断ち、そば粉を水で練ったものを常食とし、人々の

安穏を祈るため、ひたすら念仏を唱えた厳しい修行姿から、

「木食
もくじき

念仏
ねんぶつ

行者
ぎょうじゃ

」とも呼ばれました。唯念
ゆいねん

が民衆への布教や

講活動の運営に際し、自ら書き与えた南無阿弥陀仏の名号

や、火伏せの竜などが現在も数多く残っています。また、独

特の書体の名号碑
みょうごうひ

も駿
すん

東
とう

、伊豆
い ず

、西相模
にしさがみ

に数百基が残ってい

ます。墓碑は奥
おく

の沢
さわ

の開
かい

山
ざん

堂
どう

脇に建っています。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆榊
さかき

研三
けんぞう

（教育者） 

嘉
か

永
えい

２年（1849）～明治29年（1896）。学制初期の教育

者。尾張国
おわりのくに

北方村
きたがたむら

（愛知県一宮市
いちのみやし

）に馬場外次郎として生ま

れました。明治８年（1875）伊豆国
いずのくに

徳倉
と く ら

村
むら

（三島市
み し ま し

）榊
さかき

家

の養子となり、榊
さかき

研三
けんぞう

と名乗りました。 

鷲津毅堂
わしづこうどう

、大槻修二
おおつきしゅうじ

、名和謙次
な わ け ん じ

などに和漢学、習字、代数

教授法を学び、明治９年（1876）、駿東郡
すんとうぐん

成美
せ い び

舎教員になり

ました。御
み

厨
くりや

教育会会長就任後には、自由民権思想をとがめ

られ教員免許状を被収、訓導職を免ぜられました。明治20年

（1887）、駿東
すんとう

高等小学校に復帰、明治25年（1892）、

駿東郡
すんとうぐん

六合
ろくごう

村立
そんりつ

成美
せ い び

尋常小学校訓導となり、翌年同校校長に

任ぜられました。明治28年（1895）六合村
ろくごうむら

学務委員に就任

しましたが、翌年病死しました。思想的には、自由民権運動に共鳴し、演説結社の弁

士として活躍しました。文化的にも詩歌、書画、俳句などの文芸サロンに参加し、作

品を寄せ、地元の文化人に影響を与えました。墓所は藤曲
ふじまがり

。成美
せ い び

小学校に頌徳之
しょうとくの

碑
ひ

があります。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆室伏
むろふし

董平
とうへい

（政治家） 

安政
あんせい

３年（1856）～明治34年（1901）。政治家。駿東郡
すんとうぐん

生土
い き ど

村
むら

に書家室伏
むろふし

良
りょう

庵
あん

（小八郎）の長男として生まれました。

幼くして米山蓉谷
よねやまようこく

、中垣秀実
なかがきひでみ

、小永井岳
こ な が い が く

などに漢籍を学びま

した。明治12年（1879）駿東郡
すんとうぐん

成美
せ い び

舎
しゃ

幹事となり、以後生土
い き ど

村
むら

学務委員、生土
い き ど

村会議員、沼津
ぬ ま づ

本町外161か町村連合会議

員、御殿場村
ご て ん ば む ら

外64か村連合会議員、菅沼
すがぬま

村
むら

組戸長などを歴任

しました。その間、主として学務委員、衛生委員、税調査委 図1-55 室伏
むろふし

董平
とうへい

 

図1-54  

榊
さかき

研三
けんぞう

頌徳之碑 

図1-53 唯
ゆい

念
ねん

名号碑
みょうごうひ

 

（町指定文化財） 
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員などとして活躍し、学校設備の充実、改善などに意を注ぎました。その後も駿東郡
すんとうぐん

教育会長、駿東郡会議員、参事官、議長、県会議員などに当選歴任しました。二宮
にのみや

尊
そん

徳
とく

の報徳仕報の熱心な実践者でもあり、勤倹節約を旨としました。政治活動として

は明治14年（1881）静岡
しずおか

県
けん

改進党員となり、自由民権運動にも参加しました。大

正６年（1917）菩提寺の正福寺
しょうふくじ

に顕彰碑が建てられました。墓所は乗光寺
じょうこうじ

の室伏家

代々の墓地にあります。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆天野
あ ま の

幸逸郎
こういつろう

（戸長） 

文政
ぶんせい

５年（1822）～明治38年（1905）。近世大御神
お お み か

村
むら

名主。駿東郡
すんとうぐん

大御神
お お み か

村
むら

の

人。伝右衛門。明治になり戸長、第一大区五小区区長などを務めました。大御神
お お み か

村
むら

に

水路の開削を発起し、弘化
こ う か

４年（1847）より工事を

開始、水路の長さ2,300ｍ、この内水門・随道は12

か所、水田2.6haの開田に成功。全工事が完成をみた

のは、明治16年（1883）でした。また、山林の共有

権の確立、植林などの事業にも尽力しました。丹
たん

城
じょう

と号し、文化・宗教面においても、漢詩を好み、木食

行者たちのパトロンとなるなど、幅広く活動しまし

た。大御神
お お み か

では碩
しょう

徳
とく

碑
ひ

を建て、毎年８月に「丹
たん

城
じょう

祭」

を実施しています。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆濱口
はまぐち

吉右衛門
き ち え も ん

（実業家、政治家） 

文
ぶん

久
きゅう

2年（1862）～大正2年（1913）。紀伊
き い

国
のくに

有田郡
ありだぐん

出

身。浜口
はまぐち

熊岳
ゆうがく

の次男として生まれ、９歳で江戸に出て、漢学

塾にて学び、その後慶應義塾で洋学を修めました。9代目浜口
はまぐち

吉右衛門
き ち え も ん

として日本橋小網町の老舗醤油問屋「廣屋
ひ ろ や

」を引き

継ぎました。明治29年（1896）、第4回衆議院議員総選挙補

欠選挙に出馬し当選。3期連続で衆議院議員を務め、財政整

理国本培養論を献策して注目を集めましたが、明治33年

（1900）に辞職。鐘淵
かねがふち

紡績
ぼうせき

重役、富士
ふ じ

瓦斯
が す

紡績
ぼうせき

・九州水力

電気・高砂製糖社長、豊国銀行頭取、朝鮮銀行幹事、濱口代

表社員、猪苗代水力電気取締役等を歴任し、実業界に貢献し

ました。 

（参考 小山町
おやまちょう

「富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

㈱創設と再建」ほか） 

 

図1-56 天野丹城
あまのたんじょう

碩徳碑 
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◆富田
と み た

鐵之助
てつのすけ

（藩士、官僚、実業家） 

天保
てんぽう

6年（1835）～大正5年（1916）。仙台藩士富田
と み た

実保
さねやす

の四男として生まれ、

勝海舟
かつかいしゅう

に師事し、慶応
けいおう

3年（1867）幕命により米国に留学し、在米中明治維新とな

りましたが、明治2年（1869）政府の留学生になり、ニュージャージー州のニュー

アーク商業学校に入学して経済学を学びました。明治5年（1872）岩倉
いわくら

欧州
おうしゅう

使節団
しせつだん

に加わり、大久保
お お く ぼ

利通
としみち

や伊
い

藤
とう

博文
ひろぶみ

にその能力を買われて同年2月ニューヨーク在勤領

事心得（直後に副領事）に抜擢。その後上海総領事、外務省少書記官、英国公使館1

等書記官等を歴任しますが、明治14年（1881）大蔵省に転じ大蔵権大書記官を任

ぜられ、横浜正金銀行管理掛を命ぜられました。翌年には大蔵大書記官となり日本

銀行の創立事務を担当。日本銀行創立とともに同行副総裁、明治21年（1888）第

2代総裁となるも、明治22年（1889）9月に辞職。その後、貴族院議員、東京府知

事を務めました。その他横浜火災保険、日本鉄道などに関わりました。また、富士紡
ふ じ ぼ う

の設立にも貢献し、明治29年（1896）２月に富士紡
ふ じ ぼ う

会長に就任。そして、明治34

年（1901）に辞任しました。 
（参考 筒井正夫「富士紡績株式会社設立に至る企業家ネットワークの形成」） 

 

◆森村
もりむら

市左衛門
い ち ざ え も ん

（実業家） 

天保
てんぽう

10年（1839）～大正８年（1919）。実業家。代々江

戸京橋に住んだ土佐侯の用達商人。幼名市
いち

太郎
た ろ う

。安政
あんせい

元年

（1854）、２年続けて自宅を焼失し、資産を失いましたが、

夜店を商い資産を回復しました。横浜貿易開始後、生糸・羽

二重・陶器等の貿易で産を成しました。森村グループ（ノリ

タケ・ＴＯＴＯ・日本ガイシ・日本特殊陶業）の創設者であ

り、日本銀行監事でもあった市左衛門は、横浜生糸会社・富士
ふ じ

製紙・第一相互生命・明治製糖等の会社に出資援助したほか、

明治28年（1895）、駿東郡
すんとうぐん

菅沼
すがぬま

村
むら

に富
ふ

士
じ

紡
ぼう

株式会社の工場

起工にあたり、その発起人・出資者となり、明治30年（1897）、同社開業後は相談

役となりました。大正４年（1915）、男爵を授けられました。明治39年（1906）、

小山
お や ま

から富士紡
ふ じ ぼ う

一・二工場に渡る鮎沢川
あゆさわがわ

に「森村
もりむら

橋
ばし

」が架かりました。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆日比谷
ひ び や

平左衛門
へ い ざ え も ん

（実業家） 

弘化
こ う か

5年（1848）～大正10年（1921）。万
まん

延
えん

元年（1860）江戸
え ど

に出て日本橋

の綿糸商松本屋に奉公し、18歳で支配人の地位に就きました。明治11年（1878）

日比谷
ひ び や

ツネの養子となり、のち独立して日比谷商店を開店し、綿糸・綿花の卸商を営

みました。明治29年（1896）商業から工業に転向を図り東京
とうきょう

瓦斯
が す

紡績
ぼうせき

を設立し専
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務に就任。明治31年（1898）に小名
お な

木
ぎ

川
がわ

綿布
め ん ぷ

の取締役とな

り、翌年社長に就任。明治33年（1900）森村
もりむら

市左衛門
い ち ざ え も ん

の要

請で経営不振の富士紡
ふ じ ぼ う

の取締役となり、明治36年（1903）

小名
お な

木
ぎ

川
がわ

綿布
め ん ぷ

を富
ふ

士
じ

紡
ぼう

に合併しました。明治39年（1906）

富
ふ

士
じ

紡
ぼう

と東京
とうきょう

瓦斯
が す

紡績
ぼうせき

の合併により富士
ふ じ

瓦斯
が す

紡績
ぼうせき

が成立し、

社長に就任。さらに鐘淵
かねがふち

紡績
ぼうせき

会長、日清紡
にっしんぼう

績
せき

会長も務めるな

ど、日本の紡績
ぼうせき

界に大きな功績を残しました。大正8年

（1919）日比谷銀行を設立。また第一生命保険、東京毛織

などの重役や東京商業会議所副会頭なども歴任しました。

「日本紡績
ぼうせき

界の巨人」、「実業界における起死回生の名医」と謳
うた

われ、富
ふ

士
じ

紡
ぼう

の再建に

大きく貢献しました。 
（参考 日外アソシエーツ「367日誕生日大事典」） 

 

◆川崎
かわさき

栄助
えいすけ

（実業家） 

嘉
か

永
えい

4年（1851）～大正10年（1921）。12歳で横浜に

出て足袋商の店に奉公し、明治7年（1874）独立して同地に

店舗を開きました。明治10年（1877）に東京日本橋に移り

足袋・木綿織物を製造販売しました。明治33年（1900）に

当時経営不振に陥っていた富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

の改革に当たり、翌明治

34年（1901）に取締役を務め、和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

専務を助け社運の

隆盛に貢献しました。また南亜公司、小倉製紙所、横浜電気、

房総煉乳、日本電化工業などの重役を務めました。なお、豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

の名は、川崎
かわさき

栄
えい

助
すけ

の発議により、富士紡
ふ じ ぼ う

の発展に多大

な功績を残した和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

の「豊」、富士紡
ふ じ ぼ う

の三門
さんもん

と称された

森村
もりむら

市左衛門
い ち ざ え も ん

、日比
ひ び

谷
や

平左衛門
へ い ざ え も ん

、浜口
はまぐち

吉右衛門
き ち え も ん

の「門」をとって、名付けられました。 

（参考 小山町
おやまちょう

「富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

㈱創設と再建」ほか） 

 

◆湯山
ゆ や ま

寿介
じゅかい

（政治家） 

安政
あんせい

５年（1858）～大正12年（1923）。実業家、政

治家。駿河
す る が

国
のくに

駿東郡
すんとうぐん

菅沼
すがぬま

村
むら

の豪農、湯山家に生まれまし

た。堀内清孝
ほりうちきよたか

（米山蓉谷
よねやまようこく

）に漢籍を学び、小田原
お だ わ ら

の文学謙

塾で学びました。明治13年（1880）、駿東郡
すんとうぐん

菅沼
すがぬま

村
むら

学務

委員に当選。以後、各種委員、議員を歴任。主として勧業、

農事改良、教育関係事業の発展に力を注ぎました。その後

も菅沼
すがぬま

村
むら

会議長、駿東
すんとう

富士
ふ じ

両郡連合町村会議員、沼津
ぬ ま づ

中学

区学務委員などを経て、明治17年（1884）、県会議員に 図1-61 湯山
ゆ や ま

寿介
じゅかい

 

図1-60 川崎
かわさき

栄
えい

助
すけ
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当選。明治22年（1889）、町村制施行以後、駿東郡
すんとうぐん

27か町村連合会議員、県会議

員、衆議院議員などを歴任。大正元年（1912）に本町が発足するのに伴い、初代小山
お や ま

町長に選任されました。御厨
みくりや

銀行
ぎんこう

（静岡銀行）、富士
ふ じ

瓦
が

斯
す

紡績
ぼうせき

株式会社設立に際し出

資援助し、駿東
すんとう

地方の政財界で大きな力を持ちました。大正12年（1923）、小山町
おやまちょう

育英奨学資金を寄付し、奨学活動にも尽くしました。それらの功績により従六位勲

四等を受章。本町には「寿
じゅ

介
かい

道路
ど う ろ

」の名が残っています。墓所は十輪寺
じゅうりんじ

にあります。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆和田
わ だ

豊治
と よ じ

（実業家） 

文
ぶん

久
きゅう

元年（1861）～大正13年（1924）。実業家。明治

29年（1896）駿東郡
すんとうぐん

菅沼
すがぬま

村
むら

に創業した富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

創業期の専

務取締役、社長。大分県中津町（中津市）に生まれました。

明治17年（1884）、慶応義塾大学を卒業。その後３年間アメ

リカで生活。帰国後、日本郵船会社、三井銀行、鐘ヶ淵
かねがふち

紡績
ぼうせき

支配人等を務めた後、明治34年（1901）、富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

に招かれ

専務取締役に就任。創業後不況に苦しむ同社の経営立て直し

に尽力し、再生に成功しました。大正５年（1916）社長に

就任。また、本町の振興にも意を注ぎ、大正元年（1912）の

小山
お や ま

町
ちょう

制
せい

施行の際には、富士紡
ふ じ ぼ う

の株式100株を町の基本財産として寄付しました。

厚生施設、財団法人豊門会館
ほうもんかいかん

や豊門
ほうもん

グラウンドを建設。大正11年（1922）貴族院

議員に勅選されました。従五位勲三等瑞宝章を受章。大正13年（1924）、豊門
ほうもん

公
こう

園
えん

内に町民の手により遺悳
い と く

碑
ひ

が建立されました。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

（実業家） 

天保
てんぽう

11年（1840）～昭和６年（1931）。初め篤太夫
とくだゆう

と称し、号青淵
せいえん

。武蔵国
むさしのくに

榛沢
はんざわ

郡
ぐん

血洗
ちあらい

島
じま

（埼玉県大里郡豊里村）に生まれました。生家は養蚕、藍作のほか藍玉作り

も手掛けた豪農。少、青年時代は家業に従事して商才を発揮、幕末の動乱期に志士と

交わり尊王
そんのう

攘夷
じょうい

運動
うんどう

にはしりました。後に一橋
ひとつばし

家に仕え、徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

の弟昭武
あきたけ

がパリ

の万国博覧会列席に際し随行してフランスに渡航、先進国の近代的産業設備や経済

制度を見聞しました。維新の変革で急ぎ帰国したのは、明治元年（1868）11月。

徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

は水戸
み と

（茨城県水戸市）から駿府
す ん ぷ

（静岡市
しずおかし

）に移り、宝
ほう

台院
だいいん

に謹慎していま

した。渋沢
しぶさわ

が洋行中の報告に訪れると、慶喜
よしのぶ

は彼の人物と外国の新知識とを徳川
とくがわ

家の

ために用いようと仕官を勧めました。渋沢
しぶさわ

は民間の実業人になろうと思っていまし

たが、勧めに従い徳川
とくがわ

藩の勘定組頭となり、翌年の正月は呉服町の川村屋の二階で

迎えました。川村屋の跡は現在、静和産業となっています。彼はここで商法会所の目

図1-62 和田
わ だ

豊治
と よ じ
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論見書を作成しました。商法会所は明治２年（1869）１月設立、合本組織（合資会

社）で外国の会社制度に倣ったものです。渋沢
しぶさわ

が監督指導しましたが、８月には廃止

されました。事業は常平倉
じょうへいそう

という名で引き続き行われ、家族も東京から呼び寄せま

した。同年11月新政府が彼の新知識を必要として上京を懇望、民部省租税正に任じ

旧制度の改革に当たらせようとし、彼はこれに応じて東京に戻りました。明治４年

（1871）大蔵
おおくら

権大丞
ごんだいじょう

（次官）に上り、商工業、経済金融などの制度の整備に努めま

した。明治６年（1873）官を辞し、以後は民間人として第一銀行、王子製紙、大阪

紡績、東京ガスほか五百余の会社に関係し、財界の大御所として実業界、国際親善、

福祉事業等に活躍、偉大な業績を残

しました。 

豊門
ほうもん

公
こう

園
えん

内には、渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

の「篆
てん

額
がく

」による和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

の遺徳
い と く

碑
ひ

があ

り、また、豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

の玄関正面に「豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

」としたためられた渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

の書が掲げられています。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆フレデリック・スタール(人類学者)  

安政
あんせい

５年（1858）～昭和８年（1933）。ニューヨーク州

オーバーン市に生まれ、明治15年（1882）にロチェスター

大学で学位を得、明治18年（1885）にラファイエット大学

で博士号（地質学）を取得しました。その後アメリカ自然史

博物館（AMNH）で地質学の学芸員として働くようになると、

人類学と民族学に興味を持つようになりました。明治22年

（1889）～明治24年（1891）までAMNHの民族学担当の

学芸員として働きました。また、明治21年（1888）から翌

年にかけては、国立の歴史的遺物の保存団体であるシャトー

カ協会の記録係としてもニューヨーク北西部の人類学調査

に携わりました。 

明治37年（1904）２月９日、日露戦争開戦の前日にアイヌ研究のため初来日し、

以降およそ30年の間に16回日本を訪れました。昭和８年（1933）8月に東京にて

他界。来日中は５度に渡り須走口より富士山
ふ じ さ ん

山頂へ登山し、大正11年（1922）に

はシカゴ大学にて富士山
ふ じ さ ん

に関する展覧会を開催しました。 

日本では羽織袴で通し、日本全国を行脚しつつ様々な分野の日本の民俗について

研究を行いました。納札にも強い関心を持ち、その蒐集・研究を行ったことから「お

札博士」とも呼ばれました。スタールと小山町
おやまちょう

の関係は深く、死後には須走
すばしり

地区
ち く

に慰

図1-63 渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

の書（豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

入口） 

図1-64 

（写真提供：静岡県富士

山世界遺産センター） 



第１章 小山町の概要 

1-47 

霊碑が建てられ、本人の遺言により遺骨も埋葬されています。碑面の文字は徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

の筆によるもので、博士の人望と交流の厚さを物語っています。 
（参考 「静岡県富士山世界遺産センターHP（https://mtfuji-whc.jp/）」） 

 

◆北原
きたはら

白秋
はくしゅう

（詩人・童謡作家） 

明治18年（1885）～昭和17年（1942）。福岡県柳川に生まれました。本名隆
りゅう

吉
きち

。詩、短歌、民謡、童謡等に優れた業績を残しました。静岡県
しずおかけん

との関わりは、短歌、

民謡の両面が主であり、大正11年（1922）２月から昭和12年（1937）10月ま

で、鷲津
わ し づ

（湖西市
こ さ い し

）、静岡
しずおか

、三保
み ほ

（清水市
し み ず し

）、沼津
ぬ ま づ

、須走
すばしり

、伊豆
い ず

の各地に及んでいます。

須走
すばしり

では、昭和9年（1934）６月、中西
なかにし

悟堂
ご ど う

から野鳥を聴く会に誘われて来訪し、

「きょろろ 鶯
うぐいす

」という優れた随筆がなされました。昭和12年（1937）５月『多

磨』主宰の野鳥見学の会で再訪し、短歌「夏鳥」（14首）、随筆「野鳥見学記」を得

ました。 
（参考 静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

 

◆徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

（ジャーナリスト・詩論家） 

文
ぶん

久
きゅう

３年（1863）～昭和32年（1957）。肥後（熊本県）水俣の郷士
ご う し

、徳
とく

富
とみ

一敬
かずたか

の長男として生まれました。本名は猪一郎
いいちろう

、字は正敬
しょうけい

。熊本洋学校にて学び、後に

京都の同志社に移りましたが、明治13年（1880）に退学。翌年帰郷して大江義塾

を開き、漢学や英学、歴史、経済、政治学などを教授しました。その後『第一九世紀

日本ノ青年及其教育』、『将来之日本』を出版し文名を馳せました。明治20年（1887）

に上京して民友社を設立し、雑誌『国民之友』や『国民新聞』などを刊行し、平和主

義のジャーナリストとして活動しました。日露戦争後は内務省勅任参事官となり、

明治44年（1911）に貴族院議員となります。大正２年（1913）に政界を離れ、

御厨
みくりや

の青竜寺（現御殿場市）を訪れましたが病に倒れ、この地で静養し、以後40年

余りにわたってしばしば滞在しました。昭和11年（1936）７月には御厨
みくりや

において

「御厨蘇峰会」が創立されました。大正12年（1923）に『近世日本国民史』に対

して日本学士院賞を授与されました。第二次世界大戦中は大日本文学報国会、大日

本言論報国会の会長となり、昭和18年（1943）に文化勲章を受章。敗戦後は公職

追放の指名を受け、熱海の伊豆山へ移りました。昭和32年（1957）この地で死去

しました。 

小山町
おやまちょう

においては昭和11年（1936）

に豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

において御厨
みくりや

蘇峰会の発会

式を行っています。また館内には徳富

蘇峰による「和為貴」の額が掲げられて

います。 

（参考 小山町
おやまちょう

「豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

 ガイドのしおり」、静岡新聞社「静岡県歴史人物事典」）  

図1-65 徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

の書 
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◆朝倉
あさくら

文夫
ふ み お

（彫刻家） 

明治16年（1883）～昭和39年（1964）。明治16年

（1883）渡辺
わたなべ

要蔵
ようぞう

の三男として生まれました。明治26年

（1893）に朝倉
あさくら

種彦
たねひこ

の養子となり、４月に直入郡
なおいりぐん

高等小

学校に入学。明治36年（1903）、20歳のとき、東京美術

学校彫刻選科に入学。明治40年（1907）に卒業作品とし

て「進化」を作成、研究科に入学。その後明治41年（1908）

の「闇」「老猿」、明治43年（1910）の「墓守」など、数々

の受賞作品を完成させました。日本近代彫塑技法を確立し、

明治・大正・昭和にわたり、日本美術界の重鎮として位置

付けられました。大正13年（1924）に帝国美術院会員と

なりますが昭和3年（1928）にこれを辞任。昭和9年

（1934）にアトリエを改築し「朝倉彫塑塾」を開きました。小山町
おやまちょう

においては、独

特の意匠が特徴的である「和田君遺悳碑」（国登録有形文化財）のデザインを手掛け

ました。 

なお、次女の朝倉響子が昭和37年（1962）に制作した「汗影の像（印刷工）」が

須走
すばしり

小に建てられています。 

（参考 小山町
おやまちょう

「富士紡
ふ じ ぼ う

と文化遺産」ほか） 

 

◆朝倉
あさくら

毎人
つ ね と

（政治家・実業家） 

明治15年（1882）～昭和46年（1971）。大分県で生まれました。明治40年

（1907）京都帝国大学法科を卒業後、同年富士
ふ じ

瓦斯
が す

紡績
ぼうせき

に入社しました。大正14

年（1925）には同社常務取締役に就任し、昭和5年（1930）からは第二
だ い に

富士
ふ じ

電力
でんりょく

株式会社代表取締役、富士
ふ じ

電力
でんりょく

株式会社代表取締役、衆議院議員（立憲民政党）を

歴任しました。昭和12年（1937）からは日産
にっさん

自動車
じどうしゃ

株式会社常務取締役、日産
にっさん

自動車
じどうしゃ

販売
はんばい

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

代表取締役、日本
に ほ ん

自動車
じどうしゃ

配給
はいきゅう

株式会社社長、自動車
じどうしゃ

統制会
とうせいかい

理事を務め

ました。戦後、連合軍最高司令官総司令部（GHQ）の指令により、昭和21年（1946）

に公職を追放されましたが、昭和 25年

（1950）に追放が解除され、明和
め い わ

紡績
ぼうせき

株式

会社社長、経済問題調査会理事長、育英奨学・

社会福祉関係団体役員等を歴任しました。

小山町
おやまちょう

においては、富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

小山
お や ま

工場第６代

工場長を務めた経験があり、「和田坂
わ だ ざ か

」の命

名者として知られています。 

（参考 小山町
おやまちょう

「富士紡
ふ じ ぼ う

と文化遺産」ほか） 

 

図1-66 豊門
ほうもん

公
こう

園
えん

内の

和田君遺悳碑 

図1-67 和田坂
わ だ ざ か

 



第１章 小山町の概要 

1-49 

◆中西
なかにし

悟堂
ご ど う

（野鳥研究家） 

明治28年（1895）～昭和59年（1984）。石川県金沢市長町に生まれました。

父・富男は日清戦争の負傷がもとで亡くなり、母は長崎の実家へ戻ったため、東京に

いた父の長兄、中西元
なかにしもと

治郎
じ ろ う

の養子となりました。明治44年（1911）に神代
かみしろ

村
むら

（現・

調布市）の天台宗深大寺
じんだいじ

で得度
と く ど

、法名
ほうみょう

をもらい、戸籍上も「悟堂
ご ど う

」と改名しました。

短歌や詩に親しみながら、昭和元年（1926）からは虫類や鳥類の観察をはじめ、昭

和9年（1934）3月に「日本野鳥の会」を創設、5月に季刊誌『野鳥』を創刊しまし

た。同年６月には富士
ふ じ

山麓
さんろく

、小山町
おやまちょう

須走
すばしり

にて日本で最初の探
たん

鳥会
ちょうかい

（鳥巣見学会）を

開催し、翌10年（1935）には『野鳥と共に』を刊行、これにより野鳥という言葉

が世間に定着しました。その後は、昭和

43年（1968）に『定本
ていほん

野鳥記
やちょうき

』を著し、

昭和45年（1970）に詩人クラブの会長

に就任したほか、昭和46年（1971）に

勲
くん

三等
さんとう

旭日中綬
きょくじつなかじゅ

章
しょう

を受賞、昭和52年

（1977）には文化
ぶ ん か

功労者
こうろうしゃ

として顕彰さ

れました。 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

境内には、「日本野鳥の

会70周年記念碑」が建てられています。 
（参考 公益社団法人日本野鳥の会HP（https://www.wbsj.org/）ほか） 

 

  

図1-68 日本野鳥の会70周年記念碑 
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７ 小山町
おやまちょう

の歴代町長一覧 
 

歴代 氏  名 就任期間 

1 湯山
ゆ や ま

寿
じゅ

介
かい

 大正元年（1912）10月16日 ～ 大正５年（1916）10月15日 

2 湯山
ゆ や ま

剛
ごう

平
へい

 大正５年（1916）10月16日 ～ 大正９年（1920）10月15日 

3 室伏
むろふし

完
かん

 大正９年（1920）10月18日 ～ 大正13年（1924）10月17日 

4 室伏
むろふし

完
かん

 大正13年（1924）10月18日 ～ 大正14年（1925）３月17日 

5 湯山
ゆ や ま

剛
ごう

平
へい

 大正14年（1925）10月12日 ～ 昭和４年（1929）10月11日 

6 湯山
ゆ や ま

正平
しょうへい

 昭和４年（1929）11月８日 ～ 昭和８年（1933）11月７日 

7 高橋
たかはし

文
ぶん

治郎
じ ろ う

 昭和８年（1933）11月８日 ～ 昭和12年（1937）11月７日 

8 岩田
い わ た

幸恵
ゆ き え

 昭和12年（1937）11月８日 ～ 昭和13年（1938）９月11日 

9 高橋
たかはし

文
ぶん

治郎
じ ろ う

 昭和13年（1938）９月20日 ～ 昭和16年（1941）１月16日 

10 室伏
むろふし

武
たけし

 昭和16年（1941）２月３日 ～ 昭和20年（1945）２月２日 

11 室伏
むろふし

武
たけし

 昭和20年（1945）２月３日 ～ 昭和21年（1946）11月24日 

12 湯山
ゆ や ま

正平
しょうへい

 昭和22年（1947）４月５日 ～ 昭和26年（1951）４月４日 

13 湯山
ゆ や ま

正平
しょうへい

 昭和26年（1951）４月23日 ～ 昭和30年（1955）４月22日 

14 湯山
ゆ や ま

正平
しょうへい

 昭和30年（1955）５月１日 ～ 昭和34年（1959）４月30日 

15 鈴木
す ず き

繁
しげる

 昭和34年（1959）５月１日 ～ 昭和38年（1963）４月30日 

16 神成
しんじょう

昇造
しょうぞう

 昭和38年（1963）５月１日 ～ 昭和42年（1967）４月30日 

17 神成
しんじょう

昇造
しょうぞう

 昭和42年（1967）５月１日 ～ 昭和46年（1971）４月30日 

18 湯山
ゆ や ま

勝人
かつんど

 昭和46年（1971）５月１日 ～ 昭和50年（1975）４月30日 

19 湯山
ゆ や ま

勝人
かつんど

 昭和50年（1975）５月１日 ～ 昭和54年（1979）４月30日 

20 湯山
ゆ や ま

勝人
かつんど

 昭和54年（1979）５月１日 ～ 昭和58年（1983）４月30日 

21 高橋
たかはし

春
はる

雄
お

 昭和58年（1983）５月１日 ～ 昭和62年（1987）４月30日 

22 田代
た し ろ

和男
か ず お

 昭和62年（1987）５月１日 ～ 平成３年（1991）４月30日 

23 田代
た し ろ

和男
か ず お

 平成３年（1991）５月１日 ～ 平成７年（1995）４月30日 

24 長田
お さ だ

央
ひさし

 平成７年（1995）５月１日 ～ 平成11年（1999）４月30日 

25 長田
お さ だ

央
ひさし

 平成11年（1999）５月１日 ～ 平成15年（2003）４月30日 

26 長田
お さ だ

央
ひさし

 平成15年（2003）５月１日 ～ 平成19年（2007）４月30日 

27 高橋
たかはし

宏
ひろし

 平成19年（2007）５月１日 ～ 平成23年（2011）４月30日 

28 込山
こみやま

正秀
まさひで

 平成23年（2011）５月１日 ～ 平成27年（2015）４月30日 

29 込山
こみやま

正秀
まさひで

 平成27年（2015）５月１日 ～ 平成31年（2019）４月30日 

30 池谷
い け や

晴一
せいいち

 令和元年（2019）５月１日 ～ 令和５年（2023）４月30日 

31 込山
こみやま

正秀
まさひで

 令和５年（2023）５月１日 ～ 令和９年（2027）４月30日（任期） 
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第２章 小山町の歴史文化資源の概要と特徴 

 

第１節 指定等文化財の概要と特徴 
 

１ 指定等文化財の概要 
 

令和５年（2023）８月現在、本町の指定等文化財は、国指定2件、国登録8件、

県指定4件、町指定18件の合計32件で、表2-1、表2-2に示すとおりです。 

これらには、国指定特別名勝、国指定史跡である「富士山
ふ じ さ ん

」や、それを中心とした

富士山
ふ じ さ ん

信仰にまつわる文化財建造物や神社等の御神木となる天然記念物のほか、

「豊門
ほうもん

会館
かいかん

」（国登録有形文化財）を中心とした紡績
ぼうせき

産業
さんぎょう

に関わる文化財建造物が多

く含まれるのが特徴です。 

文化財の類型別にみると、有形文化財として建造物14件と美術工芸品５件、無形

の民俗文化財1件、記念物として遺跡（史跡）２件と名勝地（名勝・特別名勝）1件、

動物、植物、地質鉱物（天然記念物）９件となっています。 

また、平成25年（2013）に世界文化遺産に登録された「富士山
ふ じ さ ん

」の構成資産が

町内には２件あります。１つ目は、「富士山域
ふ じ さ ん い き

」の構成要素である「須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

」

です。「富士山域
ふ じ さ ん い き

」は、世界遺産の価値である「信仰の対象」と「芸術の源泉」にと

って、重要なエリアである標高約1,500ｍ以上（馬返
うまがえ

し以上）を対象としており、須
す

走口
ばしりぐち

五合目の「古
こ

御嶽
み た け

神社
じんじゃ

」から山頂にかけての登山道および山頂を構成資産とし

ています。そして、もう１つの構成資産として須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

の起点である「冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

」があります。いずれも「史跡富士山
ふ じ さ ん

」として国指定文化財となっており、馬返

し以上の富士山
ふ じ さ ん

の山体は、特別名勝に指定されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2-1 須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

 図 2-2 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ
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表2-1 指定等文化財の集計表               （令和５年８月１日現在） 

種類 種別 国指定等 県指定 町指定 国登録 合計 

有形文化財 

建造物 0 0 6 8 14 

美術工芸品 

絵画 0 0 1 0 1 

彫刻 0 1 2 0 3 

工芸品 0 0 0 0 0 

書跡・典籍 0 0 1 0 1 

古文書 0 0 0 0 0 

考古資料 0 0 0 0 0 

歴史資料 0 0 0 0 0 

無形文化財 0 0 0 0 0 

民俗文化財 
有形の民俗文化財 0 0 0 0 0 

無形の民俗文化財 0 0 1 0 1 

記念物 

遺跡（史跡） 1 0 1 0 2 

名勝地（名勝・特別名勝） 1 0 0 0 1 

動物、植物、地質鉱物（天然記念物） 0 3 6 0 9 

文化的景観 0 - - - 0 

伝統的建造物群 0 - - - 0 

合計 2 4 18 8 32 

※１：「－」は、法あるいは条例にて該当のないものを示す。 

 

 

図2-3 指定等文化財の分布図 
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表2-2 指定・登録文化財リスト              （令和５年８月１日現在） 

分類 名称 員数 指定日 所有者等 所在地 

国
指
定 

特別名勝 富士山
ふ じ さ ん

 1件 S27.11.22 
国 ・ 富士山

ふ じ さ ん

本宮
ほんぐう

浅間
せんげん

大社
たいしゃ

 

須走口登山道

の馬返し以上 

史跡 富士山
ふ じ さ ん

 1件 H23. 2. 7 

国・ 

冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

・ 富士山
ふ じ さ ん

本宮
ほんぐう

浅間
せんげん

大社
たいしゃ

 

 

県
指
定 

美術工芸品 木造
もくぞう

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

坐像
ざ ぞ う

 1体 S60. 3.19 宝
ほう

鏡
きょう

寺
じ

 竹之下
た け の し た

1462 

天然 

記念物 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

のハルニレ 1本 S38. 2.19 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 須走
すばしり

126 

大胡
お お ご

田
だ

天神
てんじん

社
じゃ

のイチョウ 1本 S41. 3.22 大胡
お お ご

田
だ

天神
てんじん

社
じゃ

 大胡
お お ご

田
だ

643 

柳島
やなぎしま

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

の二本
に ほ ん

スギ 2本 S42.10.11 
柳島
やなぎしま

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 
柳島
やなぎしま

168 

町
指
定 

建造物 

甘露
か ん ろ

寺宝
じ ほ う

篋印塔
きょういんとう

 1基 S48.10.25 甘露寺
か ん ろ じ

 菅沼
すがぬま

683 

嘉慶
か け い

銘宝篋印塔
めいほうきょういんとう

 1基 S63.12.16 個人 菅沼
すがぬま

1122-2 

栗
くり

の木沢
き ざ わ

の唯
ゆい

念
ねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 1基 H 3. 5. 1 竹之下
た け の し た

区
く

 
竹之下
た け の し た

 

3676-20 

栗
くり

の木沢
き ざ わ

の題目
だいもく

碑
ひ

 1基 H 4. 6. 1 竹之下
た け の し た

区
く

 
竹之下
た け の し た

 

3677-17 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

殿
でん

 1基 H18. 8.24 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 須走
すばしり

126 

藤曲
ふじまがり

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の二宮
にのみや

金
きん

次郎
じ ろ う

墓碑
ぼ ひ

 1基 H27. 9.25 藤曲
ふじまがり

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 藤曲
ふじまがり

168 

美術 

工芸品 

坂下
さかした

区
く

十王堂
じゅうおうどう

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

坐像
ざ ぞ う

 1体 H21.12.16 坂下
さかした

区
く

 菅沼
すがぬま

707-1 

坂下
さかした

区
く

十王堂
じゅうおうどう

十王
じゅうおう

図
ず

 10幅 H21.12.16 坂下
さかした

区
く

 菅沼
すがぬま

707-1 

坂下
さかした

区
く

十王堂
じゅうおうどう

木
もく

食
じき

観
かん

正宝
しょうほう

号
ごう

軸
じく

 1幅 H21.12.16 坂下
さかした

区
く

 菅沼
すがぬま

707-1 

坂下
さかした

区
く

十王堂
じゅうおうどう

石仏
せきぶつ

 17体 H21.12.16 坂下
さかした

区
く

 菅沼
すがぬま

707-1 

無形民俗 竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

 1団体 S59.12.21 竹之下
た け の し た

区
く

 竹之下
た け の し た

 

史跡 乗
じょう

光
こう

寺
じ

大森
おおもり

六
ろく

代
だい

之
の

墓
はか

 6基 S48.10.25 乗
じょう

光
こう

寺
じ

 生
いき

土
ど

234-1 

天然 

記念物 

湯船
ゆ ぶ ね

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

夫婦
め お と

スギ 1本 S58. 5. 1 湯船
ゆ ぶ ね

区
く

 湯船
ゆ ぶ ね

371 

上野
う え の

神明宮
しんめいぐう

のアカガシ 1本 S58. 5. 1 上野
う え の

神明
しんめい

宮
ぐう

 上野
う え の

178 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

のエゾヤマザクラ 1本 S58. 5. 1 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 須走
すばしり

126 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の根
ね

上
あ

がりモミ 1本 H 3. 5. 1 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 須走
すばしり

126 

棚
たな

頭
がしら

産
さん

神社
じんじゃ

のスギ 2本 S63.12.16 棚
たな

頭
がしら

区
く

 棚
たな

頭
がしら

714 

用
よう

沢
さわ

八幡宮
はちまんぐう

の三本
さんぼん

スギ 3本 S63.12.16 用
よう

沢
さわ

区
く

 用
よう

沢
さわ

517 

国
登
録 

建造物 

豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

（ 旧
きゅう

和田
わ だ

豊治
と よ じ

家
け

住宅
じゅうたく

） 

和館
わ か ん

 
1棟 H17.11.10 小山町

おやまちょう

 藤曲
ふじまがり

144-8 

豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

（ 旧
きゅう

和田
わ だ

豊治
と よ じ

家
け

住宅
じゅうたく

） 

洋館
ようかん

 
1棟 H17.11.10 小山町

おやまちょう

 藤曲
ふじまがり

144-8 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

西洋館
せいようかん

 

（ 旧
きゅう

豊
ほう

門
もん

青年
せいねん

学校
がっこう

） 
1棟 H17.11.10 小山町

おやまちょう

 藤曲
ふじまがり

142-7 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

正門
せいもん

 1基 H17.11.10 小山町
おやまちょう

 藤曲
ふじまがり

144-8 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

噴水
ふんすい

泉
せん

 1基 H17.11.10 小山町
おやまちょう

 藤曲
ふじまがり

142-7 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

和田
わ だ

君遺悳碑
く ん い と く ひ

 1基 H17.11.10 小山町
おやまちょう

 藤曲
ふじまがり

144-8 

森村
もりむら

橋
ばし

 1橋 H17.11.10 小山町
おやまちょう

 
小山
お や ま

133-6 

地先 

松村
まつむら

家
け

住宅
じゅうたく

主屋
しゅおく

 1棟 H20. 7. 8 個人 須走
すばしり

31-32 



第２章 小山町の歴史文化資源の概要と特徴 

2-4 

２ 指定等文化財の特徴 
 

町域における指定等の対象になっている文化財を種類別にみると、有形文化財19

件、民俗文化財１件、記念物12件の合計32件があります。また、指定等の区分別に

みると、国指定２件、県指定４件、町指定18件、国登録８件であり、町指定あるい

は国登録の建造物が多くあります。 

 

（１）有形文化財 

①建造物 

建造物は14件（町指定６件、国登録８件）が指

定・登録されています。 

町指定建造物には石造物が多く、特に嘉慶
か け い

年間

（1387～1389）や応
おう

永
えい

7年（1400）の宝篋印塔
ほうきょういんとう

など、古い形式が多いことと、小型の宝篋印塔
ほうきょういんとう

が

多い駿東
すんとう

地方において、中規模のものが残ってい

るのが特徴です。 

また、国登録有形文化財８件は、豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

（旧
きゅう

和田
わ だ

豊治
と よ じ

家
け

住宅
じゅうたく

）和館
わ か ん

・洋館
ようかん

や豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

西洋館
せいようかん

（旧
きゅう

豊門
ほうもん

青年
せいねん

学校
がっこう

）、和田君遺悳碑
わ だ く ん い と く ひ

などの富士紡
ふ じ ぼ う

に関わる建造物の他、須走
すばしり

地区
ち く

の松

村家住宅主屋があります。 

なお、森村
もりむら

橋
ばし

については令和２年度（2020）に修復が完了し、土木学会田中賞を

受賞しています。 

 

②美術工芸品 

美術工芸品は５件30点（県指定１件

１点、町指定４件29点）が指定されて

います。美術工芸品のうち、１件は県

指定の木造
もくぞう

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

坐像
ざ ぞ う

（宝
ほう

鏡
きょう

寺
じ

）で、

御厨
みくりや

地方における鎌倉文化伝播の様相

をうかがい知る数少ない文化財の一つ

として貴重です。 

残り29点は坂下
さかした

区
く

十王堂
じゅうおうどう

に安置さ

れる地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

坐像
ざ ぞ う

、十王
じゅうおう

図
ず

（10幅）、

木
もく

食
じき

観
かん

正宝
しょうほう

号
ごう

軸
じく

、石仏（17体）が町指

定となっています。 

  

図2-4 豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

西洋館
せいようかん

 

（旧
きゅう

豊門
ほうもん

青年
せいねん

学校
がっこう

） 

図2-6 坂
さか

下
した

区
く

十王堂
じゅうおうどう

十王図
じゅうおうず

 

（第一
だいいち

王
おう

）（町指定） 

図2-5 木造
もくぞう

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

坐像
ざ ぞ う

（宝
ほう

鏡寺
きょうじ

） 

（県指定） 
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（２）無形文化財 

現時点で指定されている無形文化財はありません。 

 

（３）民俗文化財 

①有形の民俗文化財 

現時点で指定されている有形の民俗文化財はありません。 

 

②無形の民俗文化財 

無形の民俗文化財は町指定の「竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

」１件です。竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

は江戸時代中期

から伝わる民俗芸能で、富士講
ふ じ こ う

の導者の安全

祈願に由来すると言われています。神楽や神

事に関わるものは現在指定されていません。 

 

 

 

（４）記念物 

①遺跡（史跡） 

史跡は、２件（国指定１件、町指定１件）

が指定されています。国指定の史跡富士山
ふ じ さ ん

の

範囲は富士山
ふ じ さ ん

八合目以上で、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

と

須走口
すばしりぐち

五合目から上方の須走
すばしり

口
ぐち

登山道が史

跡を構成しています。 

また、乗
じょう

光
こう

寺
じ

大森
おおもり

六
ろく

代
だい

之
の

墓
はか

（６基）が町指

定となっています。 

 

 

②名勝地（名勝・特別名勝） 

名勝地（特別名勝）は、１件が指定されています。国指定の特別名勝富士山
ふ じ さ ん

は、本

町のみならず、日本のシンボルともいえる重要な文化財です。  

 

  

図2-7 竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

（町指定） 
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③動物、植物、地質鉱物（天然記念物） 

天然記念物は、９件が指定されています。

天然記念物は全て樹木で、県指定が３件、町

指定が６件です。柳島
やなぎしま

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

の二本スギ

（県指定）など、古木・名木が指定されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

（５）文化的景観 

現時点で選定されている文化的景観はありません。 

 

（６）伝統的建造物群 

現時点で選定されている伝統的建造物群はありません。 

 

  

図2-9 柳島
やなぎしま

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

の二本スギ 

（県指定） 
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第２節 世界遺産と日本農業遺産 
 

１ 世界文化遺産 
 

静岡県
しずおかけん

と山梨県にまたがり、山頂までが町域と

なる富士山
ふ じ さ ん

は、日本一の高さ（標高3,776ｍ）を

持つ活火山です。富士山
ふ じ さ ん

は平成25年（2013）６

月、第37回世界遺産委員会において、「富士山
ふ じ さ ん

 ～

信仰の対象と芸術の源泉～（Fujisan, sacred 

place and source of artistic inspiration）」の

名称のもと、文化遺産として世界遺産に登録され

ました。 

その背景には、富士山
ふ じ さ ん

が「信仰の対象」であると

ともに、「芸術の源泉」として、日本人の自然観や

日本文化に大きな影響を与えてきた歴史がありま

す。かつては噴火を繰り返す山として畏
おそ

れられて

いた富士山
ふ じ さ ん

は、富士講
ふ じ こ う

と呼ばれる信仰集団や浮世

絵の登場により、日本人にとって身近な存在になりました。人と自然が信仰と芸術

をとおして共生する姿は、富士山
ふ じ さ ん

が持つ大きな特徴といえるでしょう。そうした歴史

文化にゆかりのある25か所の構成資産からなる富士山
ふ じ さ ん

を、ユネスコ世界遺産委員会

は未来に受け継ぐべき世界の宝として認めたといえます。  

小山町
おやまちょう

には、その構成資産（要素）として、須走
すばしり

の冨
ふ

士
じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

と須
す

走
ばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

があります。 

 

表2-3 世界文化遺産                   （令和５年８月１日現在） 

分類 名称 員数 指定日 所有者等 所在地 

世
界
文
化
遺
産 

構成要素 富士山
ふ じ さ ん

（須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

） 1件 H25.6.22 
国 ・ 富士山

ふ じ さ ん

本宮
ほんぐう

浅間
せんげん

大社
たいしゃ

 

五合目から

山頂 

構成資産 富士山
ふ じ さ ん

（冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

） 1件 H25.6.22 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 須走
すばしり

126 

 

  

図2-10 世界遺産の登録証 

（冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

） 
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富士山
ふ じ さ ん

の顕著な普遍的価値（世界遺産富士山）  

●「富士山
ふ じ さ ん

信仰」という山岳に対する固有の文化的伝統を表す証拠  

富士山
ふ じ さ ん

に住まうと考えられた神仏への信仰を起源として、火山との共生を重視し、

山麓の湧水などに感謝する伝統が育まれました。その本質は、時代を超えて今日の富

士登山及び巡礼の形式・精神にも確実に継承されました。富士山
ふ じ さ ん

とその信仰を契機と

して生み出された多様な文化的資産は、富士山
ふ じ さ ん

が今なお生きている山岳に対する文化

的伝統の類い稀なる証拠であることを示しています。  
 

●顕著な普遍的意義を持つ芸術作品との直接的・有形的な関連性  

19世紀前半の浮世絵に描かれた富士山
ふ じ さ ん

の図像は、近・現代の西洋美術のモチーフと

して多用され、西洋における数多くの芸術作品に多大なる影響を与えたのみならず、

日本及び日本の文化を象徴する記号として広く海外に定着しました。富士山
ふ じ さ ん

は、その

ような顕著な普遍的意義を持つ芸術作品と直接的・有形的な関連性を持ち、日本及び

日本の文化の象徴としての記号化された意味を持つ類い稀なる山岳です。  

出典：富士山
ふ じ さ ん

世界遺産センターHP 

世界遺産登録後の歩み  

平成25年（2013）  

６月22日  

カンボジアで開催されたユネスコ世界遺産委員会で富士山
ふ じ さ ん

の世

界文化遺産登録決定  

平成26年（2014）  

７月  

富士山
ふ じ さ ん

保全協力金（基本1,000円）の受付が本格開始  

平成27年（2015）  

３月  

静岡
しずおか

、山梨両県にて世界遺産富士山
ふ じ さ ん

基本条例を制定  

平成29年（2017）  

12月 

静岡県
しずおかけん

富士山
ふ じ さ ん

世界遺産センター開設  

令和２年（2020） 

７月～９月  

新型コロナウイルス感染症の影響で史上初の夏山閉山  

令和２年（2020） 

12月 

３回目となる富士山
ふ じ さ ん

保全状況報告書をユネスコに提出。  

山梨県側の富士
ふ じ

山麓
さんろく

から吉田
よ し だ

口
ぐち

５合目にかけての登山鉄道構想

に言及。  

令和４年（2022） 

３月  

新たな富士山
ふ じ さ ん

火山広域避難計画の中間報告書にて、溶岩流が３

時間位内に到達する地域の一般住民は徒歩避難が原則に。  

令和５年（2023） 

６月22日  

世界遺産登録10年  
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２ 日本農業遺産 
 

本町を含む静岡
しずおか

県内（静岡市
しずおかし

、浜松市
はままつし

、富士宮市
ふ じ の み や し

、御殿場市
ご て ん ば し

、下田市
し も だ し

、伊豆
い ず

市
し

、

東伊豆町
ひがしいずちょう

、河津町
かわづちょう

、松崎町
まつざきちょう

、西伊豆町
にしいずちょう

、小山町
おやまちょう

）では、伝統的な農法により行われ

るワサビ生産、「静岡
しずおか

水わさびの伝統栽培」が日本農業遺産に認定されています。  

静岡
しずおか

県
けん

は世界のワサビ栽培発祥の地で、静岡市
しずおかし

葵区
あおいく

有東木
う と う ぎ

で約400年前の慶長
けいちょう

年

間（1596～1615）に栽培が始まったとされます。その後、伊豆半島に伝播し、地

域で独自の発展を遂げ「畳
たたみ

石式
いししき

」と呼ばれる栽培方式が確立されました。 

本町では、伊豆からこの地へ移り住んだ生産者が栽培を広めたとされ、小山町
おやまちょう

・

御殿場市
ご て ん ば し

周辺では火山
か ざ ん

礫
れき

により通水性を高めた「北駿式
ほくすんしき

」と呼ばれる栽培方式で生産

されています。 

なお、日本農業遺産認定地域のうち、静岡市
しずおかし

・伊豆
い ず

市
し

・下田市
し も だ し

・東伊豆町
ひがしいずちょう

・河津町
かわづちょう

・

松崎町
まつざきちょう

・松崎町
まつざきちょう

域については世界農業遺産に認定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-11 北郷
きたごう

地区
ち く

のワサビ田 

  

日本農業遺産  

日本農業遺産とは、社会や環境に適応しながら何世代にもわたり継承されてきた独自

性のある伝統的な農林水産業と、それに密接に関わって育まれた文化、ランドスケープ

及びシースケープ、農業生物多様性などが相互に関連して一体となった、我が国におい

て重要な伝統的農林水産業を営む地域（農林水産業システム）であり、農林水産大臣に

より認定されます。  

令和５年１月現在、日本農業遺産は、24地域が認定されています。  
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第３節 未指定の歴史文化資源の概要と特徴 
 

１ 未指定の歴史文化資源の概要 

令和５年（2023）８月１日現在、明確に把握できている本町の未指定の歴史文化

資源は、総数71,102件を数え、その内訳は有形文化財69,787件、民俗文化財５件、

記念物106件、文化的景観１件、埋蔵文化財包蔵地42件、その他の歴史文化資源

1,161件です。 

これらは大切な地域の宝として守られるとともに、地域別の文化財パンフレット

にもまとめられ、観光・まちづくり等において活用が図られています。 

なお、町内には、宝篋印塔
ほうきょういんとう

や道祖神
どうそじん

、供養塔などが多数残存しており、石造物の

存在が町の歴史を特徴付ける要因の一つであるため、歴史文化資源の種別に石造物

の項目を設けました。 
 

表2-4 未指定の歴史文化資源の集計表（※１）        （令和５年８月１日現在） 

種類 種別 
地区 

合計 
成美
せ い び

 明倫
めいりん

 足柄
あしがら

 北郷
きたごう

 須走
すばしり

 
地区を 
またぐ 

有形 

文化財 

建造物 32 26 20 46 11 －※２ 135 

石造物※３ 413 282 433 223 106 － 1,457 

美術 

工芸品 

絵画 － － － － － － － 

彫刻 － － － － － － － 

工芸品 － － － － － － － 

書跡・典籍 － － － － － － － 

古文書 10,012 5,492 10,326 36,464 5,901 － 68,195 

考古資料 － － － － － － － 

歴史資料 － － － － － － － 

無形文化財 － － － － － － － 

民俗 

文化財 

有形の民俗文化財 － － － － － － － 

無形の民俗文化財 － － － 1 － 4 5※４ 

記念物 

遺跡 21 5 30 15 26 － 97 

名勝地 － － 2 － 4 － 6 

動物、植物、地質鉱物 1 － － 1 1 － 3 

文化的景観 － － － 1 － － 1 

伝統的建造物群 － － － － － － － 

埋蔵文化財包蔵地 11 1 20 9 1 － 42 

文化財の保存技術 － － － － － － － 

その他 

伝承 13 2 29 2 5 － 51 

信仰 － － － － 17 － 17 

行事・イベント 2 1 6 2 4 － 15 

地名（町域の成立に関わる地名として25の旧村、1,050ほどの小字名が挙げられる） 1,075 1,075※４ 

特産品（水
みず

掛
かけ

菜
な

、ワサビ、水稲など富士
ふ じ

山
さん

麓
ろく

の湧水を生かした特産品が挙げられる） 3 3※４ 

合計 10,505 5,809 10,866 36,764 6,076 1,082 71,102 
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※１：現時点で把握できている未指定の歴史文化資源の集計である。 

※２：「－」は、把握できていないものを示す。 

※３：「石造物」は本来、建造物や美術工芸品に含まれるが、本町の歴史文化の特徴を示すもの

であるとともに、未指定のため評価（価値付け）が定まっていないことから、独立した

項目を設けた。 

※４：無形の民俗文化財のうち、食文化に関するものは町域全体に係わるため、地区別の内訳

と合計は一致しない。同様に地名・特産品も複数地域にまたがる場合があるため、地区

別の内訳は表示していない。 
 

これらの未指定の歴史文化資源のうち、位置の特定できている有形文化財や遺跡、

名勝地等を地図上にプロットし、その分布を解析すると、次の図（ヒートマップ）に

示されるように、成美
せ い び

地区
ち く

の藤曲
ふじまがり

周辺、明倫
めいりん

地区
ち く

の菅沼
すがぬま

周辺、足柄
あしがら

地区
ち く

の竹之下
たけのした

周

辺、北郷
きたごう

地区
ち く

の唯
ゆい

念
ねん

寺
じ

周辺、須走
すばしり

地区
ち く

の冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

周辺に集積、集中していること

がわかります。 

これらはそれぞれ、富士紡
ふ じ ぼ う

ゆかりの歴史文化資源、足柄
あしがら

峠
とうげ

ゆかりの歴史文化資源、

そして富士山
ふ じ さ ん

ゆかりの歴史文化資源が集中する地区であるという特徴があります。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2-12 未指定の歴史文化資源の分布とヒートマップ 
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２ 未指定の歴史文化資源の特徴 
 

ここでは、未指定の歴史文化資源の概要と特徴について整理します。なお、詳細な

歴史文化資源のリストは巻末資料編に掲載しています。  
 

（１）有形文化財 

①建造物 

これまでに確認されている未指定の建造物は

135件を数えます。神社や寺院の建物と、お堂が

そのほとんどを占めますが、成美
せ い び

地区
ち く

の生
いき

土
ど

用水
ようすい

や藤曲
ふじまがり

用水
ようすい

のほか、湯船
ゆ ぶ ね

大堰
おおぜき

、明倫
めいりん

地区
ち く

の天神
てんじん

原
ばら

貯水池
ちょすいち

などの土木構造物や農業関連の建造物も残

っています。これらは、農業や生活に不可欠な施設

として、現在もそのまま地区の人々に利用されて

います。 

また、深沢
ふかさわ

城
じょう

（御殿場市
ご て ん ば し

）から移設されたと伝

わる城門が成美
せ い び

地区
ち く

の勝福寺
しょうふくじ

と明倫
めいりん

地区
ち く

の十
じゅう

輪
りん

寺
じ

に残されています。 

足柄
あしがら

地区
ち く

には、足柄
あしがら

城跡
じょうあと

の一の曲輪の北側

に足柄
あしがら

聖天
しょうてん

堂
どう

があります。弘
こう

仁
にん

２年（811）

に弘法大師
こうぼうだいし

が堂を建設し、「大聖歓喜双身天
だいしょうがんぎそうしんてん

」

を安置したと伝えられています。浅草の聖

天、生駒山の聖天と並び、「日本三大聖天」と

呼ばれています。 

須走
すばしり

地区
ち く

には、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

に合祀された

各種社殿の他、富士山
ふ じ さ ん

須走
すばしり

口
ぐち

五合目の古
こ

御嶽
み た け

神社
じんじゃ

、本六合目の胎内
たいない

神社
じんじゃ

、九合目の迎
むかえ

久須
く す

志之
し の

神社
じんじゃ

の社殿が残っています。いずれも現在も定期的に宗教行事が行われている

神社です。 

 

②石造物 

町内の石造物で、これまで確認されているものは、1,457基です。地区別には、

足柄
あしがら

地区
ち く

が433基と最多であり、続いて成美
せ い び

地区
ち く

413基、明倫
めいりん

地区
ち く

282基、北郷
きたごう

地
ち

区
く

223基（資料編（２）石造物・イ .近世以降・番号842、846は唯念
ゆいねん

上人
しょうにん

に関する

石碑群として１基とカウント）、須走
すばしり

地区
ち く

106基（資料編（２）石造物・イ .近世以降・

番号994は、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の富士講
ふ じ こ う

石碑群
せきひぐん

として１基とカウント）となっています。 

石造物は、小山町
おやまちょう

を特徴付けるものとして、句碑
く ひ

、歌碑
か ひ

、筆子
ふ で こ

塚
づか

、巡礼
じゅんれい

供養塔
くようとう

を

図2-13 藤曲
ふじまがり

用水
ようすい

 

図2-14 迎
むかえ

久須志之
く す し の

神社
じんじゃ

 

（富士山
ふ じ さ ん

須
す

走
ばしり

口
ぐち

九合目） 
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始め、道祖神
どうそじん

や馬頭観音
ばとうかんのん

、双体
そうたい

道祖神
どうそじん

や道しるべなども残っています。これは、小山町
おやまちょう

に足柄
あしがら

古道
こ ど う

や鎌倉
かまくら

往還
おうかん

が通っていただけでなく、御厨
みくりや

八十八
はちじゅうはっ

箇所
か し ょ

巡礼
じゅんれい

や御厨
みくりや

横道
よこみち

巡礼
じゅんれい

のルートとなっていたことから多く築かれたものと思われます。  

また、江戸時代後期から小山町
おやまちょう

上野
う え の

に「唯念寺
ゆいねんじ

」を開いた念仏行者唯念
ゆいねん

の名号
みょうごう

碑
ひ

が町内に17基残っています。名号
みょうごう

碑
ひ

は、平成22年（2010）の豪雨災害で１基が流

亡しましたが、えぐれた河床から別の名号
みょうごう

碑
ひ

が新たに１基発見されました。この

名号碑
みょうごうひ

や名号塔
みょうごうとう

は、駿河
す る が

、伊豆
い ず

、相模
さ が み

を中心に数百以上建立されたようですが、現

在までその実数の把握には至っていません。たびたび水害により流出したものもあ

りますが、現在でも唯
ゆい

念
ねん

寺
じ

及び唯
ゆい

念
ねん

寺
じ

開山堂には、観音像や地蔵などの石造物が残っ

ています。 

須走
すばしり

地区
ち く

の石造物は、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

境内におよそ70基の富士講
ふ じ こ う

に関連する石碑が

残っています。さらに、須走
すばしり

口
ぐち

登山道の道しるべの役割を果たした「丁目石」の起点

が冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

西側の現在の宮上
みやうえ

駐車場にあり、旧登山道沿いに５基確認されてい

ます。そのうちの１基（百一丁目の丁目石）は、令和４年に新たに発見されました。

そして、最大数の丁目が「101」であることから、

未発見の丁目石が残存している可能性がありま

す。 

このように多数の石造物が町内に残っている要

因として、足柄
あしがら

地区
ち く

や須走
すばしり

地区
ち く

などが交通の要衝

だったことで、道祖神
どうそじん

や道しるべ等が数多く建て

られたことや、成美
せ い び

地区
ち く

や北郷
きたごう

地区
ち く

などが巡礼路

のルートであり、その石造物を現在も使用してい

ることなどが考えられます。さらに、幕末から明

治にかけて長野県から石工が数多く町内に出稼ぎ

に来ていたこともひとつの要因となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2-15 丁目石の起点となる 

石造物 

図2-16 九十六丁目の丁目石 図2-17 新たに発見された丁目石 

（百一丁目） 
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③美術工芸品（古文書） 

現在、町で把握している美術工芸品の圧倒的多数を占めているのは古文書です。

本町では町内の旧家などから発見された古文書などを調査し、『小山町史
おやまちょうし

資料所在目

録』などの形で整理してきました。これまで整理された古文書の総数は６万件以上

にのぼり、町の歴史文化の解明に役立てられてきました。古文書の分布に関しては

北郷
きたごう

地区
ち く

で把握されたものが多く、総数の半数以上にあたる３万件以上が発見され

ています。なお、古文書は、村
むら

鑑
かがみ

や検地帳、法度などの公式文書や証文、私信など

の近世文書が多数を占めています。 

 

◆御札 

町域の旧家から、しばしば大量に保管された御札が発見されています。これらは

主に寺社から授かったものであり、屋根裏の木箱に納めたり、俵に入れて吊るされ

て保管され、時には1,000点を超える御札が見つかる場合もありました。これらは

地域の信仰や交流の歴史を知る上で重要なものです。  

一方で、本町では小正月の「さいと焼き」（どんど焼きとも呼ばれる）において旧

札を焚き上げる風習もあり、必ずしも御札を保存する風習があったわけではありま

せんでした。 

 

（２）無形文化財 

現時点で把握している未指定の無形文化財はありません。 

 

（３）民俗文化財 

①有形の民俗文化財 

現時点で具体的な把握に至っている有形の民俗文化財はありませんが、町内の林

業や農業にかかわる民具が残されている可能性があります。  

 

②無形の民俗文化財 

本町に残る無形の民俗文化財は少なく、民俗芸能は町指定文化財である竹之下
たけのした

大鼓
だ い こ

を除くと、用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

のみが確認できます。古文書によると、用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

は江戸時代

から明治にかけて行われていたとされ、当時の神楽は継承されていませんが、地域

の古老に伺った話をもとに、神楽を復活させ、吉田
よ し だ

神社
じんじゃ

や用沢
ようさわ

八幡宮
はちまんぐう

を拠点に太鼓と

笛の奉納が行われています。 

また、食文化として、箱
はこ

鮨
ずし

や特徴的な雑煮、水
みず

掛
かけ

菜
な

料理などが挙げられます。 
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◆箱
はこ

鮨
ずし

（箱寿司） 

本町や御殿場
ご て ん ば

市域に伝わる料理として「箱
はこ

鮨
ずし

」

が挙げられます。１人前の箱にすし飯を敷き詰め、

シイタケ、油揚げ、ニンジン、卵、でんぶ、ミョウ

ガなどを具材とし、蓋
ふた

をして軽く押したもので、

祭りや田植え終わりの早苗振
さ な ぶ

りなどでよく作られ

ていたとされます。 

 

◆雑煮 

湯船
ゆ ぶ ね

地区
ち く

などには、サトイモとダイコンの味噌煮の雑煮が正月料理として伝わっ

ています。伝承によると、宝
ほう

永
えい

４年（1707）11月の富士山
ふ じ さ ん

の噴火の際、火山灰等

により雑煮の具となる野菜が失われましたが、既に収穫して保存されていた里芋と

大根だけが残り、それ以来このような雑煮が続けられているとされています。  

（参考：『湯船
ゆぶね

の古い民俗文化を探る』雷親会 昭和60・61年） 
 

◆水
みず

掛
かけ

菜
な

（とう菜）料理 

水
みず

掛
かけ

菜
な

の最も一般的な食べ方としては、「水
みず

掛
かけ

菜
な

漬
づけ

」が最も知られています。 

平成期までの漬け方として、水
みず

掛
かけ

菜
な

25キロをあ

ら塩１キロ（４％）の濃度で塩漬けし、水
みず

掛
かけ

菜
な

に塩

を少しずつ振りながらよく手で塩揉みし、２斗樽

に平らになるように詰めていきます。その後水抜

きをしながら、３日間漬けることにより「水
みず

掛
かけ

菜
な

漬
づけ

」が完成します。 

現在は、まず手摘みによる摘み取りを行います。

摘み取った水
みず

掛
かけ

菜
な

の中から、太い茎、枯葉、赤葉

を取り除きます。その後、水を流しながら水
みず

掛
かけ

菜
な

をよく洗い、その上で水切りを30分以上かけて行

います。漬ける際は、生葉10kgに対し、塩420ｇ

を加え、手で水掛菜が濃い緑色に変色するまで揉

み込みます。漬け込んでから１昼夜は天地替えを

行い、３日程度漬け込むことで完成します。  

塩漬けや唐辛子を入れたり、生産者の嗜好によ

り様々な水
みず

掛
かけ

菜
な

漬
づけ

が作られますが、町民はこの水
みず

掛
かけ

菜
な

漬
づけ

を食べることにより春の訪れを感じます。  

その他の食べ方として、水
みず

掛
かけ

菜
な

の入った玉子豆

図2-19 水
みず

掛
かけ

菜
な

の収穫 

図2-18 箱鮨（1993年撮影） 

図2-20 昭和期における水
みず

掛
かけ

菜
な

の

漬け込み 

図2-21 水
みず

掛
かけ

菜
な

の生葉 
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腐や辛子和え、海苔巻きにした菜寿司、ドリア、水
みず

掛
かけ

菜
な

と鶏モツの辛味炒めなど、和洋中で楽しめる

料理があります。 

水
みず

掛
かけ

菜
な

の出荷の時期には、町内の道の駅や農協

などで買い求め来る方が多く来町し、季節を感じ

る野菜、伝統の野菜、そして無農薬の野菜として

高く評価されています。 

 

（４）記念物 

①遺跡 

本町における遺跡は全て未指定です。町域

は富士山
ふ じ さ ん

の火山活動の影響を受けやすい位

置であることから、富士山
ふ じ さ ん

の造山活動や噴火

活動が活発であった旧石器時代や古墳時代

の遺跡や古墳は見つかっていません。 

町域最古の遺跡は、柳島
やなぎしま

にある縄文
じょうもん

時代

早期の土器が発見された「沼
ぬま

子
こ

遺跡
い せ き

」です。

その他、古代の遺跡や中世から近世の城跡や

古道、発電所や暗渠などの近現代の産業に関

わる遺産などが挙げられます。 

また、小山
お や ま

町
ちょう

域は、宝
ほう

永
えい

４年（1707）の宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

で、降灰により全滅したエリ

アです。噴火後は、降灰を除去せず、スコリアの上に村を再興したことから、近年の

レーダー探査や試掘調査により、宝
ほう

永
えい

噴火で埋没した町並みなどが明らかになって

きています。本町は、宝
ほう

永
えい

噴火最大の被災地であり、県立小山
お や ま

高等学校のある横山
よこやま

遺跡
い せ き

や湯船
ゆ ふ ね

城跡
じょうあと

、須走
すばしり

の日向
ひ な た

遺跡
い せ き

など

至る所で噴火前の畑の跡などが確認さ

れています。 

一方、倒壊、消滅している神社なども

遺跡に分類しています。五合目下方の

御室
お む ろ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

は、社殿が倒壊した状態

であり、さらにその脇の雲霧
くもきり

神社
じんじゃ

は跡

地のみが確認できる状況です。 

  

図2-23 沼子
ぬ ま こ

遺跡
い せ き

 

図2-24 倒壊した御室
お む ろ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 

図2-22 製品となった水
みず

掛
かけ

菜
な
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②名勝地 

名勝地としてあげた6件のうち４件

は、富士山
ふ じ さ ん

に関連するものです。いずれ

も特別名勝富士山
ふ じ さ ん

の範囲内にあること

から文化財保護法で保護されています

が、展望地点として特筆に値するため、

個々の地点を名勝地として位置付けま

した。 

金時山
きんときさん

は、金太郎
きんたろう

の遊び場として知

ら れ て お り 、 山頂からは 富士山
ふ じ さ ん

や

芦ノ湖
あ し の こ

、太平洋
たいへいよう

を見渡せる展望地として常に多くの登山者で賑わっています。 

足柄
あしがら

城跡
じょうあと

の裾に位置する誓
ちか

いの丘
おか

は、町全域を見渡せる展望地点です。富士
ふ じ

山頂
さんちょう

から三国山地、愛
あし

鷹山
たかやま

、そして御殿場市
ご て ん ば し

から裾野市に広がる東富士
ひがしふじ

演習場を眺めるこ

とができるため、季節を問わず、多くのハイカーや写真家が訪れています。  

 

③動物・植物・地質鉱物 

地質に関するものとして、神
かん

縄
なわ

断層
だんそう

が

あり、伊豆
い ず

半島
はんとう

が100万年前から50万

年前にかけて本州に衝突した場所とし

て、数多くの地学研究者や学生等が訪れ

ています。 

本州側は凝灰岩、伊豆半島側は礫層と

なっています。 

 

 

 

 

 

（５）文化的景観 

文化的景観としては、「阿多
あ だ

野
の

用水
ようすい

により営まれる水田景観」が挙げれらます。江

戸時代に作られた阿多
あ だ

野
の

用水
ようすい

は、丹沢
たんざわ

山系の湧水を水源に持ち、暗渠
あんきょ

を主体とする農

業用水です。用水を利用し、春～秋は米、秋～冬は水
みず

掛
かけ

菜
な

が作られています。冬季の

水
みず

掛
かけ

菜
な

田
だ

での栽培は、明治20年代より続く伝統的な風景として、町民にとって冬の

風物詩となっています。 

  

図2-26 神
かん

縄
なわ

断層
だんそう

 

図2-25 金時山
きんときさん

から望む富士山
ふ じ さ ん
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（６）伝統的建造物群 

現時点で把握されている未指定の伝統的建造物群はありません。 

 

（７）埋蔵文化財包蔵地 

埋蔵文化財包蔵地は、現在42か所が登録されています。富士山
ふ じ さ ん

の造山活動が盛ん

だった旧石器時代については、現在まで確認されていません。 

最古の埋蔵文化財包蔵地は、柳島
やなぎしま

にある縄文時代早期の「沼子
ぬ ま こ

遺跡
い せ き

」です。その

他、上野
う え の

や生土
い き ど

、一色
い し き

などにも存在しています。弥生時代の埋蔵文化財には、桑木
く わ ぎ

の

「池
いけ

の沢
さわ

遺跡
い せ き

」があります。須走
すばしり

地区
ち く

の西沢
にしざわ

から弥生時代後半から古墳時代初頭の

「手焙
てあぶり

形
がた

土器
ど き

」が出土し、国の重要文化財に指定されています（御殿場市
ご て ん ば し

所有）。し

かし、出土地点が明確でないことと、土器の散布が無いことから埋蔵文化財包蔵地

登録はなされていません。なお、これまで縄文
じょうもん

時代や弥生
や よ い

時代の集落は確認されて

いません。 

古墳時代の埋蔵文化財包蔵地として、竹之下
たけのした

の「横山
よこやま

遺跡
い せ き

」などがありますが、古

墳は１基も確認されていません。 

奈良・平安時代の包蔵地として、竹之下
たけのした

の

「上横山
かみよこやま

遺跡
い せ き

」や桑木
く わ ぎ

の「南ノ原
みなみのはら

遺跡
い せ き

」があります。

南ノ原
みなみのはら

遺跡
い せ き

は鍛冶を行っていた集落として住居跡

のほか、刀子
と う す

、鉄製装飾品などが出土しています。 

中世の豪族の館として藤曲
ふじまがり

の「藤曲
ふじまがり

屋敷
や し き

」、

竹之下
たけのした

の「竹之下
たけのした

屋敷
や し き

」のほか、城跡として

「足柄城跡
あしがらじょうあと

」、「生土城跡
いきどじょうあと

」「尾立城跡
おだてじょうあと

」など後北条
ごほうじょう

氏
し

に関連する城跡が残っています。 

図2-27 水
みず

掛
かけ

菜
な

の栽培風景 

図2-28 尾
お

立
だて

城跡
じょうあと
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江戸時代の埋蔵文化財包蔵地として、須走
すばしり

の「日向
ひ な た

遺跡
い せ き

」が登録されています。こ

の遺跡には、宝永噴火で埋没した家屋や畑が検出しており、噴火後に火山灰を除去

せずに、火山灰の上に新たに町を再興したことによるものです。また、中世の

「湯船城跡
ゆぶねじょうあと

」からも宝永噴火で埋没した畑跡が検出されました。  

 

（８）文化財の保存技術 

現時点で把握されている文化財の保存技術はありません。 

 

（９）その他の歴史文化資源 

文化財保護法に定められる文化財等の類型に該当しないものの、金太郎
きんたろう

伝説
でんせつ

や合

戦にまつわる伝承、富士講
ふ じ こ う

などの信仰、社寺などで行われる歴史ある行事・イベント、

歴史にゆかりのある地名、特産品など、本町の歴史文化を語る上で欠かすことので

きない歴史文化資源が存在します。 

 

①伝承 

本町の町域には数多くの伝承地が存在します。それらは未指定文化財と同様に文

化財パンフレットにまとめられ、成美
せ い び

地区
ち く

13件、明倫地区２件、足柄
あしがら

地区
ち く

29件、北郷
きたごう

地区
ち く

2件、須走
すばしり

地区
ち く

5件の合計51件となっています。 

これらは金太郎
きんたろう

伝説
でんせつ

の伝承地、竹之下
たけのした

合戦
かっせん

の舞台などが主なものとなっています。 

 

埋蔵文化財 

城跡 

その他（居館跡） 

図2-29 埋蔵文化財の分布図 
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◆金太郎
きんたろう

の伝承 

平安時代に関する逸話として、金太郎
きんたろう

の伝承があります。 

本町は童謡に歌われる「足柄
あしがら

山
やま

の金太郎
きんたろう

」が生誕し、幼少期を過ごした地として、

数々の伝承が残っています。これらの伝承については昭和55年（1980）に発行さ

れた『足柄
あしがら

山
やま

の金太郎
きんたろう

』という冊子にまとめられています。 

足柄
あしがら

山
やま

の近くで山姥
やまんば

を母として生まれ育った金太郎
きんたろう

は、赤い体をした大変力の強

いたくましい子どもと言われています。いつも大きな「まさかり」を肩に、獣や魚、

鳥などを仲間として、山中を裸で駆け回って遊ぶ健康な体の持ち主でした。成人す

ると 源 頼 光
みなもとのよりみつ

に見出され、坂田
さかたの

公
きん

時
とき

という名をいただき、渡辺綱
わたなべのつな

、碓井貞光
うすいのさだみつ

、

卜部季武
うらべのすえたけ

と共に、「頼光
よりみつ

の四天王」と呼ばれる武士になりました。 

 

◆虎御前石
とらごぜんいし

と頼
より

朝
とも

の馬蹄
ば て い

石
せき

 

鎌倉時代に関する逸話として、「虎
とら

御前
ご ぜ ん

石
いし

」と「頼
より

朝
とも

の馬蹄
ば て い

石
せき

」の伝承があります。 

虎
とら

御前
ご ぜ ん

は、『吾妻
あ づ ま

鏡
かがみ

』にも登場する実在する人物であり、相模
さ が み

（大磯
おおいそ

）の長者の娘

で、曽我
そ が

十郎
じゅうろう

祐成
すけなり

の妾でした。十郎
じゅうろう

祐成
すけなり

と五郎
ご ろ う

時致
ときむね

の兄弟が、源 頼 朝
みなもとのよりとも

が行った富士
ふ じ

の巻狩りに乗じて父の敵・工藤
く ど う

祐経
すけつね

の仇討
あ だ う

ちを果たそうと聞いた虎
とら

御前
ご ぜ ん

は、大磯
おおいそ

から

足柄
あしがら

山
やま

へ来ました。足柄
あしがら

城跡
じょうあと

西側500ｍの山中にあるこの石に座って夜を明かしな

がら、曽我
そ が

兄弟
きょうだい

の悲願成就を祈ったといわれています。それ以来この石は「虎
とら

御前
ご ぜ ん

石
いし

」と呼ばれ、富士山
ふ じ さ ん

に向かってこの石の上に座り願い事をすると、願いが叶うとい

われています。また、この石の前を通る古道は、「虎
とら

御前
ご ぜ ん

古道
こ ど う

」、この山の地名は「虎
とら

御前
ご ぜ ん

山
やま

」と呼ばれています。 

頼
より

朝
とも

の馬蹄
ば て い

石
せき

は富士
ふ じ

の巻
まき

狩
が

りの際にそこを通りかかった 源 頼 朝
みなもとのよりとも

の馬の 蹄
ひづめ

の跡

が残った石だと伝えられています。 

 

◆延命地蔵尊
えんめいじぞうそん

（用沢
ようさわ

小僧
こ ぞ う

） 

地元には伝説として次のように伝わっています。  

宝暦
ほうれき

４年（1754）、用
よう

沢
さわ

に庄
しょう

兵衛
べ え

という子が生まれました。

大きくなるに従いその行動は神出鬼没となり、大家の財宝を盗

んでは貧しい人々に与えたりしたことから、「用
よう

沢
さわ

小僧
こ ぞ う

」と呼ば

れました。安永
あんえい

６年（1777）、盗みをする用
よう

沢
さわ

小僧
こ ぞ う

は藩主の命

令で捕えられ、井戸に落とした用
よう

沢
さわ

小僧
こ ぞ う

を村中で石詰めにして

殺してしまいました。その後、村に災いが続いたため、天保
てんぽう

２年

（1831）、青龍寺
せいりゅうじ

の西堂孝州
さいどうこうしゅう

和尚が現在地に石の地蔵像を安置

し、供養しました。 

現在、用沢
ようさわ

地区
ち く

の旧家の庭先には、小型の五輪塔型の供養塔が

置かれています。 
図2-30 供養塔 
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◆鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

観音
かんのん

 

室町
むろまち

幕府
ば く ふ

の第6代征夷大将軍足利
あしかが

義教
よしのり

が富士
ふ じ

山麓
さんろく

にて巻狩りを行った際、鎌倉の

小栗
お ぐ り

判官
はんがん

助重
すけしげ

が照天姫
てるてひめ

と共に十人の士卒を従え将軍にまみえんと新柴村
あらしばむら

横山
よこやま

の地に

さしかかったとき、愛馬鬼
おに

鹿毛
か げ

は命尽きて亡くなりました。助重
すけしげ

は横山
よこやま

という武将の

元で愛育され、横山
よこやま

という地で命尽きたことに因縁を感じ、この地に手厚く葬り寺

を建てました。このとき、本尊を鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

観世音
かんぜおん

菩薩
ぼ さ つ

と称し、寺号を鬼
おに

鹿毛
か げ

寺
でら

とし

たといわれています。 

寺は元禄
げんろく

16年（1703）の震災により現在の位置に移り、山号は和泉山
いずみざん

、寺号は

円通寺
えんつうじ

と改められました。円通寺
えんつうじ

では鬼
おに

鹿
か

毛
げ

馬頭
ば と う

観音
かんのん

を御本尊（秘仏）とし、60年

に一度の御開帳があります。近年では平成26年（2014）に公開されました。 

 

②信仰 

信仰には、御師
お し

に関わる祭器や民具などの有形文化財や、念仏や祭祀等の無形文化

財が混在しており、これらの有形文化財と無形文化財が一体となって１つの歴史文

化を構成していることから、本計画では「信仰」としてここに整理します。  

 

◆富士講
ふ じ こ う

 

須走
すばしり

地区
ち く

は近世以来続いてきた富士講
ふ じ こ う

をはじめとする富士
ふ じ

登山関係者の受け入れ地として発展し、幕末期の街道沿いに

は家々が並び、街道の中央には火の見やぐらや石塔が立ち並

んでいました。 

また、須走
すばしり

地区
ち く

には、かつて17軒の富士講
ふ じ こ う

の御師
お し

住宅があ

ったことがわかっています。これらの御師
お し

は富士講
ふ じ こ う

の人々が

登山する期間である７月から８月に自分の家を宿
やど

にして、

富士講
ふ じ こ う

の人々のサポートを行いました。富士
ふ じ

登山用の装束の

手配から弁当や薬、笠等を準備し、登山者の安全を祈願しま

した。 

そして、御師
お し

住宅を利用した人々（檀家
だ ん か

）の村を秋から春

にかけてまわり、御札を配っていました。 

 

◆山
やま

の神講
かみこう

、観音講
かんのんこう

、庚申講
こうしんこう

 

本町に伝わる信仰の代表的なものとして「山
やま

の神講
かみこう

」や「観音講
かんのんこう

」「庚申講
こうしんこう

」が挙

げられます。山
やま

の神講
かみこう

では講員が順まわりに当番をつとめ、１月17日の早朝に各家

庭で山
やま

の神
かみ

に詣でて、恵方に向かって弓を射て祝う行事を行います。また、その年の

当番の家で夕食を食べ、上座に山の神の掛軸を飾り、年長者の音頭でおまいりをし、

図2-31 富士講信者の

装束 
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御供神で乾杯をして会食をします。観音講
かんのんこう

はその翌日の１月18日と8月18日に行わ

れます。庚申講
こうしんこう

は干支
え と

で庚申
かのえさる

にあたる日に神仏を祀って徹夜をする行事で、町内に

は多くの庚申塔
こうしんとう

があります。 

 

③行事・イベント 

本町には寺社に伝わる大祭や富士山
ふ じ さ ん

の開山

式・閉山式などの伝統的な祭事の他にも、広く

町民に親しまれる富士山
ふ じ さ ん

金太郎
き ん た ろ う

春まつり・夏ま

つりなどが開催されています。これらは町民が

歴史文化にふれる機会として、重要な役割を担

っています。 

なお、これらの行事のうち、富士山
ふ じ さ ん

の開山式・

閉山式や寺社の大祭等の祭事の一部には、無形

の民俗文化財として位置付けるべきものもあ

りますが、本計画では一連の祭事全体を「行事・イベント」として位置付けました。

本町の主な伝統行事として、次の表に併せて整理します。  

 

表2-5 小山町
おやまちょう

の主な伝統行事 

実施時期 名称 備考 

４月17・18日 円通寺
え ん つ う じ

大祭 円通寺
え ん つ う じ

 

４月20日 聖天堂
しょうてんどう

大祭 日本三大聖天
しょうてん

尊
そん

のひとつに数えられる 

４月20日 金時山頂猪鼻神社
きんときさんちょういのはなじんじゃ

大祭 猪鼻神社
いのはなじんじゃ

 

５月３日 富士山
ふ じ さ ん

金太郎
き ん た ろ う

春
はる

まつり 子どもたちの健康を祈願し開催される 

５月５日 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

例大祭 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

（４日：前夜祭、６日：後日祭） 

６月下旬 沼子弁財天
ぬ ま こ べ ん ざ い て ん

大祭 沼子
ぬ ま こ

弁才天
べんざいてん

公園 

７月１日 富士
ふ じ

山
さん

開山式
かいざんしき

 
富士
ふ じ

登山者や山小屋の方々の安全を祈願。 

須走
すばしり

本通りでパレード開催（冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

） 

７月10日 富士
ふ じ

山
さん

開通式
かいつうしき

 富士
ふ じ

登山の安全を祈願する（須走
すばしり

口
ぐち

五合目） 

７月下旬 富士山
ふ じ さ ん

金太郎
き ん た ろ う

夏
なつ

まつり 自然とのふれあいを楽しむイベント 

８月23・24日 竹之下
た け の し た

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

大祭 宝鏡寺
ほうきょうじ

 

８月31日 大御神
お お み か

角取神社
つのとりじんじゃ

風祭 八幡宮
はちまんぐう

（角取神社
つのとりじんじゃ

） 

９月10日 富士山
ふ じ さ ん

閉山式
へいざんしき

 富士山
ふ じ さ ん

の閉山を奉告する祭典（冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

） 

９月第２日曜日 足柄峠
あしがらとうげ

笛
ふえ

まつり 足柄峠
あしがらとうげ

を挟む小山町
おやまちょう

と 南
みなみ

足柄
あしがら

市
し

が共同で開催 

９月末 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

祭典
さいてん

 
竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

の二
に

条
じょう

為
ため

冬
ふゆ

卿
きょう

他 74名の菩提を弔

う 

12月12日 竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

慰霊祭 興
こう

雲寺
う ん じ

 

  

図2-32 足柄
あしがら

峠
とうげ

笛
ふえ

まつり 
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④地名 

◆大字名
おおあざめい

 

第１章にて述べた合併の歴史をさらに遡ると、本町にはかつて25の村（現在は本

町に所属していない旧古沢村
ふるさわむら

を含む）があり、それらは現在の大字名として受け継が

れています。それらの多くは地域の地形や地理的条件により形成された集落から生

まれたもので、合併により１つの町となった現在でも、地域の行事や風習、祭りの違

いなど、かつての地域の特色が受け継がれています。（合併の経緯については第１章

を参照） 

 

◆小字名
こあざめい

 

本町の地名の最も細かい単位である「小字名」について、『小山町史
おやまちょうし

』の編纂
へんさん

準備

の過程で町地形図に小字名を切った『字切地形図』を作成し、町の大切な研究資料と

して現在も利用されています。この『字切地形図』によると、約1,050の小字があり

ます。明治期以降、全国の小字は統合・廃止により減少し、一般的に住所の表記に使

用されないことも多いものですが、町の歴史などを知る上で重要な資料でもありま

す。代表的な例として「屋敷（ヤシキ）」という小字は、古い家筋の住居などがあっ

た場所とされています。 
 

 図2-33 町域の旧村25か村 
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⑤特産品 

本町の特産品としては、水
みず

掛
かけ

菜
な

、ワサビ、水稲といった農作物が挙げられます。 

 

◆水
みず

掛
かけ

菜
な

（とう菜） 

『北駿
ほくすん

の水掛菜
みずかけな

料理』によれば、町に水掛菜
みずかけな

が伝わった経緯として次のように示されていま

す。「明治19年春、旧北郷村
きたごうむら

阿多
あ だ

野
の

の戸長であ

る喜多
き た

長平治
ちょうへいじ

が越後
え ち ご

に旅をした折に、湧水利用

により厳寒期を過ぎたばかりの春にも関わら

ず、青々とした菜が栽培されているのを見つけ、

小山町
おやまちょう

の湧水と類似することから、その種子を譲りうけ、持ち帰り、これを越後
え ち ご

と同

様な栽培をしたのが始まりとされている。」  

当時は水稲用の緑肥として栽培されていましたが、明治20年代に東海道
とうかいどう

線
せん

（現JR

御殿場
ご て ん ば

線
せん

）施設工事の際、労働者として来町した越後の婦人が食用に供したのが調理

の始まりとされています。この頃より「とう菜」あるいは「水菜」として近隣町村で

販売され、その後は小山町
おやまちょう

から御殿場
ご て ん ば

市域へも広まりました。 

稲刈りを終えた10月頃に高畦にした田に水
みず

掛
かけ

菜
な

の種を蒔きます。そして、霜害か

ら護るために高畦に水をかけ流して育て、１月下旬から２月下旬にかけ、茎を手摘

みします。湧水を掛け流すことで、青葉の凍結を防ぐことが出来ました。  

なお、天保
てんぽう

5年（1834）に御殿場
ご て ん ば

の二
にの

岡
おか

神社
じんじゃ

神職内海
う つ み

信尹
のぶただ

が記した『二岡詣
にのおかもうで

』に

は、「奈良橋の水菜」が登場しますが、喜多
き た

長平治
ちょうへいじ

が栽培を始めた水
みず

掛
かけ

菜
な

と同一種の

ものであるかは分かっていません。 

 

◆ワサビ 

須走
すばしり

地区
ち く

や北郷
きたごう

地区
ち く

の河川上流では、谷地に

ワサビ田が分布しています。そのほとんどが

富士山
ふ じ さ ん

の湧水を利用した場所に作られており、

「畳
たたみ

石式
いししき

」や「北駿式
ほくすんしき

」と呼ばれる生産方式は、

日本農業遺産に認定されています。本町を含む

駿東
すんとう

地方のワサビ栽培の歴史は、明治末期から

大正期にかけて伊豆
い ず

地方の生産者によって開か

れたのが始まりといわれていますが、水
みず

掛
かけ

菜
な

の節で示した『二岡詣
にのおかもうで

』には、「上小林

の山葵」が登場しますので、その起源は諸説あります。  

現在はスコリア層の上に壇状にワサビ田を広げ、湧水を掛け流す「北駿式
ほくすんしき

」が主流

となっており、須走
すばしり

地区
ち く

と北郷
きたごう

地区
ち く

で営まれています。 

 

図2-34 水
みず

掛
かけ

菜
な

の栽培風景 

図2-35 「北駿式
ほくすんしき

」のワサビ田 
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◆水稲（コシヒカリ） 

御殿場
ご て ん ば

市
し

及び本町で生産される「ごてんばこしひかり」は、静岡県
しずおかけん

随一のブランド

米といわれています。ごてんばこしひかりは北
ほく

駿
すん

地域の標高300～600m地帯の、

冷涼で昼夜の気温差が大きい気候や、富士山
ふ じ さ ん

の豊富な伏流水を利用して栽培されて

います。地域のコシヒカリの生産は昭和48年（1973）に導入され、今も栽培技術

と品質の向上が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2-36 「ごてんばこしひかり」の栽培風景（小山町
おやまちょう

阿多
あ だ

野
の

） 
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第３章 小山町の歴史文化の特徴 

 

本町の歴史文化を説明する上で重要となる要素として、町民のアイデンティティ

や信仰及び文化芸術につながる「富士山
ふ じ さ ん

」、小山町
おやまちょう

の発展の基礎となった「近代産業

の発展」、古くから交通の要衝として重要な役割を果たした「足柄
あしがら

峠
とうげ

」の歴史文化を

挙げることができます。 

本章では、第１章・第２章を踏まえて、次の３点に焦点を当て、本町の歴史文化の

特徴について整理します。 

なお、本文中に記載のある歴史文化資源の位置や概略は第６章に整理しています。 
 

１ 富士山
ふ じ さ ん

に関する歴史文化 

活火山富士山
ふ じ さ ん

とともに生きるまち 

日本の象徴ともいえる富士山
ふ じ さ ん

は古くから信仰や崇拝の対象であり、多くの寺社

や登拝・遙拝の対象とされ、本町においても冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

や富
ふ

士
じ

登山
と ざ ん

道
どう

などゆかり

の資源や信仰が受け継がれています。 

一方で、小山町
おやまちょう

は江戸時代の「宝
ほう

永
えい

の大噴火」の最大の被災地でもありましたが、

小山
お や ま

の人々は力を合わせ復興を遂げました。  

 

２ 小山町
おやまちょう

への企業進出に関する歴史文化 

企業進出による小山
お や ま

の産業革命 

東海道
とうかいどう

線
せん

（現JR御殿場
ご て ん ば

線
せん

）の開通を契機に富士紡
ふ じ ぼ う

の工場が進出したことで小山町
おやまちょう

は転換期を迎え、時には震災や戦災などの苦難を乗り越えながら、企業とともに町

は発展していきました。 

現在でも豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

やその周辺には豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

や森
もり

村橋
むらばし

など、富士紡
ふ じ ぼ う

ゆかりの文化

財が数多くあり、その歴史と功績を身近に感じることができます。  

 

３ 足柄
あしがら

峠
とうげ

周辺に関する歴史文化 

歴史と伝説が息づく足柄
あしがら

峠
とうげ

 

古くから交通の要衝として利用された足柄
あしがら

峠
とうげ

には、古道や合戦の伝承地、城跡

や寺社などの歴史文化資源が数多く分布しています。また、小山町
おやまちょう

は金太郎
きんたろう

（坂田
さかたの

公
きん

時
とき

）生誕の地といわれ、金太郎
きんたろう

ゆかりの地が多く分布しています。 

足柄
あしがら

峠
とうげ

には『万葉集
まんようしゅう

』にも登場する「足柄
あしがら

の坂」や「足柄山
あしがらやま

」の地名や、現在

も残る足柄
あしがら

城
じょう

跡
あと

などの史跡、弘法
こうぼう

大師
だ い し

の伝承の残る聖天堂
しょうてんどう

など、この地の歴史を

示す歴史文化資源が数多く残されています。 
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第１節 活火山富士山
ふ じ さ ん

とともに生きるまち 
 

富士山
ふ じ さ ん

信仰にまつわる歴史文化資源は、静岡県
しずおかけん

及び山梨県の両県にまたがっている

ことから、はじめに全体の概要を示した上で、次に本町に関わるものを記述します。  

 

１ 富士山
ふ じ さ ん

信仰の歴史とそれにまつわる歴史文化資源 
 

（１）噴火と遥拝
ようはい

（９世紀頃～） 

古来、火山活動を繰り返す富士山
ふ じ さ ん

は近づくことが難しく、山麓から山頂を仰ぎ見て

崇拝する「遥拝
ようはい

」の対象となってきました。文献資料に見る富士山
ふ じ さ ん

の噴火災害の記録

は８世紀（平安時代）に遡り、火山活動の活発化は、鎮火の祈りを行うため浅間
あ さ ま

大神
のおおかみ

を鎮座することにつながりました。町内の冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

社殿の造営も、９世紀初頭に

まで遡ると伝えられています。 

 

（２）修験
しゅげん

と登拝
と は い

（12世紀～） 

12世紀以降、修験者
しゅげんじゃ

たちは、富士山
ふ じ さ ん

を山岳修行の地とし、富士山
ふ じ さ ん

の御神
ご し ん

徳
とく

を拝し

ながら登山する「登拝
と は い

」を志すようになりました。走湯山
そうとうさん

（伊豆山神社
い ず さ ん じ ん じ ゃ

）で修行した

末代上人
まつだいしょうにん

（生没年不詳）は、久安
きゅうあん

5年（1149）頃に富士山
ふ じ さ ん

へ登拝
と は い

し、山頂に大日寺
だいにちじ

を構えて一切経
いっさいきょう

を埋納し、さらに南麓の村山
むらやま

に富士山興法寺
ふ じ さ ん こ う ぼ う じ

（村山
むらやま

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

）を開

き、修験
しゅげん

道
どう

（村山
むらやま

修験
しゅげん

）の拠点として発展していきました。大宮
おおみや

・村山
むらやま

口登山道は、

村山
むらやま

修験の修験者たちが富士山
ふ じ さ ん

へ登拝
と は い

・修行するために開かれた道であり、中世及び

近世の江戸時代には、修験者
しゅげんじゃ

たちが村山
むらやま

口
ぐち

以降山頂までの登山道を管轄し続けまし

た。 

 

（３）信仰の大衆化と巡拝
じゅんぱい

（14世紀～） 

14～16世紀になると、社寺を参詣したり巡拝することを目的とした多くの人々

が富士山
ふ じ さ ん

への登拝
と は い

を果たすようになりました。そのため登山の案内や世話を務める

御師
お し

の活動が活発化し、彼らが住む北東麓の上吉田
かみよしだ

（富士吉田市
ふ じ よ し だ し

）や河口
かわぐち

が御師
お し

集落

として繁栄しました。 17世紀になると、富士山
ふ じ さ ん

域
いき

及び人穴
ひとあな

などで修行した

長谷川角行
はせがわかくぎょう

（1541～1646）を祖とする富士講
ふ じ こ う

が誕生し、角行
かくぎょう

の修行の場と伝わる

人穴
ひとあな

・内八海
うちはっかい

・外八海
そとはっかい

などがその霊場
れいじょう

とされて、これらを巡る「巡拝
じゅんぱい

」という信仰

形態が広まりました。18世紀、富士講
ふ じ こ う

は村上光清
むらかみこうせい

（1683～1759）・食行身禄
じきぎょうみろく

（1671

～1733）といった指導者のもとで隆盛し、北口本宮
きたぐちほんぐう

冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

の再建をはじめ、

山頂の噴火口の周囲をめぐる御鉢廻
おはちまわ

り、富士
ふ じ

山
さん

の山腹を横に一周する御中道
おちゅうどう

巡りな

ど、山域・山麓の巡礼路の整備が進みました。  
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（４）登山の多様化（19世紀中頃～） 

19世紀になると富士山
ふ じ さ ん

信仰の神道化が進み、特に明治政府が成立すると、山頂の

信仰遺跡群をはじめ山域の処々に祀られていた仏像・仏具の多くが撤去され、それ

らを祀った堂宇
ど う う

は神社に改められました。また、御師
お し

職の制度的廃止や富士講
ふ じ こ う

再編の

動きが進む一方、女人参詣禁止の撤廃や開山期間の拡大、潔斎
けっさい

の簡略化など多様な

信仰形態が広まりました。 

現在では交通手段の利便性の向上により、国内外からの来訪者が増加するととも

に、観光など、富士
ふ じ

登山に対する動機が多様化しました。また、古くからの巡礼路沿

いの山小屋は一部閉鎖されたものもありますが、巡礼路の一部は、現在も、様々な想

いを抱き富士山
ふ じ さ ん

を訪れる人々に利用され続けています。  

 

 

  
コラム：富士山

ふ じ さ ん

の主な霊場  

人穴
ひとあな

（人穴
ひとあな

富士講
ふ じ こ う

遺跡
い せ き

）  

人穴
ひとあな

富士講
ふ じ こ う

遺跡
い せ き

は富士宮市
ふ じ の み や し

の人穴
ひとあな

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の境内にあり、犬涼
いぬすず

み山
やま

溶岩流
ようがんりゅう

内にできた

長さ約83ｍの溶岩
ようがん

洞穴
どうけつ

「人穴
ひとあな

」と富士講
ふ じ こ う

講員が建立した200基を超える登拝
と は い

碑塔
ひ と う

等が存在

します。『吾妻
あ づ ま

鏡
かがみ

』には、「浅間
せんげん

大菩薩
だい ぼさつ

（富士山
ふ じ さ ん

の神）の御在所」と記され、富士講
ふ じ こ う

の開

祖とされる長谷川
は せ が わ

角
かく

行
ぎょう

が16～17世紀に修行し、入定したと伝えられる聖地です。以来、

人穴
ひとあな

は角
かく

行
ぎょう

の修業の地・入滅
にゅうめつ

の地として信仰を集め、参詣や修行のために人穴
ひとあな

を訪れる

講員も多く、供養碑や記念碑などの碑塔を建立することが習慣的に行われました。  

 

内八
うちはっ

海
かい

 

富士山
ふ じ さ ん

を取り巻く八つの湖である泉
せん

瑞
ずい

、山中湖
や ま な か こ

、明
あす

見
み

湖
こ

、河口湖
かわ ぐちこ

、西湖
さ い こ

、精進
しょうじ

湖
こ

、本栖
も と す

湖
こ

、四
し

尾連
び れ

湖
こ

を内八
うちはっ

海
かい

といい、16世紀後半に角
かく

行
ぎょう

が富
ふ

士
じ

山麓
さんろく

の湖沼で「水垢離
み ず ご り

」などの

水
すい

行
ぎょう

を行ったとの伝承に基づき、富士講
ふ じ こ う

信者の間では山麓の８つの湖沼を巡って水
すい

行
ぎょう

を行う「内八
うちはっ

海
かい

巡
めぐ

り」の行法が定着しました。 

 

外八
そとはっ

海
かい

 

外八
そとはっ

海
かい

は角
かく

行
ぎょう

が水
すい

行
ぎょう

を行った地とされ、琵琶
び わ

湖
こ

、二見
ふたみが

浦
うら

、箱根
は こ ね

湖
こ

（芦ノ湖
あ し の こ

）、諏訪
す わ

湖
こ

、

中禅寺
ちゅうぜんじ

湖
こ

、榛名
は る な

湖
こ

、桜
さくら

池
いけ

、鹿島
か し ま

海
かい

（霞ヶ浦
かすみがうら

）を指します。これら８つの湖沼を巡り水
みず

垢
ご

離
り

を行う修行を「外八
そとはっ

海
かい

巡
めぐ

り」と称します。  
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２ 須走口
すばしりぐち

登山道 
 

小山町
おやまちょう

須走
すばしり

の冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

を起点とし、吉田口
よしだぐち

登

山道と合流して、山頂の東部へと達する登山道で

す。その起源は明確ではありませんが、七合目（標

高約2,925ｍ）の沿道からは、富士山
ふ じ さ ん

への奉納物と

して現存最古の事例である至
し

徳
とく

元年（1384）の紀

年銘を持つ懸仏が出土しているほか、『勝山記
かつやまき

』の

明応９年（1500）の記事には須走口
すばしりぐち

登山道に参詣

者が集中したとの記述が見られます。 

この登山道は、冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

及びその所在地であ

る須走村
すばしりむら

が山頂部まで管理していました。宝
ほう

永
えい

４年（1707）の宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

の際には大

きな被害を受けましたが、翌年には復興を完了し、多くの参詣者・富士講
ふ じ こ う

信者による

登拝
と は い

が行われるようになりました。 

昭和34年（1959）には、南麓から現在の五合目（標高約2,000ｍ）に至るバス

の通行が可能な道路が完成し、それに伴い、五合目以下の区域における登山道の利

用がほとんど見られなくなったため、現在では部分的に登山道の位置を確認するこ

とが不可能な区間が存在します。 

世界遺産富士山
ふ じ さ ん

としての須走口
すばしりぐち

登山
と ざ ん

道
どう

の範囲は、現在も利用されている五合目か

ら山頂にかけての区間です。この区間の沿道には複数の山小屋が建てられており、

それらの多くが現在も宿泊所として機能しています。  

また、五合目には、五合目以下の登山道沿いに存在した複数の神社を昭和54年

（1979）に合祀・移築した古御嶽神社
こ み た け じ ん じ ゃ

があります。 

本六合目（標高約2,700ｍ）付近の沿道には参詣者・富士講
ふ じ こ う

信者の信仰を集めた

風穴
ふうけつ

の御胎内
おたいない

があるほか、九合目（標高約3,575ｍ）の沿道には18世紀初頭に存在

したと考えられる冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

の末社としての迎久須志之神社
む か え く す し の じ ん じ ゃ

及び日の出を遥拝
ようはい

す

る場所のひとつであった「日ノ見御前
ひ の み ご ぜ ん

」（日
ひ

ノ
の

御子
み こ

社
しゃ

）と呼ばれる平坦部が存在しま

す。 

  

図3-1 至
し

徳
とく

元年の紀年銘を持つ

懸仏
かけぼとけ
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３ 冨士浅間神社
ふ じ せ ん げ ん じ ん じ ゃ

（須走浅間神社
すばしりせんげんじんじゃ

） 
 

須走口
すばしりぐち

登山
と ざ ん

道
どう

の起点となった神社であり、社伝によると、社殿

の造営は９世紀初頭にまで遡るものとされています。16世紀に

は有力封建領主の庇護の下に、山頂部の散銭取得権の一部を獲

得しました。社殿は宝
ほう

永
えい

４年（1707）の宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

で崩壊し、享保
きょうほう

３年（1718）に再建されました。それ以降に描かれた絵図によ

ると、御神木を含むスギの巨木等の社
しゃ

叢
そう

に覆われた境内には、

現在と同様の配置・構造の下に、鳥居、参道、「神門」と呼ばれ

る楼門が一列に建ち、その奥に拝殿・幣殿・本殿が建ち並んでい

たことが知られています。平成21年（2009）の本殿の修理に

あたっては、享保
きょうほう

３年（1718）以降の修築痕跡が随所に認め

られたものの、いずれの修築に当たっても、享保
きょうほう

３年（1718）

の再建時における部材の一部が継続的に使用されてきたことが

明らかとなりました。18世紀後半以降には、多くの参詣者が立

ち寄るようになり、現在、登山道へ連続する参道の両側には、主として20世紀前半

に富士講
ふ じ こ う

信者が寄進した登拝
と は い

回数の達成を記念するものなど、約70基もの石碑等が

残されています。 

また、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

では毎年７月１日に開山式、10日に富士
ふ じ

登山の安全を祈願す

る開通式、９月10日に閉山を奉告する閉山式が執り行われています。  

なお、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

には、「須走
すばしり

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

」、「東口
ひがしぐち

本宮
ほんぐう

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

」との呼称も

あります。 

 

４ 鎌倉街道
かまくらかいどう

（御坂路
み さ か じ

） 
 

鎌倉
かまくら

街道
かいどう

は、富士山
ふ じ さ ん

の北麓を経由して、甲府
こ う ふ

盆地と御厨
みくりや

地域とを結ぶ古代以来の主

要道で、鎌倉
かまくら

往還
おうかん

や鎌倉
かまくら

道
みち

とも呼ばれました。河口浅間神社
かわぐちあさまじんじゃ

がある河口
かわぐち

から河口
かわぐち

湖
こ

東

岸を通って、北口本宮
きたぐちほんぐう

冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

・御師
お し

住宅がある上吉田
かみよしだ

に至り、さらに山中湖
やまなかこ

南

岸・籠坂峠
かごさかとうげ

（山中湖村
やまなかこむら

・小山町
おやまちょう

）を経由して、冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

（須走浅間神社
すばしりせんげんじんじゃ

）がある

須走
すばしり

へと向かいました。古代東海道
とうかいどう

又は中世の鎌倉街道
かまくらかいどう

として整備されましたが、

15・16世紀以降、富士山
ふ じ さ ん

への参詣者が往来する巡礼路としても利用されました。ま

た、上吉田
かみよしだ

から忍野八海
おしのはっかい

に向かう道や、山中湖
やまなかこ

（東岸から三国峠
みくにとうげ

（山中湖村
やまなかこむら

・

神奈川県山北町
かながわけんやまきたまち

）経由で竹之下
たけのした

（小山町
おやまちょう

）に向かう道も「鎌倉道
かまくらみち

」と呼ばれました。 

また御坂
み さ か

路
じ

は、奈良
な ら

・平安
へいあん

時代に御坂
み さ か

峠
とうげ

を越えて都と甲斐
か い

を結んでいた官道（東
とう

海道
かいどう

甲斐
か い

路
じ

）の一部で、鎌倉
かまくら

時代以降は鎌倉
かまくら

街道
かいどう

とも呼ばれ、中央線や中央自動車路

が発達するまで甲斐と鎌倉・京都等を結ぶ重要な交通ルートとして使用されました。 

図3-2 富士講の 

石碑 
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５ 富士講
ふ じ こ う

御師
お し

 
 

富士山
ふ じ さ ん

は、江戸時代においても信仰の山として江戸の町々や関東の村々を中心に

各地から多数の参詣者や富士
ふ じ

の参詣者を集めていました。富士
ふ じ

講
こう

信者の宿泊や世話

をすることなどの富士山
ふ じ さ ん

参詣客や交通労働などで須走村
すばしりむら

は経営を成り立たせていま

した。須走村
すばしりむら

の御師
お し

は貞
じょう

享
きょう

３年（1686）の「御国替被遊候諸事書上下帳」によれ

ば、旦那（御師
お し

と継続的に固定した関係を持つ参詣者）として相模
さ が み

・武蔵
む さ し

・下総
しもふさ

・

上総
か ず さ

・安房
あ わ

の国々に及んでおり、そのほかに常陸
ひ た ち

・奥州
おうしゅう

・下野
しもつけ

・上野
こうずけ

の国々からも

参詣者があると記されています。御師
お し

が営む宿に各地から訪れた参詣者を宿泊させ、

富士
ふ じ

登山のための準備や世話をしました。さらに、御師
お し

ではない百姓身分の人が経営

する旅
はた

籠
ご

も存在していました。 

また、延宝
えんぽう

8年（1680）の『竹之下
たけのした

村鑑』には、竹之下
たけのした

には御師
お し

19人がおり、

檀那場
だ ん な ば

は相州
そうしゅう

であったことが記されています。 

その後、宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

の影響を受けながらも御師
お し

たちは参詣者の支援を続けていき、そ

の活動は現在も数多くの古文書に記録されています。  

 

６ 宝
ほう

永
えい

の噴火と復興 
 

宝
ほう

永
えい

４年（1707）の噴火によって、須走
すばしり

村
むら

は他の地区よりも大きな被害を受けま

した。11月23日、午後４時に冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の神職小野
お の

大和守
やまとのかみ

の家に火の玉が落ち、

家はたちまち炎上、その他の民家も含めて37戸が焼失しました。 

その他、焼失はしなかったものの３～４ｍにも及ぶ砂に埋もれたり、潰れた家が

38戸ありました。冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

も大破し、須走
すばしり

村
むら

は壊滅状態となりました。 

その後、小山町
おやまちょう

の他の地区（北郷
きたごう

地区
ち く

や明倫
めいりん

地区
ち く

）などは復興が難しかったことか

ら須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

を復興するため、須走
すばしり

だけに特別な災害復旧支援金が幕府
ば く ふ

から与え

られました。翌宝
ほう

永
えい

5年（1708）には、富士
ふ じ

登山が再開したこともあり、村人たち

は徐々に須走
すばしり

へ戻り、火山灰やスコリアの上に村を再建することとなりました。  

しかし、噴火により馬の飼料となる草はなく、馬を手放すこととなり、他村の馬を

借り、馬による荷物の輸送は困難となりました。その後、富士
ふ じ

登山の要衝であった

須走
すばしり

は、登山者の案内や宿泊といった商いが村人の生活を支えるようになりました。 
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７ 世界遺産「富士山
ふ じ さ ん

」 
 

日本一の高さ（標高3,776ｍ）を持つ活火山、富士山
ふ じ さ ん

は、

平成25年（2013）６月、第37回世界遺産委員会におい

て、「富士山
ふ じ さ ん

－信仰の対象と芸術の源泉－」の名称のもと世

界文化遺産に登録されました。その背景には、富士山
ふ じ さ ん

が「信

仰の対象」であるとともに、「芸術の源泉」として、日本だ

けでなく世界中の文化に大きな影響を与えてきた歴史があ

ります。 

かつては噴火を繰り返す山として畏
おそ

れられていた富士山
ふ じ さ ん

は、富士講
ふ じ こ う

と呼ばれる信仰集団や浮世絵の登場もあり、日

本人にとって身近な存在になりました。人と自然が信仰と

芸術を通して共生する姿は、富士山
ふ じ さ ん

が持つ大きな特徴とい

えます。 

町域には世界遺産富士山
ふ じ さ ん

の顕著な普遍的価値を構成する資産として、富士
ふ じ

山
さん

麓
ろく

（須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

を含む）や冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

（須走
すばしり

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

）があり、信仰の対象、ある

いはその拠点として重要な役割を担っています。  

図3-3 世界遺産記念銘 

（冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

） 



第３章 小山町の歴史文化の特徴 

 

3-8 

第２節 企業進出による小山
お や ま

の産業革命 
 

１ 小山町
おやまちょう

の殖産
しょくさん

興業
こうぎょう

（紡績
ぼうせき

産業
さんぎょう

）の概要 
 

本町の経済的発展は、明治29年（1896）に新興工業であった紡績
ぼうせき

事業への進出

を目指し、富士紡績
ふ じ ぼ う せ き

株式会社が創業されたことから始まりました。富士紡
ふ じ ぼ う

の進出以

前、明治24年（1891）の小山
お や ま

地区
ち く

の人口は2,578人でしたが、明治43年（1910）

には15,314人、大正14年（1925）には19,000人を超えたことからもわかるよう

に、同社は現在の小山町
おやまちょう

の発展に大きく寄与しました。全国各地から数多くの工女が

移り住み、寒村であった一体が活気溢れる町、産業革命を起こした町として、近隣市

町村からも大いに注目されることとなりました。  

初代会長の富田鐵之
と み た て つ の

助
すけ

、２代会長の浜口
はまぐち

吉右衛門
き ち え も ん

と会社が続く一方で、操業間もな

く倒産の危機に瀕することとなりました。そこで森村
もりむら

市左衛門
い ち ざ え も ん

の呼びかけにより、専

務取締役として入社した和田豊治
わ だ と よ じ

が累積赤字を償却するだけでなく、純益をあげな

がら、瞬く間に再興していきます。日比谷
ひ び や

平左衛門
へ い ざ え も ん

が社長を務める小名木川綿布
お な ぎ が わ め ん ぷ

の買

収や東京
とうきょう

瓦斯
が す

紡績
ぼうせき

との合併を経て、当初の２倍の10万錘を有する大企業となってい

ったのです。そして、大正元年（1912）の菅沼村
すがぬまむら

と六合村
ろくごうむら

の合併に際しては、和田
わ だ

は富
ふ

士
じ

紡
ぼう

の株券100株を贈呈しました。これが小山町
おやまちょう

の基本財産となり両村が財産

を持ち寄らないで新制小山町
おやまちょう

が誕生するきっかけとなりました。倒産の危機にあり、

誰もが見放しかけていた富士
ふ じ

紡
ぼう

に入社して見事に会社を立て直した和田豊治
わ だ と よ じ

は、後

に「第二世渋沢
しぶさわ

（栄一
えいいち

）」と謳
うた

われ、交友の広さ、面倒見の良さから「友を持つなら

和田
わ だ

を持て」とまでいわれるようになりました。 

大正12年（1923）９月１日に起きた関東大震災からの復

興に尽力していた同年11月、和田豊治
わ だ と よ じ

は重患となり町民は皆

その回復を祈願しましたが、翌年３月に亡くなってしまいま

した。町にその訃報が届くと、自分の親を亡くしたように悲

しみ、全町をあげて彼に哀悼
あいとう

の意を捧げました。 

その後昭和になって、紡績業
ぼうせきぎょう

は衰退の途を辿ることとなり

ましたが、現在、富士紡績
ふ じ ぼ う せ き

株式会社は富士紡
ふ じ ぼ う

ホールディング

ス株式会社と社名変更し、紡績業
ぼうせきぎょう

ではなく、研磨材などの工

業製品を製造しています。 図3-4 和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

像

（豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

） 
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図3-5 富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

株式会社 小山
お や ま

工場の外観 

図3-6 富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

株式会社 小山
お や ま

工場の内観 
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２ 小山
お や ま

の発展と偉人の功績を象徴する「豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

」 
 

和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

の死後、和田
わ だ

の遺志によって、東京向島
むこうじま

の邸宅、延べ126坪が遺族より

寄贈されました。現在の豊門公園
ほうもんこうえん

の場所において、庭園の築造と邸宅の移転工事が行

われ、大正14年（1925）12月に移築が完了し、翌年５月１６日には盛大な開館式

が挙行されました。 

豊門会館
ほうもんかいかん

の名前の由来は、富士
ふ じ

紡
ぼう

の四大恩人の功績を後世に継承するために、

和田豊治
わ だ と よ じ

の「豊」と、富士紡
ふ じ ぼ う

の三門
さんもん

と称せられた森村市左衛門
もりむらいちざ えもん

、日比谷平左衛門
ひ び や へ い ざ え も ん

、

浜口吉右衛門
は ま ぐ ち き ち え も ん

の三翁の「門」をとったものです。 

その後会館には、評論家であった徳富蘇峰
とくとみそほう

が昭和11年（1936）に、飯沼
いいぬま

静岡県
しずおかけん

知事が昭和13年（1938）に、李
り

朝
ちょう

最後の皇太子といわれた李垠
り ぎ ん

殿下等多くの方々

が見学、宿泊をしています。また会館内には、本山白雲
もとやまはくうん

作の「和田豊治
わ だ と よ じ

像」や勝海舟
かつかいしゅう

書の「六合山荘
ろくごうさんそう

」、渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

書の「豊門会館
ほうもんかいかん

」、徳富蘇峰
とくとみそほう

書の扁額
へんがく

等があります。 

会館の洋館部分は、「特に洋間の天井の漆喰塗りと中央に円形照明座を造り、主室

の全面に施された漆喰装飾は見事である。」と評価されており、平成17年（2005）

11月には、国登録有形文化財に登録されました。  

豊門公園
ほうもんこうえん

の敷地内には、豊門会館
ほうもんかいかん

と同時に国の登録有形文化財となった「西洋館
せいようかん

（旧
きゅう

豊門青年学校
ほうもんせいねんがっこう

）」や、「正門
せいもん

」、「噴水泉
ふんすいせん

」、朝倉文夫
あさくらふみお

作の「和田
わ だ

君遺悳
くんいとく

碑
ひ

」があり、

その他、大熊氏広
おおくまうじひろ

作の日比谷平左衛門
ひ び や へ い ざ え も ん

氏の銅像（復元）など、小山町
おやまちょう

と富士
ふ じ

紡
ぼう

の歴史

を語るうえでも重要なものが多数残っています。  

また、豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

は令和３年（2021）に第14回静岡県
しずおかけん

景観賞優秀賞を受賞し、令

和４年（2022）１月からは「豊門会館
ほうもんかいかん

」と「西洋館
せいようかん

」が一般公開されています。公

園の美しい景観と貴重な文化財は市民の憩いの場、学びの場としても重要な役割を

担っています。 

  図3-7 豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

 図3-8 西洋館
せいようかん

と噴水泉
ふんすいせん
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第３節 歴史と伝説が息づく足柄峠
あしがらとうげ

 
 

１ 足柄
あしがら

という地名 
 

足柄
あしがら

という地名は『古事記
こ じ き

』や『万葉集
まんようしゅう

』にも登場する日本で最も古い地名のひ

とつです。「あしがら」地名の語源については、江戸時代の地誌『新編相模
さ が み

国
のくに

風土記

稿』や、鳥居
と り い

龍蔵
りゅうぞう

（1870～1953）博士の、「足柄
あしがら

は足軽の意味で、もとは、船足の

軽くて速い」の意味をさしましたが、後に坂や山の名になったという説があります。

この説をはじめ、足柄
あしがら

山
やま

の語源は、日本語は勿論、アイヌ語・朝鮮語・レプチャ語・

アルタイ語や中国語に至るまで数々の説がありますが、未だに結論は出ていません。 

 

２ 足柄峠
あしがらとうげ

の縄文時代 
 

足柄峠
あしがらとうげ

では、大正時代に峠の茶屋の主人（高橋
たかはし

氏
し

）や、八幡一郎
やわたいちろう

（1902～1987）・

鳥居
と り い

龍蔵
りゅうぞう

といった研究者たちによって、縄文
じょうもん

土器が採取され、この峠には縄文
じょうもん

時代

から人々の行き来や生活があったことが分かりました。  

本町の縄文
じょうもん

時代の遺跡「御園遺跡
み そ の い せ き

」から出土した黒曜石は、長野県の和田
わ だ

峠
とうげ

や

霧ヶ峰
きりがみね

、伊豆七
い ず し ち

島
とう

の神津島
こうづしま

、箱根
は こ ね

や伊豆
い ず

半島
はんとう

などから運ばれたことが分かっています。

それと同様、当時の足柄峠
あしがらとうげ

も様々な人々の往来があったことが分かります。  

 

３ 足柄
あしがら

路
じ

の成立 
 

箱根山
はこねやま

が急峻であったことや、鮎沢
あゆさわ

川
がわ

（酒匂
さ か わ

川
がわ

）沿いが水害に悩まされる土地であ

ったことなどから、足柄
あしがら

峠
とうげ

は交通の要衝として利用されました。 

足柄
あしがら

坂
さか

・峠越えの道が文献に登場するのは、日本最古の本『古事記
こ じ き

』です。有名な

ヤマトタケルの物語に、足柄
あしがら

坂
さか

から甲斐
か い

の酒折
さかおれの

宮
みや

に向かった記録があり、この頃に

は足柄
あしがら

路
じ

が成立していたと思われます。当時は、「東海道駿河郡横走
よこばしり

郷
ごう

」が律令制の

もとで本町を含む周辺地域を含む行政区分として存在していました。東海道
とうかいどう

は、広域

の行政区であるとともに交通路の名でもあり、交通路に定められた駅伝制は、地方

と都を結ぶ重要な交通・交易を担っていました。  

『万葉集
まんようしゅう

』には、足柄
あしがら

越えの困難さを詠む歌や、相模
さがみの

国
くに

（神奈川県）に住んでい

た庶民の足柄
あしがら

の歌があり、本町周辺の人々が足柄
あしがら

山中で生活していたことを教えて

くれます。以来『更級
さらしな

日記
に っ き

』、『海道記
かいどうき

』など、著名な文献に足柄
あしがら

路
じ

が登場することに

なります。南北朝
なんぼくちょう

時代には、東西交通の要衝である足柄峠
あしがらとうげ

や御厨
みくりや

地方をめぐって、

「竹之下
たけのした

の合戦」の戦場となり、戦国時代には、甲斐
か い

の武田
た け だ

、駿河
す る が

の今川
いまがわ

、相模
さ が み

の

北条
ほうじょう

の三大名が、御厨
みくりや

の地を奪い合う長い戦いが繰り広げられました。  
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４ 足柄峠
あしがらとうげ

に存在する主な文化財 
 

◆足柄城
あしがらじょう

跡
あと

 

足柄峠
あしがらとうげ

の頂上部分には、北条
ほうじょう

氏
し

が築いた

足柄城
あしがらじょう

の跡が残っています。武田
た け だ

信
しん

玄
げん

の攻撃に

対抗するために築かれた城ですが、段々改修が

進められ、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の北条
ほうじょう

攻めに対してより防

備を固くした遺構が現在残っている城跡です。

一の曲輪から五の曲輪まで続く曲輪の跡、空堀、

井戸跡などを遊歩道で歩くことができます。そ

の他、足柄
あしがら

城
じょう

には付属の 砦
とりで

として、北に

猪鼻砦
いのはなとりで

、南の尾根に通
とお

り尾
お

砦
とりで

から、古楢尾
こ な ら お

・阿弥陀尾
あ み だ お

・丹土尾
に つ ち お

砦
とりで

など、五つの砦群

が防備を固めていました。ただし、足柄
あしがら

城
じょう

の城兵は小田原
お だ わ ら

に篭城することになり、

足柄
あしがら

城
じょう

は空になったため、豊臣
とよとみ

軍は戦わずして足柄峠
あしがらとうげ

を越えました。 

 

◆足柄
あしがら

古道
こ ど う

 

古代中世の足柄
あしがら

路
じ

は、ほぼ現在の御殿場線
ご て ん ば せ ん

沿

いに竹之下
たけのした

（足柄
あしがら

駅
えき

）まで来て、足柄
あしがら

路
じ

にかか

り、林道戦返
せんがえ

り線付近を辿って峠越えをしたこ

とが分かっています。足柄峠
あしがらとうげ

のどのあたりを通

っていたのかは分かっていませんが、峠の足柄
あしがら

城
じょう

一
いち

の曲
くる

輪
わ

跡
あと

などで、奈良
な ら

・平安
へいあん

時代の土器が

出土していますので、現在の峠付近を越えてい

たことは間違いありません。 

 

◆新羅三郎義光
しんらさぶろうよしみつ

吹
すい

笙
しょう

の石
いし

（伝承地） 

足柄峠
あしがらとうげ

の金時山
きんときさん

分岐に新羅三郎義光
しんらさぶろうよしみつ

吹笙
すいしょう

の

石があります。この石は、近年、200ｍほど西

側の路傍から、道路拡張のときに現在地に移さ

れました。この石に伝わる伝承では、楽士の名

門 豊原家
とよはらけ

に 伝 わ る 笙
しょう

の 名 曲 を 知 る

新羅三郎義光
しんらさぶろうよしみつ

を、豊原時秋
とよはらのときあき

が足柄峠
あしがらとうげ

まで追って

きて伝授してもらう話ですが、これは史実では

なく言い伝えです。『小山町史
おやまちょうし

』ではその事実を

解き明かしていますが、言い伝えは言い伝えとして観光資源として町では積極利用

し、毎年９月には、峠を挟んだ南
みなみ

足柄
あしがら

市
し

と共に、「笛祭り」を開催しています。 

図3-9 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

の復元鳥瞰図 

（小山町史
お や ま ち ょ う し

第６巻） 

図3-11 新羅三郎義光
しんらさぶろうよしみつ

吹
すい

笙
しょう

の石
いし

 

図3-10 足柄
あしがら

古道
こ ど う
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◆虎御前石
とらごぜんいし

（伝承地） 

足柄
あしがら

山中の虎御前山
とらごぜんやま

にある曽我
そ が

の仇
あだ

討
う

ちで有名な曾我十郎
そがじゅうろう

の愛人虎御前
とらごぜん

が、寝そ

べった跡だと伝える石ですが、民俗学的には「曾我
そ が

伝説
でんせつ

」として、箱根神社
はこねじんじゃ

や

大磯高来神社
おおいそたかくじんじゃ

の神主や巫女たちが伝えた伝説だとされています。  

 

５ 近世の足柄峠
あしがらとうげ

 
 

小山町
おやまちょう

竹之下
たけのした

の近世文書に峠の「八郎兵衛
は ち ろ べ え

の茶屋」が記され、矢倉沢
やぐらざわ

街道
かいどう

と呼ぶ峠

越えの道は、箱根
は こ ね

峠
とうげ

越えの裏道として人々の往来も多かったことが分かっています。

南
みなみ

足柄
あしがら

市
し

矢倉沢
やぐらざわ

関所
せきしょ

跡
あと

の個人宅には、菅沼村
すがぬまむら

等の小山
お や ま

町内
ちょうない

の人々の納めた関所手形

が残っており、小田原藩領
おだわらはんりょう

だった御厨
みくりや

の人々の利用が多かったことが分かります。  

日本地図の製作で有名な伊能
い の う

忠
ただ

敬
たか

の「測量
そくりょう

日記
に っ き

」には、足柄峠
あしがらとうげ

越えの記録が残り、

そこでは、現在の新羅三郎義光
しんらさぶろうよしみつ

吹笙
すいしょう

の石が「公
きん

時
とき

の礫
つぶて

石
いし

アリ」と記録されています。 

 

６ 現在の足柄峠
あしがらとうげ

 
 

現在の足柄峠
あしがらとうげ

は道路やトイレも整備され、素晴らしい富士山
ふ じ さ ん

の眺望や、峠上に残

る足柄
あしがら

城跡
じょうあと

の探訪など、観光や史跡めぐり、歴史研究などのために、多くの人々が

訪れていて、本町では富士山
ふ じ さ ん

と並ぶ観光地として知られています。峠付近には見どこ

ろも多く、歌人生田蝶介
いくたちょうすけ

の歌碑、牛負庵牛翁
ぎゅうふあんぎゅうおう

の建てた芭蕉
ばしょう

句碑
く ひ

、古見豆人
ふ る み ず じ ん

などの文学

碑や、峠を越える人々の祈りの込められた六地蔵
ろくじぞう

、富士講
ふ じ こ う

導者
どうしゃ

碑
ひ

、道しるべ、一切
いっさい

経
きょう

宝塔
ほうとう

、唯
ゆい

念
ねん

名号碑
みょうごうひ

などの多くの石造物が路傍を彩ります。 
 

 

図3-12 雪の積もる足柄
あしがら

城跡
じょうあと

から望む富士山
ふ じ さ ん
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第４章 歴史文化資源の調査 

 

第１節 これまでの調査の概要 
 

これまで本町では、「小山
お や ま

町史
ちょうし

（全９巻）」の

編纂
へんさん

に係る文化財の把握調査や、個別の文化財

や埋蔵文化財に対する詳細調査などが実施され

てきました。これらの概要は次に示すとおりで

す。 

なお、本計画では調査の種類について、次の

とおり調査に関する用語を定義します。また、

調査の種類に関わらず広く調査全般を指す場合には「調査」と表現するものとしま

す。 

 

表4-1 歴史文化資源の調査に関する用語 

調査の種類 解説 

把握調査 
新たな歴史文化資源の存在を把握するための調査（地域別の調査、類
型別の調査等） 

詳細調査 
既に把握されている歴史文化資源を対象に、その詳細を調査し、文化
財としての価値を把握するための調査 

再調査 
過去に把握された歴史文化資源を対象に、その所在を再把握するた
めの調査 

現況調査 
過去に把握された歴史文化資源を対象に、その保存状態や経年変化
の現状を把握するための調査 

発掘調査 
地中に埋蔵されている文化財の発掘による調査 
（試掘調査、確認調査、本発掘調査） 
本発掘調査の目的＝学術目的、整備・活用目的、記録保存目的 

 

１ 小山町
おやまちょう

による把握調査 
 

本町における歴史文化資源に関する調査成果をまとめた資料を代表するものとし

て、平成２年（1990）～平成10年（1998）に発行された「小山町史
おやまちょうし

（全９巻）」

が挙げられます。これらは小山町
おやまちょう

の歴史について、原始・古代から近現代までの歴史、

民俗、及びそれらに関する資料をとりまとめたもので、町史の執筆にあたっては既

存の調査成果のとりまとめ、歴史文化資源の各種調査が実施されています。  

また、町史編纂
へんさん

に先立って実施された地域別・類型別の把握調査の結果を踏まえ、

昭和40年（1965）～昭和57年（1982）に整理された「小山町
おやまちょう

文化財のしおり（第

一集～第七集）」には、有形・無形の歴史文化資源が網羅的に整理されています。 

さらに、町史編纂
へんさん

とともに昭和62年（1987）～平成8年（1996）に作成された

図4-1 小山町史
おやまちょうし

（全９巻） 
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「小山町
おやまちょう

の歴史（第１号～第９号）」には、町史編纂
へんさん

にあたって実施された調査結果

が分野別に掲載されています。個人所蔵等の古文書等については資料目録も作成さ

れています。 

なお、これらの文献の詳細は巻末資料編に掲載しています。 

 

２ 小山町
おやまちょう

による詳細調査等 
 

小山町
おやまちょう

教育委員会では、文化財の把握調査以外にも、指定・未指定の文化財の現況

調査、新たな文化財指定に向けた詳細調査、埋蔵文化財の発掘調査について、必要に

応じて調査を実施してきました。なお、沼子
ぬ ま こ

遺跡
い せ き

や足柄
あしがら

城跡
じょうあと

に代表される個別の遺

跡の発掘調査にあたっては、詳細な調査報告書が刊行されています。  
 

表4-2 小山町
おやまちょう

教育委員会による刊行物の一覧 

書籍名 著者名 刊行年 

足柄城址測覧図・足柄城概念図  小山町教育委員会 1980 

上横山遺跡 発掘調査概報  小山町教育委員会 1981 

南ノ原遺跡  小山町教育委員会 1993 

尾立城跡発掘調査報告書  小山町教育委員会 1998 

下古城跡確認調査報告書  小山町教育委員会 1999 

足柄城跡発掘調査報告書  小山町教育委員会 1999 

沼子遺跡確認調査報告書  小山町教育委員会 生涯学習センター 2000 

平成20年度富士山須走口文化財調査概要報告書 小山町教育委員会 2008 

足柄城跡Ⅱ 小山町教育委員会 生涯学習課 2005 

足柄城跡Ⅲ  小山町教育委員会 生涯学習課 2010 

足柄峠文化遺産総合調査報告書 小山町文化財保護審議会 2016 

富士山巡礼路調査報告書須走口登山道  小山町・静岡県富士山世界遺産センター 2018 

※令和５年８月現在、小山
お や ま

町立
ちょうりつ

図書館に所蔵されているもの 

 

◆安田
や す だ

コレクション 

小山
お や ま

町立
ちょうりつ

図 書 館 で は 平 成 ６ 年

（1994）に富士山
ふ じ さ ん

研究家である「安田
や す だ

貞
てい

次
じ

」氏の御遺族から富士山
ふ じ さ ん

資料の書

籍、版画等の寄贈を受けました。 

町では、寄贈された資料を富士山
ふ じ さ ん

に関

する書籍、雑誌、富士山
ふ じ さ ん

周辺の郷土資料

等に分類、整理し、資料を図書館で適切

に保管するとともに展示や研究等に活

用を図っています。 

  

図4-2 富士山
ふ じ さ ん

禅定図
ぜんじょうず

（安田
や す だ

コレクション） 
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表4-3 町立図書館が保有する安田
や す だ

コレクションの内訳 

種別 数量（件数） 

富士山に関する書籍 852 

富士山に関する雑誌  246 

富士山周辺の郷土資料 51 

山岳に関する書籍 281 

富士山関係の新聞・雑誌記事スクラップ 70 

広重・北斎に関する書籍・版画 76 

 

３ 町民向けのガイドブック等 
 

既往の調査成果を活用し、歴史文化資源の情報や分布を整理した「小山町
おやまちょう

文化財の

しおり」や「史跡いろいろみちしるべ（文化財マップ）」、地区別のパンフレット「ふ

るさとおやま文化財ガイド」などが発行されています。  

 

表4-4 パンフレットや副読本等の刊行物の一覧 

書籍名 著者名 刊行年 

小山町文化財のしおり 城址研究資料  小山町教育委員会 1976 

小山町文化財のしおり 第１―３集 小山町教育委員会 1987 

小山町文化財のしおり 第４集・第５集 小山町教育委員会 1987 

足柄山の金太郎  小山町役場 1980 

史跡いろいろみちしるべ その１ 全町編 教育委員会 1990 

史跡いろいろみちしるべ その２ 成美地区編 教育委員会 1991 

史跡いろいろみちしるべ その３ 明倫地区編 教育委員会 1992 

史跡いろいろみちしるべ その４ 足柄地区編 教育委員会 1993 

史跡いろいろみちしるべ その５ 北郷地区編 教育委員会 1994 

史跡いろいろみちしるべ その６ 須走地区編 教育委員会 1995 

史跡いろいろみちしるべ その１ 全町編（改訂版） 教育委員会 1999 

ふるさとおやま見てある記  小山町教育委員会 1981 

続 ふるさとおやま見てある記  小山町教育委員会 1983 

町民講座 「町内史跡めぐり」  小山町教育委員会 1990 

おやま ―富士山と金太郎のまち―  
小山町小学校社会科副読本編

集委員会 
2015 

おやま ―富士山と金太郎のまち― 令和２年度版 
小山町小学校社会科副読本編

集委員会 
2020 

おやま ―富士山と金太郎のまち― 令和３年度版 
小山町小学校社会科副読本編

集委員会 
2021 

おやま ―富士山と金太郎のまち― 令和４年度版 
小山町小学校社会科副読本編

集委員会 
2022 

おやま ―富士山と金太郎のまち― 令和５年度版 
小山町小学校社会科副読本編

集委員会 
2023 

明倫地区をたずねて ふるさとおやま文化財ガイド 教育委員会 2018 

成美地区をたずねて ふるさとおやま文化財ガイド 教育委員会 2019 

足柄地区をたずねて ふるさとおやま文化財ガイド 教育委員会 2020 

北郷地区をたずねて ふるさとおやま文化財ガイド 教育委員会 2021 

須走地区をたずねて ふるさとおやま文化財ガイド 教育委員会 2022 

ふるさとおやま文化財ガイド WEB 版 教育委員会 2022 
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書籍名 著者名 刊行年 

豊門会館（入館時配付パンフレット） 小山町 2020 

豊門会館（入館時配付パンフレット）改訂版 教育委員会 2022 

※令和５年８月現在、小山
お や ま

町
ちょう

立
りつ

図書館に所蔵されているもの及び教育委員会にて配布しているもの 

 

４ 静岡県による調査 
 

町による調査のほか、静岡県
しずおかけん

（静岡県
しずおかけん

埋蔵文化財センター、静岡県
しずおかけん

富士山
ふ じ さ ん

世界遺産

センター、静岡県
しずおかけん

スポーツ・文化観光部文化局文化財課他）による調査も実施され、

報告書がまとめられており、このうち本町に関連するのは次のとおりです。 

 

表4-5 静岡県
しずおかけん

（文化財課・静岡県
しずおかけん

埋蔵文化財センター）による刊行物の一覧 
名 称 発行年 

静岡県遺跡地名表埋蔵文化財包蔵地一覧 1961 

静岡県の古代文化静岡県遺跡地名表解説篇 1963 

静岡県民俗資料緊急調査報告書 1966 

静岡県の民家 1973 

静岡県民俗地図民俗文化財分布調査報告書 
1976 

1977 

静岡県の近世社寺建築近世社寺建築緊急調査報告書 1979 

静岡県歴史の道調査報告書東海道 1980 

静岡県歴史の道調査報告書 1980 

静岡県の中世城館跡 1981 

上横山遺跡 1981 

横山遺跡 1984 

静岡県の民謡 民謡緊急調査報告書 1986 

横山遺跡沼駿学区新設高校建設用地埋蔵文化財調査報告書 本文編 
1985 

  〃  図版編 

静岡県の諸職静岡県諸職関係民俗文化財調査報告書 1989 

静岡県の民俗芸能静岡県民俗芸能緊急調査報告書 1996 

静岡県の重要遺跡静岡県内重要遺跡詳細分布調査報告書 1998 

静岡県の祭り・行事 静岡県の祭り・行事調査事業報告書 2000 

静岡県の近代化遺産静岡県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書 2000 

静岡県の近代和風建築静岡県近代和風建築総合調査報告書 2002 

静岡県の古代寺院・官衙遺跡 2003 

静岡県の天然記念物（地質鉱物） 2004 

静岡県の中近世墓 基礎資料編 2019 

湯船城跡他 2019 

静岡県の文化的景観総合調査報告書 2022 

 

表4-6 静岡県
しずおかけん

（静岡県
しずおかけん

環境部水計画室）による刊行物の一覧 
名 称 発行年 

小山町の湧水 富士山北東麓・東麓湧水量調査報告 2000 
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５ その他の主体による調査 
 

行政による調査のほか、個人、あるいは地域の団体等により各種調査が実施され、

次のとおり調査成果がまとめられています。 

 

表4-7 その他の主体による刊行物の一覧 

書籍名 著者名 刊行年 

富士登山須走口植物案内 御殿場馬車鉄道株式会社 1912 

富士と足柄 横井春野 1913 

駿東郡小山町誌 永田 総太郎 1914 

和田豊治伝 喜多貞吉 1926 

須走郷土読本 須走尋常高等小学校 1931 

須走読本 湯山 茂 1931 

富士紡績株式会社五十年史 沢田 謙 1947 

東駿地誌 東駿地誌編集委員会 1959 

秀峰 9(1963年) 小山秀峰山岳会 1964 

弘法寺浅間社宝経巻考 郷土史シリーズ 須走編 第１

集 
高村 愛治 1965 

須走村古文書目録  郷土史シリーズ須走編 第２ 高村 愛治 1965 

すかわ 8 富士紡小山工場須川寮自治会 1965 

小山町経済の実態と環境 第２巻 第１号 その経済圏

と生活圏を求めて 
御殿場高等学校経済研究班 1968 

風神つのとり考 静岡県駿東郡大御神郷史序論 田代 道弥 1968 

小山町経済の実態と環境 第２巻第２号 その商業実

態と社会経済圏の行え 
御殿場高等学校経済研究班 1969 

小山町経済の実態と環境 第２号（別冊：資料篇） 御殿場高等学校経済研究班 1969 

延宝八年駿河国駿東郡御厨菅沼村鑑帳 池谷 雄 1974 

すばしり 小山町立須走小学校創立百周年記念文集 小山町立須走小学校 1974 

湯舟のむかし １～8 池谷 雄 
1974～

76 

相沢考古１～５ 鈴木信久 
1974～

86 

駿東教育史 駿東教育史編集委員会 1975 

富士山東麓駿河小山付近の第四系  町田 洋 ほか 1975 

富士山東麓駿河小山付近の第四系 町田 洋 1975 

御法度写帳 湯舟あさか園高橋家蔵 池谷 雄 1976 

宝永噴火と棚頭の文書 棚頭区 1976 

伊奈神社祭典  棚頭区 1976 

宝永噴火と棚頭の文書  棚頭区 1976 

横走りと金太郎 岩田 稲夫 1977 

富士山須走浅間神社と須走の歴史 第１巻 矢島 佳明 1977 

駿河国駿東郡小山村鑑帳本下書  いけや たけし 1977 

小山町北辺の城館址についての私見  池谷 雄 1977 

私たちの先祖 一色村の宗門人別張より 池谷 雄 1978 

先祖を考える 湯舟村名主の系譜 池谷 雄 1978 

小山の町と和田豊治 岩田 喜久治 1978 

城郭学から見た古代足柄の城 矢島 佳明 1978 

歴史を学ぶ会郷土史跡探訪 第１回 北郷地区 小山町歴史を学ぶ会 1979 
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書籍名 著者名 刊行年 

小山町震災史  （出版者不明） 1979 

歴史を学ぶ会郷土史跡探訪 第１回 小山町歴史を学ぶ会 1979 

御霊八幡宮之記 昭和55年康申年２月 池谷 準作 1980 

足柄峠編年表  小山町歴史を学ぶ会 1980 

富士テフラと古代遺跡 町田 洋 1980 

小山・御殿場地域の道祖神・庚申塔と唯念ゆかりの石造

物をたずねて 
森本 伸二 1982 

ヴェールをぬぎはじめた「足柄城」 戦国の山城と壮大

な山岳城砦群 
小笠原 清 1982 

50年前の小山町  池谷 雄 1982 

江戸時代の一色村  池谷 雄 1982 

小山町歴史資料集 生土村篇 小山町歴史を学ぶ会 1982 

小山町歴史資料集  小山町歴史を学ぶ会 1982 

歴史を学ぶ会資料 1 小山町歴史を学ぶ会 1982 

先祖の名前 湯船雷親会 1983 

上横山遺跡  上横山遺跡発掘調査団 1983 

明治時代の一色むら 池谷 雄 1984 

富士山麓に史跡を探る 岩田 稲夫 1984 

北郷小学校開校百周年記念誌 
小山町立北郷小学校開校百周年

記念事業委員会 
1984 

成美百年 
小山町立成美小学校創立百周年

記念事業委員会 
1985 

湯船の古い民俗・文化を探る 雷親会 1985 

北駿の水かけ菜料理  
御殿場市・小山町水かけ菜生産

組合、御殿場市 
1985 

富士紡績労働組合五十年史 本編・年表編 ゼンセン同盟富士紡績労働組合 1987 

唯念行者と唯念寺  小山町歴史を学ぶ会 1988 

駿河れき岩層を中心とする地層の研究 平成元年度 小山町立小山中学校・臼井和美 1989 

富士山東麓の地質・地形 御殿場・小山の地質地形 保坂 貞治 1989 

小山町中小製造業の実態と移転・集団化について  小山町商工会工業部 1989 

足柄城  小田原城郭研究会 1989 

須走 第１号 富士山東麓 須走の歴史を学ぶ会 1991 

ふるさと明倫 明倫小学校開校80周年記念 
明倫小学校開校80周年記念事業

委員会 
1991 

小山町須川の成因と湧水 保坂 貞治 1991 

矢倉沢通見取絵図 第一巻 塚原・関本・矢倉沢・竹ノ

下  絵図編 解説編 
東京美術 1992 

須走 第２号 須走の歴史を学ぶ会 1992 

用沢地主組合の歩み 用沢地主組合 1992 

下毛野公時と金太郎伝説の成立 川島 茂裕 1992 

小山町歴史年表  小山町歴史を学ぶ会 1992 

日本の歴史10 戦国の群像 池上裕子 1992 

日本の歴史13 元禄享保の時代 高埜利彦 1992 

日本の近世7 身分と格式 高埜利彦 1992 

マンガ 日本の歴史33 石ノ森章太郎 1992 

足柄読本 復刻版 高橋美策 1993 

実業の系譜 和田豊治日記 和田豊治 1993 

一色区の民間信仰 一色区 1993 

足柄山の金太郎伝説の成立以前 川嶋 茂裕 1993 
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書籍名 著者名 刊行年 

日本の歴史別巻 日本史研究事典 永原慶二 1993 

足柄山 組合設立40周年記念誌 小山町足柄森林業組合 1994 

このはな 小山町地域教材集 小山町 地域教材研究委員会 1994 

光を観る 小山町観光協会30周年記念誌 小山町観光協会 1994 

足柄山  小山町足柄林業組合、小山町 1994 

慰霊録  小山町 遺族会 1995 

クロニック戦国全史 池上 裕子／[ほか]編集 1995 

一色と山野入会 上巻 一色古文書調査委員会 1996 

成美小学校111周年記念誌 
成美111年記念誌部編集委員会

編 
1996 

富士紡績百年史 上巻・下巻 富士紡績株式会社 1997 

画集 富士の里 須走 山岸昱 1997 

伝説金太郎物語を科学する  飯田 章 1997 

史話と伝説のあしがら 足柄史跡を守る会 1997 

小山町文化連盟40周年記念誌  小山町文化連盟 1997 

小山中五十年 創立五十周年記念誌 
小山中学校創立五十周年記念編

集委員会 
1998 

北郷中学校創立50周年記念誌 
北郷中学校創立50周年記念事業

実行委員会 
1998 

一色と山野入会 下巻 一色古文書調査委員会 1998 

富士山南東麓の地下構造と地下水 保坂 貞治 1999 

古代東海道足柄路・甲斐路抄調査書 齊藤 泰造 1999 

このはな 地域教材実践事例集 小山町 地域教材研究委員会 1999 

小山秀峰山岳会四〇周年記念誌  
小山秀峰山岳会四〇周年記念誌

編集部会 
1999 

戦国時代社会構造の研究 (歴史科学叢書) 池上 裕子 1999 

金太郎伝説 謎ときと全国の伝承地ガイド 
金太郎・山姥伝説地調査グルー

プ 
2000 

至誠 小山町立須走中学校創立50周年記念誌 小山町立須走中学校 2001 

近世の村と生活文化 大藤 修 2001 

画集 富士の里 須走第２集 山岸昱 2002 

金太郎の誕生 鳥居フミ子 2002 

身近な山野草・木の実 －富士山の恵み－ 食・薬・健 保坂 貞治 2002 

富嶽旅百景―観光地域史の試み 青柳周一 2002 

ソニーを創った男 井深 大 2002 

富士山宝永噴火と土砂災害 
国土交通省 中部地方整備局 富

士砂防事務所 
2003 

日本野鳥の会70周年記念事業記念碑・記念探鳥会 
日本野鳥の会70周年記念探鳥会

実行委員会 
2004 

復活須走探鳥会70周年 中西悟堂記念歌碑について 津戸英守 2004 

小山町体育史  
小山町体育協会創立50周年記念

事業 実行委員会記念誌部会 
2004 

1707 富士山宝永噴火 報告書 
災害教訓の継承に関する専門調

査会 
2006 

須走村栞 修復版 歴史の会 2006 

永原慶二の歴史学 永原慶二追悼文集刊行会 2006 

富士山東口須走登山道資料解題 小林謙光 2007 

収蔵版木展 版木にみる富士信仰の諸相 東口本宮富士浅間神社 2008 

富士の里 須走 須走歴史研究会 2009 



第４章 歴史文化資源の調査 

4-8 

書籍名 著者名 刊行年 

ふじあざみライン 須走登山道ごあんない 静岡県東

海道400年祭 富士山東口登山道と「須走宿」 
須走宿実行委員会 2009 

あしがら 創立百周年記念誌 
足柄小学校創立百周年記念事業

実行委員会記念誌部 
2009 

富士山御師の歴史的研究 高埜 利彦 2009 

明倫 自彊 日新 明倫小学校開校百周年記念誌 
小山町立明倫小学校開校百周年

記念事業委員会記念誌部 
2011 

日清戦後、富士紡績会社の経営危機とその克服過程―

和田豊治の経営・労務改革（１)― 
筒井 正夫 2011 

富士紡績関連論文 筒井 正夫 2011 

金太郎の謎 鳥居フミ子 2012 

御殿場・裾野・小山今昔写真帖 郷土出版社 2013 

歴史学叙説 永原 慶二 2013 

富士山麓の自然 御殿場市・裾野市・小山町の生物多様

性 １～４ 
蒔苗博道 

2013～

16 

二宮金次郎と藤曲村について 藤曲喜雄 2015 

豊門会館・富士紡関係文化遺産資料集 榑林一美 2015 

富士山宝永大爆発 永原 慶二 2015 

人物叢書 二宮尊徳 大藤 修 2015 

シリーズ日本近世史3 天下泰平の時代 高埜利彦 2015 

富士山宝永噴火資料集 宝永噴火古文書研究会 2016 

足柄山の金太郎 坂田公時伝承地を巡って 日本の鬼の交流博物館 2016 

巨大企業と地域社会  筒井 正夫 2016 

北条早雲 (日本史リブレット人 042) 池上 裕子 2017 

クマ問題を考える 田口洋美 2017 

交差点の文化史 渡辺浜男 2017 

須走口 標高2,000mの草原と森林 宝永噴火から再生

する森 

富士山の森を守るホシガラスの

会 
2018 

雑学記 岩田さやか 2018 

草創期の小山中学校と当時の小山町  
タカジャッポ会（草創期小山中

学野球部ＯＢ会） 
2018 

富士山と四囲の山々の自然とくらし 保坂 貞治 2019 

日本史リブレット 江戸時代の神社 高埜利彦 2019 

駿河国薩埵道を行く 渡辺浜男 2020 

二宮金次郎 藤曲村の報徳仕法 藤曲喜雄 2021 

地域史構築の考古学 渡辺康弘 2021 

※令和５年８月現在、小山
お や ま

町立
ちょうりつ

図書館に所蔵されているもの 
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第２節 調査の現状と課題 
 

１ これまでの調査の概要 
 

第１節にて整理したこれまでの調査の概要として、小山町
おやまちょう

の歴史文化資源の把握

調査の状況を地区別にまとめると、次の表のように整理することができます。 

 

表4-8 小山町
おやまちょう

における歴史文化資源の把握調査の状況（令和５年時点） 

種類 種別 
把握 

件数 

地区 

成美
せ い び

 明倫
めいりん

 足柄
あしがら

 北郷
きたごう

 須走
すばしり

 

有形 

文化財 

建造物 149 △ △ △ △ △ 

石造物 1,457 ○ ○ △ △ △ 

美術 

工芸品 

絵画 1 × × × × × 

彫刻 3 × × × × × 

工芸品 0 × × × × × 

書跡・典籍 1 × × × × × 

古文書 68,195 △ △ △ △ △ 

考古資料 － × － × － × 

歴史資料 － × × × × × 

無形文化財 － － － － － － 

民俗 

文化財 

有形の民俗文化財 － × × × × × 

無形の民俗文化財 6 － － ○ ○ × 

記念物 

遺跡 99 △ △ △ △ △ 

名勝地 7 － － － － ○ 

動物、植物、地質鉱物 12 × × × × × 

文化的景観 1 × × × △ × 

伝統的建造物群 － × × × × × 

埋蔵文化財包蔵地 42 ○ ○ ○ ○ ○ 

文化財の保存技術 － × × × × × 

その他 

伝承 51 △ △ △ △ △ 

信仰（御師関連） 17 － － △ － △ 

祭事・イベント 15 △ △ △ △ △ 

地名（小字名等） 1,075 ○ ○ ○ ○ ○ 

特産品 3 △ △ △ △ △ 

把握件数：第２章にて整理した指定文化財と未指定文化財の件数の合計 

○：おおむね調査が完了しているもの。 

△：部分的に調査されているが、全体が把握できていないもの。 

×：調査が実施できていないもの。 

－：該当する歴史文化資源が存在しないもの。 
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２ 調査の現状 
 

・社寺に保管されている仏像や絵画、棟札、個人が所有する工芸品等の美術工芸品が

あることがわかっていますが、調査やその成果の整理が不足していて、その総数

や特徴について把握できていません。 

・動物、植物、地質鉱物等については把握調査が実施できていません。  

・建造物・石造物や古文書、伝承や信仰、祭事・イベント等に関する調査は進んでい

る地区もありますが、全体像の把握には至っていません。 

・歴史ある橋梁、家屋、土木施設等の建造物は、所在の把握は出来ていますが、詳細

調査には至っていません。また、用水に関わる隧
ずい

道
どう

、貯水池や発電に関わるダムや

発電所などについても所在の把握は出来ていますが、詳細調査には至っていませ

ん。 

・無形の民俗文化財は、地域の担い手の減少により消滅の危機に瀕しているものも

みられるため、消滅する可能性がありますが、内容について把握しきれていませ

ん。 

・動物・植物・地質鉱物等の多くは、詳細調査が未実施でその価値が把握できていま

せん。 

・水掛菜
みずかけな

・ワサビ等の有名な特産品は、その食生活等の生活文化、さらにその広がり

についても把握できていません。 

・既往調査から年数が経ち、その後の現状が掴めていないものも含め、十分な現況調

査ができていません。 

・各種調査を実施するための人材や体制が不十分です。  

・周知の埋蔵文化財包蔵地の中には、試掘や確認調査の実施に至っていないものが

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図4-3 阿多
あ だ

野
の

用水
ようすい

の隧
ずい

道内
どうない

 図4-4 西山
にしやま

用水
ようすい
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３ 調査の課題 
 

・有形文化財の建造物は「把握調査」に地区的偏在があること、詳細調査に至ってい

ないこと、美術工芸品は「把握調査」が不十分であることが課題です。 

・無形の民俗文化財は、食文化などの再調査や詳細調査が未実施です。 

・無形文化財、有形の民俗文化財、文化的景観、伝統的建造物群、文化財の保存技術

については把握調査の実施が必要です。 

・記念物は、動物、植物、地質鉱物で把握調査と詳細調査が出来ていないことが課題

です。 

・埋蔵文化財は、適切な保存に向けた包蔵地の把握のため、試掘や確認調査を継続す

る必要があります。 

・伝承や信仰、祭事については、詳細調査による記録化ができていないことが課題で

す。 

・水
みず

掛
かけ

菜
な

のような特産品は、どこまでの地域で食卓に出されているかなどについて

も把握が必要です。 

・これまでに調査が実施された古文書、石造物、絵画、彫刻等の文化財については、

調査成果のとりまとめが十分にできておらず、調査成果を活かすことができてい

ません。 

・町史編纂
へんさん

時に把握した歴史文化資源を含め、過去の調査で把握した歴史文化資源

について、現在の所在をつかめていないものがあります。  

・現況調査を円滑に行うための体制が不十分であるため、歴史文化資源の定期的な

状況把握に至っていません。 

  



第４章 歴史文化資源の調査 

4-12 

第３節 調査の方針と措置 
 

１ 調査の方針 
 

これまでに整理した現状と課題を考慮し、本計画では次の３つの方針に基づき、

歴史文化資源の調査の取組を推進します。  

 

（１）未調査類型等の重点調査の実施 

本町では、歴史文化資源の把握状況に偏りがあることから、調査の不足する歴史

文化資源については、計画的な把握調査の実施を優先事項とします。ただし、現在の

調査体制では全てを同時に行うことはできないので、まずは現時点で把握調査が不

足している類型の中でも有形文化財（建造物）や無形の民俗文化財、記念物（動物・

植物・地質鉱物）のほか、伝承や信仰・祭事・イベント・特産品などの生活や産業と

の結び付きの強い歴史文化資源の把握調査に取組むこととします。あわせて、無形

文化財や有形の民俗文化財、文化的景観、伝統的建造物群、文化財の保存技術につい

ては、将来的な把握調査の実施に向けて調査計画を検討していきます。また、無形の

民俗文化財や有形文化財（建造物）、記念物（動物・植物・地質鉱物）については、

再調査もあわせて実施していきます。 

なお、今後把握調査を進める中で文化財指定等による保護が必要と判断されるも

のが見つかることも想定されるため、必要に応じて調査スケジュールの見直しを図

っていきます。 

 

（２）調査成果のデータベース化 

町史編纂
へんさん

時の調査等、過去に行った調査の成果を今後の調査や保存・活用に活かす

ため、既往調査成果を再整理し、データベース化を推進していきます。作成したデー

タースについては、新たに実施した把握調査や再調査、現況調査の成果等を踏まえ

て適宜更新していきます。 

 

（３）文化財の現状の的確な把握の推進 

把握調査から相当年数が経過している歴史文化資源も多いことから、把握済みの

文化財を適切に保存するため、定期的なパトロールを実施します。また、埋蔵文化財

包蔵地の実態を把握するための調査を実施します。  
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２ 調査の措置 
 

方針に基づく具体的な措置は次のとおりです。 

なお、歴史文化資源の調査に当たっては、町費、県費、国費（文化財補助金・デジ

タル田園都市国家構想交付金）、その他民間資金等を活用しながら進めていきます。 

さらに町では、平成27年（2015）に「小山町
おやまちょう

文化財保護基金条例」を制定し、

文化財保護基金を設置しました。この基金に「ふるさと寄附金（ふるさと納税）」に

より得た寄附金の一部（使途選択において文化財保護を選択したもの）を繰り入れ、

必要に応じて「ふるさと寄附金（ふるさと納税）」を活用しながら歴史文化資源の調

査を行います。 

 

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

 

（１）未調査分野等の重点的調査 

No 措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

１ 把握調査計画の検討  

無形文化財、有形の民俗文化財、文化

的景観、伝統的建造物群、文化財の保

存技術の把握調査の実施に向けた検

討及び情報収集を行う  

   ◎ 

生涯学習課 
 ○ ○ 

２ 
無形の民俗文化財等

の調査  

消滅する可能性のある無形の民俗文

化財や伝承などの再調査と詳細調査

の実施  

   ○ 

生涯学習課 
 ◎  

３ 特産品等の調査  
水
みず

掛
かけ

菜
な

・ワサビなどの特産品の歴史的

背景や、現在の生産から消費における

文化的側面の調査  

   

◎ 

生涯学習課 

農林課 

◎ ○  

４ 建造物調査  

橋梁、家屋、土木施設等の再調査及び

詳細調査の実施  

（鮎沢
あゆさわ

橋、花
はな

戸
ど

橋、阿多
あ だ

野
の

用水
ようすい

等）  

   
◎ 

生涯学習課 

建設課 

○ ○  

５ 天然記念物調査  

動物・植物・地質鉱物等の再調査及び

詳細調査の実施  

（鳥獣、水生生物、神
かん

縄
なわ

断層
だんそう

等）  

   

◎ 

生涯学習課 

農林課 
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（２）調査成果のデータベース化 

No 措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

６ 
文化財データベース

の構築と運用  

石造物、美術工芸品（絵画、彫刻、工

芸品、書跡・典籍、古文書、考古資料、

歴史資料）等のデータベースの構築  

   
◎ 

生涯学習課 
   

７ 
文化財データベース

の更新  

新たに実施した把握調査や再調査、現

況調査の成果に基づく、データベース

の更新  

   
◎ 

生涯学習課 
   

 

（３）文化財の現状の的確な把握の推進 

No 措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

８ 

定期的な文化財パト

ロールの実施による

現状把握 

枯死の可能性がある指定樹木等の最

新状況の確認など、保存・管理状況の

定期的な確認を行う 

   ◎ 

生涯学習課 
   

９ 
埋蔵文化財包蔵地の

把握 
試掘や確認調査の実施    

◎ 

生涯学習課 
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第４節 調査の体制 
 

１ 課題 
 

歴史文化資源の調査の実施は小山町
おやまちょう

教育委員会が中心となって行いますが、本町

では文化財類型ごとの専門職員は配置されていないことから、現状では職員のみで

の実践は困難な状況です。 

 

２ 方針 
 

そのため、文化財保護審議会の助言・提言や、地域のボランティア団体等の人材と

連携しながら、積極的な歴史文化資源の調査を実施していきます。実施にあたっては、

町民などが調査段階から関われるような調査手法を合わせて検討することで、限られ

た人材資源から最も効果的な成果が得られるよう、協力体制の構築を目指します。 

また、農業遺産や文化的景観など、文化財だけではなく、農業や都市計画などの知

見が必要となる分野については、都市整備課、商工振興課、観光スポーツ交流課、農

林課などの専門職員との連携を図りながら、把握調査を実施していきます。  

さらに、国、県、世界遺産センターをはじめ、教育・研究機関等との連携、専門の

調査機関への委託など、幅広い実施体制について検討し、効果的に推進していきます。 

 

３ 措置 
 

これらの取組の推進にあたっては、小山町
おやまちょう

文化財保護審議会を中心に、調査や進捗

管理、連携等の手法について検証を行うことで、体制の整備を図ります。  

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

No 措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

１  調査体制の整備 
文化財保護審議会を中心に調査の実

施体制、調査手法等を検討    
◎ 

生涯学習課  
〇 〇 〇 

２ 調査の実施 

文化財保護審議会を中心に調査の実

施と進捗管理を行うとともに、庁内各

課及び国、県、教育・研究機関等とも

連携を図り、調査体制の充実を図る 

   
◎ 

生涯学習課 
〇 〇 〇 
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第５章 歴史文化資源の保存・活用 

 

第１節 計画の基本理念と目指す方向性 
 

本町の歴史文化資源はこれまで活用が一部にとどまっていた背景があります。し

かしながら、近年文化財を含む歴史文化資源はインバウンド等も含めた観光産業に

とって非常に重要なものであり、富士山
ふ じ さ ん

の世界文化遺産登録、近代産業遺産への注目

の高まりなどを背景に、本町の歴史文化も観光産業の発展に大きく貢献する可能性

を秘めています。 

さらに、地域の歴史文化資源は住民にとって地域の「誇り」や「自慢」など、心の

拠り所となりうるものであり、歴史文化資源を活用した教育やまちづくりの取組み

も非常に重要なものです。 

一方、本町の歴史文化資源は、担い手・後継者不足等により、継承が困難となって

います。今後は、地域と密接に関係する歴史文化資源の価値を再評価し、行政、所有

者、地域、民間企業等の団体が協力し、適切な保存に努めるとともに、積極的に保

存・活用することが求められます。このようななか、町政の基本理念ともいえる『小山
お や ま

町
ちょう

民
みん

憲章
けんしょう

』では、以下のような考え方を掲げています。  
 

わたくしたちは、富士
ふ じ

のもと 水と緑にめぐまれていることに誇りをもち、 

金太郎
き ん た ろ う

のように、健康で、明るい、ゆたかな町づくりをすすめます。 
 

一、めぐまれた自然を愛し、美しいまちをつくります。 

一、きまりを守り、安全で、住みよいまちをつくります。 

一、のびゆく力を育て、文化の薫り高いまちをつくります。 

一、働くことによろこびをもち、健康なまちをつくります。 

一、たがいに助け合い、親切で、あたたかいまちをつくります。 

 

町民憲章に掲げられたこれらの指針は、文化財の保存と活用により目指す小山町
おやまちょう

の姿に通じるものです。本計画は、町民憲章で掲げる理念を、文化財の保存と活用を

通して体現することを目指し、憲章の理念と各条文を踏まえ、本計画の理念と目指

す方向性を次のように定めます。 
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町民憲章の条文  本計画で目指す方向性 

・めぐまれた自然を愛し、美しい

まちをつくります。  

・きまりを守り、安全で、住みよ

いまちをつくります。  

・のびゆく力を育て、文化の薫り

高いまちをつくります。  

・働くことによろこびをもち、健

康なまちをつくります。  

・たがいに助け合い、親切で、あ

たたかいまちをつくります。  

 

 富士山
ふ じ さ ん

の景観や豊かな農村環境、貴重な植物など

を大切にし、後世へ継承していきます。  

 文化財保護法や文化財保護条例を遵守し、大切な

歴史文化を守っていきます。  

 体験や学習など、歴史文化とふれあう機会を創出

し、歴史文化の薫るまちを目指します。  

 富士
ふ じ

紡
ぼう

や農業遺産などの歴史を学び、健康や生き

がいづくり、産業の発展へ活用します。 

 多様な主体が助け合い、協力することで、歴史文化

の保存・活用に取組みます。  

 

 

 

 

 

また、本計画ではこれら「目指す方向性」を実現するための具体的な取組（措置）

を定めるにあたり、「保存」、「活用」、そして保存・活用を確実かつ円滑に進めるため

の「体制・支援」の３つの視点から基本方針を整理することとします。基本方針の具

体的な内容は第２節に示します。 

 

  

小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画の基本理念 
 

わたしたちは、恵まれた自然環境に育まれた小山
お や ま

の歴史文化に誇りをもち、 

歴史文化の継承、体験や学習、にぎわいづくりを通じて、 

金太郎
きんたろう

のように、健康で、明るい、ゆたかな町づくりをすすめます。 

図5-1 町民憲章（小山町
おやまちょう

役場前） 
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第２節 保存・活用の基本方針 
 

本計画では、計画の基本理念と目指す方向性に基づき、次のとおり文化財の保存・

活用の基本方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目指す方向性 

 

基本理念 

 

 

 

 

わたしたちは、恵まれた自然環境に育まれた小山
お や ま

の歴史文化に誇りをもち、 

歴史文化の継承、体験や学習、にぎわいづくりを通じて、 

金太郎
きんたろう

のように、健康で、明るい、ゆたかな町づくりをすすめます。 

・富士山
ふ じ さ ん

の景観や豊かな農村環境、貴重な植物などを大切にし、後世へ継承していきます。 

・文化財保護法や文化財保護条例を遵守し、大切な歴史文化を守っていきます。 

・体験や学習など、歴史文化とふれあう機会を創出し、歴史文化の薫るまちを目指します。 

・富士
ふ じ

紡
ぼう

や農業遺産などの歴史を学び、健康や生きがいづくり、産業の発展へ活用します。 

・多様な主体が助け合い、協力することで、歴史文化の保存・活用に取組みます。 

基本方針 

Ⅱ 活用の方針（→第５章第３節） 

（１）ふれる（歴史文化資源と触れ合

う機会の創出） 

誰もが歴史文化資源とふれあう機会

を創出し、歴史文化の薫るまちを目

指します。 
 

（２）いかす（歴史文化資源を活用し

た産業発展、まちづくり） 

富士
ふ じ

紡
ぼう

の歴史や農業遺産などの歴史

を学び、活用し、健康や生きがいづ

くり、産業の発展を目指します。 

Ⅰ 保存の方針（→第５章第３節） 

（１）究める（歴史文化資源の発見・調

査・研究） 

新たな歴史文化資源の発見と調査、研究

に努めます。 
 

（２）つなぐ（歴史文化資源の継承） 

歴史文化資源とそれを取り巻く風致景観

を大切にし、後世へ継承します。 
 

（３）まもる（歴史文化資源の防災・防火・

防犯） 
歴史文化資源の防災・防火・防犯対策を進

めます。（詳細は第８章） 

保存・活用を支える体制と支援  

Ⅲ 体制・支援の方針 （→第５章第３節、及び第７章） 

（１）整える（助け合い、協力するための体制の整備） 

多様な主体が助け合い、協力するための体制を整備します。（詳細は第７章第１節） 
 

（２）支える（基盤整備や支援充実） 

歴史文化の保存・活用を進めるための支援充実を図ります。（詳細は第７章第２節）  



第５章 歴史文化資源の保存・活用 

5-4 

第３節 保存・活用の課題 
 

基本方針の実施にあたり、課題となる事項は次のとおりです。  
 

１ 保存の課題 
 

（１）「究める」ための課題 

①食文化をはじめとする無形の民俗文化財など、全体像の把握が十分に出来てい

ない歴史文化資源があります。 

②町史編纂
へんさん

時など、過去の調査で把握した有形文化財や記念物などの歴史文化資

源の中には、現在の所在について再確認できていないものや、学術的な評価が

十分にできていないものがあります。 

③これまでに把握調査や詳細調査を実施した有形文化財などの歴史文化資源につ

いて整理が十分に行われていません。 

④劣化やき損等の最新の状況が把握できていない歴史文化資源があります。また、

周知の埋蔵文化財の中には、試掘や確認調査の実施に至っていないものがあり、

適切な保存に向けた包蔵地の把握が不十分です。  
 

（２）「つなぐ」ための課題 

①過去に把握した無形の民俗文化財の中には、現在の実態が把握できていないも

のがあり、消滅の危機に瀕しているものや消滅してしまったものも存在する可

能性があります。 

②本町の歴史文化の理解では欠かせない歴史文化資源にもかかわらず、指定等に

よる保存に至っていないものがあります。  

③豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

などの建造物や天然記念物を始め、指定文化財や登録文化財の中には、

劣化やき損が報告されているものがありますが、現在の状況が十分に把握でき

ていないため、計画的な修理・整備が遅れているものがあります。 

④歴史文化資源の所有者の高齢化・担い手不足が進行していることから、将来的

な担い手の確保に向けた取組が必要です。  
 

（３）「まもる」ための課題 

①歴史文化資源の所有者・管理者の防災・防犯に対する継続的な意識啓発が必要

です。 

②歴史文化資源を災害から守るための防災・防犯設備の整備が不十分です。 
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２ 活用の課題 
 

（１）「ふれる」ための課題 

①歴史文化史資源の価値や魅力が町内外の人々に十分に理解されていません。  

②町民が地域と歴史文化資源の理解を深めるために、本物の文化財に触れる機会

の提供が必要です。 

③総合的な文化財情報の発信や歴史文化資源の価値や情報を発信するための看板

や案内表示が不十分です。 

④未公開のため、地域に知られていない歴史文化資源があり、住民に親しまれて

いません。 
 

（２）「いかす」ための課題 

①歴史文化資源が学校での地域学習の場として十分に活用しきれていません。  

②文化財の活用方法が限定的であるため、魅力を生かす多様な取組を充実させる

必要があります。 

③交流人口の拡大につなげるため、各地区に存在する歴史文化資源を活用したツ

アー等の開催が必要です。 

 

３ 体制・支援の課題 
 

（１）「整える」ための課題 

①歴史文化資源に興味・関心があり、保存・活用の担い手となることに意欲がある

町民の力を生かしきれていません。 

②行政における歴史文化資源の保存・活用に関わる人材が不足しています。 

③町民が歴史文化資源を知る機会が不足しているため、学習の場となる学校教育

や社会教育との連携が必要です。 

④災害時における歴史文化資源の取扱いに対応する体制が構築されていません。  
 

（２）「支える」ための課題 

①未指定の歴史文化資源を守るための仕組みについて検討が必要です。  

②所有者等による保存・管理が難しい歴史文化資源について、所有者等をサポー

トする仕組みが整っていません。 

③資料館や収蔵庫のような歴史文化資源の保存・活用の核となる施設が不足して

います。 
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第４節 保存・活用の実施方針 
 

１ 保存の方針 
 

（１）究める（歴史文化資源の発見・調査・研究） 

新たな歴史文化資源の発見と調査、研究に努めます。 
 

①歴史文化資源の把握調査実施に向けた検討を行ったうえで、祭事・イベントな

どの無形の民俗文化財や水
みず

掛
かけ

菜
な

やワサビなどの特産品の文化的側面に関連する

未調査の歴史文化資源について重点的な調査を実施します。  

②既往調査から時間の開いている歴史文化資源の再調査や詳細調査を推進します。 

③既往調査成果に基づき文化財データベースを作成することで調査、研究の基礎

とします。また新たな調査で得られた知見をもとにデータベースを更新してい

きます。 

④歴史文化資源の現状を的確に把握し、速やかな対応をするために、文化財パト

ロールを実施するとともに埋蔵文化財の試掘や確認調査を継続します。  

 

（２）つなぐ（歴史文化資源の継承） 

歴史文化資源とそれを取り巻く風致景観を大切にし、後世へ継承します。  
 

①祭事や芸能など消滅又は消滅の危機に瀕している無形の民俗文化財の洗い出しと

調査を行います。 

②詳細調査の結果、価値が認められ、指定等の条件が整った歴史文化資源につい

て、指定等による保存を推進します。 

③指定文化財や登録文化財については、劣化・き損状況を確認のうえ、詳細調査の

成果も踏まえた計画を立て、修理・整備を実施します。  

④将来的な担い手の確保につなげるため、学校教育における学習機会の創出を図

り、郷土愛の醸成による持続可能な歴史文化資源の継承体制の構築を目指しま

す。 

 

（３）まもる（歴史文化資源の防災・防火・防犯） 

歴史文化資源の防災・防火・防犯対策を進めます。  
 

①文化財所有者等の防災意識の維持・向上のため、歴史文化資源防災訓練を定期

的に実施します。 

②歴史文化資源を災害等から守るため、防災・防犯設備の充実に努めます。 
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２ 活用の方針 
 

（１）ふれる（歴史文化資源と触れ合う機会の創出） 

誰もが歴史文化資源とふれあう機会を創出し、歴史文化の薫るまちを目指します。 
 

①幅広い世代に対して理解を促すため、一般の人にもわかりやすい資料を用いて、

歴史文化資源に関する情報の発信力強化に努めます。  

②文化財講座の開催や学校教育での歴史文化資源の活用など、町民が直接歴史文

化資源に触れる機会の創出を図ります。 

③文化財データベースの公開と、来訪者が歴史文化資源を理解するための説明板

等の充実を推進します。 

④未公開歴史文化資源の一般公開など、歴史文化資源の所有者との連携した取組

を推進します。 

 

（２）いかす（歴史文化資源を活用した産業発展、まちづくり） 

富士
ふ じ

紡
ぼう

の歴史や農業関連の歴史文化資源を学び、活用し、健康や生きがいづくり、

産業の発展を目指します。 
 

①学校教育との連携を強化し、現地学習や出前講座、体験講座等の郷土学習の促

進に努めます。 

②豊門会館
ほうもんかいかん

や西洋館
せいようかん

等におけるコンサートやアート作品の展示をはじめとする文

化芸術振興イベントなど国登録有形文化財におけるユニークベニューの取組を

より一層推進します。 

③観光関係者と連携して、文化財ツアーの開催等を推進します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-2 アート作品展示会 

（豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

西洋館
せいようかん

） 
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３ 体制・支援の方針 
 

（１）整える（助け合い、協力するための体制の整備） 

多様な主体が助け合い、協力するための体制を整備し、歴史文化資源の保存・活

用の取組を促進します。 
 

①文化財ボランティアの育成や郷土史研究の人材の育成により、歴史文化資源の

魅力を守り伝える担い手を増やします。  

②文化財専門職員の育成等により、文化財保護行政の推進体制を強化します。文

化財専門職員の育成にあたっては、県や国との連携を十分に図ります。  

③教育の機会を創出のため、学校や公民館等との連携を推進します 。 

④発災時の連絡・連携体制を構築し、平時から備えます。 

 

（２）支える（基盤整備や支援充実） 

歴史文化の保存・活用を進めるための基盤整備や支援充実の取組を推進します。 
 

①現在、未指定の歴史文化資源に対する新たな保護の枠組みとして、町登録制度

の整備の必要性について検討します。 

②歴史文化資源の所有者をサポートするため、民間団体の活力を生かした文化財

保存活用支援団体の指定等について検討します。 

③歴史文化資源の保存・活用の核となる、収蔵庫や公開・学習施設の整備に向けた

取組を推進します。 
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第５節 保存・活用の措置 
 

第１節にて示した基本理念と基本方針に基づき、具体的な取組（措置）を次のとお

り設定します。 

保存・活用に当たっては、町費、県費、国費（文化財補助金・デジタル田園都市国

家構想交付金）、その他民間資金等を活用しながら進めていきます。 

さらに町では、未指定文化財や文化財周辺の設備を整備することを目的に、平成

27年（2015）に「小山町
おやまちょう

文化財保護基金条例」を制定し、文化財保護基金を設置

しました。この基金に「ふるさと寄附金（ふるさと納税）」により得た寄附金の一部

（使途選択において文化財保護を選択したもの）を繰り入れ、国登録有形文化財の

改修工事や国登録有形文化財の周辺の公園整備などを行いました。今後も必要に応

じて「ふるさと寄附金（ふるさと納税）」を活用しながら歴史文化資源の保存と活用

に努めていきます。 
 

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・黄色に着色されているものは、計画期間内において重点的かつ優先的に実施する取組

（詳細は5-13に記載） 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

 

１ 保存に関する措置 
 

（１）究める 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

1 

(再掲) 
① 

把握調査計画の

検討 

無形文化財、有形の民俗文化財、文

化的景観、伝統的建造物群、文化財

の保存技術の把握調査の実施に向け

た検討及び情報収集を行う 

   
◎ 

生涯学習課 
 ○ ○ 

2 

(再掲) 
① 

無形の民俗文化

財等の調査 

消滅する可能性のある無形の民俗文

化財や伝承などの再調査と詳細調査

の実施 

   
○ 

生涯学習課 
  ◎   

3 

(再掲) 
① 特産品等の調査 

水
みず

掛
かけ

菜
な

・ワサビなどの特産品の歴史

的背景や、現在の生産から消費にお

ける文化的側面の調査 

    

◎ 

生涯学習課 

農林課 

◎  ○    

4 

(再掲) 
② 建造物調査 

橋梁、家屋、土木施設等の再調査及

び詳細調査の実施 

（鮎沢
あゆさわ

橋、花
はな

戸
ど

橋、阿多
あ だ

野
の

用水
ようすい

等） 

    
◎ 

生涯学習課 

建設課 

○ ○   
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No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

5 

(再掲) 
② 天然記念物調査 

動物・植物・地質鉱物等の再調査及

び詳細調査の実施 

（鳥獣、水生生物、神
かん

縄
なわ

断層
だんそう

等） 

     
◎ 

生涯学習課 

農林課 

      

6 

(再掲) 
③ 

文化財データベ

ースの構築と運

用 

石造物、美術工芸品（絵画、彫刻、工

芸品、書跡・典籍、古文書、考古資料、

歴史資料）等のデータベースの構築 

   
◎ 

生涯学習課 
      

7 

(再掲) 
③ 

文化財データベ

ースの更新 

新たに実施した把握調査や再調査、

現況調査の成果に基づく、データベ

ースの更新 

   
◎ 

生涯学習課 
   

8 

(再掲) 
④ 

定期的な文化財

パトロールの実

施による現状把

握  

枯死の可能性がある指定樹木等の最

新状況の確認など、保存・管理状況の

定期的な確認を行う  

     ◎ 

生涯学習課 
      

9 

(再掲) 
④ 

埋蔵文化財包蔵

地の把握  
試掘や確認調査の実施     

◎ 

生涯学習課 
   

 ※No.1～9は、「第４章第３節２調査の措置」の再掲 

 

（２）つなぐ 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

2 

(再掲) 
① 

無形の民俗文化

財等の調査 

消滅する可能性のある無形の民俗文

化財や伝承などの再調査と詳細調査

の実施 

   
〇 

生涯学習課 
  ◎   

10 ② 
町文化財保護審

議会等の開催 

詳細調査を踏まえた文化財指定に向

けた審議の実施（町文化財保護審議

会） 

   
◎ 

生涯学習課 
      

11 ③ 
修理・整備に向

けた事前調査 

修理・整備を予定している歴史文化

資源について、劣化状況やき損箇所

等の現状調査 

     
◎ 

生涯学習課 
      

12 ③ 
修理・整備計画

の作成 

現状把握を踏まえ、修理や整備等を

行うための優先順位の検討、計画の

作成（国登録有形文化財や未指定の

建造物、駐車場、トイレ等の文化財周

辺施設） 

     
◎ 

生涯学習課 
      

13 ③ 
修理・整備の実

施 

№12 で作成した修理・整備計画に基

づき実施する 
   

◎ 

生涯学習課 
○ ○ ○ 

14 ③ 修理費の補助 
国、県、町指定等文化財の修理、整備

に対する経費の補助 
   

◎ 

生涯学習課 
      

15 ④ 

学校教育等にお

ける文化財の学

習 

郷土愛を醸成し、将来の担い手確保

につなげるため、学校教育での学習、

披露できる機会の創出 

   

◎ 

生涯学習課 

学校教育課 
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（３）まもる 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

16 ① 
文化財防火デー

等における訓練 

消防署や地域消防団との連携、定期

的な寺社・文化財建造物における防

災訓練の実施 

   
〇 

生涯学習課 

小山消防署 

◎ 〇   

17 ② 
防災・防犯設備

の拡充 

放水銃、耐火収蔵庫、防犯カメラ等の

防災・防犯施設を整備する 
     

〇 

生涯学習課 

小山消防署 

◎ 〇   
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２ 活用に関する措置 
 

（１）ふれる 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

18 ① 

わかりやすい冊

子・パンフレッ

トの作成 

地域ごとの歴史文化資源紹介冊子や

動画等の作成、内容の随時改訂 
    

◎ 

生涯学習課 
      

19 ② 
文化財講座の開

催 

町民に対し、年代別に歴史文化資源

を座学、現地、周辺散策等により学習

する機会の創出 

   
◎ 

生涯学習課 
◎ 〇 ◎ 

20 ② 

学校教育での文

化財の活用（地

域学習の促進） 

現地学習、出前授業等、体験講座（古

民具、出土遺物の貸し出し等）の実施 

本計画書を活用した学校教育におけ

る調べ学習の推進 

   

○ 

生涯学習課 

学校教育課 

◎ 〇   

21 ② 
文化財イベント

の実施 

町内外の来訪者に対するパンフレッ

ト作成、講座の開催、公開イベントの

開催、修理・整備中の歴史文化資源の

公開 

   

〇 

生涯学習課 

観光交流課 

◎ 〇   

22 ③ 
文化財データベ

ースの公開 

文化財データベースを町 HP へ反映、

メディアを活用した公開 
   

◎ 

生涯学習課 
      

23 ③ 
サイン及び解説

板整備事業 
看板、案内標示、解説板の設置、修繕    

◎ 

生涯学習課 
      

24 ④ 
未公開文化財の

一般公開 

松村家
ま つ む ら け

住宅
じゅうたく

や秘仏等、未公開の歴史

文化資源の所有者との連携による見

学イベント等の開催 

    
〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

 

（２）いかす 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

20 

(再掲) 
① 

学校教育での文

化財の活用（地

域学習の促進） 

現地学習、出前授業等、体験講座（古

民具、出土遺物の貸し出し等）の実施 

本計画書を活用した学校教育におけ

る調べ学習の推進 

   

〇 

生涯学習課 

学校教育課 

◎ 〇   

25 ② 
文化芸術振興イ

ベントの実施 

芸術作品の展示やコンサート、茶会

等アートイベントの開催 
   

〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

26 ③ 
文化財ツアーの

開催 

町観光協会、観光業者、文化財ボラン

ティアガイド等との連携による歴史

文化資源巡りツアーやクアオルトウ

ォーキング、トレイルウォーキング

等の開催 

   

〇 

生涯学習課 

観光交流課 

◎ 〇 ◎ 
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３ 体制・支援に関する措置 
 

（１）整える 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

27 ① 
文化財ボランテ

ィアの育成 

ガイドボランティア等の養成講座の

開催 
   

◎ 

生涯学習課 
    〇 

28 ① 
郷土史研究の人

材育成 

町民、教職員、研究者を対象に、資料

提供、講座等を開催 
   

◎ 

生涯学習課 
〇 〇 〇 

29 ① 

地域で活動する

団体・個人との

連携 

文化財保護、伝承、維持管理を行う団

体、個人の抽出と連携、活用 
     

〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

30 ② 
文化財専門職員

の育成 

計画的な文化財専門職員の採用と育

成、専門職員の国・県等との人事交

流、研修会への積極的参加 

   
◎ 

生涯学習課 
      

19 

(再掲) 
③ 

文化財講座の開

催 

町民に対し、年代別に歴史文化資源

を座学、現地、周辺散策等により学習

する機会の創出 

   
〇 

生涯学習課 
◎ 〇 ◎ 

20 

(再掲) 
③ 

学校教育での文

化財の活用 

（地域学習の促

進） 

現地学習、出前授業等、体験講座（古

民具、出土遺物の貸し出し等）の実施 

本計画を活用した学校教育における

調べ学習の推進 

   
〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

31 ④ 
文化財パトロー

ル体制の構築 

地域ごと又は種別ごとに文化財パト

ロールを実施する体制の構築 
    

◎ 

生涯学習課 
      

32 ④ 

文化財レスキュ

ー、防災関係団

体との連携構築 

緊急時の連絡体制及び発災後の連携

体制の構築 
   

〇 

生涯学習課 
〇 〇   

 

（２）支える 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

33 ① 
町文化財登録制

度の検討 

町登録制度設立に向けての検討、必

要な場合は登録制度の整備 
     

〇 

生涯学習課 
      

34 ② 
支援団体指定の

検討 

文化財保存活用支援団体の指定の検

討 
    

〇 

生涯学習課 
      

35 ③ 
保存・活用の施

設整備 

収蔵庫、公開施設、研究施設、学習施

設の設置に向けての検討、整備 
    

〇 

生涯学習課 
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４ 重点的かつ優先的に実施する取組（リーディングプロジェクト） 
 

本計画の基本理念である「わたしたちは、恵まれた自然環境に育まれた小山
お や ま

の歴史

文化に誇りをもち、金太郎
きんたろう

のように、健康で、明るい、ゆたかな町づくりをすすめま

す。」を実現し、そして本計画の上位計画となる小山町
おやまちょう

第５次総合計画の基本施策で

ある「文化の薫るまち」の実現に向け、計画全体を牽引する役割を持つ「リーディン

グプロジェクト」を設定します。「リーディングプロジェクト」としては、本節の１

～３で示した各措置のうち、関連性の高い複数の措置を統括し、５つの事業区分に

整理して取り組むこととします。 

前節までに掲げた文化資源の保存・活用に関する措置のうち、新たな歴史文化資

源の発見、情報の整理、周知の一連の流れ、そして保存・活用の基盤を担う人材の育

成と拠点の整備について、多様な主体の連携により進めることを念頭に、次の措置

をリーディングプロジェクトに設定します。なお、本プロジェクトでは本町の歴史

文化の魅力と価値の向上を図るため、とくに未指定文化財を対象に積極的に取組む

だけでなく、横断的に関連づけながら、相乗的な効果が発揮できるよう進めます。 

 
 

地区 小山町
おやまちょう

全域 

期間 令和６～12 年度（2024～2030） 

内容 

①未調査分野の調査 

事業 No.2 無形の民俗文化財等の調査 

事業 No.3 特産品等の調査 

事業 No.4 建造物調査 

②資料整理事業 

事業 No.6 文化財データベースの構築と運用 

③周知事業 

事業 No.18 わかりやすい冊子・パンフレットの作成 

事業 No.20 学校教育での文化財の活用 

事業 No.23 サイン及び解説板整備事業 

④人材育成事業 

事業 No.27 文化財ボランティアの育成 

事業 No.30 文化財専門職員の育成 

⑤施設整備事業 

事業 No.17 防災・防犯設備の拡充 

事業 No.35 保存・活用の施設整備 
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第６章 歴史文化資源の一体的・総合的な保存と活用 

 

第１節 関連文化財群と保存活用区域の設定 
 

本計画では、本町の多様な歴史文化資源の関連性に基づき、一体的・総合的な保存

と活用を図ることで、歴史文化への理解を高めるとともに、その魅力の向上を図る

ことを目指します。具体的には、第３章にて整理した歴史文化の特徴をもとに、共通

の歴史性を持つものを「関連文化財群」として設定するとともに、空間的な一体性の

高いものを「文化財保存活用区域」として設定します。  

それぞれの設定の目的と考え方は次のとおりです。 
 

１ 関連文化財群の設定 
 

（１）関連文化財群設定の目的 

個々の歴史文化資源は、単体ではその価値を理解することや活用を図ることが難

しいことから、歴史文化の特徴をもとに、相互に密接に関連する歴史文化資源を関

連文化財群として設定します。 

関連文化財群の設定を通じて、町の歴史文化の特徴を町民等にわかりやすく伝え

るとともに、第５章にて示した基本理念、方針と措置をより効率的に実施すること

を目指します。 

 

（２）関連文化財群設定の考え方 

①小山町
おやまちょう

の歴史文化の特徴を象徴する、特定のテーマに基づくストーリーの構築が

可能な歴史文化資源を分類し、設定します。  

②関連文化財群を構成する歴史文化資源は、類型や指定・未指定に関わらず、小山町
おやまちょう

の歴史文化の特徴をよく表したものを対象とします。  

 

（３）関連文化財群の見直し 

今後の調査により新たな歴史文化資源が発見、あるいは価値が明確になることで、

関連文化財群への要素の追加や、新たなストーリーが見出される可能性があります。

そのような場合には、関連文化財群への要素の追加や、新たな関連文化財群の設定

等を検討し、必要に応じて計画の見直しを実施します。  
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富士山
ふ じ さ ん

への信仰と噴火との戦い 

紡績
ぼうせき

産業にみる小山
お や ま

の産業革命 

活火山富士山
ふ じ さ ん

と 

ともに生きるまち 

企業進出による 

小山
お や ま

の産業革命 

２ 文化財保存活用区域の設定 
 

（１）文化財保存活用区域設定の目的 

文化財保存活用区域とは、文化財が特定の地区に集中している場合に、その周辺

環境を含め当該文化財群を核として文化的な空間を創出するための計画区域です。  

多様な文化財が集中する区域を設定して保存・活用を図ることで、魅力的な空間

の創出につなげることを目的とします。 

 

（２）文化財保存活用区域設定の考え方 

①指定等文化財を含む本町の歴史文化資源が集積し、それらとその周辺地域を歴史

文化保存活用区域として設定します。 

②歴史文化資源を、まちづくりや観光振興に積極的に生かすことが期待される区域

を設定します。 

③歴史文化資源の保存・活用に、様々な人々の参加が期待される区域を設定します。 

 

（３）文化財保存活用区域の見直し 

今後の調査により、保存活用区域の区域内あるいはその周辺に新たな歴史文化資

源が見出される可能性があります。このような場合、構成要素の追加や保存活用区

域の範囲の変更などを検討し、必要に応じて計画の見直しを行います。  

 

３ 歴史文化の特徴との対応 
 

本計画では、第３章に掲げる歴史文化の特徴を踏まえ、次のとおり関連文化財群

と文化財保存活用区域を設定します。 

 

 

関連文化財群と保存活用区域 歴史文化の特徴 

足柄
あしがら

峠
とうげ

周辺保存活用区域 
歴史と伝説が息づく 

足柄
あしがら

峠
とうげ

 

多様な資源が

集中すること

から、区域と

して設定 

特定のテーマ

に関連する歴

史文化資源が

豊富であるこ

とから、群と

して設定 

図6-1 歴史文化の特徴と関連文化財群・保存活用区域の対応 

 

３ 

２ 

１ 
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第２節 関連文化財群 
 

１ 関連文化財群のストーリーと構成要素 
 

（１）富士山
ふ じ さ ん

への信仰と噴火との戦い 
 

富士山
ふ じ さ ん

は日本人にとって古来より信仰の対象として畏敬
い け い

されるとともに、数多くの

芸術作品にも取り上げられ、浮世絵など海外の芸術家にも大きな影響を与えてきまし

た。 

富士山
ふ じ さ ん

の山頂までを町域とする小山町
おやまちょう

は、活火山とされる富士山
ふ じ さ ん

の影響を受け続

け、時には畏怖
い ふ

の対象として、さらには信仰の対象として、そして地域の産業に欠か

せない資源として、ともに歴史を歩んできました。  

 

①関連文化財群のストーリー 

ここでは、「核となる構成要素」として「富士山
ふ じ さ ん

」や「須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

」、そしてそ

の起点である「冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

」や神社内の歴史文化資源などを設定しました。  

「富士山
ふ じ さ ん

」には、国指定の「特別名勝」と「史跡」があり、特別名勝は標高1,500

ｍ以上の山体が、史跡は冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

と五合目の古御嶽
こ み た け

神社
じんじゃ

から上方の登山道が

指定されています。またこの「冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

」と「須走口登山道
すばしりぐちとざんどう

」は世界文化遺産

の構成資産、構成要素としても登録されています。冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

には、享保
きょうほう

年間

（18世紀初め）の部材を使用した社殿や富士講
ふ じ こ う

の講元
こうもと

から寄進された石造物の他、

県指定の「冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

のハルニレ」、町指定の「冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の根
ね

上
あ

がりモミ」

「冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

のエゾヤマザクラ」といった天然記念物があります。その他、登山

道沿いの雲霧神社
くもきりじんじゃ

や御室
お む ろ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

等の神社や富士
ふ じ

登山に由来する石造物をはじめ、

町内には富士山
ふ じ さ ん

への信仰にまつわる歴史文化資源が多く存在します。神社から東

に400ｍほど離れた箇所には「伊奈
い な

神社
じんじゃ

」があり、宝永噴火で埋没した須走
すばしり

村
むら

を

はじめとする近隣の村々の再興に尽力した「伊奈
い な

半左衛門
は ん ざ え も ん

忠順
ただのぶ

」が祀られています。 

そして「その他の歴史文化資源」として、お札、版木、祭壇などの富士講
ふ じ こ う

に関す

る文化財や須走
すばしり

地区内に存在する石造物、鎌倉
かまくら

往還
おうかん

道
どう

跡
あと

などを設定しました。 

このように須走
すばしり

地区は、富士山
ふ じ さ ん

の信仰と噴火との戦いの歴史が詰まっています。

富士
ふ じ

登山の歴史については、富士山
ふ じ さ ん

の噴火が沈静化した12世紀頃から始まったと

され、世界文化遺産登録の年である平成25年（2013）をピークに、毎年約２万

人の登山者が須走口
すばしりぐち

を訪れています。近年では新型コロナウイルス感染症対策等

により登山者数は減少していましたが、回復傾向にあります。  
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表6-1 過去10年分の須走
すばしり

ルートの登山者数の推移 

年 
平成25年 

（2013） 

平成26年 

（2014） 

平成27年 

（2015） 

平成28年 

（2016） 

平成29年 

（2017） 

平成30年 

（2018） 

平成31年 

令和元年 

（2019） 

令和２年 

（2020） 

令和３年

（2021） 

令和４年

（2022） 

登山者数 36,508 31,626 23,122 20,277 23,475 26,696 20,215 － 6,411 12,621 

※1：出典：環境省統計データ 

※2：平成25年(2013)７月1日～８月31日、平成26年(2014)～令和３年(2021)７月10日～９月10日 

※3：令和２年(2020)は、新型コロナウイルスまん延防止のための閉山によりデータなし 

 

 

図6-2 須走
すばしり

ルートの登山者数の推移 

 

最初に須走
すばしり

が登山口としての存在が確認できる資料として、『懸仏
かけぼとけ

』があります。

これは、至
し

徳
とく

元年（1384）に富士浅間大菩薩
ふ じ せ ん げ ん だ い ぼ さ つ

に奉納された『懸仏
かけぼとけ

』が旧六合目か

ら出土したことから、須走口
すばしりぐち

から登山した導者がいたことがわかりました。また、

この導者が須走口
すばしりぐち

を訪れることで、須走村
すばしりむら

は収入を得ることができ、さらに、富士
ふ じ

山
さん

頂
ちょう

に投じられた賽銭
さいせん

を集める権利について、富士山本宮浅間大社
ふじさんほんぐうせんげんたいしゃ

が集めた後の

「二番拾い」の権利を須走村
すばしりむら

が有していました。 

須走口
すばしりぐち

から山頂を目指す登山者は、まず冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

に参拝してから登り始め

ます。遠方から来た人々は、須走
すばしり

村
むら

に一泊し、その間、身支度を整えたり、水垢離
み ず ご り

を行うなど身を清めたりして登山準備を行いました。また、下山者も疲れを癒すた

めに再度、御師
お し

住宅や旅籠
は た ご

に立ち寄ったことが宿帳
やどちょう

などからわかっています。 

このように須走村
すばしりむら

は須走口登山道
すばしりぐちとざんどう

の起点であり、駿河
す る が

と甲斐
か い

の国境でもあるた

め、東海道
とうかいどう

から甲斐
か い

へと続く鎌倉往還
かまくらおうかん

が通る交通の要衝として物資の運搬等でも

稼ぐことができた村でした。一方、須走村
すばしりむら

は標高が800ｍを超えることから農業

には不向きであり、田は１枚もなく、その状況は現在まで続いています。  

交通の要衝として、そして登山者の受け入れにより栄えてきた須走村
すばしりむら

ですが、宝
ほう

永
えい

４年（1707）の宝永噴火
ほうえいふんか

により壊滅しました。江戸時代の絵図によると、本通

りの両側に御師
お し

住宅や旅籠
は た ご

など、77軒の家々が立ち並んでいましたが、火山灰の

重さで潰れたり、火のついた火山灰が茅葺
かやぶき

屋根に乗って焼失してしまいました。
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26,696

20,215
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『滝口文書』によれば、須走村
すばしりむら

に積もった火山灰は一丈三尺余り（約４ｍ）と記録

が記されています。『須走
すばしり

村
むら

家並書上げ』等の絵図から火山灰に埋もれた当時の町

並みを再現すると図6-3のようになり、噴火の影響により焼失した家は37戸、潰

れた家は寺院も含めて39戸に及びました。 

 

図6-3 宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

当時の須走
すばしり

村
むら

の家並み（出典：小山町
おやまちょう

史
し

 ７巻） 
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この惨状により、須走村
すばしりむら

は幕府直轄領として復興が図られました。この復興の指

揮を執った人物が伊奈半左衛門忠順
い な は ん ざ え も ん た だ の ぶ

です。彼に関する資料は極めて少なく、その人

物を詳しく知ることは難しいですが、復興を成し遂げた人物として顕彰運動が行

われ、「伊奈神社
い な じ ん じ ゃ

」が建設されました。現代にもその業績が伝えられています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興を遂げた須走村
すばしりむら

には、再び富士講
ふ じ こ う

をはじめとする登山者が戻ってきました。

老中の柳沢
やなぎさわ

吉保
よしやす

が記した日記、『楽
らく

只
し

堂
どう

年
ねん

録
ろく

』には、噴火直後の砂に埋もれた須走
すばしり

村の様子が描かれています。 

砂に埋もれた状況については、令和元年度（2019）と令和４年度（2022）に

実施した須走
すばしり

地区
ち く

の発掘調査で、潰れた家屋だけでなく、擂鉢
すりばち

や急須
きゅうす

などの生活雑

器が発見されたことにより明らかになってきています。今後も新たな発見が予想

され、ますます噴火や人々の暮らしの様子が判明することが期待されます。  

その他にも、町内には鎌倉
かまくら

往還
おうかん

や馬車
ば し ゃ

鉄道
てつどう

などの交通関係の史跡や、富士山
ふ じ さ ん

をこ

よなく愛したスタール博士の碑などがあり、富士山
ふ じ さ ん

にまつわる様々な歴史を感じ

ることができます。 

 

 

 

  

図6-5 スタール博士
は か せ

の碑
ひ

 

図6-4 伊奈
い な

神社
じんじゃ

に建つ伊奈半
い な は ん

左
ざ

衛門
え も ん

忠順
ただのぶ

像 

図6-6 明治期の馬車
ば し ゃ

鉄道
てつどう
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②関連文化財群の構成要素 
名称等 分類 所有者等 指定等 備考 場所 

特別
とくべつ

名勝
めいしょう

富士山
ふ じ さ ん

 名勝地 
国 ・ 富士山

ふ じ さ ん

本宮
ほんぐう

浅間
せんげん

大社
たいしゃ

 
国指定 馬返

うまがえ

しより上方の山体 

富士山
ふ じ さ ん

 

史跡
し せ き

富士山
ふ じ さ ん

 遺跡 
国・ 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 
国指定 

富士山八合目以上の山

頂部、冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

、

須走
すばしり

口
ぐち

五合目の古
こ

御嶽
み た け

神社
じんじゃ

より上方の登山道 

日向
ひ な た

遺跡
い せ き

 遺跡 町 未指定 宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

で埋没した家

屋及び生活雑器が発見 

富士講
ふ じ こ う

に関する文化財

（お札、版木、祭壇） 

美 術 工 芸

品 
 未指定  

御師
お し

関連文化財

（富士講
ふ じ こ う

御師
お し

家跡） 
遺跡  未指定  

スタール博士
は か せ

の碑 建造物 個人 未指定  

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

殿
でん

 建造物 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 町指定 享保
きょうほう

3年（1718）に再建

された社殿が現存 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

境内 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

のハルニ

レ 
植物 冨士

ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 県指定 幹廻り4m、樹高24.5m 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

のエゾヤ

マザクラ 
植物 冨士

ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 町指定 
本州南限のエゾヤマザ

クラ 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の根
ね

上
あ

が

りモミ 
植物 冨士

ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 町指定 
宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

の火山灰の流

亡により根上がりとな

った。 

須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

 遺跡 国・冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

 国指定 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

が起 点と

なり、山頂に至る 

須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

 
お中 道

ちゅうどう

 遺跡  未指定 
本七合目周辺に一部残

存 

巡礼
じゅんれい

路
ろ

 遺跡  未指定 
足柄
あしがら

峠
とうげ

からきやり地蔵

を通過し、須走
すばしり

へ 

みちしるべ 遺跡  未指定 ふじみちの道標 

雲霧神社
くもきりじんじゃ

 遺跡 雲霧神社
くもきりじんじゃ

 未指定 須走
すばしり

口
ぐち

五合目より下方

の登山道沿い 

須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

沿いの神社 

御室浅間神社
おむろせんげんじんじゃ

 遺跡 御室浅間神社
おむろせんげんじんじゃ

 未指定 
須走
すばしり

口
ぐち

五合目より下方

の登山道沿い 

社殿倒壊 

古御嶽神社
こみたけじんじゃ

社殿 建造物 古
こ

御嶽
み た け

神社
じんじゃ

 未指定 須走
すばしり

口
ぐち

五合目 

胎内神社
たいないじんじゃ

社殿 建造物 胎内
たいない

神社
じんじゃ

 未指定 須走
すばしり

口
ぐち

本六合目 

迎久須志之神社
むか えくすしのじ んじゃ

社殿 建造物 迎久須志之
む か え く す し の

神社
じんじゃ

 未指定 須走
すばしり

口
ぐち

九合目 

久須志
く す し

神社
じんじゃ

社殿 建造物 久須
く す

志
し

神社
じんじゃ

 未指定 須走
すばしり

口
ぐち

山頂 

伊奈神社
い な じ ん じ ゃ

社殿 建造物 伊奈
い な

神社
じんじゃ

 未指定 伊奈
い な

半
はん

左
さ

衛門
え も ん

忠
ただ

順
のぶ

を 祀

る 
須走
すばしり

 
鎌倉
かまくら

往還
おうかん

 遺跡  未指定  

馬車
ば し ゃ

鉄道
てつどう

 遺跡  未指定  
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図6-7 構成要素の分布 
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（２）紡績
ぼうせき

産業にみる小山
お や ま

の産業革命 
 

明治の終わり頃、東海道
とうかいどう

線
せん

（現JR御殿場
ご て ん ば

線
せん

）の開通を契機に富士紡
ふ じ ぼ う

が創業したこと

で、小山
お や ま

町
ちょう

は転換期を迎えました。戦争や震災などの苦難を乗り越えながらも町と

共に大きく成長していくことで、小山
お や ま

に革命をもたらしたといえます。 

現在も豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

周辺には、登録有形文化財（建造物）をはじめとした関連する文化

財が多く残され、その歴史にふれることができます。 

 

①関連文化財群のストーリー 

東海道
とうかいどう

線
せん

（現JR御殿場
ご て ん ば

線
せん

）の開通を契機に、本町の前身となる駿東郡
すんとうぐん

菅沼
すがぬま

村
むら

の地

に、箱根
は こ ね

・富士
ふ じ

山系
さんけい

から湧き出る豊富な水を利用した紡績
ぼうせき

工場の建設が「水力組
すいりょくぐみ

」

により計画され、明治29年（1896）３月に富士紡績株式会社
ふじぼうせきかぶしきがいしゃ

が設立されました。 

富士紡
ふ じ ぼ う

の操業後、工場付近の須川
す か わ

に水力発電所が建設されました。しかし営業開始

後も業績不振に見舞われ、事業は深刻な状態にありました。このような中、富士紡
ふ じ ぼ う

設

立の発起人の一人である森村市左衛門
もりむらいちざ えもん

の尽力により、和田
わ だ

豊治
と よ じ

が招
しょう

聘
へい

されました。

和田
わ だ

の様々な経営体制の改革によって業績回復を果たすことができました。  

明治31年（1898）に落成した第一工場（綿糸）、第二工場（絹糸）を皮切りに、

明治40年（1907）には第三工場（綿紡績）、明治42年（1909）には第４工場（綿

紡績）が完成し大正期には小山
お や ま

第五工場（綿織布）など、各地で工場を建設・拡張し、

合併や社名変更などを経て発展を遂げました。  

その後、大正12年（1923）に発生した関東大震災による被災、昭和20年（1945）

の空襲被害などからの復興を経て、現在に至っています。  

一方、工場北方の藤曲
ふじまがり

の丘の上には豊門会館
ほうもんかいかん

が位置しています。これは富士紡
ふ じ ぼ う

の

従業員並びに地域住民の教育・保健・慰安等の場を提供する目的で大正14年（1925）

に建築されたものです。現在、敷地内の豊門会館
ほうもんかいかん

和館
わ か ん

、豊門会館
ほうもんかいかん

洋館
ようかん

、豊門公園
ほうもんこうえん

西洋館
せいようかん

、

豊門公園
ほうもんこうえん

正門
せいもん

、豊門公園
ほうもんこうえん

噴水泉
ふんすいせん

、豊門公園
ほうもんこうえん

和田君遺悳碑
わ だ く ん い と く ひ

が国登録有形文化財に登録さ

れ、多くの来訪者にその歴史を伝えています。 

また、当時工場の門前にあった橋を架けかえるにあたり、森村
もりむら

市左衛門
い ち ざ え も ん

の功績に感

謝の意を示すとともに後世に伝えることを目的に、完成した橋は「森村橋
もりむらばし

」と命名さ

れました。日本人が設計・製作したトラス橋としては初期の遺構で、現在は国登録有

形文化財に登録され、橋上はコンサートなど様々なイベントに活用されています。 

関連文化財群の「核となる構成要素」としては、国登録有形文化財の「豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

」

や「豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

西洋館
せいようかん

」などの豊門
ほうもん

公
こう

園
えん

内の歴史文化遺産や、同じく国登録有形文化財

の「森村
もりむら

橋
ばし

」があります。 

また、その他の関連する歴史文化資源として、現在も残る「富士紡
ふ じ ぼ う

旧事務所
きゅうじむしょ

」や発

電所、富士紡
ふ じ ぼ う

従業員が使用した「鮎沢
あゆさわ

橋
ばし

」などがあります。 
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②関連文化財群の構成要素 

名称等 分類 所有者等 指定等 備考 

豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

（ 旧
きゅう

和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

家
け

住宅
じゅうたく

）和館
わ か ん

 
建造物 小山町

おやまちょう

 国登録 明治42年（1909）に建設された和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

の

住宅を大正14年（1925）に現在地へ移設 

豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

（ 旧
きゅう

和田
わ だ

豊治
と よ じ

家
け

住宅
じゅうたく

）洋館
ようかん

 
建造物 小山町

おやまちょう

 国登録 
和館部分と内部で繋がる。玄関、洋間、サ

ンルームが残存。 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

西洋館
せいようかん

（ 旧
きゅう

豊
ほう

門
もん

青年
せいねん

学校
がっこう

） 
建造物 小山町

おやまちょう

 国登録 昭和５年（1930）建設。旧豊門
ほうもん

青年
せいねん

学校
がっこう

。 

豊門公園
ほうもんこうえん

正門
せいもん

 建造物 小山町
おやまちょう

 国登録 
大正14年（1925）建設。鉄筋コンクリート、

モルタル洗い出し。 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

噴水
ふんすい

泉
せん

 建造物 小山町
おやまちょう

 国登録 昭和初期に建設。 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

和田
わ だ

君遺悳碑
く ん い と く ひ

 建造物 小山町
おやまちょう

 国登録 
大正14年（1925）建設。 

意匠は朝倉
あさくら

文夫
ふ み お

。篆額は渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

。 

六合
ろくごう

山荘
さんそう

 建造物 小山町
おやまちょう

 未指定 旧富士
き ゅ う ふ じ

紡績
ぼうせき

工場長住宅 

富士
ふ じ

紡
ぼう

旧事務所
きゅうじむしょ

 建造物 富士
ふ じ

紡
ぼう

ホ ー ル

ディングス 
未指定  

水力発電事業に関わる

もの 
遺跡  未指定 

旧富士
き ゅ う ふ じ

電力
でんりょく

発電所（菅沼
すがぬま

・須川
す か わ

・生土
い き ど

）、

天神原
てんじんばら

貯水池、阿多野
あ だ の

貯水池、水路網 

鮎沢
あゆさわ

橋
ばし

 建造物 富士
ふ じ

紡
ぼう

ホ ー ル

ディングス 
未指定 

明治40年（1907）建設。旧富士
き ゅ う ふ じ

紡績
ぼうせき

工場と

社員寮を結ぶ橋として鮎沢
あゆさわ

川
がわ

に架かる。 

森村
もりむら

橋
ばし

 建造物 小山町
おやまちょう

 国登録 

明治39年（1906）建設。 

鋼製プラットトラス橋。 

令和２年（2020）土木学会田中賞受賞。 
 

 

図6-8 工場と社員寮をつなぐ鮎沢
あゆさわ

橋
ばし

 

図6-10 復原前の森村
もりむら

橋
ばし

 図6-11 復原後の森村
もりむら

橋
ばし

 

図6-9 大正７年当時の森村
もりむら

橋
ばし
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図6-12 構成要素の分布 
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２ 関連文化財群の保存活用計画 
 

ここでは、関連文化財群の保存・活用により、歴史文化の特徴を町民等にわかりや

すく伝えるとともに、本計画の基本理念を実現するための現状と課題・方針・措置を

整理します。 

なお、体制・支援の取組については第５章に記載した内容と重複するため、本章で

は割愛します。 

 

（１）富士山
ふ じ さ ん

への信仰と噴火との戦い 
 

ア 現状と課題 

【保存の現状と課題】 

①富士山
ふ じ さ ん

に関する歴史文化資源のうち、神社や富士講
ふ じ こ う

に関する資料など調査が不

十分なものがあります。 

②伝承や古文書など、富士山
ふ じ さ ん

に関連する歴史文化資源の保存や防災に対する取組

が不足しています。 

③冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

敷地内には、県・町指定の天然記念物をはじめとする歴史文化資源

がありますが、個々の特性にあわせた保存措置が不十分です。  

④富士山
ふ じ さ ん

は世界文化遺産としての来訪者のみならず登山等による観光利用が盛ん

であり、特別名勝及び史跡内で様々な行為が予想されますが、保存のためには適

切な対応が求められます。 

 

【活用の現状と課題】 

①学習教材の充実や教育活動の実施など、富士山
ふ じ さ ん

に関する歴史文化資源の価値の

情報発信・周知、活用が不十分です。また、地域学習にも生かしきれていません。 

②富士
ふ じ

登山の拠点ともなる冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

において、資料館の活用が十分にできて

いません。 

 

イ 方針 

【保存の方針】 

①富士山
ふ じ さ ん

に関連する歴史文化資源の全体像の把握と価値付けのための各種調査を

実施します。 

②富士山
ふ じ さ ん

に関連する歴史文化資源の保存に向けて、目録作成やデジタル化、防災対

策を強化します。 

③冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

内の歴史文化資源の継承促進のため、歴史文化資源の内容に応じ

た維持・管理などの保存の取組を推進します。 
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④特別名勝富士山
ふ じ さ ん

保存管理計画や史跡富士山
ふ じ さ ん

保存管理計画に基づく指定文化財の

適切な取扱いを周知するとともに、法的手続きが発生する場合は確実な処理を

行います。 

 

【活用の方針】 

①歴史文化資源を理解するための施設整備、学校教育や社会教育の機会の提供、情

報発信を推進します。 

②冨士浅間神社
ふじせんげんじ んじゃ

資料館における資料収集の促進や資料館の周知と活用、定期的な

展示の更新や企画展の開催、ガイドの配置などの機能強化を推進します。  

 

ウ 措置 
 

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

 

【保存に関する措置】 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

A1 ① 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

建造物調

査 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の所有する古文書及び建

造物の詳細調査 
     

〇 

生涯学習課 
◎     

A2 ① 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

埋蔵文化

財調査 

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

の整備や活用に向けた埋

蔵文化財調査 
     

〇 

生涯学習課 
◎     

A3 ① 
古文書・埋蔵文化財調

査 

宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

前の町並みを解明するための

須走
すばしり

地区における古文書及び埋蔵文化

財調査 

     
〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

A4 ① 御師
お し

に関する総合調査 
御師
お し

住宅に関する把握調査及び詳細調

査（古文書・家屋・什器
じゅうき

・祭具類） 
     

〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

A5 ① 富士山
ふ じ さ ん

登山道調査 

平成27年度から実施してきた登山道詳

細調査の継続。主に五合目以上の未調

査部分を中心に実施（籠坂
かごさか

峠
とうげ

含む） 

     
◎ 

生涯学習課 
      

A6 ① 富士
ふ じ

山
さん

山体調査 
自然分野（火山、動物、植物）と社会分

野（山小屋、工作物）等の調査 
     

〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

A7 ① 富士山
ふ じ さ ん

周辺域石造物調

査 

石造物の実態把握と記録保存、価値の

高いものの文化財指定の検討 
     

◎ 

生涯学習課 
      

A8 ① 鎌倉
かまくら

往還
おうかん

道
どう

調査 
古文書及び埋蔵文化財調査、ルート設

定（足柄
あしがら

峠
とうげ

からの古道調査） 
     

◎ 

生涯学習課 
      

A9 ① 民間伝承調査 

富士山
ふ じ さ ん

に 関 わ る 伝 承 等 の 把 握 調 査

（御師
お し

に関係する有形民俗文化財含

む） 

     
◎ 

生涯学習課 
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No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

A10 ① 宗教行事の把握と保存 映像記録・冊子の刊行      
〇 

生涯学習課 
◎     

A11 ② 古文書のデジタル化 
町史編纂

へんさん

時に作成した目録をもとに新

たな古文書の洗い出しとデジタル化を

実施 

     
◎ 

生涯学習課 
      

A12 ② 防災設備設置事業 放水銃の設置、耐火収蔵庫の充実      

○ 

生涯学習課 

小山消防署 

◎     

A13 ② 防災訓練 
神社の他に地区、学校関係者も参加し

た防災訓練の実施 
     

〇 

生涯学習課 

小山消防署 

◎ 〇   

A14 ③ 樹木保存事業 
指定文化財を含む天然記念物の定期的

な剪定と消毒 
     

〇 

生涯学習課 
◎     

A15 ④ 
国指定文化財の現状変

更 

富士
ふ じ

登山者を計測するカウンターの設

置、富士山
ふ じ さ ん

保全協力金等徴収小屋の仮

設、コンテナボックスの仮設、携帯電話

基地局アンテナの設置等に対する文化

財保護法に基づく手続きの実施 

   
◎ 

生涯学習課 
〇 〇 〇 

A16 ④ 
保存管理連絡協議会等

の開催 

特別名勝富士山
ふ じ さ ん

及び史跡富士山
ふ じ さ ん

保存連

絡協議会にて関係者と情報共有を図

る。須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

関係者が出席する「夏

山登山打合せ会」等で、文化財保護法の

遵守について周知する。 

   

◎ 

生涯学習課 

観光交流課 

〇 〇 〇 

 

【活用に関する措置】 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

A17 ① 
サイン及び解説板整備

事業 
構成資産及び須走

すばしり

地区のサイン標示の

充実 
     

〇 

生涯学習課 
◎     

A18 ① 
学校教育における地域

学習 

児童、生徒、教員に対し、学習する機会

の設定 
     

〇 

生涯学習課 

学校教育課 

◎     

A19 ① 歴史文化資源学習講座 
町民向け講座、観光者向け講座、ガイド

講座の実施 
     

◎ 

生涯学習課 
   

A20 ① 解説冊子刊行事業 パンフレット、小冊子、解説本の刊行      
〇 

生涯学習課 
◎     

A21 ① 
フィルムコミッション

活動 

歴史文化資源を舞台とした撮影等の積

極的な誘致 
     

○ 

生涯学習課 
    ◎ 

A22 ② 資料収集事業 冨士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

や富士山
ふ じ さ ん

に関する資料の

収集 
     

○ 

生涯学習課 
◎     

A23 ② 企画展開催 
資料館の定期的な展示替え、企画展の

開催 
     

○ 

生涯学習課 
◎     

A24 ② 
学芸員・ガイド等の採

用 

資料館や教育委員会等への専門職員の

配置、資料の活用 
     

○ 

総務課 
◎   〇 
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エ 重点的かつ優先的に実施する取組（リーディングプロジェクト） 
 

ここでは、関連文化財群の保存活用計画の推進のため、事業を牽引する役割を持

つ「リーディングプロジェクト」を設定します。「リーディングプロジェクト」とし

ては、前項で示した各措置のうち、関連性の高い複数の措置を統括し、５つの事業区

分に整理して取組むこととします。 

本関連文化財群では、拠点となる須走
すばしり

地区
ち く

における歴史文化資源の総合調査のほ

か、歴史文化資源の核となる富士山
ふ じ さ ん

や富士
ふ じ

浅間
せんげん

神社
じんじゃ

に関する調査を推進します。ま

た、地域や所有者との連携のもと、富士
ふ じ

登山と紐づいたウォーキング事業などを重

点的かつ優先的に実施していきます。 

関連文化財群の中で未調査や保護にあたって緊急性の高いものについては、優先

的に取組を実施していきます。 

 

地区 須走
すばしり

地区
ち く

 

期間 令和６～12年度 

内容 

複数の事業を一体的に実施することで、効率的な事業推進につな

げるため、５項目の事業区分を設定します。 

①須走
すばしり

地区
ち く

総合調査 

・古文書調査（関連事業No.A1、A8、A11） 

・埋蔵文化財調査（関連事業No.A2、A3、A8） 

・御師
お し

関連民俗調査（関連事業No.A4、A9） 

②冨士浅間神社
ふ じ せ ん げ ん じ ん じ ゃ

総合調査 

・建造物調査（関連事業No.A1） 

・古文書調査（関連事業No.A1） 

・埋蔵文化財調査（関連事業No.A2） 

③各種調査 

・登山道調査（関連事業No.A5） 

・石造物調査（関連事業No.A7） 

・自然分野（火山、動物、植物等）調査（関連事業No.A6） 

・社会分野（山小屋、工作物等）調査（関連事業No.A6） 

④資料整理事業 

・資料整理（関連事業No.A11） 

・デジタル化（関連事業No.A11） 

⑤周知事業 

・パンフレット、小冊子等作成（関連事業No.A20） 

・冨士浅間神社
ふ じ せ ん げ ん じ ん じ ゃ

資料館の有効活用（関連事業No.A22、A23、A24） 

・サイン及び説明看板の設置、更新（関連事業No.A17） 

・クアオルトウォーキング、トレイルウォーキングの実施（関連

事業No.26（第５章）） 
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（２）紡績
ぼうせき

産業にみる小山
お や ま

の産業革命 
 

ア 現状と課題 

【保存の現状と課題】 

①富士紡
ふ じ ぼ う

や富
ふ

士
じ

電力
でんりょく

に関連する歴史文化資源や歴史について、過去の調査内容の

取りまとめと、調査が不足しているものの詳細調査が必要です。  

②創業時から戦前までの社内文書についてはデジタル保存がされていますが、歴

史資料の中には、資料の劣化が懸念されているものの、デジタル化による保存

が未実施のものがあります。 

③継承に向け、建造物の計画的な維持管理や体制の整備、防災設備の充実、防災訓

練などの防災対策が不十分です。 

 

【活用の現状と課題】 

①富士
ふ じ

紡
ぼう

等に関連する文書、建造物などの歴史文化資源の価値の周知と活用に向

け、周辺のサイン整備や解説資料の充実、学校教育や社会教育等と連携した学

習機会の提供が必要です。また、フィルムコミッションの活動が歴史文化資源

の活用に生かしきれていません。 

②豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

の多面的な活用が不足しているだけでなく、西洋館
せいようかん

の展示内容の定期

的な更新がなされていないため、展示内容の充実や企画展の開催、専門職員の

配置やガイドの確保など維持管理に必要な人材の確保が必要です。 

 

イ 方針 

【保存の方針】 

①富士
ふ じ

紡
ぼう

等に関連する歴史文化資源の取りまとめを行うとともに、価値の解明に

向けた調査を実施します。 

②富士
ふ じ

紡
ぼう

等に関連する歴史文化資源の保存に向けてデジタル保存を実施します。 

③建造物の計画的な維持管理を実施するとともに、放水銃や耐火収蔵庫等の防災

設備の充実、防災訓練などの防災への取組を実施します。  

 

【活用の方針】 

①富士紡
ふ じ ぼ う

等に関する歴史文化資源を理解するためのサイン整備などの環境整備、

学習機会の提供、多様な媒体を用いた情報発信、フィルムコミッション活動など

を推進します。 

②豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

におけるイベント開催やガイドの配置などの多面的な活用や、富士紡
ふ じ ぼ う

や和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

等に関する資料収集を充実させ、西洋館
せいようかん

２階の展示機能の強化を推

進します。 
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ウ 措置 
 

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

 

【保存に関する措置】 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

B1 ① 富士紡
ふ じ ぼ う

関係歴史

文化資源調査 

富士紡
ふ じ ぼ う

や富
ふ

士
じ

電力
でんりょく

の進出から小山町
おやまちょう

の

成立、衰退までの聞き取り、関連文書に

よる調査、既往調査成果の取りまとめ 

     
◎ 

生涯学習課 
    〇 

B2 ① 森村
もりむら

橋
ばし

調査 
建設から復原工事完了までの報告書を作

成 
     

◎ 

生涯学習課 
    〇 

B3 ① 
豊門
ほうもん

会館
かいかん

・西洋
せいよう

館
かん

等調査 

建設から復原工事完了までの報告書を作

成（六合
ろくごう

山荘
さんそう

含む） 
     

◎ 

生涯学習課 
    〇 

B4 ① 鮎沢
あゆさわ

橋
ばし

調査 
鮎沢
あゆさわ

橋
ばし

の指定も視野に入れた詳細調査の

実施 
     

◎ 

生涯学習課 
    〇 

B5 ② 
古文書のデジタ

ル化 
町史編纂

へんさん

時の目録等から富士紡
ふ じ ぼ う

関連文書

（図面含む）の洗い出しとデジタル化 

     
◎ 

生涯学習課 
    〇 

B6 ③ 
建造物の修理計

画策定 
森村
もりむら

橋
ばし

、豊門
ほうもん

会館
かいかん

、西洋館
せいようかん

の修理、更新計

画を策定し、計画的な維持管理を実施 
     

◎ 

生涯学習課 
      

B7 ③ 豊門
ほうもん

公園
こうえん

維持管

理事業 

豊門
ほうもん

公園
こうえん

の庭木の剪定と消毒、建造物の

修繕 
     

◎ 

生涯学習課 
      

B8 ③ 
防災設備設置事

業 
放水銃の設置、耐火収蔵庫の充実      

◎ 

生涯学習課 

小山消防署 

      

B9 ③ 防災訓練 
地区、学校関係者も参加した防災訓練を

実施 
     

◎ 

生涯学習課 

小山消防署 

      

 

【活用に関する措置】 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

B10 ① 
文化財周辺環境

整備事業 

周辺道路への案内標示の設置、園内の解

説板の設置と定期的な更新、周遊道等の

整備 

     
◎ 

生涯学習課 
      



第６章 歴史文化資源の一体的・総合的な保存と活用 

6-18 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

B11 ① 
サイン及び解説

板等整備事業 
森村
もりむら

橋
ばし

や豊門
ほうもん

会館
かいかん

、西洋館等のサイン標

示・ライトアップ等を充実 
     

◎ 

生涯学習課 
      

B12 ① 
学校教育におけ

る地域学習 

児童、生徒、教員に対し、学習する機会の

設定 
     

◎ 

生涯学習課 

学校教育課 

      

B13 ① 
地域遺産学習講

座 

町民向け講座、観光者向け講座、ガイド

講座を実施 
     

〇 

生涯学習課 

観光交流課 

◎ 〇   

B14 ① 
解説冊子等刊行

事業 

富士紡
ふ じ ぼ う

に関するパンフレット、小冊子、

解説本の刊行。HPやメディアを活用した

周知活動 

     
◎ 

生涯学習課 
      

B15 ① 
フィルムコミッ

ション活動 

歴史文化資源を舞台とした撮影の積極的

な誘致 
     

○ 

生涯学習課 

地域振興課 

    ◎ 

B16 ② （仮称）富士紡
ふ じ ぼ う

サミットの開催 

富士紡
ふ じ ぼ う

に関係する偉人の子孫や団体、行

政と連携した協議会やサミット、学習会

等の開催 

     
◎ 

生涯学習課 
      

B17 ② 
芸 術 祭 in 豊門

ほうもん

会館
かいかん

（森村橋） 

芸術作品の展示やコンサート、茶会など

のアートイベントの開催 
     

◎ 

生涯学習課 
      

B18 ② 
学芸員・ガイド

等の採用 

豊門
ほうもん

会館
かいかん

への専門職員の配置、資料の保

存活用、観光協会と連携したガイドの確

保と養成 

     
◎ 

生涯学習課 
      

B19 ② 

民間提案による

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

等の活

用 

豊門
ほうもん

会館
かいかん

や西洋館
せいようかん

などの有効活用と適切

な保全を図るため、民間企業からの提案

を受け入れ、施設の貸し付け等を行う。 

     

◎ 

生涯学習課 

企画政策課 

   

B20 ② 資料収集事業 富士紡
ふ じ ぼ う

や和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

等に関する資料収集、

収蔵施設の充実 
     

◎ 

生涯学習課 
      

B21 ② 企画展開催 
展示室における定期的な展示替え、企画

展の開催 
     

◎ 

生涯学習課 
      

 

  

図6-13 ライトアップされた森村
もりむら

橋
ばし

 

（国登録有形文化財） 
図6-14 森村

もりむら

橋
ばし

での橋上コンサート 
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エ 重点的かつ優先的に実施する取組（リーディングプロジェクト） 
 

ここでは、関連文化財群の保存活用計画の推進のため、事業を牽引する役割を持

つ「リーディングプロジェクト」を設定します。「リーディングプロジェクト」とし

ては、前項で示した各措置のうち、関連性の高い複数の措置を統括し、６つの事業区

分に整理して取組むこととします。 

本関連文化財群の保存・活用にあたっては、国登録有形文化財等の歴史文化資源

が集中し、既に公園施設として基盤が整っている豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

が拠点となります。そのた

め、関連文化財群としての魅力を高めるための基礎調査と、整理した情報の周知、拠

点の周辺環境の整備を中心とした取組を重点的かつ優先的に実施していきます。  
 

地区 小山
お や ま

地区
ち く

・明倫
めいりん

地区
ち く

 

期間 令和６～12年度 

内容 

複数の事業を一体的に実施することで、効率的な事業推進につな

げるため、６項目の事業区分を設定します。 

①近代紡績業総合調査 

・富士紡
ふ じ ぼ う

調査（関連事業No.B1、B5、B20） 

・西洋館
せいようかん

調査（関連事業No.B3） 

・森村橋
もりむらばし

調査（国指定文化財に向けて）（関連事業No.B2） 

②各種調査 

・鮎沢
あゆさわ

橋
ばし

調査（文化財指定に向けて）（関連事業No.B4） 

・トロッコ道、擁壁等調査（関連事業No.4（第５章）） 

・旧富士
ふ じ

電力の調査（関連事業No.B1） 

③資料整理事業 

・資料整理、デジタル化（関連事業No.B5） 

④豊門会館
ほうもんかいかん

と西
せい

洋館
ようかん

の改修、修繕 

・改修及び修繕の計画検討（関連事業No.B6） 

⑤周知事業 

・パンフレット、小冊子等作成（関連事業No.B14） 

・豊門会館
ほうもんかいかん

及び西
せい

洋館
ようかん

の有効活用（関連事業No.B15、B17、B18） 

・サイン及び説明看板の設置更新（関連事業No.B11） 

⑥周辺整備事業 

・周遊路の設定（基本設計、実施設計、施工）（関連事業No.B10） 
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第３節 文化財保存活用区域 

１ 文化財保存活用区域の範囲と区域内の歴史文化資源 
 

本計画では、有形の文化財をはじめ数々の伝承等、多様な資源に恵まれる「足柄峠
あしがらとうげ

周辺」を文化財保存活用区域に設定します。 

区域の設定により、区域内の歴史文化資源の有機的な連携強化を図り、歴史文化

資源への理解を促すとともに、地域全体での一体的な魅力の向上を図ります。また、

案内板の設置など、歴史文化資源の周辺環境の整備により、保存・活用の基盤の向上

を図ります。 
 

富士山
ふ じ さ ん

と並ぶ小山町
おやまちょう

のシンボルである足柄
あしがら

峠
とうげ

は、古くから交通の要衝として重要

な役割をもち、人や物資の往来が盛んな場所でした。現在も歴史的な社寺や人の往来

を示す石碑、中世の戦いの争いの痕跡を示す足柄
あしがら

城跡
じょうあと

などの歴史文化資源が残され

るとともに、峠からは美しい景観を望むことができます。 

また、足柄
あしがら

峠
とうげ

周辺は童謡や童話などで有名な“金太郎
き ん た ろ う

”など、数々の伝説・伝承の

残る地でもあり、歴史に思いを馳せながら歴史文化資源を巡ることができます。  

 

図6-17 和泉山
い ず み ざ ん

 円通寺
え ん つ う じ

 図6-18 金時山
きんときさん

 

図6-15 大雄山
だいゆうざん

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

 図6-16 足柄
あしがら

峠
とうげ

六地蔵 
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保存活用区域内の歴史文化資源と区域の範囲は次のとおりです。 

 
図6-19 保存活用区域の範囲 

 

表6-2 保存活用区域内の歴史文化資源（史跡・遺跡・伝承地） 
連番 名称 所在地 指定登録 類型 

1 東郷
とうごう

小学校
しょうがっこう

跡
あと

 下原
しもばら

 清水橋脇
し み ず ば し わ き

   遺跡 

2 筏場跡
いかだばあと

 竹之下
た け の し た

 花戸
は な ど

   遺跡 

3 竹之下
た け の し た

堀之内館
ほりのうちやかた

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

   遺跡 

4 竹之下
た け の し た

孫八屋敷跡
まごはちやしきあと

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

、城之腰
じょうのこし

   遺跡 
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連番 名称 所在地 指定登録 類型 

5 上
かみ

矢台
や だ い

遺跡
い せ き

 竹之下
た け の し た

 向方
むかいがた

、矢台
や だ い

   遺跡 

6 高畑城
たかはたじょう

跡
あと

 竹之下
た け の し た

 蔵屋敷
く ら や し き

   遺跡 

7 大曲遺跡
おおまがりいせき

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

   遺跡 

8 善光寺
ぜ ん こ う じ

遺跡
い せ き

 竹之下
た け の し た

 善光寺
ぜ ん こ う じ

   遺跡 

9 新見堂
に い み ど う

遺跡
い せ き

 竹之下
た け の し た

 新見堂
に い み ど う

   遺跡 

10 木造
もくぞう

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

坐像
ざ ぞ う

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

内 県指定 彫刻 

11 獅子石
し し い し

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

   伝承地 

12 和泉式部誕生石
いずみしきぶたんじょうせき

 新柴
あらしば

 堂ノ前
ど う の ま え

   伝承地 

13 横山遺跡
よ こ や ま い せ き

 竹之下
た け の し た

 小山
お や ま

高校敷地内   遺跡 

14 上
かみ

横山遺跡
よ こ や ま い せ き

 竹之下
た け の し た

 日立ハイテクサイエンス   遺跡 

15 源 頼 朝
みなもとのよりとも

馬蹄石
ば て い せ き

 竹之下
た け の し た

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

川
がわ

沿い   伝承地 

16 古滝遺跡
ふ る た き い せ き

 竹之下
た け の し た

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

川
がわ

沿い   遺跡 

17 石尊松
せきそんまつ

 竹之下
た け の し た

 石尊松
せきそんまつ

、足柄
あしがら

峠
とうげ

道沿い   伝承地 

18 銚子力淵
ち ょ う し が ふ ち

（静岡県みずべ百選） 竹之下
た け の し た

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

川
がわ

   伝承地 

19 竹之下一里塚跡
た け の し た い ち り づ か あ と

 竹之下
た け の し た

 古滝
ふるたき

、北市場
き た い ち ば

境   遺跡 

20 沢田
さ わ だ

遺跡
い せ き

 桑木
く わ ぎ

 沢田
さ わ だ

   遺跡 

21 南
みなみ

ノ原
はら

遺跡
い せ き

 桑木
く わ ぎ

 旧RDFセンター   遺跡 

22 ワデ遺跡
い せ き

 桑木
く わ ぎ

 金時
きんとき

橋
ばし

際   遺跡 

23 向
むこう

桑木
く わ ぎ

遺跡
い せ き

 桑木
く わ ぎ

 足柄
あしがら

森林
しんりん

カントリー下   遺跡 

24 池
いけ

の沢
さわ

湧水
ゆうすい

 桑木
く わ ぎ

 池
いけ

の沢
さわ

   伝承地 

25 池
いけ

の沢
さわ

遺跡
い せ き

 桑木
く わ ぎ

 池
いけ

の沢
さわ

   遺跡 

26 新柴
あらしば

堀之内
ほ り の う ち

 新柴
あらしば

 公民館付近一帯   伝承地 

27 クラモンザ遺跡
い せ き

 竹之下
た け の し た

 クラマツ沢   遺跡 

28 大石
おおいし

 竹之下
た け の し た

 沢姥見
さ わ う ば み

   伝承地 

29 聖石
ひじりいし

 竹之下
た け の し た

 稲子場山
い な こ ば や ま

   伝承地 

30 伝
でん

虎子
と ら こ

石
いし

（虎御前
と ら ご ぜ ん

石
いし

） 足柄
あしがら

峠
とうげ

下 虎御山
と ら ご ざ ん

   伝承地 

31 足柄
あしがら

峠
とうげ

遺跡
い せ き

（縄文） 足柄
あしがら

峠
とうげ

下   遺跡 

32 伝 足柄
あしがら

古道
こ ど う

 足柄
あしがら

峠
とうげ

下   遺跡 

33 三ツ石
み つ い し

 足柄
あしがら

峠
とうげ

下 林道金時線沿い   伝承地 

34 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   遺跡 

35 玉手ケ池
た ま て が い け

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪   伝承地 

36 足柄
あしがら

峠
とうげ

遺跡
い せ き

（奈良・平安） 足柄
あしがら

峠
とうげ

   遺跡 

37 伝
でん

新羅三郎笛吹石
しんらさぶろうふえふきいし

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪南側   伝承地 

38 伝
でん

足柄関跡
あしがらせきあと

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪北側   遺跡 

39 首供養塚
く び く よ う づ か

（宝篋印塔
ほうきょういんとう

・地蔵仏） 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪北側   石造物 

40 通
とお

り尾
お

砦
とりで

跡
あと

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   遺跡 

41 こなら尾
お

砦跡
とりであと

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   遺跡 

42 阿弥陀尾
あ み だ お

砦跡
とりであと

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   遺跡 

43 丹土
に っ ち

尾
お

砦跡
とりであと

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   遺跡 

44 茶筌塚
ちゃせんづか

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

   遺跡 

45 元白髭神社地
もとしろひげじんじゃち

 新柴
あらしば

 横山下路傍   遺跡 

 

表6-3 保存活用区域内の歴史文化資源（寺院・堂・神社・建造物） 
連番 名称 所在地 指定登録 類型 

1 薬王山
やくおうざん

領福寺
りょうふくじ

本堂 所領
しょりょう

   建造物 

2 所領
しょりょう

稲荷神社
い な り じ ん じ ゃ

社殿 所領
しょりょう

   建造物 

3 白籏神社
しらはたじんじゃ

本殿(竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

伝承地) 所領
しょりょう

   建造物 

4 鼻戸稲荷神社
は な ど い な り じ ん じ ゃ

社殿 竹之下
た け の し た

 花戸
は な ど

   建造物 

5 秋葉神社
あ き ば じ ん じ ゃ

社殿 竹之下
た け の し た

 上
かみ

矢台
や だ い

   建造物 
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連番 名称 所在地 指定登録 類型 

6 巨嶽山
こがくざん

興雲寺
こううんじ

本堂(竹之下
たけのした

合戦
かっせん

伝承地) 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

   建造物 

7 駒形神社
こまがたじんじゃ

社殿 竹之下
た け の し た

 下ノ原
し も の は ら

   建造物 

8 第六天大神
だいろくてんだいじん

社殿 竹之下
た け の し た

 上ノ原
う え の は ら

   建造物 

9 要名山
ようめいざん

常 唱 院
じょうしょういん

本堂 竹之下
た け の し た

 城之腰
じょうのこし

   建造物 

10 千
ち

束
づか

橋
ばし

(竹
たけ

之
の

下
した

合戦伝承地) 竹之下
た け の し た

     建造物 

11 諏訪神社
す わ じ ん じ ゃ

社殿 竹之下
た け の し た

 新
しん

千束
ち づ か

橋袂   建造物 

12 八幡神社
はちまんじんじゃ

社殿 竹之下
た け の し た

 市場
い ち ば

   建造物 

13 山の神社社殿 竹之下
た け の し た

 神田町住上   建造物 

14 東光山長徳寺
とうこうざんちょうとくじ

本堂 竹之下
た け の し た

 善光寺
ぜ ん こ う じ

   建造物 

15 善光寺
ぜ ん こ う じ

本堂 竹之下
た け の し た

 善光寺
ぜ ん こ う じ

   建造物 

16 嶽之下神社
たけのしたじんじゃ

社殿 竹之下
た け の し た

 市場
い ち ば

   建造物 

17 大雄山
だいゆうざん

宝鏡寺
ほうきょうじ

本堂 竹之下
た け の し た

 富士向
ふ じ む か い

   建造物 

18 
一
いち

の滝
たき

不動
ふ ど う

尊
そん

 

(磨崖仏
ま が い ぶ つ

、金太郎
き ん た ろ う

伝説地) 
竹之下
た け の し た

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

川沿い   建造物 

19 
和泉山
い ず み ざ ん

円通寺
え ん つ う じ

本堂 

（鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

観音
かんのん

・和泉式部
い ず み し き ぶ

伝説地） 
新柴
あらしば

 丸塚
まるづか

   建造物 

20 足柄神社
あしがらじんじゃ

社殿 新柴
あらしば

 原ノ坂
は ら の さ か

   建造物 

21 静
せい

江
こう

庵
あん

主屋 桑木
く わ ぎ

 公民館内   建造物 

22 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

社殿 桑木
く わ ぎ

 切り通   建造物 

23 伊勢宇橋
い せ う ば し

 足柄
あしがら

峠
とうげ

下 栗
くり

の木沢
き ざ わ

   建造物 

24 足柄山
あしがらやま

聖天堂
しょうてんどう

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   建造物 

 

表6-4 保存活用区域内の歴史文化資源（竹之下
た け の し た

の合戦伝承地・金太郎
き ん た ろ う

伝説地等） 
連番 名称 所在地 指定登録 類型 

1 遠見
と お み

 所領
しょりょう

    伝承地 

2 渡り上り 所領
しょりょう

 花戸
は な ど

橋付近   伝承地 

3 合士ケ久保
ご う し が く ぼ

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

   伝承地 

4 矢台
や だ い

 竹之下
た け の し た

 向方
むかいがた

   伝承地 

5 有闘坂
う と う ざ か

 竹之下
た け の し た

 有闘坂
う と う ざ か

   伝承地 

6 釜沢
かまざわ

 竹之下
た け の し た

 あしがら温泉付近   伝承地 

7 陣場
じ ん ば

 竹之下
た け の し た

 あしがら温泉付近   伝承地 

8 五輪窪
ご り ん く ぼ

 桑木
く わ ぎ

   伝承地 

9 戦
せん

返
がえ

り 竹之下
た け の し た

 戦返
せんがえ

り林道
りんどう

   伝承地 

10 足柄明神
あしがらみょうじん

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   伝承地 

11 爪切
つ め き

り地蔵
じ ぞ う

（金太郎
き ん た ろ う

） 竹之下
た け の し た

 東名竹之下
た け の し た

橋袂   伝承地 

12 猪鼻神社地
いのはなじんじゃち

（金太郎
き ん た ろ う

） 新柴
あらしば

 浅間塚
せんげんづか

   伝承地 

13 金太郎
き ん た ろ う

兜石
かぶといし

（金太郎
き ん た ろ う

） 竹之下
た け の し た

 萩焼戸
は ぎ や き ど

   伝承地 

14 金時
きんとき

飛礫石
つ ぶ て い し

（金太郎
き ん た ろ う

） 足柄
あしがら

峠
とうげ

   伝承地 

15 金時山
きんときさん

（金太郎
き ん た ろ う

） 新柴
あらしば

 猪鼻山
いのはなやま

   伝承地 

 

表6-5 保存活用区域内の歴史文化資源（道祖神
ど う そ じ ん

・庚申塔
こうしんとう

等の石造物） 
連番 名称 所在地 指定登録 類型 

1 庚申供養碑
こ う し ん く よ う ひ

 所領
しょりょう

 領福寺
りょうふくじ

境内   石造物 

2 石殿
いしどの

・五輪塔
ご り ん と う

 所領
しょりょう

 足柄
あしがら

峠
とうげ

登山口三又路   石造物 

3 庚申塔
こうしんとう

 所領
しょりょう

 足柄
あしがら

峠
とうげ

登山口ガード下   石造物 

4 宝篋印塔
ほうきょういんとう

（伝二条為冬墓石） 所領
しょりょう

 白籏神社
しらはたじんじゃ

境内   石造物 

5 庚申塔
こうしんとう

・道祖神
ど う そ じ ん

（双体2) 所領
しょりょう

 踏切上   石造物 

6 道祖神
ど う そ じ ん

（文字1) 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

参道   石造物 

7 湯山権左衛門筆子塚
ゆ や ま ご ん ざ え も ん ふ で こ づ か

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

参道   石造物 
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連番 名称 所在地 指定登録 類型 

8 一雲齋一茎筆子塚
いちうんさいいっけいふでこづか

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内   石造物 

9 宝篋印塔
ほうきょういんとう

（伝竹下孫八の墓） 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内   石造物 

10 竹之下
た け の し た

古戦場跡碑
こせんじょうあとひ

 竹之下
た け の し た

 嶽之
た け の

下
した

宮
ぐう

   石造物 

11 道祖神
ど う そ じ ん

（双体1) 竹之下
た け の し た

 清水川路傍   石造物 

12 題目碑
だ い も く ひ

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

前   石造物 

13 竹之下
た け の し た

道歌碑 竹之下
た け の し た

 JR足柄
あしがら

駅
えき

前   石造物 

14 道祖神
ど う そ じ ん

（文字1・双体1) 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

四辻
よつつじ

   石造物 

15 馬頭観音碑
ば と う か ん の ん ひ

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

四辻
よつつじ

   石造物 

16 庚申塔
こうしんとう

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

四辻
よつつじ

   石造物 

17 西国供養塔
さいごくくようとう

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

四辻
よつつじ

   石造物 

18 みちしるベ 竹之下
た け の し た

 向方
むかいがた

入り口三叉路   石造物 

19 道祖神
ど う そ じ ん

（双体1) 竹之下
た け の し た

 向方
むかいがた

入り口三叉路   石造物 

20 五輪塔
ご り ん と う

（六基） 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
た け の し た ぐ う

境内   石造物 

21 みちしるベ 竹之下
た け の し た

 神田町住手前   石造物 

22 道祖神
ど う そ じ ん

（双体2) 竹之下
た け の し た

 北市場
き た い ち ば

   石造物 

23 庚申塔
こうしんとう

 竹之下
た け の し た

 嶽之下神社
たけのしたじんじゃ

入り口   石造物 

24 馬頭観音碑
ば と う か ん の ん ひ

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前   石造物 

25 西国供養塔
さいごくくようとう

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前   石造物 

26 木食観正碑
もくじきかんしょうひ

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内   石造物 

27 六地蔵
ろ く じ ぞ う

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内   石造物 

28 地蔵石仏
じ ぞ う せ き ぶ つ

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内   石造物 

29 鈴木九郎右衛門筆子塚
す ず き く ろ う う え も ん ふ で こ づ か

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内   石造物 

30 西国供養塔
さいごくくようとう

 竹之下
た け の し た

 菜の花こども園脇   石造物 

31 庚申塔
こうしんとう

 竹之下
た け の し た

 長徳寺跡
ちょうとくじあと

   石造物 

32 五輪塔群
ご り ん と う ぐ ん

 竹之下
た け の し た

 長徳寺跡
ちょうとくじあと

   石造物 

33 道祖神
ど う そ じ ん

（双体1) 桑木
く わ ぎ

 新旧道三叉路   石造物 

34 秋葉神社
あ き ば じ ん じ ゃ

碑
ひ

 桑木
く わ ぎ

 新旧道三叉路   石造物 

35 庚申塔
こうしんとう

 桑木
く わ ぎ

 公民館前路傍   石造物 

36 道祖神
ど う そ じ ん

（双体1・文字1) 桑木
く わ ぎ

 山久荘
さんきゅうそう

前   石造物 

37 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 新柴
あらしば

 横山下   石造物 

38 五輪塔群
ご り ん と う ぐ ん

 新柴
あらしば

 横山下   石造物 

39 道祖神
ど う そ じ ん

（双体1) 新柴
あらしば

 JR御殿場
ご て ん ば

線
せん

陸橋横   石造物 

40 馬頭観音碑
ば と う か ん の ん ひ

 新柴
あらしば

 JR御殿場
ご て ん ば

線
せん

陸橋横   石造物 

41 軍馬岩及
ぐんばがんきゅう

の碑
ひ

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内   石造物 

42 道祖神
ど う そ じ ん

（双体1) 新柴
あらしば

 怒田原
ぬ た ば ら

   石造物 

43 公時神社碑
きんときじんじゃひ

 新柴
あらしば

 浅間塚猪鼻神社
せんげんづかいのはなじんじゃ

跡   石造物 

44 馬頭観音碑
ば と う か ん の ん ひ

 新柴
あらしば

 浅間塚猪鼻神社
せんげんづかいのはなじんじゃ

跡   石造物 

45 大
だい

題目碑
だ い も く ひ

 足柄
あしがら

峠
とうげ

下 栗
くり

の木沢
き ざ わ

 町指定 石造物 

46 栗
くり

の木
き

沢
ざわ

の唯
ゆい

念
ねん

名号碑
みょうごうひ

 足柄
あしがら

峠
とうげ

下 栗
くり

の木沢
き ざ わ

 町指定 石造物 

47 芭蕉句碑
ば し ょ う く ひ

 足柄
あしがら

峠
とうげ

   石造物 

48 首
くび

なし地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

五の曲輪西側   石造物 

49 六地蔵
ろ く じ ぞ う

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

五の曲輪西側   石造物 

50 一石
いっせき

六地蔵
ろ く じ ぞ う

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

二の曲輪南側   石造物 

51 生田蝶介歌碑
い く た ち ょ う す け か ひ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪   石造物 

52 唯念名号碑
ゆいねんみょうごうひ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪南側   石造物 

53 浅間大神碑
あさまのおおかみひ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪南側   石造物 

54 一切経塔
いっさいきょうとう

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪南側   石造物 

55 古見豆人句碑
ふ る み ず じ ん く ひ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪南側   石造物 
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２ 文化財保存活用区域の保存活用計画 
 

ア 現状と課題 

【保存の現状と課題】 

①足柄
あしがら

地区
ち く

では、時代的、事象的に歴史文化資源の理解を促進する取組が不足して

おり、住民の力を保存に生かすことができていません。 

②足柄峠
あしがらとうげ

には、古道、城跡、石造物、歌碑等様々な歴史文化資源が存在していま

すが、それらの調査が不十分です。また、金太郎
きんたろう

の伝承地としての調査も不十分

です。なお、調査成果をもとに価値の高いものについて、文化財指定等の保存の

措置を講じる必要があります。 

③足柄
あしがら

城跡
じょうあと

や砦
とりで

、古道、石碑等の足柄
あしがら

峠
とうげ

周

辺の歴史文化資源や金太郎
きんたろう

及びそれにまつ

わる歴史資料の保存に向けた取組が不十分

であるため、歴史文化資源の管理や防災対

策等が必要です。特に、JR足柄
あしがら

駅
えき

周辺から

東名高速道路にかけては、「巨
こ

嶽山
がくざん

興
こう

雲寺
う ん じ

」

や「大雄山
だいゆうざん

宝
ほう

鏡寺
きょうじ

」、「白籏
しらはた

神社
じんじゃ

」などの寺社

及び建造物が20か所以上ありますが、防災

設備等の設置が不十分な状況です。 

 

【活用の現状と課題】 

①足柄
あしがら

峠
とうげ

に関連する様々な歴史文化資源の魅力を十分に周知できていません。 

②歴史文化資源の価値の周知と活用が不十分で、解説パネルや案内標示がありま

せん。町指定文化財「栗
くり

の木
き

沢
ざわ

の唯
ゆい

念
ねん

名号碑
みょうごうひ

」なども存在していますが、道路標

示が無いことや、解説パネルの老朽化が見られます。特に足柄
あしがら

城跡
じょうあと

内の遺構の

解説パネルが無く、城に付随する砦や伝承地を周知する解説パネルやパンフレ

ット、ガイド等の取組が不十分な状況です。  

③“金太郎
きんたろう

”の伝承地としての環境整備、イベント開催等の活用が不足しています。 

 

イ 方針 

【保存の方針】 

①定期的に歴史文化資源を学習する機会を設け、地域住民への歴史文化資源の周

知と理解促進を図り、住民が保存の担い手となることを目指します。 

②足柄
あしがら

峠
とうげ

及び金太郎
きんたろう

の伝承に関連する歴史文化資源の実態把握と価値の解明、未

指定の歴史文化資源の文化財指定を推進します。 

③足柄
あしがら

城跡
じょうあと

を中心に足柄
あしがら

峠
とうげ

周辺の歴史資料を収集及び管理、デジタル保存すると

図6-20 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

 



第６章 歴史文化資源の一体的・総合的な保存と活用 

6-26 

ともに、歴史文化資源の防災対策を強化します。 

 

【活用の方針】 

①歴史文化資源に関するフィルムコミッション活動、企画展の開催など、広く認知

度を向上させるため機会を創出します。 

②足柄峠の歴史文化資源を情報発信するために、サインやパンフレット、ガイドな

どを充実させます。 

③歴史文化資源周辺のサイン整備、伝承地等を巡るツアー、クアオルトウォーキン

グ、トレイルウォーキング等を充実させ、伝承地としての保存・活用を推進しま

す。 

 

ウ 措置 
 

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

 

【保存に関する措置】 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

C1 ① 
歴史文化資源説

明会 

地域住民向けの歴史文化資源解説講座、

説明会を開催 
     

〇 

生涯学習課 
◎ 〇   

C2 ① 
歴史文化資源学

習講座 

町民向け講座、観光者向け講座、ガイド

講座の実施 
     

◎ 

生涯学習課 

観光交流課 

   

C3 ① 
学校教育におけ

る地域学習 

児童、生徒、教員に対し、学習機会の設

定 
     

◎ 

生涯学習課 

学校教育課 

   

C4 ② 足柄
あしがら

城
じょう

総合調

査 

地域住民等への聞き取りや文献を基に、

必要に応じ足柄
あしがら

城
じょう

及び城内の遺構のほ

か、周辺の砦の発掘調査の実施 

     
◎ 

生涯学習課 
      

C5 ② 足柄
あしがら

城
じょう

文化財

指定 
総合調査を基に足柄

あしがら

城
じょう

跡の文化財指定      
〇 

生涯学習課 
◎     

C6 ② 古道調査 足柄
あしがら

古道
こ ど う

の調査研究及びルートの確認      
〇 

生涯学習課 
◎     

C7 ② 

歴史文化資源を

取り巻く周辺環

境の調査 

金時山
きんときさん

を含めた自然分野（地質、動物、

植物）と社会分野（金時山
きんときさん

の山小屋、工

作物）等の調査 

     
〇 

生涯学習課 
◎     

C8 ② 足柄
あしがら

峠
とうげ

周辺域

石造物調査 

石造物の実態把握と記録保存、価値の高

いものの文化財指定 
     

〇 

生涯学習課 
◎     
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No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

C9 ② 
無形民俗文化財

調査 
竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

や笛祭り、足柄
あしがら

聖
しょう

天
てん

堂
どう

の無

形民俗文化財の調査と記録保存 
     

〇 

生涯学習課 
◎     

C10 ② 足柄
あしがら

聖天堂
しょうてんどう

の

調査と保存 
社
しゃ

叢
そう

、社殿、本尊の調査、報告書の刊行      
〇 

生涯学習課 
◎     

C11 ② 金太郎
き ん た ろ う

総合調査 
金太郎
き ん た ろ う

にまつわる史跡の把握に向けた

古文書調査、聞き取り調査の実施  
     

◎ 

生涯学習課 

観光交流課 

      

C12 ③ 
古文書のデジタ

ル化 
町史編纂

へんさん

時に作成した目録を基に、新た

な古文書の洗い出しとデジタル化 
     

◎ 

生涯学習課 
      

C13 ③ 
資料収集及び管

理事業 
足柄
あしがら

峠
とうげ

や足柄
あしがら

城
じょう

、金太郎に関する資料

の収集・管理 
     

◎ 

生涯学習課 
      

C14 ③ 
防災設備設置事

業 

放水銃等の消火設備の設置、耐火収蔵庫

の設置 
     

○ 

生涯学習課 

小山消防署 

◎     

C15 ③ 防災訓練 足柄
あしがら

聖天堂
しょうてんどう

等における地区、学校関係者

も参加した防災訓練の実施 
     

〇 

生涯学習課 

小山消防署 

  ◎   

 

【活用に関する措置】 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

C16 ① 
フィルムコミッ

ション活動 

歴史文化資源を舞台とした撮影の積極

的な誘致 
     

○ 

生涯学習課 

地域振興課 

    ◎ 

C17 ① 企画展開催 
文化会館やコミュニティセンターにお

ける企画展の開催 
     

〇 

生涯学習課 
  ◎  

C18 ② 
サイン及び解説

板整備事業 
足柄
あしがら

城
じょう

に関する遺構及び金時山
きんときさん

を含む

足柄峠のサイン標示の充実 
     

◎ 

生涯学習課 

観光交流課 

      

C19 ② 
解説冊子等刊行

事業 

パンフレット、小冊子、解説本の刊行。

HPやメディアを活用した周知活動 
     

◎ 

生涯学習課 
      

C20 ② ガイド等の充実 
町観光協会と連携したガイドの人員確

保と養成 
     

〇 

生涯学習課 

観光交流課 

    ◎ 

C21 ③ 
文化財周辺環境

整備事業 

道路への案内標示の設置、解説板の設置

と定期的な修繕 
     

◎ 

生涯学習課 

建設課 

    

C22 ③ 金太郎
き ん た ろ う

ツアーの

開催 

金太郎
き ん た ろ う

に関連する行政と連携し、金太郎
き ん た ろ う

にまつわる史跡を巡る散策ツアーやク

アオルトウォーキング、トレイルウォー

キング等の開催 

     

〇 

生涯学習課 

観光交流課 

    ◎ 
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エ 重点的かつ優先的に実施する取組（リーディングプロジェクト） 
 

ここでは、文化財保存活用区域の保存活用計画の推進のため、事業を牽引する役

割を持つ「リーディングプロジェクト」を設定します。「リーディングプロジェクト」

としては、前項で示した各措置のうち、関連性の高い複数の措置を統括し、５つの事

業区分に整理して取組むこととします。 

文化財保存活用区域では、面的な広がりを持った保存・活用を見据え、ウォーキン

グ事業などにより周遊を促進するとともに、区域内の歴史文化資源の総合的な調査

と資料整理、情報発信について、重点的かつ優先的に実施していきます。  

 

地区 小山
お や ま

地区
ち く

・足柄
あしがら

地区
ち く

 

期間 令和６～12年度 

内容 

複数の事業を一体的に実施することで、効率的な事業推進につな

げるため、５項目の事業区分を設定します。 

①足柄峠
あしがらとうげ

総合調査 

・足柄城
あしがらじょう

跡
あと

調査（文献調査、測量調査、発掘調査）（関連事業No.C4） 

・足柄聖天堂
あしがらしょうてんどう

調査（関連事業No.C9、C10） 

②各種調査 

・足柄峠
あしがらとうげ

～足柄
あしがら

駅
えき

周辺の石造物調査（関連事業No.C8） 

・足柄古道
あ し が ら こ ど う

調査（関連事業No.C6） 

・金時山
きんときさん

（植生等）調査（関連事業No.C7） 

・埋蔵文化財包蔵地の確認（関連事業No.C4） 

③資料整理事業 

・資料整理、デジタル化（関連事業No.C12） 

④周知事業 

・パンフレット、小冊子等作成（関連事業No.C19） 

・サイン及び説明看板の設置、更新（関連事業No.C18、C21） 

・クアオルトウォーキング、トレイルウォーキングの実施（関連事

業No.C22、No.26（第５章）） 

⑤周辺整備事業 

・足柄峠
あしがらとうげ

内の遊歩道の設定（基本設計、実施設計、施工）（関連事業

No.C21） 
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第７章 歴史文化資源の保存・活用の推進体制 

 

第１節 実施主体 
 

第５章にて整理した方針に基づき、多様な主体が助け合い、協力するための体制

を整備し、本計画を推進していきます。 

本計画に定める措置の実施主体と主な役割は次のとおりです。  

表7-1 実施主体と主な役割 

区分 団体名等 主な役割 

行政 

文化財保

護主管課 
生涯学習課 文化財保護事務全般 

庁内 

関係課 

農林課 農業遺産等の保存・活用 

都市整備課 歴史文化資源を生かしたまちづくり 

商工振興課 歴史文化資源を生かした商工事業 

観光交流課 歴史文化資源を生かした観光事業 

地域振興課 歴史文化資源の広報、国際交流 

危機管理局 歴史文化資源の防災 

総合文化会館（図書館） 
文化振興、歴史文化資源に関わる資

料の収集・公開、図書館運営 

支所（北郷
きたごう

、須走
すばしり

、足柄
あしがら

） 各地域における取組 

関係施設 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

（豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

・西洋館
せいようかん

） 豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

の維持管理 

小学校 

文化財の収蔵（民具：明倫
めいりん

小学校、

富士
ふ じ

紡
ぼう

資料：北郷
きたごう

小学校、土器等出

土遺物：北郷
きたごう

小学校） 

静岡県
しずおかけん

 

スポーツ・文化観光部文化局文化財課 文化財保護行政の推進 

静岡県
しずおかけん

富士山
ふ じ さ ん

世界遺産センター 世界遺産富士山
ふ じ さ ん

の活用の推進 

静岡県
しずおかけん

埋蔵文化財センター 埋蔵文化財の調査、活用、保存処理等 

静岡県
しずおかけん

立美術館 美術品等の保存、展示公開 

所有者等 
所有者 歴史文化資源を所有する個人・団体 歴史文化資源の保存 

管理者 歴史文化資源を管理する個人・団体 歴史文化資源の管理 

地域 
地域住民 歴史文化資源の保存・活用 

民間企業 歴史文化資源の保存・活用 

団体等 

小山町
おやまちょう

区長会 各地区における活動 

小山町
おやまちょう

商工会 歴史文化資源を生かした商工業 

小山町
おやまちょう

観光協会 歴史文化資源を生かした観光 

竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

保存会 竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

の保存 

用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

保存会 用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

の保存 

静岡
しずおか

おやま案内人「四季
し き

の旅人
た び と

」 観光ガイド、文化財講座 

足柄
あしがら

史跡を守る会 観光ガイド、文化財講座 

小山
お や ま

歴史を学ぶ会 観光ガイド、文化財講座 
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図7-1 庁内の組織体制図 

※令和５年（2023）７月現在  
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第２節 文化財関係の会議等 
 

小山町
おやまちょう

文化財保護審議会 

文化財保護法及び小山町
おやまちょう

文化財保護条例に基づき、小山町
おやまちょう

文化財保護審議会（定数

12人以内）を設置し、生涯学習課が事務局の役割を担っています。文化財保護審議

会は、町教育委員会の諮問に応じて文化財の保存及び活用に関する重要事項につい

て調査審議し、教育委員会に建議します。  

令和４年度（2022）現在の委員は９人で、教育委員会が任命しています。任期は

２年間です。委員は、文化財に関する専門性を有する人材を登用し、町内５地区から

それぞれ選出しています。 

 

小山町
おやまちょう

文化財保護条例（昭和43年小山町
おやまちょう

条例第12号） 

（文化財保護審議会） 

第４条 第１条の目的を達成するため、委員会に小山町
おやまちょう

文化財保護審議会（以下

「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用に関する重要事項に

ついて調査審議し、及びこれらに関する専門的及び技術的事項に関し、必要と認

める事項を委員会に建議する。 

３ 審議会の組織及び所掌事務については、教育委員会規則で定める。  

 

  



第７章 歴史文化資源の保存・活用の推進体制 

7-4 

第３節 体制整備の方針・方策 
 

１ 行政機関における取組内容 
 

（１）文化財保護主管課の体制強化 

本町の文化財保護事務は、「小山町
おやまちょう

教育委員会事務局組織規則」により、教育委員

会生涯学習課が主管しています。生涯学習課では、文化財保護事務のほかに青少年

健全育成をはじめとする社会教育、スポーツ推進委員や各種スポーツ大会を主管す

る社会体育、文化芸術に関する各種催事のほか、生涯学習施設の指定管理などを管

理、監督しています。 

文化財保護事務の主な業務としては、町文化財保護審議会からの助言や指導を得

ながら、世界文化遺産富士山
ふ じ さ ん

をはじめとする史跡、名勝の適切な保存管理や埋蔵文化

財や古文書等の文化財調査及び保存のほか、各種教室や講座を開催した周知、学習

活動を行っています。それらを専門的に執り行うために生涯学習課に文化財担当者

（学芸員）１名を配置し、適切に文化財保護行政を遂行しています。  

今後は、計画的な文化財専門職員の採用と育成により、文化財保護行政の体制強

化を図っていきます。 

 

（２）庁内関係課の連携強化 

これまで町内の歴史文化資源の保存・活用の取組は、その保存管理を担当する関

係課や、個別の事業ごとに単独で実施されることも多い状況であったため、今後は

関係課の連携を密にし、地域の大切な歴史文化資源の保存・活用を一体的かつ総合

的に進めていくものとします。 

また、庁内関係課においては本計画を通じて歴史文化資源の保存・活用の基本理

念や方針を共有した上で、関係課の相互連携により付加価値の高い施策展開を行っ

ていきます。また、円滑な情報共有・連携のため、必要に応じて関係課をつなげるプ

ロジェクトチームを立ち上げるなどの協力体制を構築していきます。さらに、過去

の合併の経緯や各地区の成り立ち等から、地区ごとの特色に重点をおいた取組を効

率的に推進するため、各支所との連携強化も図ります。  

 

（３）関係施設の連携 

文化財の保存・活用において重要な役割を担う豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

（豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

・西洋館
せいようかん

）や各

地区の小学校等との連携の強化や、各施設の人材育成により地域拠点の強化を図り

ます。 
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（４）静岡県
しずおかけん

との連携 

静岡県
しずおかけん

スポーツ・文化観光部文化局文化財課等との連携強化により、文化財の保

存・活用施策の円滑な展開を図るとともに、文化財の被災等、有事における対応強化

を推進します。 

さらに、静岡県
しずおかけん

と県内市町の文化財行政所管課長を構成員として設置予定の「静岡
しずおか

県
けん

文化財行政連絡会」等を通じて、県と市町間における情報共有、意思疎通を図って

いくとともに、「県・市町文化財行政担当者会議」の開催により、県と市町間の諸課

題等の協議や情報交換を推進します。 

 

（５）事務処理特例の適用を希望する事務の内容 

国指定の文化財について、その現状を変更しようとするとき、又はその保存に影

響を及ぼす行為をしようとするときは（以下、「現状変更等」）、文化庁長官の許可を

受けなければなりません。小山町
おやまちょう

では、特別名勝富士山
ふ じ さ ん

と史跡富士山
ふ じ さ ん

がこの対象とな

り、文化財保護法第125条第１項に基づく手続きが必要となります。  

ただし、上記２件の国指定文化財の「現状変更等」の制限にかかる文化庁長官の権

限については、重大なものを除いて、その一部が静岡県
しずおかけん

に委譲されています（文化財

保護法第184条の二及び文化財保護法施行令第5条第４項第１号）。小山町
おやまちょう

における

特別名勝富士山
ふ じ さ ん

、史跡富士山
ふ じ さ ん

においては、これまで期間を限った小規模建築物の設

置、新たな掘削等を伴わない観測機器や通信機器の設置等を行う場合は、事前に

静岡県
しずおかけん

知事（平成31年３月以前は静岡県
しずおかけん

教育委員会教育長）から現状変更の許可を

受けています。 

本計画が文化庁長官の認定を受けることにより、小山町
おやまちょう

としては、次に掲げる事務

について、文化財保護法第184条の２第１項に基づく権限委譲を希望します。 

 

【権限委譲を希望する事務の内容と希望する期間】 
 

権限委譲を希望する事務の内容 権限委譲を希望する期間 

特別名勝富士山
ふ じ さ ん

及び史跡富士山
ふ じ さ ん

に関する文化

財保護法施行令第５条第４項第１号イ～ルに

規定する事務 

令和６年４月１日から令和13年３月31日まで 

 

なお、過去の実績を踏まえ、今後も「現状変更等」の許可申請が見込まれる主な事

業は表７-２のとおりです。これらについては、上記の権限委譲が行われた場合には、

小山町
おやまちょう

が「現状変更等」の許可に関する手続きを行うこととなります。これらの「現

状変更等」の手続きにあたっては、文化庁及び静岡県
しずおかけん

の助言のもと、『特別名勝富士山
ふ じ さ ん

保存管理計画』及び『史跡富士山
ふ じ さ ん

保存管理計画』に照らし、許可等の可否を判断して

いきます。 
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【現状変更等に関する措置】 
 

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

 

No 
方
針 

措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

A15 ④ 
国指定文化財の現状変

更 

富士
ふ じ

登山者を計測するカウンターの設

置、富士山
ふ じ さ ん

保全協力金等徴収小屋の仮

設、コンテナボックスの仮設、携帯電話

基地局アンテナの設置等に対する文化

財保護法に基づく手続きの実施 

   
◎ 

生涯学習課 
〇 〇 〇 

 

表7-2 現状変更の許可申請が見込まれる主な事業 

No 内容 実施主体 場所 指定区分 

① 
富士山
ふ じ さ ん

登山者を計測するカウンター

の設置 
小山町
おやまちょう

 
須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

 

五～六合目 

特別名勝富士山
ふ じ さ ん

 

史跡富士山
ふ じ さ ん

 

② 富士山
ふ じ さ ん

保全協力金等徴収小屋の仮設 静岡県
しずおかけん

 
須走
すばしり

口
ぐち

登山
と ざ ん

道
どう

 

五合目 
特別名勝富士山

ふ じ さ ん

 

③ 資材保管用コンテナボックスの仮設 民間企業等 五合目駐車場 特別名勝富士山
ふ じ さ ん

 

④ 調査用計測機器の仮設 
大学等 

研究機関 

五合目付近 

～八合目 

特別名勝富士山
ふ じ さ ん

 

史跡富士山
ふ じ さ ん

 

⑤ 登山者誘導標識等の仮設 
静岡県
しずおかけん

・ 

小山町
おやまちょう

 

五合目付近 

～八合目 

特別名勝富士山
ふ じ さ ん

 

史跡富士山
ふ じ さ ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図7-2 登山者を計測するカウンター 
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２ 所有者等 
 

日常的に歴史文化資源の保存管理に係わる所有や管理者との連携を強化し、大切

な歴史文化資源の継承と、その有効活用を図っていきます。 

また、近年頻発する自然災害をはじめとした防災・防犯対策を強化するため、有事

の際の連絡体制や窓口の周知など、迅速な対応を可能とする体制の構築に努めます。 

 

３ 地域 
 

本町には多様かつ数多くの歴史文化資源があり、行政機関や所有者等の力のみで

その保存・活用を担うことは困難です。 

一方、本町の歴史文化資源はその保存管理の主体だけでなく、それに係わる全て

の人々に恩恵をもたらすものであることから、多様な主体の参加により、多くの人々

がその保存・活用に係わる体制を構築することが望ましいといえます。  

そのため、行政組織と町民が互いに連携し、互いの長所を生かしながら協力する

「協働」の体制を地域において構築し、歴史文化資源の価値を高めていくことを目

指します。 

 

４ 団体等 
 

自治体等が主体となって行われる各地域の行事等を継承するため、小山町
おやまちょう

区長会

等との連携強化を図ります。また、産業分野を中心に歴史文化を活用した地域活性

化を図るため、小山町
おやまちょう

商工会や小山町
おやまちょう

観光協会との連携を強化していきます。  

さらに、保存団体である竹之下
たけのした

太鼓
だ い こ

保存会や

用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

保存会等との連携や支援の強化によ

り、地域に継承される無形の民俗文化財の継承

を図ります。 

加えて、静岡
しずおか

おやま案内人「四季
し き

の旅人
た び と

」や

足柄
あしがら

史跡を守る会、小山
お や ま

町
ちょう

歴史を学ぶ会等との

連携により、教育や観光を目的とした情報発信

やツアーガイド等を推進します。 

 

  

図7-3 文化財を解説する 

「四季
し き

の旅人
た び と

」 



第７章 歴史文化資源の保存・活用の推進体制 

7-8 

第４節 広域連携の取組 
 

１ 周辺自治体との連携 
 

本計画の推進にあたっては、本町の近隣自治体等との協力体制を構築し、広域連

携による歴史文化資源の保存・活用の取組を推進していきます。  

具体的には、分野ごとに次のような体制により取組を進めていきます。  
 

表7-3 近隣自治体との協力体制 

分野 協力する自治体等 

富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

（旧富士
ふ じ

電力
でんりょく

含む）関連の取組 神奈川県山北町
やまきたまち

、大分県中津市 等 

足柄
あしがら

峠
とうげ

関連の取組 神奈川県南足柄市
みなみあしがらし

、神奈川県小田原市
お だ わ ら し

 等 

金太郎
き ん た ろ う

関連の取組 

神奈川県南足柄市
みなみあしがらし

 

岡山県勝 央 町
しょうおうちょう

（姉妹都市） 

京都府福知山市
ふ く ち や ま し

（観光友好都市） 等 

 

２ 富士山
ふ じ さ ん

世界文化遺産協議会 
 

富士山
ふ じ さ ん

世界文化遺産協議会は、世界文化遺産に登録された富士山
ふ じ さ ん

の保存管理及び

整備活用、ならびにその周辺環境の保全を推進するため、関係機関が協議を行う場

として平成24年（2012）1月に設置された組織です。 

協議会には富士山
ふ じ さ ん

を行政区域に含む県ならびに市町村の県知事、各市町村長・市町

村教育長等が含まれ、広域連携の取組を進めています。本計画において関連文化財

群としても設定した富士山
ふ じ さ ん

関連の保存・活用にあたっては、これらの関係団体との連

携も含めた取組を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7-4 富士山
ふ じ さ ん

世界文化遺産協議会の組織体制  

協力者 
 

目的  

協議会が行

う資産の保

存管理及び

その周辺環

境の保全へ

の協力  

富士山利用者負
担専門委員会 
 
目的  

利用者負担制度の

あり方を検討、作業

部会への助言  

構成：有識者  

富士山世界文化
遺産学術委員会 

 

目的  

学術的な調査、協

議会への助言  

構成：学識経験者 

 

 

富士山世界文化遺産協議会 
目的：・資産及び周辺環境の現況の把握  

・資産の保存及び整備活用に関する事項の協議  

・世界遺産委員会への提出が必要な定期報告書等に関する協議  

・資産の保存管理及び整備活用に取り組む団体及び個人と相互協力等 

構成：山梨県・静岡県知事、市町村長、市町村教育長、恩賜県有財産保護

組合長、国（環境省、林野庁、国土交通省）の出先機関の長  

オブザーバー：（文化庁、環境省、林野庁、国土交通省、防衛省）  

事務局：山梨県・静岡県世界遺産担当  

作業部会 
役割・包括的保存管理計画の実施状況の把握  

・協議会における協議事項の事前準備及び調整  

・世界遺産委員会への提出が必要な定期報告書等に関する事前協議  

・関係法令等を所管する国の機関との連携及び調整 

構成：山梨県・静岡県、市町村等、国（環境省、林野庁、国土交通省）の

出先機関、住民代表者、資産所有者、関係団体等  

事務局：山梨県・静岡県世界遺産担当  

小委員会  

 
連携 

 
連携 

 
協力 
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第５節 推進体制 
 

本計画の推進にあたっては、庁内の連携体制の強化を図るとともに、国や県、外郭

団体といった関係機関との連携を進めます。さらに、個人や民間団体との協力体制

を構築し、多様な主体の参加により文化財の保存と活用を進めていきます。  

 

 

 

  

個人・民間団体 

小
山
町

お
や
ま
ち
ょ
う

の
体
制 

文化財保護主管課 

教育委員会 生涯学習課 

庁内関係課 

農林課 

都市整備課 

商工振興課 

観光交流課 

地域振興課 

危機管理局 

総合文化会館（図書館） 

支所（北郷
きたごう

支所、須走
すばしり

支所、

足柄
あしがら

支所） 

国・県 

文化庁 

静岡県
しずおかけん

スポーツ・文化観光部文化財課 

外郭団体 

静岡県
しずおかけん

富士山
ふ じ さ ん

世界遺産センター 

静岡県
しずおかけん

埋蔵文化財センター 

静岡県
しずおかけん

立
りつ

美術館 

民間団体 

小山町
おやまちょう

区長会 

小山町
おやまちょう

商工会 

小山町
おやまちょう

観光協会 

竹之下
た け の し た

太鼓
だ い こ

保存会 

用沢
ようさわ

神楽
か ぐ ら

保存会 

静岡
しずおか

おやま案内人「四季
し き

の旅人
た び と

」 

足柄
あしがら

史跡を守る会 

小山
お や ま

歴史を学ぶ会 

須走
すばしり

の歴史を学ぶ会 

須走
すばしり

まちづくり推進協議会 

 

文化財関係施設 

豊
ほう

門
もん

公園
こうえん

（豊
ほう

門
もん

会館
かいかん

・西洋館
せいようかん

） 

文化財収蔵庫 

・民具：明倫
めいりん

小学校 

・富士
ふ じ

紡
ぼう

績
せき

資料：北郷
きたごう

小学校 

・土器等出土遺物：北郷
きたごう

小学校 

・古文書等：地域資料室 

審議会等 

小山町
おやまちょう

文化財保護審議会 

（有識者等） 

個人等 

文化財の所有者・管理者 

町民 

民間事業者 

図7-5 小山町
おやまちょう

文化財保存活用地域計画の推進体制 

広域連携の取組 

（第４節参照） 

連携 

連携 

連携 

協力 

協力 

連携 

答申 

諮問 



第７章 歴史文化資源の保存・活用の推進体制 

7-10 

 



第８章 文化財の防災・防火・防犯 

8-1 

第８章 歴史文化資源の防災・防火・防犯 

 

第１節 防災・防火・防犯に関する現状と課題 
 

防災・防火・防犯対策にあたっては、本町における取組の指針となる「小山町
おやまちょう

地域

防災計画（令和５年（2023）3月修正）」及び県の指針となる「静岡県
しずおかけん

地域防災計画

（令和４年（2022）８月修正）」に基づき総合的な対策に取り組んでおり、今後も

継続して対策を実施していきますが、防災・防火・防犯対策を問わず、歴史文化資源

に対して、有事の際に迅速な対応を可能とするための連絡・連携体制を構築する必

要があります。 

台風や豪雨災害といった自然災害について

は、これまで頻繁に発生しており、昭和22年

（ 1947）のキャスリーン台風、翌 23年

（1948）のアイオン台風では、鮎
あゆ

沢
さわ

川
がわ

、須川
す か わ

、

野沢
の ざ わ

川
がわ

の堤防、橋梁に大被害を受けました。昭

和33年（1958）、 34年（ 1959）、 39年

（1964）、41年（1966）と相次いで被害を受

け、特に昭和47年（1972）7月の集中豪雨と

その直後の台風６号では、町内各所で河川決壊

や崖崩れなどを引き起こし、流出家屋46棟、全

壊13棟など戦後の本町を襲った最大級の災害

となりました。続いて昭和54年（1979）、57

年（1982）、平成22年（2010）、令和元年（2019）にも甚大な台風・豪雨による

被害を受けています。 

地震については、南海トラフ地震の発生が予想される中、本町域は、津波の浸水は

想定されていませんが、地震に伴う富士山
ふ じ さ ん

の火山噴火が懸念されています。富士山
ふ じ さ ん

の

噴火に伴う災害については、宝
ほう

永
えい

4年（1707）の宝
ほう

永
えい

噴火
ふ ん か

以降はありませんが、平

成23年（2011）の東日本大震災の余震により、富士山
ふ じ さ ん

に水蒸気が噴出しました。 

本町では、こうした自然災害に対する総合的な防災対策を定めた「小山町
おやまちょう

地域防災

計画」に基づき、防災対策に取り組んでいますが、個別文化財に対する防災対策の検

討が十分ではありません。 

防火については、近年、フランスのノートルダム寺院や沖縄県の国史跡首里
し ゅ り

城跡
じょうあと

などを代表とする文化財の火災などが発生し、火災による文化財の消失を防ぐ実効

的な対応が求められています。そのような中、本町では「小山町
おやまちょう

地域防災計画」に基

づき、文化財の防火対策に取り組んでいます。今後も、防火に対する意識を日常のも

図8-1 アイオン台風で崩れそうな

町役場 
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のとするために、これらの活動を継続していくことが必要です。 

防犯については、近年、国内の社寺等における美術工芸品の盗難や、文化財建造物

の汚損等が発生していることから、文化財を確実に後世へ継承していくため、平時

から、歴史文化資源の巡視及び維持管理状況を把握する必要があります。  
 

「小山町
おやまちょう

地域防災計画（令和３年（2021）3月策定）」 

  

共通対策編 

第２章 災害予防計画 第４節 防災知識の普及計画 

・文化財を地震災害から守り、後世に確実に継承するため、文化財愛護団体等の諸活動を通

じ、文化財に対する防災知識の普及を図り、保護の担い手づくりに努める。（各種学級、

講座、集会、大会、学習会、研修会等において実施する。） 

第３章 災害応急対策計画 第21節 応急教育計画 

・文化財の管理者又は所有者は、各文化財の状態に応じ災害に対処する措置を講ずるものと

し、町は、管理若しくは復旧のためにでき得る範囲の援助をし、文化財の保全に努めるも

のとする。 
 

地震対策編 

第２章 平常時対策 第４節 地震災害予防対策の推進 

・文化財建築物、文化財所蔵施設の所有者等及び静岡県重要文化財等所有者連絡協議会は、

その耐震性の向上並びに地震による人的被害を防止するための安全性の確保に努めるた

めに必要な対策を講ずるものとする。 

ア 文化財等の耐震措置の実施 

イ 安全な公開方法、避難方法の設定 

ウ 東海地震注意情報発表時、警戒宣言発令時及び地震発生時における連絡体制の事前

整備 

エ 地震発生後の文化財等の被害状況調査及び関係機関への通報体制の整備 

オ 文化財等の救出、復旧のための総合支援体制の整備 

カ 地震発生後の火災発生防止のための防災設備整備 
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第２節 防災・防火・防犯に関する方針 
 

第５章の方針にて示したとおり、歴史文化資源の防災・防犯対策にあたっては、文

化財防災訓練の実施や、防災意識の啓発活動、歴史文化資源を災害から守るための

防災設備の充実に努めるものとします。 

台風や豪雨災害、地震や火山噴火等の自然災害に対する防災対策に関しては、「小

山町地域防災計画」に準じつつ、平時から、個別歴史文化資源の巡視及び維持管理状

況を把握することで、有事の際の迅速な対応を可能にします。 

歴史文化資源の防火対策に関しては、毎年１月26日の「文化財防火デー」におけ

る文化財防火運動や、文化庁・消防庁・国土交通省により作成された「国宝・重要文

化財（建造物）等の防火対策ガイドライン」（令和２年（2020）12月改訂）及び「国

宝・重要文化財（建造物）等に対応した防災訓練マニュアル」（令和２年（2020）

３月）（消防庁）、「国宝・重要文化財（美術工芸品）を保管する博物館等の防火対策

ガイドライン」（令和元年（2019）９月）、令和元年に文化庁

により策定された「世界遺産・国宝等における防火対策５ヵ

年計画」（令和元年（2019）12月）に基づき、ハード・ソフ

トの両面から防災（防火）対策を推進します。 

文化財の防犯対策に関しては、文化庁より示されている文

化財の防犯対策について（通知）（平成27年4月30日 27財

伝文第8号）に基づく対策の強化や、御殿場
ご て ん ば

警察署等との連携

の強化を図ります。 

災害が発生した場合には、（独）国立文化財機構文化財防災

センター（静岡県
しずおかけん

担当：奈良国立博物館）や静岡県
しずおかけん

文化財救

済ネットワーク（事務局：静岡県
しずおかけん

文化財課）構成団体の文化

財等救済支援員・静岡県
しずおかけん

文化財建造物監理士等と情報共有を

行い、初動及び事後対応の指導・支援を仰ぎます。  

  

図8-2 耐火収蔵庫

（宝
ほう

鏡寺
きょうじ

） 



第８章 文化財の防災・防火・防犯 

8-4 

第３節 防災・防火・防犯に関する措置 
 

表の解説 

・実施期間：前期…Ｒ６～７、後期…Ｒ８～12、次期…次期計画の対象期間 

・実施主体の詳細は第７章を参照 

・期間を設けるもの…実線、恒常的に行うもの…点線 

・実施主体：◎…特に主体的に実施、○…主体的に実施 

 
 

関連 措置の名称 措置の内容 

実施期間 実施主体 

前

期 

後

期 

次

期 

行政 

担当課 

所
有
者
等 

地
域 

団
体
等 

防災 

防火 

防犯 

文化財パトロー

ル体制の構築 

地域ごと又は種別ごとに文化財パトロ

ールを実施する体制の構築 

  

 
  

◎ 

生涯学習課 
      

防災 

防火 

防犯 

文化財レスキュ

ー、防災関係団

体との連携構築 

緊急時の連絡体制の確立、発災後の連携

確立 
   

〇 

生涯学習課 
〇 〇   

防火 
文化財防火デー

等における訓練 

消防署や地域消防団との連携、定期的な

寺社・文化財建造物における防災訓練の

実施 

   
〇 

生涯学習課 

小山消防署 

◎ 〇   

防火 
防災設備設置事

業 

放水銃、耐火収蔵庫等の設置に対する助

言・指導 

  

 
  

〇 

生涯学習課 

小山消防署 

◎  〇   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8-3 文化財防火デーの訓練の様子 
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第４節 防災・防火・防犯の推進体制 
 

本町に存在する文化財等について、自然災害や人為的な事故・事件等が発生した

場合には、以下の図に示す体制にて迅速な対応にあたることとします。  

また、文化財の保存にあたっては、その損失を未然に防ぐことが非常に重要であ

ることから、関係機関連携のもと、防災・防犯対策を実施していきます。  

さらに、文化財の所有者、地域住民、小山町
おやまちょう

（教育委員会、消防署）等の連携によ

り、体制の強化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

文化庁 

自然災害 き損・盗難等 火災 

静岡
しずおか

県
けん

警本部 

御殿場
ご て ん ば

警察署 

所有者・管理者 

図8-4 防災・防犯の推進体制 

情報提供・情報交換  

小山
お や ま

消防署 

小山町
おやまちょう

危機管理局 

小山町
おやまちょう

教育委員会 

生涯学習課（事務局） 

所有者・管理者 

・国立文化財機構文化財防災センター 

・静岡県文化財等救済ネットワーク 

静岡県
しずおかけん

 スポーツ・文化観光部文化局 文化財課 
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資料編 

資-1 

資料編 

 
 

指定等文化財以外の歴史文化資源のリスト 
 

ここでは、第２章にて整理した指定等文化財以外の歴史文化資源について、その

根拠となるリストを掲載します。 

なお、古文書についてはその数が膨大であることから、調査成果を整理した報告

書に掲載されている件数を、報告書ごとに整理しています。  

 

１ 有形文化財 
 

（１）建造物 
 
番号 名称 地区 所在地 

1 沼子弁財天
ぬまこべんざいてん

祠 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 

2 大森橋
おおもりばし

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 

3 龍王
りゅうおう

山
さん

能眼寺
の う が ん じ

祠堂 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 公民館内 

4 御霊
ごりょう

八幡神社
はちまんじんじゃ

社殿 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 

5 無量寿庵
むりょうじゅあん

（道場）祠堂 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 

6 峰
みね

坂
さか

天
てん

神
じん

社
しゃ

下
しも

宮
みや

社殿 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 

7 向田堰
むかいだせぎ

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 日影橋
ひ か げ ば し

付近 

8 柳島
やなぎしま

本堰
ほんぜき

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 

9 梅向山
ばいこうざん

正福寺
しょうふくじ

本堂 成美
せ い び

 小山
お や ま

 

10 薬師堂
や く し ど う

（弘法大師
こうぼうだいし

祠含む） 成美
せ い び

 小山
お や ま

 滝沢
たきざわ

 

11 小山神社
おやまじんじゃ

社殿 成美
せ い び

 小山
お や ま

 滝沢
たきざわ

 

12 花戸
は な ど

堰
ぜき

 成美
せ い び

 所領
しょりょう

～小山
お や ま

 

13 雲居山
う ん ご ざ ん

乗光寺
じょうこうじ

本堂 成美
せ い び

 生土
い き ど

 

14 生土
い き ど

神社
じんじゃ

社殿 成美
せ い び

 生土
い き ど

 

15 生土
い き ど

用水
ようすい

堰
ぜき

 成美
せ い び

 音渕
おとぶち

～生土
い き ど

 

16 雲霧神社
くもきりじんじゃ

社殿 成美
せ い び

 音渕
おとぶち

 

17 鷹巣山
た か す ざ ん

勝福寺
しょうふくじ

本堂 成美
せ い び

 中島
なかじま

 

18 東光山
とうこうざん

正泉寺
しょうせんじ

祠堂 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

19 中嶋
なかじま

神社
じんじゃ

社殿 成美
せ い び

 中島
なかじま

 

20 伝
でん

深沢城
ふかざわじょう

城門
じょうもん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

21 中島
なかじま

堰
ぜき

 成美
せ い び

 八重桐の池～中島
なかじま

 

22 飯盛山本蓮寺
いいもりさんほんれんじ

本堂 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 

23 湯船
ゆ ふ ね

八幡神社
はちまんじんじゃ

社殿 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 

24 湯船
ゆ ぶ ね

大堰
おおぜき

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 

25 藤曲
ふじまがり

山
さん

慶林寺
け い り ん じ

本堂 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 

26 瑠璃山龍山寺
る り さ ん り ょ う ざ ん じ

本堂 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 字宮原
みやはら

 

27 浅間神社
せんげんじんじゃ

社殿 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり
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28 八幡神社
はちまんじんじゃ

社殿 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 

29 金
かな

桜
ざくら

神社
じんじゃ

石祠 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 金桜山山頂 

30 藤曲
ふじまがり

用水
ようすい

（須川
す か わ

堰
ぜき

） 成美
せ い び

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

～藤曲
ふじまがり

 

31 熊野神社
くまのじんじゃ

社殿 成美
せ い び

 落合
おちあい

 

32 忠
ちゅう

霊塔
れいとう

 成美
せ い び

 落合
おちあい

 小山
お や ま

中学校上 

33 薬師堂
や く し ど う

祠堂 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅横 

34 稲荷神社
いなりじんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 切通 

35 八幡神社
はちまんじんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 

36 旧
きゅう

富士
ふ じ

電力
でんりょく

発電所
はつでんしょ

（菅沼
すがぬま

） 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 

37 天神社
てんじんじゃ

社祠 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 天神原
てんじんばら

 

38 天神原貯水池
てんじんばらちょすいち

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 天神原
てんじんばら

 

39 西山
にしやま

用水
ようすい

取入口
とりいれぐち

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 須川
す か わ

上流 

40 日吉神社
ひよしじんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 

41 十王堂
じゅうおうどう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 

42 法雨山甘露寺
ほ う う ざ ん か ん ろ じ

本堂 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 

43 旧
きゅう

富士
ふ じ

電力
でんりょく

発電所
はつでんしょ

（須川
す か わ

） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 

44 羽黒神社
はぐろじんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 

45 医王山
い お う ざ ん

大脇
だいきょう

寺
じ

本堂 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 

46 向嶽山
こうがくさん

十輪寺
じゅうりんじ

本堂 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 

47 伝
でん

深沢城
ふかざわじょう

山門
さんもん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

48 湯山文右衛門寺子屋資料館
ゆ や ま ぶ ん え も ん て ら こ や し り ょ う か ん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 

49 山
やま

神社
じんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 下原
しもばら

 

50 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 原向
はらむき

 

51 神明社
しんめいしゃ

社殿 明倫
めいりん

 大久保
お お く ぼ

 

52 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

社殿（高尾山
た か お さ ん

） 明倫
めいりん

 大久保
お お く ぼ

 

53 渓沢山福昌寺
けいたくざんふくしょうじ

本堂 明倫
めいりん

 奈良橋
な ら は し

 

54 七社
ななしゃ

神社
じんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 奈良橋
な ら は し

 

55 薬王山領福寺
やくおうざんりょうふくじ

本堂 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 

56 白籏神社
しらはたじんじゃ

社殿（竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

伝承地
でんしょうち

） 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 

57 稲荷神社
いなりじんじゃ

社殿 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏神社
しらはたじんじゃ

境内 

58 稲荷神社
いなりじんじゃ

社祠 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 花戸
は な ど

 

59 秋葉神社
あきはじんじゃ

社祠 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 上
かみ

矢台
や だ い

 

60 巨嶽山
こ が く さ ん

興雲寺
こ う う ん じ

本堂（竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

伝承地
でんしょうち

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

 

61 要名山
ようめいざん

常 唱 院
じょうしょういん

本堂 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

、城ノ腰
じょうのこし

 

62 駒形神社
こまがたじんじゃ

社祠 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 下ノ原
し た の は ら

 

63 第六天大神
だいろくてんおおかみ

社祠 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 上ノ原
う え の は ら

 

64 千束橋
ち づ か ば し

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 

65 諏訪神社
す わ じ ん じ ゃ

社殿 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 新
しん

千束
ち づ か

橋袂 

66 八幡神社
はちまんじんじゃ

社殿 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 市場
い ち ば

 

67 嶽之下神社
たけのしたじんじゃ

社殿 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 市場
い ち ば

 

68 山
やま

の神社
じんじゃ

社殿 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 大曲
おおまがり

 

69 善光寺
ぜ ん こ う じ

本堂 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 善光寺
ぜ ん こ う じ

 

70 大雄山
だいゆうざん

宝鏡寺
ほうきょうじ

本堂 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 富士向
ふ じ む か い
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71 一
いち

の滝
たき

不動尊
ふ ど う そ ん

（磨
ま

崖仏
がいぶつ

、金太郎
き ん た ろ う

伝説地
で ん せ つ ち

）本堂 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

川
がわ

沿い 

72 嶽之
た け の

下宮
したぐう

社殿 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 神田
か ん だ

 

73 和泉山円通寺
い ず み ざ ん え ん つ う じ

本堂 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 丸塚
まるづか

 

74 足柄
あしがら

神社
じんじゃ

社殿 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 原ノ坂
は ら の さ か

 

75 静江庵
せいこうあん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 前耕地 公民館内 

76 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

社殿 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 切り通 

77 伊勢宇橋
い せ う ば し

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

下 栗
くり

の木沢
き さ わ

 

78 足柄
あしがら

山
やま

聖天堂
しょうてんどう

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

 

79 泉谷山用沢
せんこくざんようたく

寺
じ

本堂 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 大塚
おおつか

 

80 延命地蔵尊
えんめいじぞうそん

（用沢
ようさわ

小僧
こ ぞ う

の伝説）本堂 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 大塚
おおつか

 

81 用沢
ようさわ

八幡宮
はちまんぐう

社殿 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 久保
く ぼ

 

82 車地蔵尊
くるまじぞうそん

（車地蔵
くるまじぞう

の伝説）本堂 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 久保
く ぼ

 

83 向西寺
こ う さ い じ

本堂 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
い し き

 

84 地蔵堂
じ ぞ う ど う

本堂 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
い し き

 

85 金山
かなやま

薬師寺
や く し じ

本堂 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
い し き

 

86 一色
い し き

神社
じんじゃ

下の宮社殿（八金神社
じんじゃ

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
い し き

 

87 一色
い し き

神社
じんじゃ

上の宮社殿（正倉
まさくら

神社
じんじゃ

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 正倉
まさくら

北 

88 天王社
てんのうしゃ

社殿 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水
ただみず

 

89 椿
つばき

明神
みょうじん

社
しゃ

社祠 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水
ただみず

 

90 黒石神社
くろいしじんじゃ

社祠 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水
ただみず

 

91 摩利支天社
ま り し て ん し ゃ

社殿 北郷
きたごう

 一色
い し き

 墓地上 

92 東陽山西光寺
とうようさんさいこうじ

本堂 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 前田 

93 真浄庵
じんじょうあん

祠堂 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 新井 

94 庚申堂
こうしんどう

祠堂 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 辻 

95 天神社
てんじんじゃ

社殿（夜泣
よ な き

石
いし

の伝説地） 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 竹ノ上 

96 地蔵堂
じ ぞ う ど う

祠堂 北郷
きたごう

 下古城
しもふるしろ

 永塚 

97 子
ねの

神社
じんじゃ

社殿 北郷
きたごう

 下古城
しもふるしろ

 永塚 

98 山
やま

神社
じんじゃ

社殿 北郷
きたごう

 下古城
しもふるしろ

 中村 

99 法魂山天徳寺
ほうこんざんてんとくじ

本堂 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 下村 

100 日吉神社
ひよしじんじゃ

社殿 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 下村 

101 水神社
すいじんしゃ

社殿 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 西峯面 

102 伊奈神社
い な じ ん じ ゃ

社祠 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 水
すい

神社
じんじゃ

境内 

103 随正寺
ずいしょうじ

祠堂 北郷
きたごう

 棚頭
たながしら

 曽利畑 

104 産
さん

神社
じんじゃ

社殿 北郷
きたごう

 棚頭
たながしら

 北ノ原 

105 若宮八幡宮
わかみやはちまんぐう

社殿 北郷
きたごう

 下小林
しもこばやし

 

106 如意山
に ょ い さ ん

福
ふく

壽院
じゅいん

本堂 北郷
きたごう

 上野
う え の

 西 

107 薬
やく

王山
おうざん

真福寺
し ん ぷ く じ

本堂 北郷
きたごう

 上野
う え の

 中 

108 滝
たき

沢山
ざわさん

唯
ゆい

念寺
ね ん じ

本堂 北郷
きたごう

 上野
う え の

 北山口 

109 奥
おく

の沢
さわ

唯念
ゆいねん

寺
じ

本堂（開山堂） 北郷
きたごう

 上野
う え の

 北山 

110 神明宮
しんめいぐう

社殿 北郷
きたごう

 上野
う え の

 北、池端 

111 浅間神社
せんげんじんじゃ

社殿 北郷
きたごう

 上野
う え の

 池端 

112 日向山大蔵禅寺
にっこうざんだいそうぜんじ

本堂 北郷
きたごう

 中日向
な か ひ な た

 個人宅 

113 浅間神社
せんげんじんじゃ

社殿（雲霧神社
くもきりじんじゃ

） 北郷
きたごう

 中日向
な か ひ な た

 宮ノ脇
み や の わ き
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114 大綱山万昌寺
たいこうざんばんしょうじ

本堂 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 本村 

115 八幡宮
はちまんぐう

角取神社
つのとりじんじゃ

社殿 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 本村 

116 大師堂
だ い し ど う

祠堂 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 下村 

117 神明社
しんめいしゃ

社殿 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 下村 

118 だんやの倉庫
そ う こ

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 下村 個人宅 

119 角取神社
つのとりじんじゃ

奥
おく

の宮
みや

石祠（大御神
お お み か

） 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 角取山 

120 角取神社
つのとりじんじゃ

奥
おく

の宮
みや

石祠（一色
い し き

） 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 角取山 

121 題目堂
だいもくどう

 北郷
きたごう

 阿多野
あ だ の

 

122 天神社
てんじんじゃ

社殿 北郷
きたごう

 阿多野
あ だ の

 清水沢 

123 菖蒲沢
しょうぶざわ

堰
ぜき

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 水神社
すいじんじゃ

西 

124 和泉屋
い ず み や

堰
ぜき

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 通鼻 

125 迎久須志之神社
む か え く す し の じ ん じ ゃ

社殿 須走
すばしり

 富士山
ふ じ さ ん

須走
すばしり

口九合目 

126 古御嶽神社
こ み た け じ ん じ ゃ

社殿 須走
すばしり

 富士山
ふ じ さ ん

須走
すばしり

口五合目 

127 胎内神社
たいないじんじゃ

社殿 須走
すばしり

 富士山
ふ じ さ ん

須走
すばしり

口本六合目 

128 冨士
ふ じ

紡
ぼう

内
ない

須川
す か わ

神社
じんじゃ

社祠 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

境内 

129 祖霊社
そ れ い し ゃ

社殿 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

境内 

130 護国神社
ごこくじんじゃ

社殿 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

隣 

131 野中神社
のなかじんじゃ

社祠（大日堂
だいにちどう

） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 東富士演習場内 

132 小鳥
こ と り

の音楽堂
おんがくどう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 中学校裏山 

133 高勝山万妙寺
こうしょうざんまんみょうじ

本堂 須走
すばしり

 須走
すばしり

 字陣取塚
じんとりづか

 

134 伊奈神社
い な じ ん じ ゃ

社殿 須走
すばしり

 須走
すばしり

 下原
しもはら

 

135 観音堂
かんのんどう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 下本町
しもほんちょう

 

 

（２）石造物 

ア . 中世 
番号 名称 地区 所在地 

1 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 個人宅墓地 

2 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 個人宅墓地 

3 混合 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

墓地 

4 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

墓地 

5 混合 成美
せ い び

 小山
お や ま

 個人宅墓地 

6 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 個人宅墓地 

7 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

8 混合 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

9 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

10 混合 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

11 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

12 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

13 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

14 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

15 混合 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

16 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

17 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 
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18 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

19 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

20 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

21 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

22 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

23 混合 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

24 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

25 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

26 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

27 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

28 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

29 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地 

30 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

庭 

31 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

庭 

32 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

庭 

33 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

庭 

34 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

庭 

35 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

庭 

36 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 雨乞
あまごい

地蔵堂
じ ぞ う ど う

境内 

37 混合 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

38 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

39 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

40 混合 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

41 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

42 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

43 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

44 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

45 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

46 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

47 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

48 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

49 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅庭 

50 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅墓地 

51 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅墓地 

52 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅墓地 

53 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅墓地 

54 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

55 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

56 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

57 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

58 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

59 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

60 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 
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61 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

62 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

63 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

64 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

65 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

66 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

67 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

68 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

69 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

70 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 竜宝寺
りゅうほうじ

境内 

71 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

72 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

73 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅庭 

74 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅庭 

75 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅庭 

76 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅庭 

77 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅庭 

78 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 奈良橋路傍 

79 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 奈良橋路傍 

80 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 奈良橋路傍 

81 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 福昌寺
ふくしょうじ

境内 

82 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 福昌寺
ふくしょうじ

上路傍 

83 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

84 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅墓地 

85 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅庭 

86 混合 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

歴住墓地 

87 混合 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

歴住墓地 

88 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

歴住墓地 

89 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

歴住墓地 

90 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

歴住墓地 

91 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

歴住墓地 

92 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

歴住墓地 

93 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

前路傍 

94 混合 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

前路傍 

95 混合 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

前路傍 

96 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

前路傍 

97 混合 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

前路傍 

98 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 

99 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 

100 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 

101 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 

102 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 

103 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 
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104 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 

105 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅裏 

106 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅田地脇 

107 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅墓地 

108 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅墓地 

109 混合 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅墓地 

110 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅墓地 

111 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅墓地 

112 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅墓地 

113 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本連寺
ほ ん れ ん じ

歴住墓地 

114 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本連寺
ほ ん れ ん じ

歴住墓地 

115 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本連寺
ほ ん れ ん じ

歴住墓地 

116 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本連寺
ほ ん れ ん じ

歴住墓地 

117 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅裏 

118 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 旧あさかえ園前墓地 

119 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 湯船
ゆ ぶ ね

旧墓地 

120 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 湯船
ゆ ぶ ね

旧墓地 

121 五輪塔
ご り ん と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 湯船
ゆ ぶ ね

旧墓地 

122 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

開山墓地 

123 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

歴住墓地 

124 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

歴住墓地 

125 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

歴住墓地 

126 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

歴住墓地下 

127 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

歴住墓地下 

128 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

歴住墓地下 

129 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

130 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

131 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

132 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

133 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

134 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

135 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

136 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

137 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

138 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

139 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

140 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

141 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

墓地 

142 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

143 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

144 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

145 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

146 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 
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147 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

148 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

149 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

150 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

151 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 十輪寺
じゅうりんじ

境内 

152 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅庭 

153 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅庭 

154 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅庭 

155 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅畑地 

156 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅畑地 

157 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

158 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

159 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

160 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

161 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

162 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

163 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

164 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

165 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

166 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

167 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

168 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

169 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

170 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

171 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

172 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

173 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

174 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

175 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

176 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

177 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

178 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地(馬場) 

179 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 茅沼薬師堂
かやぬまやくしどう

内 

180 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 茅沼薬師堂
かやぬまやくしどう

内 

181 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 茅沼薬師堂
かやぬまやくしどう

内 

182 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 茅沼薬師堂
かやぬまやくしどう

内 

183 混合 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 茅沼薬師堂
かやぬまやくしどう

内 

184 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 茅沼薬師堂
かやぬまやくしどう

内 

185 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 茅沼薬師堂
かやぬまやくしどう

内 

186 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地 

187 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地 

188 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地 

189 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地 
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190 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 不動明王
ふどうみょうおう

祠
ほこら

脇 

191 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

脇 

192 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

脇 

193 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

脇 

194 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 字塔
とう

ノ元
の も と

梅林 

195 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅墓地 

196 混合 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

197 混合 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

198 混合 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

199 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

200 混合 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

201 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

202 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

203 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

204 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

205 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

206 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

旧墓地 

207 混合 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅庭 

208 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅庭 

209 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅庭 

210 五輪塔
ご り ん と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅庭 

211 混合 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白旗神社
しらはたじんじゃ

境内 

212 混合 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白旗神社
しらはたじんじゃ

境内 

213 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧長徳寺
ちょうとくじ

跡 

214 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

215 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

216 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

217 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

218 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

219 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

220 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

221 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

222 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

223 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

224 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下宮
たけのしたぐう

境内 

225 混合 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

226 混合 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

227 混合 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

228 混合 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

229 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

230 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

231 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

232 混合 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 
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233 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

234 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

235 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

236 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

237 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

238 混合 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

239 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

240 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

241 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

242 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

243 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

244 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧善光寺
ぜ ん こ う じ

墓地 

245 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

伝孫八墓 

246 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

伝孫八墓 

247 混合 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

弁天池
べんてんいけ

上 

248 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

六地蔵
ろ く じ ぞ う

脇 

249 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

六地蔵
ろ く じ ぞ う

脇 

250 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

六地蔵
ろ く じ ぞ う

脇 

251 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

墓地 

252 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

墓地 

253 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

墓地 

254 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

墓地 

255 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

墓地 

256 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

257 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

258 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

259 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

260 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

261 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

262 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

263 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

264 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

265 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

266 混合 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

267 混合 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

268 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

269 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

270 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

271 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

272 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

273 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

274 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

275 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ
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276 混合 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

277 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

278 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

279 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

280 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

281 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

282 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

283 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

284 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 字堂
どう

の前
まえ

 

285 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

歴住墓地 

286 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅庭 

287 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅庭 

288 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅庭 

289 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅庭 

290 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅庭 

291 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅墓地 

292 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅墓地 

293 五輪塔
ご り ん と う

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

294 混合 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅庭 

295 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 個人宅田地脇 

296 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 個人宅墓地 

297 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 個人宅墓地 

298 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 個人宅林 

299 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 個人宅庭 

300 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 字久保
く ぼ

田
た

 

301 (不明) 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

302 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

303 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

304 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

305 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

306 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

307 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

308 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

309 (不明) 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏 

310 一石
いっせき

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅墓地 

311 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅墓地 

312 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅墓地 

313 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅墓地 

314 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏墓地 

315 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏墓地 

316 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏墓地 

317 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅裏墓地 

318 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 
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319 一石
いっせき

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

320 一石
いっせき

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

321 一石
いっせき

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

322 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

323 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

324 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

325 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

326 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

327 一石
いっせき

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 旧蓮静寺
れんじょうじ

墓地 

328 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

歴住墓地 

329 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

歴住墓地 

330 混合 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

歴住墓地 

331 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

歴住墓地 

332 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

333 混合 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

334 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

335 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

336 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

337 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

338 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

339 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

340 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

341 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中田地畦畔 

342 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

343 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

344 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

345 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

346 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

347 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

348 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

349 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字寺中大銀杏脇 

350 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 天
てん

神社
じんしゃ

路傍 

351 混合 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 天
てん

神社
じんしゃ

路傍 

352 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 天
てん

神社
じんしゃ

路傍 

353 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 天
てん

神社
じんしゃ

路傍 

354 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 天
てん

神社
じんしゃ

路傍 

355 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

境内 

356 混合 北郷
きたごう

 一色
い し き

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

跡墓地 

357 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

跡墓地 

358 混合 北郷
きたごう

 下小林
しもこばやし

 個人宅庭 

359 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 下小林
しもこばやし

 個人宅庭 

360 混合 北郷
きたごう

 下小林
しもこばやし

 個人宅庭 
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1 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 境の沢遊園地横 

2 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 富士紡
ふ じ ぼ う

病院前 

3 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 犬の平住宅入口 

4 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 桃山東名ﾊﾞｽ停入口 

5 招魂
しょうこん

祭
さい

寄付
き ふ

金
きん

連名
れんめい

 成美
せ い び

 
小山
お や ま

 40名連名 山北石工数間

品吉 

6 招魂
しょうこん

碑
ひ

 成美
せ い び

 

小山
お や ま

 首唱者高杉勇造外 14名 

六合
ろくごう

村
むら

 菅沼
すがぬま

村
むら

有志中 石工湯

川作次郎 

7 観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 旧小山
お や ま

幼稚園下 

8 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 旧小山
お や ま

幼稚園下 

9 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 旧小山
お や ま

幼稚園下 

10 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 石堂薬師堂
や く し ど う

横 

11 生誕
せいたん

七百年
ななひゃくねん

紀念
き ね ん

碑
ひ

 成美
せ い び

 
小山
お や ま

 小山
お や ま

音淵
おとぶち

落合
おちあい

十二日講中 

7名連名 

12 降誕
こうたん

七百年
ななひゃくねん

紀念
き ね ん

碑
ひ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 石堂坂下 右 

13 小山
お や ま

十二講
じゅうにこう

中 成美
せ い び

 小山
お や ま

 石堂坂下  

14 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 中組氏子中 

15 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 石堂下  

16 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 神成米店横 

17 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 石堂社宅 

18 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 滝沢東名ｶﾞｰﾄﾞ下 右 

19 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 滝沢東名ｶﾞｰﾄﾞ下 左 

20 神社
じんじゃ

改築之
か い ち く の

碑
ひ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 小山
お や ま

神社
じんじゃ

 

21 内容不明な石造物 成美
せ い び

 
小山
お や ま

 小山
お や ま

神社
じんじゃ

・正面に絵があ

る 

22 御神
ご し ん

燈
とう

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 小山
お や ま

神社
じんじゃ

 左右 

23 駒
こま

犬
いぬ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 小山
お や ま

神社
じんじゃ

 左右 

24 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 小山
お や ま

 小山
お や ま

神社
じんじゃ

 左右 

25 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 成美
せ い び

 小山
お や ま

 小山
お や ま

神社
じんじゃ

 

26 御神
ご し ん

燈
とう

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 小山
お や ま

神社
じんじゃ

 左右 

27 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大祖神社
じんじゃ

 

28 神社
じんじゃ

碑
ひ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大祖神社
じんじゃ

 

29 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（尾崎君之碑） 成美
せ い び

 小山
お や ま

 尾崎家屋敷（滝本家横） 

30 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 松田商店横 

31 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 松田商店横 

32 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 松田商店横 

33 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

34 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

35 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

36 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

37 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

38 内容不明な石造物 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 
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39 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

40 内容不明な石造物 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

41 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

42 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

43 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 大沢川橋横 

44 大沢川流域
おおさわがわりゅういき

治山治水之
ち さ ん ち す い の

碑
ひ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 個人宅 

45 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

入口横 

46 名号
みょうごう

碑
ひ

 南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

入口横 

47 寺院
じ い ん

碑
ひ

 真宗
しんしゅう

大谷派
お お た に は

 正福寺
しょうふくじ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

入口横 

48 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

入口横 

49 寺院
じ い ん

碑
ひ

 門徒宗
もんとしゅう

 正福寺
しょうふくじ

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

境内 

50 斡旋者
あっせんしゃ

 戦友
せんゆう

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

境内 

51 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（陸軍歩兵室伏八百吉之碑） 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

境内 

52 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（室伏太郎之碑） 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

境内 

53 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（室伏董平君碑） 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

境内 

54 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

境内 

55 内容不明な石造物 成美
せ い び

 小山
お や ま

 正福寺
しょうふくじ

境内 

56 記念
き ね ん

碑
ひ

 瀧沢水道誌 成美
せ い び

 小山
お や ま

 滝沢奥 

57 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（米倉磯吉君之碑） 成美
せ い び

 小山
お や ま

 滝沢 

58 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 滝沢 

59 旗
はた

立
た

て 左右 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 雲霧
くもきり

神社
じんじゃ

 

60 旗
はた

立
た

て 左右 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 雲霧
くもきり

神社
じんじゃ

 階段 

61 不明 明治百年記念 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 雲霧
くもきり

神社
じんじゃ

 

62 不明 水道記念 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 雲霧
くもきり

神社
じんじゃ

 

63 鳥居
と り い

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 雲霧
くもきり

神社
じんじゃ

 

64 内容不明な石造物 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

生土
い き ど

 城山 

65 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 音淵
おとぶち

宅道上 

66 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 音淵
おとぶち

宅道上 

67 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 音淵
おとぶち

宅道上 

68 稲荷
い な り

鎮座
ち ん ざ

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 音淵
おとぶち

宅道上 

69 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 内田商会前 

70 水
すい

神宮
じんぐう

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 一の木戸 

71 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 一の木戸 

72 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 音淵
おとぶち

 一の木戸 

73 鳥居
と り い

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

74 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

75 石
いし

燈篭
どうろう

 左右 西国
さいごく

三十三所
さんじゅうさんしょ

順礼
じゅんれい

供養
く よ う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

76 石
いし

燈篭
どうろう

 左右 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

77 顕彰
けんしょう

碑
ひ

 （陸軍歩兵室伏平蔵君之碑） 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

78 明徳社
めいとくしゃ

碑
ひ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

79 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

80 旗
はた

立
た

て 左右 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

 

81 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

階段下 
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82 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

階段下 

83 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

階段下 

84 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 生土
い き ど

 生土
い き ど

神社
じんじゃ

入口 

85 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

86 文芸
ぶんげい

碑
ひ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

87 銘なし 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

88 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 第一県営住宅前 

89 改築
かいちく

遷宮
せんぐう

御園
み そ の

大神鎮座 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平 

90 国土
こ く ど

安泰
あんたい

 社殿改築竣工 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平 

91 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平 

92 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平 

93 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平 

94 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平 

95 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

96 文字
も じ

碑
ひ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

97 文字
も じ

碑
ひ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

98 水神
すいじん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

99 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

100 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

101 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

102 春日
か す が

神社
じんじゃ

址
あと

石碑 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

103 供養
く よ う

搭
とう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 個人宅 

104 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

入口 

105 石
いし

燈篭
どうろう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

106 石
いし

燈篭
どうろう

 左右 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

107 供養
く よ う

搭
とう

 第三四五工場物故者供養搭 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

108 殉職之
じゅんしょくの

碑
ひ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

109 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

110 三界
さんかい

万
ばん

霊
れい

搭
とう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

111 文字
も じ

碑
ひ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

112 庚申
こうしん

搭
とう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内 

113 石
いし

搭
とう

 臨済宗
りんざいしゅう

円覚寺派
え ん が く じ は

乗光寺
じょうこうじ

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

境内大門入口 

114 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

115 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

116 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

117 延命
えんめい

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

118 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

119 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

120 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

121 頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

122 石
いし

燈篭
どうろう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

123 有縁
う え ん

無縁
む え ん

三界
さんがい

萬
ばん

霊之塔
れ い の と う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

124 三十三所
さんじゅうさんしょ

横道
よこみち

供養
く よ う

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 
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125 内容不明な石造物 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

126 石
いし

燈
どう

籠
ろう

 左右 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

境内 

127 門柱 左右 成美
せ い び

 中島
なかじま

 勝福寺
しょうふくじ

入口 

128 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

129 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

130 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

131 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

132 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

133 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

134 頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

（組合長松本延次郎外） 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 中島
なかじま

区耕地整理組合建之 

石工橋本喜作 

135 忠魂
ちゅうこん

碑
ひ

（三等機関兵松本煬次郎） 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 発起人９名 石工大雄山

出入 向山佐太郎 

136 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

境内 

137 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

境内 

138 鳥居
と り い

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

境内 

139 奉納
ほうのう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

境内 

140 御即位
ご そ く い

記念
き ね ん

（階段寄附芳名） 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

境内 

141 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

境内 

142 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

神社
じんじゃ

境内 

143 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

144 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

145 自然
し ぜ ん

石
せき

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

146 石
いし

燈
どう

籠
ろう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

147 庚申
こうしん

搭
とう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

148 狛犬
こまいぬ

 左右 成美
せ い び

 中島
なかじま

 金時公園
きんときこうえん

 

149 文芸
ぶんげい

碑
ひ

（俳句） 成美
せ い び

 中島
なかじま

 金時公園
きんときこうえん

 

150 金時公園
きんときこうえん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 金時公園
きんときこうえん

 

151 文芸
ぶんげい

碑
ひ

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 金時公園
きんときこうえん

 

152 石
いし

燈
どう

籠
ろう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 金時公園
きんときこうえん

 

153 文芸
ぶんげい

碑
ひ

（金時音頭） 成美
せ い び

 中島
なかじま

 金時公園
きんときこうえん

 

154 百番
ひゃくばん

観世音
か ん ぜ お ん

巡礼
じゅんれい

供養
く よ う

搭
とう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

155 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

156 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

157 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

158 御神
ご し ん

燈
とう

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

159 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

160 御即位
ご そ く い

記念
き ね ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 中島
なかじま

公民館前 

161 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

162 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 

163 給水
きゅうすい

碑
ひ

 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 滝之前水道組合 銘文あ

り 石工橋本喜作 

164 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 中島
なかじま

 滝之前一同 

165 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 中島
なかじま

 個人宅 
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166 紀念
き ね ん

（御料地
ご り ょ う ち

払下
はらいさ

げ） 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

 

167 有縁
う え ん

無縁
む え ん

三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

寺 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

168 石
いし

燈
どう

籠
ろう

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

169 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

170 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

171 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

172 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

173 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

174 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

175 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 無量寿庵
むりょうじゅあん

 

176 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

177 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

178 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

179 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

180 道標
どうひょう

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

181 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

182 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

183 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

184 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

185 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

186 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

187 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

188 三馬頭観世音 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

189 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 峰坂天神社下宮
みねさかてんじんしゃしもみや

参道 

190 内容不明な石造物 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

191 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

192 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

193 文芸
ぶんげい

碑
ひ

（俳句） 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 大森橋
おおもりばし

 

194 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 大森橋
おおもりばし

 

195 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 大森橋
おおもりばし

 

196 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 大森橋
おおもりばし

 

197 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

198 庚申供養之塔 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

公民館 

199 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

公民館 

200 四国
し こ く

西国
さいごく

礼拝
れいはい

供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

公民館 

201 庚申塔
こうしんとう

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

公民館 

202 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

公民館 

203 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

神社
じんじゃ

 

204 石
いし

燈篭
どうろう

 左右 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

神社
じんじゃ

 

205 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

神社
じんじゃ

 

206 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

神社
じんじゃ

 

207 旗
はた

立
た

て 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

神社
じんじゃ

 

208 水神
すいじん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

神社
じんじゃ
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209 供養塔
く よ う と う

（無縁法界万霊） 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 柳島
やなぎしま

神社
じんじゃ

 

210 正観世音
しょうかんぜおん

菩薩
ぼ さ つ

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 路傍 

211 辻八幡
つじはちまん

六神 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 路傍 

212 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 路傍 

213 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 路傍 

214 明けゆく郷土 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 路傍 

215 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

216 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

217 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

218 内容不明な石造物 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

219 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 個人宅 

220 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 町営住宅入口 

221 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 町住手前県道沿 

222 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

223 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

224 道標
どうひょう

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

225 南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

226 南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

227 記念
き ね ん

碑
ひ

（日の丸道場跡） 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 日の丸道場跡 

228 供養塔
く よ う と う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 ごんげ沢 

229 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 ごんげ沢 

230 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

231 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

232 湯船
ゆ ぶ ね

沢農道開通記念碑 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 あさかえ園上 

233 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

234 忠魂
ちゅうこん

碑
ひ

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

235 文字
も じ

碑
ひ

（子産田之地） 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

236 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

237 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 湯船
ゆ ぶ ね

公民館 

238 本蓮寺 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本蓮寺入口 

239 奉唱
ほうしょう

題目
だいもく

一千部
い っ せ ん ぶ

供養
く よ う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本蓮寺入口 

240 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

一千部
い っ せ ん ぶ

供養
く よ う

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本蓮寺入口 

241 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 本蓮寺入口 

242 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

243 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

244 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 個人宅 

245 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 湯船
ゆ ぶ ね

八幡神社
はちまんじんじゃ

 

246 旗
はた

立
た

て 左右 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 湯船
ゆ ぶ ね

八幡神社
はちまんじんじゃ

 

247 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門会館
ほうもんかいかん

付近 

248 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門会館
ほうもんかいかん

正門前付近 

249 水呑
み ず の

み 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 龍宝寺
りゅうほうじ

 

250 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 

251 霊神 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 
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252 南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 

253 地蔵
じ ぞ う

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 

254 内容不明な石造物 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 

255 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 

256 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 

257 先祖
せ ん ぞ

累代
るいだい

□精霊墓 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 個人宅 

258 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

259 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

260 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

261 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

262 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

263 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

264 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

265 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

266 日支
に っ し

事変
じ へ ん

徴発
ちょうはつ

馬匹
ば ひ つ

供養
く よ う

搭
とう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶
けい

林寺
り ん じ

 

267 戦没者
せんぼつしゃ

芳名
ほうめい

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

268 頌徳之
しょうとくの

碑
ひ

（岳堂藤曲
ふじまがり

政吉翁） 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

269 日露
に ち ろ

戦役
せんえき

紀念
き ね ん

碑
ひ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

270 忠魂
ちゅうこん

碑
ひ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

271 石
いし

燈篭
どうろう

 左右 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

272 国旗
こ っ き

掲揚
けいよう

搭
とう

（小山町
おやまちょう

郷友会結成記念） 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

273 湯山
ゆ や ま

正平翁之像
しょうへいおうのぞう

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

274 水呑
み ず の

み 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 小山町
おやまちょう

忠霊塔広場 

275 和田君遺悳
わ だ く ん い と く

碑
ひ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門公園
ほうもんこうえん

 

276 鴎会記念碑 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門公園
ほうもんこうえん

 

277 日比
ひ び

谷平
や へ い

左
ざ

衛門
え も ん

像台座 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門公園
ほうもんこうえん

 

278 日比
ひ び

谷平
や へ い

左
ざ

衛門
え も ん

像の碑文 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門公園
ほうもんこうえん

 

279 日比谷
ひ び や

翁
おう

頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

の沿革 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門公園
ほうもんこうえん

 

280 日比谷
ひ び や

翁
おう

遺徳之
い と く の

碑
ひ

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 豊門公園
ほうもんこうえん

 

281 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 野沢
の ざ わ

川
がわ

脇 

282 旗
はた

立
た

て 左右 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

283 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

284 給水
きゅうすい

碑
ひ

 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

285 句碑
く ひ

（素鴎） 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

286 町内安全 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

287 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

288 秋葉神 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

289 狛犬
こまいぬ

 左右 成美
せ い び

 落合
おちあい

 熊野
く ま の

神社
じんじゃ

 

290 小山町
おやまちょう

民憲章 成美
せ い び

 落合
おちあい

 小山町
おやまちょう

役場 

291 道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 落合
おちあい

 小山
お や ま

中学校脇 

292 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 成美
せ い び

 落合
おちあい

 小山
お や ま

中学校脇 

293 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 高尾
た か お

山入口 

294 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

、庚申塔
こうしんとう

 明倫
めいりん

 大久保
お お く ぼ

 湯船
ゆ ぶ ね

原登口 
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295 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 福昌寺
ふくしょうじ

脇の路傍 

296 石像 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 福昌寺
ふくしょうじ

脇の路傍 

297 旗
はた

立
た

て 御即位
ご そ く い

紀念
き ね ん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 福昌寺
ふくしょうじ

 

298 三界
さんがい

万
ばん

霊
れい

搭
とう

 南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 福昌寺
ふくしょうじ

 

299 鳥居
と り い

 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 神明社
しんめいしゃ

 

300 常夜
じょうや

燈
とう

 左右 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 神明社
しんめいしゃ

 

301 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 神明社
しんめいしゃ

 

302 狛犬
こまいぬ

 左右 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 神明社
しんめいしゃ

 

303 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 高尾
た か お

神社
じんじゃ

 

304 石像 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 高尾
た か お

神社
じんじゃ

 

305 旗
はた

立
た

て 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 高尾
た か お

神社
じんじゃ

 

306 産業
さんぎょう

道路
ど う ろ

開鑿
かいさく

記念
き ね ん

 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 七社
ななしゃ

神社
じんじゃ

 

307 御神
ご し ん

燈
とう

 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 七社
ななしゃ

神社
じんじゃ

 

308 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 七社
ななしゃ

神社
じんじゃ

 

309 御神
ご し ん

燈
とう

 明倫
めいりん

 南
みなみ

藤曲
ふじまがり

 七社
ななしゃ

神社
じんじゃ

 

310 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋 

311 六道
ろくどう

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

 七観音大王 三界
さんがい

万
ばん

霊
れい

搭
とう

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 上須川橋横 

312 道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 
南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋の富士ｾﾌﾃｨの

上の山 

313 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ下 

314 庚申塔
こうしんとう

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ下 

315 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ下 

316 庚申
こうしん

供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ下 

317 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ下 

318 地蔵
じ ぞ う

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋ﾊﾞｲﾊﾟｽ下 

319 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 個人宅 

320 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 個人宅 

321 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 個人宅 

322 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋 

323 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋 

324 □虚空
こ く う

立蔵菩薩 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 奈良橋 

325 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 大久保
お お く ぼ

路傍 

326 西国
さいごく

供養
く よ う

搭
とう

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 大久保
お お く ぼ

路傍 

327 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 大久保
お お く ぼ

路傍 

328 庚申
こうしん

供養
く よ う

搭
とう

 明倫
めいりん

 南 藤 曲
みなみふじまがり

 大久保
お お く ぼ

路傍 

329 龍弁財尊天 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 切通 

330 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 町住下 

331 庚申塔
こうしんとう

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 小山
お や ま

写真館横 

332 庚申塔
こうしんとう

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 小山
お や ま

写真館横 

333 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅 

334 文字
も じ

碑
ひ

（弘法大師） 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅 

335 御神
ご し ん

燈
とう

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅 

336 横道
よこみち

巡礼
じゅんれい

供養
く よ う

仏 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅 

337 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅 
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338 庚申待
こうしんまち

供養
く よ う

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅 

339 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 個人宅 

340 鳥居
と り い

（紀元二千六百年記念） 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

341 旗
はた

立
た

て 左右 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

342 月米水道記念 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

343 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

344 道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

345 文字
も じ

碑
ひ

（区民一同） 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

346 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

遷座
せ ん ざ

記念
き ね ん

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

347 奉献
ほうけん

 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

348 須川
す か わ

災害
さいがい

復旧
ふっきゅう

記念
き ね ん

碑
ひ

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

349 水神
すいじん

 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 

350 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 天神原
てんじんばら

水路脇 

351 題目
だいもく

碑
ひ

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 天神原
てんじんばら

水路脇 

352 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 岩田権良宅前 

353 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 新屋十王堂 

354 新屋十王堂
じゅうおうどう

碑
ひ

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 新屋十王堂入口 

355 道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

356 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

357 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（陸軍歩兵岩田太一郎） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

358 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 天神原
てんじんばら

貯水池横 

359 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

法界
ほっかい

萬
ばん

霊
れい

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

360 御神
ご し ん

燈
とう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 天神原
てんじんばら

天神社
じんじゃ

 

361 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（陸軍歩兵湯山吉五郎） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

362 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

363 御神
ご し ん

燈
とう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

364 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

365 石祠（稲荷） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

366 石祠（奉大山） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

367 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

368 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

369 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 旧東栄建設前 

370 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

371 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

372 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

横 

373 文字
も じ

碑
ひ

（本立道生） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

横 

374 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

横 

375 道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

376 旗
はた

立
た

て 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

377 秩父
ち ち ぶ

供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

378 旗
はた

立
た

て 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

379 猿田彦
さ る た ひ こ

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

380 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ
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381 御大典記念 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

382 旗
はた

立
た

て 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

383 湯山
ゆ や ま

治兵衛
じ へ え

筆子
ふ で こ

塚
づか

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 穂見
ほ み

神社
じんじゃ

 

384 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

385 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

386 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

387 秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

巡礼
じゅんれい

供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

388 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

389 頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

（湯山宇平治） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人宅 

390 岩田九三郎筆子
ふ で こ

塚
づか

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 馬場墓地 

391 湯山
ゆ や ま

市蔵筆子
ふ で こ

塚
づか

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人墓地 

392 湯山
ゆ や ま

七左衛門筆子
ふ で こ

塚
づか

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 個人墓地 

393 旗
はた

立
た

て 左右 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

394 神饌料
しんせんりょう

供
きょう

進
しん

指定神社
じんじゃ

村社日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

395 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

396 青面
しょうめん

金剛
こんごう

明王塔
みょうおうとう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

397 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

398 句碑
く ひ

（逸素） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

399 句碑
く ひ

（三句） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

400 明治三十七八年戦後記念碑 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

401 石祠（稲荷） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

402 石祠 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

403 石祠 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

404 石祠 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

405 石祠 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

406 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

407 奉巡礼
じゅんれい

百番
ひゃくばん

供養塔
く よ う と う

（金比羅・湯殿三山） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

408 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

409 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

410 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

411 石造物（両親菩提） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

412 文字
も じ

碑
ひ

（甘露寺） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

413 旗
はた

立
た

て 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

414 坂東秩父観世音菩薩
ば ん ど う ち ち ぶ か ん ぜ お ん ぼ さ つ

順禮
じゅんれい

供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

415 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

416 石
いし

燈篭
どうろう

（左右） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

417 献
けん

燈
とう

 左右 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

418 句碑
く ひ

（蔵春） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

419 満願
まんがん

報恩
ほうおん

（順禮
じゅんれい

供養塔
く よ う と う

） 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

420 □障庵宗岳碑 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

421 宝篋印
ほうきょういん

陀羅尼
だ ら に

搭
とう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

422 第一、二工場物故者
ぶ っ こ し ゃ

供養
く よ う

搭
とう

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ

 

423 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 甘露寺
か ん ろ じ
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424 湯山
ゆ や ま

文右衛門
ぶ ん え も ん

筆子
ふ で こ

塚
づか

 明倫
めいりん

 原向
はらむき

 湯山
ゆ や ま

文右衛門
ぶ ん え も ん

資料館横 

425 旗
はた

立
た

て 皇太子
こ う た い し

殿下
で ん か

御降誕
ご こ う た ん

記念
き ね ん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

426 旗
はた

立
た

て 御指定村社羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

427 庚申
こうしん

搭
とう

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

428 庚申
こうしん

搭
とう

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

429 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

430 常夜
じょうや

燈
とう

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

431 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

432 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

433 庚申
こうしん

供養
く よ う

搭
とう

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

434 秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

四国
し こ く

西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

435 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

436 御神
ご し ん

燈
とう

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

437 旗
はた

立
た

て 左右 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

438 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

439 明治二十七八年役征清紀念碑 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

440 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

441 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

三三○年記念 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

442 忠
ちゅう

霊
れい

の碑
ひ

 銘文 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

 

443 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 湯山愛治 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 羽黒
は ぐ ろ

神社
じんじゃ

前 

444 句碑
く ひ

（百景庵禾洋） 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

445 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

446 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

447 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

448 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

449 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

450 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

451 石
いし

燈篭
どうろう

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

452 萬
ばん

霊塔
れいとう

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

453 供養塔
く よ う と う

（左右） 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

454 渡辺喜三郎筆子
ふ で こ

塚
づか

 明倫
めいりん

 大脇
おおわき

 十輪寺
じゅうりんじ

 

455 奉供養
く よ う

庚申塔
こうしんとう

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

ﾊﾞｽ停横 

456 奉順禮
じゅんれい

西国
さいごく

横堂観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

ﾊﾞｽ停横 

457 所願
しょがん

成就
じょうじゅ

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

ﾊﾞｽ停横 

458 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

ﾊﾞｽ停横 

459 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

ﾊﾞｽ停横 

460 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

461 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

462 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

463 伊東
い と う

陽斎
ようさい

先生墓（筆子塚） 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 所領
しょりょう

ﾊﾞｽ停横墓地 

464 十方法界塔 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 領福寺
りょうふくじ

 

465 南無
な む

庚申
こうしん

本尊
ほんぞん

青面
しょうめん

金剛
こんごう

大士
だ い じ

這箇銘心 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 領福寺
りょうふくじ

 

466 漢
かん

詩碑
し ひ

（皇典講究所長江木千之） 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏
しらはた

神社
じんじゃ
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467 漢
かん

詩碑
し ひ

（徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

） 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

 

468 左近衛中将二條為冬之墓 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

 

469 文字
も じ

碑
ひ

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

 

470 石柱 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

 

471 狛犬
こまいぬ

 左右 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

 

472 狛犬
こまいぬ

 左右 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 白籏
しらはた

神社
じんじゃ

 

473 石
いし

燈篭
どうろう

 西国
さいごく

三十三所
さんじゅうさんしょ

供養
く よ う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

474 石
いし

燈篭
どうろう

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

475 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

476 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

477 坂東
ばんどう

西国
さいごく

秩父
ち ち ぶ

順礼
じゅんれい

供養
く よ う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

478 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

479 庚申塔
こうしんとう

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

480 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

481 供養塔
く よ う と う

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

482 道祖神
ど う そ じ ん

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

483 内容不明な石造物 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 個人宅 

484 みちしるベ 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 向方入り口三叉路 

485 みちしるベ 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 神田町住手前 

486 六地蔵
ろ く じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内 

487 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

488 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

489 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

490 秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

491 回国
かいこく

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

492 奉順禮
じゅんれい

百番
ひゃくばん

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

493 西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

494 西国
さいごく

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

百番
ひゃくばん

供養
く よ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

495 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

496 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

497 記念
き ね ん

碑
ひ

寄附者
き ふ し ゃ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

門前
もんぜん

 

498 日露
に ち ろ

戦役
せんえき

記念
き ね ん

碑
ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

499 曹洞宗
そうとうしゅう

大雄山
だいゆうざん

宝鏡寺
ほうきょうじ

竹之下
た け の し た

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

500 門柱礎石 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

501 門柱礎石 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

502 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

503 忠魂
ちゅうこん

碑
ひ

（二種） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

504 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

505 奉納
ほうのう

（金百円） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

506 奉納
ほうのう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

507 菩薩像
ぼ さ つ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

508 木食観正
もくじきかんしょう

碑
ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

509 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい
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510 奉納
ほうのう

（手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

511 山門
さんもん

敷石
しきいし

（稲家先祖代々菩提） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

512 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

513 本尊
ほんぞん

地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

御恵歌 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

514 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

515 銭洗
ぜにあらい

弁財天
べんざいてん

の碑
ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

516 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

517 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

518 石造物（金剛木の銘） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

519 石造物（奉順禮
じゅんれい

坂東
ばんどう

西国
さいごく

三十三所
さんじゅうさんしょ

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

520 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

521 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

522 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

523 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

524 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

525 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

526 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

527 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

528 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

529 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

530 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

531 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

532 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

533 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

534 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

535 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

536 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

537 奉納
ほうのう

西国
さいごく

供養
く よ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

538 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

539 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

540 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

541 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

542 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

543 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

544 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

545 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

546 蕎麦
そ ば

切
きり

地蔵
じ ぞ う

大菩薩
だ い ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

547 万
ばん

霊
れい

等
とう

 百番
ひゃくばん

供養
く よ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

548 鉄道工事死亡者追弔
ついちょう

碑
ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

549 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

550 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

551 寄附鐘堂屋根替 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

552 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい
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553 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

554 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

555 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

556 献
けん

燈
とう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

557 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

558 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

559 鈴木九郎右衛門筆子
ふ で こ

塚
づか

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内
けいだい

 

560 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

太子 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

561 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

562 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

563 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

564 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

565 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

566 奉供養百八十八番 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

567 竹之下
た け の し た

宿
しゅく

庚申塔
こうしんとう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

568 奉供養
く よ う

西国
さいごく

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

569 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

570 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

571 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

572 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 馬喰坂
ばくろうざか

登り口 

573 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

神社
じんじゃ

 

574 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

神社
じんじゃ

 

575 鳥居
と り い

 嶽之下
た け の し た

神社
じんじゃ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

神社
じんじゃ

 

576 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 御寳前奉供養日天子所願成就 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

神社
じんじゃ

 

577 旗
はた

立
た

て（左右） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

神社
じんじゃ

 

578 報徳
ほうとく

訓
くん

（二宮尊徳の像） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧足柄
あしがら

幼稚園  

579 旗
はた

立
た

て 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧足柄
あしがら

幼稚園  

580 校
こう

歌碑
か ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 旧足柄
あしがら

幼稚園  

581 道標
どうひょう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

582 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

宮奥宮 

583 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

宮奥宮 

584 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

宮奥宮 

585 南
みなみ

妙法
みょうほう

蓮華
れ ん げ

経
きょう

不動之滝
ふ ど う の た き

入口
いりぐち

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 不動の滝前 

586 道標
どうひょう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 東静
とうせい

建設資材置場脇 

587 道標
どうひょう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

588 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

589 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 山ノ神 

590 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

591 歌碑
か ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

592 南無
な む

弘法大師
こうぼうだいし

遍照
へんじょう

金剛
こんごう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

593 鳥居
と り い

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

594 狛犬
こまいぬ

 左右 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

595 旗
はた

立
た

て 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 
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596 三島 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

597 竹之下
た け の し た

道歌碑 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 JR足柄
あしがら

駅 

598 海抜
かいばつ

石碑
せ き ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 JR足柄
あしがら

駅 

599 開駅三十周年記念 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 JR足柄
あしがら

駅 

600 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

601 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

602 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

603 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

604 南無妙法蓮華経
むみょうほうれんげきょう

日蓮大士御 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

605 歌碑
か ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

606 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

 唱名一千部 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

607 旗
はた

立
た

て 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

608 称法華地蔵 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

609 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

万
ばん

霊
れい

搭
とう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

610 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

611 旗
はた

立
た

て 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 常 唱 院
じょうしょういん

 

612 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 東名竹之下
た け の し た

橋地先 

613 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 東名竹之下
た け の し た

橋地先 

614 記念
き ね ん

碑
ひ

（農道水路完成） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 東名竹之下
た け の し た

橋地先 

615 御玉霊神 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 思橋
おもいばし

地先 

616 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 思橋
おもいばし

地先 

617 道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

618 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

619 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

620 西国
さいごく

四国
し こ く

順拝供養
く よ う

搭
とう

（秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

札所
ふだしょ

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

621 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

622 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

623 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

624 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

625 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

626 馬頭
ば と う

観音
かんのん

大士
だ い じ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

627 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

628 旗
はた

立
た

て 左右 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

629 旗
はた

立
た

て 左右 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

630 常夜
じょうや

燈
とう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

631 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

632 供養塔
く よ う と う

（湯山権左衛門） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道脇（旧宿区公民館） 

633 葛城先祖先々霊位 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 防災倉庫 

634 薬師石 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 長徳寺
ちょうとくじ

跡 

635 千手
せんじゅ

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 長徳寺
ちょうとくじ

跡 

636 庚申
こうしん

供養
く よ う

搭
とう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 長徳寺
ちょうとくじ

跡 

637 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 長徳寺
ちょうとくじ

跡 

638 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 長徳寺
ちょうとくじ

跡 
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639 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 長徳寺
ちょうとくじ

跡 

640 家畜
か ち く

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 鈴木牧場 

641 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

642 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

643 常夜
じょうや

燈
とう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 竹の下バス停付近 

644 水道
すいどう

記念
き ね ん

碑
ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 足柄
あしがら

コミュニティセンター 

645 建碑
け ん ぴ

篤志
と く し

寄付者
き ふ し ゃ

御芳名
ご ほ う め い

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

宮
ぐう

 

646 竹之下
た け の し た

古戦場
こせんじょう

跡
あと

碑
ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

宮
ぐう

 

647 玉垣
たまがき

寄付者
き ふ し ゃ

御芳名
ご ほ う め い

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 嶽之下
た け の し た

宮
ぐう

 

648 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 個人宅 

649 題目
だいもく

碑
ひ

（南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 栗之木沢  

650 題目
だいもく

碑
ひ

（南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 栗之木沢  

651 奉納西国三十三所観世音菩薩順禮
ほうのうさいごくさんじゅうさんしょかんぜおんぼさつじゅんれ

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 有闘坂脇 

652 奉供養
く よ う

南無
な む

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 有闘坂脇 

653 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 有闘坂脇 

654 道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

655 曹洞宗
そうとうしゅう

巨
こ

嶽山
がくさん

興雲寺
こ う う ん じ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

656 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

657 （湯山権左衛門筆子
ふ で こ

塚
づか

）梵海潮音居士 俗名権左

衛門字忠俊 
足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

658 南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

 南無
みなみむ

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

659 西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

660 
當寺
と う じ

本尊
ほんぞん

子安
こ や す

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 西国
さいごく

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 
足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

661 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

662 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

663 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

664 山門
さんもん

（不許葷酒入山門） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

665 萬
ばん

霊
れい

等
とう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

666 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

667 南無
な む

妙
みょう

経
きょう

一
いち

字
じ

一石塔
いっせきとう

 成田山
な り た さ ん

不動明王
ふどうみょうおう

 佐倉宗

吾尊霊 
足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

668 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

669 観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

670 筆子
ふ で こ

塚
づか

（當山22世大岳見州和尚碑） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

門前 

671 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

672 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

673 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

674 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

675 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

676 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

677 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

678 石
いし

燈篭
どうろう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

679 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 
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680 興雲寺
こ う う ん じ

碑
ひ

（寺歴） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

681 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

682 一雲斎一茎筆子
ふ で こ

塚
づか

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

境内 

683 當山二十五世大嶽大俊頌徳之
しょうとくの

碑
ひ

（筆子中） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

脇 

684 石段寄進の銘 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

脇 

685 竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

戦死病没者 殉難横死者諸精霊位 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

脇 

686 為竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

戦死病没殉難横死者六百五十回忌遠

忌追善供養菩提 
足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 興雲寺
こ う う ん じ

脇 

687 新田
に っ た

次郎
じ ろ う

文学碑
ぶ ん が く ひ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 誓
ちか

いの丘
おか

 

688 足柄
あしがら

村
むら

造林
ぞうりん

記念
き ね ん

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪脇 

689 一切
いっさい

経
きょう

寶塔
ほうとう

 足柄
あしがら

 
足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪

脇 

690 浅間
あさまの

大神
おおかみ

 登山三十三度 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 一の曲輪脇 

691 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪 

692 古見豆人
ふ る み ず じ ん

句碑
く ひ

 足柄
あしがら

 
足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪

脇 

693 浅間
あさまの

大神
おおかみ

 四十八度 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 一の曲輪脇 

694 芭蕉
ばしょう

句碑
く ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 テラニワ付近 

695 六地蔵
ろ く じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 テラニワ付近 

696 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

697 地蔵
じ ぞ う

（三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

698 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

699 地蔵
じ ぞ う

（三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

700 地蔵
じ ぞ う

（三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

701 地蔵
じ ぞ う

（松屋道寒 為二親菩提） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

702 地蔵
じ ぞ う

（三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

703 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 五の曲輪下 

704 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 一の曲輪脇 

705 新羅
し ん ら

三郎
さぶろう

義光
よしみつ

吹笙之
すいしょうの

石
いし

（笛吹石） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 一の曲輪脇 

706 新羅
し ん ら

三郎
さぶろう

義光
よしみつ

吹笙之
すいしょうの

石
いし

標柱 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 一の曲輪脇 

707 植林
しょくりん

功労者
こうろうしゃ

顕彰
けんしょう

碑
ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 一の曲輪脇 

708 生田蝶介
いくたちょうすけ

歌碑
か ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

一の曲輪 

709 足柄
あしがら

公園
こうえん

石製標示 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 二の曲輪 

710 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 六地蔵 

711 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 六地蔵 

712 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 六地蔵 

713 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 六地蔵 

714 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 六地蔵 

715 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 六地蔵 

716 多数の地蔵
じ ぞ う

片を合わせたもの 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 六地蔵 

717 聖天堂
しょうてんどう

参詣大願成就五十四回記念（碑） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

718 旗
はた

立
た

て（富士
ふ じ

紡績
ぼうせき

） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

719 道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

720 奉納
ほうのう

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう
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721 金太郎
き ん た ろ う

像
ぞう

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

722 石の垣 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

723 本社震災
しんさい

復興
ふっこう

寄付
き ふ

碑
ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

724 足柄
あしがら

山聖天堂
しょうてんどう

碑
ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

725 御神
ご し ん

燈
とう

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

726 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

727 鳥居
と り い

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

728 献
けん

燈
とう

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

729 旗
はた

立
た

て 納工場倉庫有志 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

730 足柄
あしがら

山
やま

聖天堂
しょうてんどう

電気電話開通記念碑 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

731 奉献
ほうけん

（鳥居の寄付者名書上） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

732 足柄
あしがら

山
やま

聖天堂
しょうてんどう

復興
ふっこう

記念
き ね ん

碑
ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

733 奉納
ほうのう

鳥居
と り い

一基
い っ き

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

734 旗
はた

立
た

て 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

735 聖天堂
しょうてんどう

改修
かいしゅう

寄付者
き ふ し ゃ

御芳名
ご ほ う め い

碑
ひ

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

峠
とうげ

 聖天堂
しょうてんどう

 

736 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 上ノ原
う え の は ら

 山
やま

の神
かみ

神社下 

737 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 上ノ原
う え の は ら

 山
やま

の神
かみ

神社下 

738 奉順礼
じゅんれい

坂東
ばんどう

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 上ノ原
う え の は ら

 山
やま

の神
かみ

神社下 

739 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 上ノ原
う え の は ら

 山
やま

の神
かみ

神社下 

740 南無□足山迦葉尊者塔 足柄
あしがら

 
上ノ原
う え の は ら

 山
やま

の神
かみ

神社内 

駒形
こまがた

神社付近 

741 有縁
う え ん

無縁
む え ん

 三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

等
とう

 足柄
あしがら

 
上ノ原
う え の は ら

 山
やま

の神
かみ

神社内 

駒形
こまがた

神社付近 

742 □為菩提智空上坐 足柄
あしがら

 
上ノ原
う え の は ら

 山
やま

の神
かみ

神社内 

駒形
こまがた

神社付近 

743 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 栗
くり

の木
き

沢
さわ

 赤坂 

744 文字
も じ

碑
ひ

（伊勢宇橋） 足柄
あしがら

 栗
くり

の木
き

沢
さわ

 県道脇 

745 大名号
だいみょうごう

由来
ゆ ら い

碑文
ひ ぶ ん

 足柄
あしがら

 栗
くり

の木
き

沢
さわ

 県道脇 

746 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 足柄
あしがら

 栗
くり

の木
き

沢
さわ

 県道脇 

747 献華 左右 足柄
あしがら

 栗
くり

の木
き

沢
さわ

 県道脇 

748 復興
ふっこう

記念
き ね ん

（銘文） 足柄
あしがら

 栗
くり

の木
き

沢
さわ

 県道脇 

749 白
しら

髭
ひげ

神社
じんじゃ

跡
あと

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

750 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

751 和泉式部
い ず み し き ぶ

誕生地
たんじょうち

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

752 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 線路高架橋下 

753 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 線路高架橋下 

754 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 線路高架橋下 

755 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 線路高架橋下 

756 神武
じ ん む

天皇
てんのう

今上
きんじょう

皇帝
こうてい

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 線路高架橋下 

757 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

一千部
い っ せ ん ぶ

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 線路高架橋下 

758 旗台 奉納九十歳記念 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 足柄
あしがら

神社
じんじゃ

 

759 旗台 奉納
ほうのう

足柄
あしがら

神社
じんじゃ

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 足柄
あしがら

神社
じんじゃ

 

760 石段寄附芳名書上 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 足柄
あしがら

神社
じんじゃ

 

761 鳥居
と り い

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 足柄
あしがら

神社
じんじゃ
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762 奉納
ほうのう

御寳
ご ほ う

前
ぜん

（御神
ご し ん

燈
とう

） 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 足柄
あしがら

神社
じんじゃ

 

763 神
しん

燈
とう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 足柄
あしがら

神社
じんじゃ

 

764 手洗
て あ ら

い水
みず

呑
の

み 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 足柄
あしがら

神社
じんじゃ

 

765 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

766 秋葉山大権現 御嶽大権現 大山 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

767 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

768 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

769 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 個人宅 

770 最上妙典一
いち

字
じ

一石
いっせき

廟塔
びょうとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

771 門柱 左右 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

772 歌碑
か ひ

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

773 震災石段鎖復興記念 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

774 鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

775 門柱 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

776 常夜
じょうや

燈
とう

 左右 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

777 水盤
すいばん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

778 西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

779 水盤
すいばん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

780 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

781 水盤
すいばん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

782 水盤
すいばん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

783 軍馬岩及之墓 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

784 奉供養
く よ う

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

785 佛閣
ぶっかく

（神社
じんじゃ

）供養塔
く よ う と う

（馬頭
ば と う

観音
かんのん

） 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

786 観音
かんのん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

787 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

788 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

789 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

790 鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

791 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

792 南無
な む

山王
さんのう

大権現
だいごんげん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

793 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

794 永代祠堂金 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

795 愛犬コロ之墓 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

796 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

797 愛犬エルザの墓 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

798 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

799 旗台 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

800 西国
さいごく

秩父
ち ち ぶ

坂東百観音
ばんどうひゃくかんのん

順拜
じゅんぱい

（納経・供養）満願塔
まんがんとう

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 円通寺
え ん つ う じ

境内 

801 墓碑
ぼ ひ

（洞宗悟山大和尚禅師） 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

802 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

803 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

804 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 
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805 地蔵
じ ぞ う

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

806 聖
しょう

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

807 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

808 奉順禮
じゅんれい

西国
さいごく

四国
し こ く

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

供養塔
く よ う と う

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

809 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

810 庚申塔
こうしんとう

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

811 奉造建日記待供養塔 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館 

812 御神
ご し ん

燈
とう

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

石段 

813 旗台 左右 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

 

814 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

 

815 水盤
すいばん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

 

816 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

 

817 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

神社
じんじゃ

 

818 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

819 奉修庚申
こうしん

供養塔
く よ う と う

 目耳口 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

820 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

821 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 山久荘前 

822 道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 山久荘前 

823 毘沙門天
びしゃもんてん

王
のう

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 山久荘前 

824 鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

尊
そん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

825 石祠 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 桑木
く わ ぎ

公民館の坂上 

826 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 田の中 

827 秋葉山 村中 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 田の中 

828 鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

829 如意
に ょ い

輪
りん

観音
かんのん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

830 石祠 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 小見山酒店横 

831 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

832 内容不明な石造物 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

833 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

834 鬼
おに

鹿毛
か げ

馬頭
ば と う

尊
そん

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 個人宅 

835 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 坂本
さかもと

 

836 唯念
ゆいねん

手引
て び

き観音
かんのん

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 坂本
さかもと

 

837 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 坂本
さかもと

 

838 道祖神
ど う そ じ ん

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 坂本
さかもと

 

839 庚申塔
こうしんとう

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 坂本
さかもと

 

840 歌碑
か ひ

（老松） 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 北郷
きたごう

郵便局前 

841 小野
お の

彦
ひこ

十郎
じゅうろう

筆子
ふ で こ

塚
づか

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 中
なか

用沢
ようさわ

 

842 唯念
ゆいねん

手引
て び

き観音群
かんのんぐん

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 唯念寺
ゆ い ね ん じ

 

843 唯念
ゆいねん

手引
て び

き観音
かんのん

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 上野
う え の

東 

844 唯念
ゆいねん

手引
て び

き観音
かんのん

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 下大槻 

845 唯念
ゆいねん

手引
て び

き観音
かんのん

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 三叉路 

846 唯念
ゆいねん

関係
かんけい

名号
みょうごう

碑
ひ

・石仏群
せきぶつぐん

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 奥の沢唯
ゆい

念
ねん

開山堂
かいざんどう

 

847 西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 薬師堂
や く し ど う
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848 奉巡禮
じゅんれい

西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 薬師堂
や く し ど う

 

849 滝沢本性老師碑 北郷
きたごう

 上野
う え の

 公民館横 

850 勝又久三郎筆子
ふ で こ

塚
づか

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 個人宅 

851 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

852 庚申塔
こうしんとう

（青面
しょうめん

金剛
こんごう

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

853 庚申塔
こうしんとう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

854 奉造立
ぞうりゅう

庚申
こうしん

供養
く よ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

855 宝寿の部分 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

856 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

857 奉納
ほうのう

大乗
だいじょう

妙
みょう

典
てん

六十六部
ろくじゅうろくぶ

廻国
かいこく

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

858 秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

供養
く よ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

859 即應真道者位 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

860 中興心譽善休大徳 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

861 見蓮社面誉上人閑秀大和尚位  北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

862 庚申
こうしん

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

863 南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

864 弘法大師
こうぼうだいし

座像
ざ ぞ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

865 地蔵
じ ぞ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

 

866 願譽□圓信士 北郷
きたごう

 一色
い し き

 下一色
し も い し き

地蔵堂
じ ぞ う ど う

裏 

867 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 湯山
ゆ や ま

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店裏 

868 梵
ぼん

字
じ

碑
ひ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

869 手水
ちょうず

石
いし

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

870 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

871 一石
いっせき

六地蔵
ろ く じ ぞ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

872 地蔵
じ ぞ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

873 開山忌
か い さ ん き

碑
ひ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

874 墓碑
ぼ ひ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

875 横道
よこみち

順禮
じゅんれい

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

876 墓碑
ぼ ひ

（十譽西念大徳位） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

877 四十八夜廻向佛
し じ ゅ う は ち や えこ う ぶ つ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

878 西国
さいごく

百番
ひゃくばん

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

879 當寺開山中□蓮社心譽道春和尚 北郷
きたごう

 一色
い し き

 向西寺
こ う さ い じ

 

880 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

881 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

882 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

883 筆子
ふ で こ

塚
づか

（唯心院得澄日悟□） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

884 幟
のぼり

立石 左右 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

885 手水
ちょうず

石
いし

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

886 幟
のぼり

立石 左右 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

887 記念
き ね ん

碑
ひ

（金婚式記念） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

888 寄付
き ふ

人名
じんめい

碑
ひ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

889 狛犬
こまいぬ

 左右 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

890 歌碑
か ひ

（一世八束庵米年
やつかあんべいねん

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ
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891 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

892 内容不明な石造物 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

893 敬神
けいしん

碑
ひ

（敬神祟祖） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

894 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（昭忠 陸軍歩兵込山弘碑） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

 

895 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 JA北郷
きたごう

スタンド裏 

896 道祖神
ど う そ じ ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅横1 

897 奉造立
ぞうりゅう

庚申
こうしん

供養
く よ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅横2 

898 念佛講中  北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅横3 

899 奉納
ほうのう

御神
ご し ん

燈
とう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅横4 

900 常夜
じょうや

燈
とう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

901 猿田彦
さ る た ひ こ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

902 大悲
だ い ひ

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

903 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

904 三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

十方至・等・聖 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

905 観音
かんのん

（首なし） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

906 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

907 如意
に ょ い

輪
りん

観音
かんのん

（廻国納経関東十八箇国） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

908 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

909 聖
しょう

観音
かんのん

（首なし） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

910 内容不明な石造物 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館脇 

911 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（戦没者芳名） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館前 

912 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（忠魂
ちゅうこん

碑
ひ

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館前 

913 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（勝俣籐右衛門と区有米の由来） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館前 

914 御神
ご し ん

燈
とう

 左右 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

公民館前 

915 三界
さんがい

萬
ばん

霊塔
れいとう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

916 三界
さんがい

萬
ばん

霊
れい

等
とう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

917 三界
さんがい

萬
ばん

霊塔
れいとう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

918 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

919 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

920 顕彰
けんしょう

碑
ひ

（忠烈 陸軍歩兵原長吉） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

921 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

922 廻国塔
かいこくとう

（奉納
ほうのう

大乗
だいじょう

妙
みょう

典
てん

日本
に ほ ん

回国
かいこく

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

923 筆子
ふ で こ

塚
づか

（為林弥太郎義行） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

924 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

925 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

926 廻国塔
かいこくとう

（立像 西国
さいごく

回国
かいこく

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

 奉納
ほうのう

供養塔
く よ う と う

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

927 双体
そうたい

道祖神
ど う そ じ ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水路傍 

928 御神
ご し ん

燈
とう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水路傍 

929 庚申塔
こうしんとう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水路傍 

930 唯念
ゆいねん

手引
て び

き観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水路傍 

931 大悲塔
だ い ひ と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水路傍 

932 題目塔
だいもくとう

（南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

供養
く よ う

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 只水路傍 

933 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 
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934 観音像
かんのんぞう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

935 廻国塔
かいこくとう

（奉納
ほうのう

大乗
だいじょう

妙
みょう

典
てん

廻国
かいこく

供養
く よ う

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

936 墓碑
ぼ ひ

（慈清） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

937 墓碑
ぼ ひ

（還行善覚信士） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

938 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

939 横道
よこみち

順禮
じゅんれい

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

940 横道
よこみち

順禮
じゅんれい

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

941 庚申塔
こうしんとう

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 正倉ﾊﾞｽ停脇 

942 奉造立
ぞうりゅう

横道
よこみち

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 正倉ﾊﾞｽ停脇 

943 猿田彦
さ る た ひ こ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

944 庚申塔
こうしんとう

（奉造
ぞう

建
りゅう

庚申
こうしん

供養
く よ う

碑
ひ

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

945 馬頭
ば と う

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

946 猿田彦
さ る た ひ こ

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

947 馬頭
ば と う

観世音
か ん ぜ お ん

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

948 記念
き ね ん

碑
ひ

（奉納
ほうのう

一色
い し き

神社
じんじゃ

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

（西の宮） 

949 手水
ちょうず

石
いし

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

（西の宮） 

950 御神
ご し ん

燈
とう

 一対 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

（西の宮） 

951 狛犬
こまいぬ

 一対 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

（西の宮） 

952 記念
き ね ん

碑
ひ

（神饌
しんせん

幣帛料
へいはくりょう

供
きょう

進
しん

神社
じんじゃ

 村社 一色
い し き

神社
じんじゃ

） 北郷
きたごう

 一色
い し き

 一色
い し き

神社
じんじゃ

（西の宮） 

953 原喜作筆子
ふ で こ

塚
づか

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

954 奉造立
ぞうりゅう

横道
よこみち

供養
く よ う

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 個人宅 

955 秩父
ち ち ぶ

坂東順禮
ばんどうじゅんれい

供養
く よ う

 北郷
きたごう

 阿多野
あ だ の

 題目堂
だいもくどう

 

956 秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

巡拝
じゅんぱい

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 棚頭
たながしら

 個人宅 

957 奉順禮
じゅんれい

横道
よこみち

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 下古城
しもふるしろ

 子
ねの

神社
じんじゃ

 

958 奉供養
く よ う

横堂三拾三所
さんじゅうさんしょ

 北郷
きたごう

 中日向
な か ひ な た

 大蔵寺
だ い ぞ う じ

 

959 奉順禮
じゅんれい

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

観音
かんのん

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 中日向
な か ひ な た

 大蔵寺
だ い ぞ う じ

 

960 石
いし

燈篭
どうろう

（西国
さいごく

三十三ヶ所
さんじゅうさんかしょ

霊場
れいじょう

巡拝
じゅんぱい

及び年金給付記

念） 
北郷
きたごう

 中日向
な か ひ な た

 大蔵寺
だ い ぞ う じ

 

961 
西国
さいごく

霊場
れいじょう

 四国
し こ く

霊場
れいじょう

 大日本神社
じんじゃ

仏閣
ぶっかく

巡拝
じゅんぱい

供養塔
く よ う と う

 
北郷
きたごう

 中日向
な か ひ な た

 個人宅 

962 四国
し こ く

西国
さいごく

秩父
ち ち ぶ

坂東
ばんどう

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 万昌寺
ばんしょうじ

門前 

963 西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 万昌寺
ばんしょうじ

門前 

964 木食
もくじき

観
かん

正碑
しょうひ

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 大師堂
だ い し ど う

 

965 一地蔵七
いちじぞうしち

観音
かんのん

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 個人宅 

966 木食
もくじき

観
かん

正碑
しょうひ

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 天
てん

徳寺
と く じ

 

967 西国三十三ヶ所
さいごくさんじゅうさんかしょ

順禮
じゅんれい

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅 

968 道祖神
ど う そ じ ん

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 日吉
ひ よ し

神社
じんじゃ

 

969 横堂供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 吉久保
よ し く ぼ

庚申堂
こうしんどう

 

970 西国順禮
さいごくじゅんれい

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 吉久保
よ し く ぼ

庚申堂
こうしんどう

 

971 西国
さいごく

三十三所
さんじゅうさんしょ

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 吉久保
よ し く ぼ

庚申堂
こうしんどう

 

972 奉順禮
じゅんれい

百番
ひゃくばん

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 吉久保
よ し く ぼ

庚申堂
こうしんどう

 

973 渓文堂筆子
ふ で こ

塚
づか

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 個人宅 

974 横道
よこみち

順禮
じゅんれい

供養
く よ う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字高あぜ 

975 横道
よこみち

秩父
ち ち ぶ

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字高あぜ 
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976 秩父
ち ち ぶ

坂東順禮
ばんどうじゅんれい

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 字高あぜ 

977 西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 
大胡田
お お ご だ

 足柄
あしがら

停車場富士
ふ じ

公園線

路傍 

978 回国
かいこく

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 
大胡田
お お ご だ

 足柄
あしがら

停車場富士
ふ じ

公園線

路傍 

979 西国
さいごく

供養塔
く よ う と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

980 観音
かんのん

立像
りゅうぞう

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

981 一石
いっせき

六地蔵
ろ く じ ぞ う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

982 名号
みょうごう

碑
ひ

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

983 観音
かんのん

立像
りゅうぞう

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

984 観音像
かんのんぞう

（高遠石工）  北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

985 地蔵
じ ぞ う

（高遠石工）  北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

986 五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

987 雪 博 応
すすぎはくおう

壽塔
じゅとう

（筆子塚）  北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

 

988 宝篋印塔
ほうきょういんとう

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 西光寺
さ い こ う じ

裏  

989 唯念
ゆいねん

名号
みょうごう

碑
ひ

・地蔵
じ ぞ う

石仏 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 個人宅石垣上 

990 筆子
ふ で こ

塚
づか

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 個人宅 

991 西国三十三所順禮
さいごくさんじゅうさんしょじゅんれい

供養
く よ う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 個人宅 

992 スタール博士の碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 東富士五湖
ひ が し ふ じ ご こ

道路脇 

993 丁目
ちょうめ

石
いし

（94、95、96、97、101丁目） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 旧登山道沿い 

994 富士講
ふ じ こ う

関連
かんれん

石造物
せきぞうぶつ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

境内 

995 東口
ひがしぐち

開山
かいざん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

996 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

997 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

998 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

999 庚申塔
こうしんとう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1000 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1001 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1002 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1003 常夜
じょうや

燈
とう

（献
けん

燈
とう

） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1004 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1005 東京
とうきょう

羽田
は ね だ

 木花元講 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1006 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1007 庚申塔
こうしんとう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1008 庚申塔
こうしんとう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1009 山三元講社 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1010 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1011 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1012 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1013 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1014 食
じき

行
ぎょう

身
み

禄
ろく

尊師
そ ん し

碑
ひ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1015 登山三十三度大願
たいがん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1016 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1017 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ
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番号 名称 地区 所在地 

1018 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1019 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1020 山・浅間
あさまの

大神
おおかみ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1021 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1022 先達 林屋卯八郎 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1023 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1024 御秡講 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1025 水盤
すいばん

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1026 登山 三十三度大願
たいがん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1027 登山 三十三度大願
たいがん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1028 三十三度大願
たいがん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1029 登山嶽五十度 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1030 参十三度大願
たいがん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1031 栽竹記 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1032 御□□□奉祝 記念碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1033 御大典記念 登山五十五度 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1034 登山八百九十九度大願
たいがん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1035 富士山
ふ じ さ ん

研究家曽我部一紅君碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1036 登山八十八度修業
しゅぎょう

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1037 登山記念横浜講元 刈部兵蔵 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1038 登山五十五度大願
たいがん

成就
じょうじゅ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1039 奉納
ほうのう

 先達鈴木久蔵碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1040 扶桑教 浅間教会一世贈大教正 河口源次郎之碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1041 三十五回登山記念 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1042 川崎新進講 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1043 新進講記念碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1044 四谷講社 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1045 廿六夜（東京） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1046 廿六夜（大森） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1047 廿六夜（東京） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1048 山三元講社 東京麻布 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1049 中島
なかじま

武治之碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1050 登山拾五度 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1051 東運元講 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1052 皇太子殿下 御登岳記念碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

宮上駐車場 

1053 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

宮上駐車場 

1054 常夜
じょうや

燈
とう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

宮上駐車場 

1055 東口御並木路程石  須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

宮上駐車場  

1056 権大教正十五代目先達 杉本作太郎 登山五十回 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1057 

中講義 岸沢万吉 中講義 徳川辰之助 中講義 

早川勘次郎 中講義 山崎重寿 二代目 榎本利

三郎 権大講義 中嶋明吉 
須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1058 大講義十三代目先達 原田定吉 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1059 二代目講社長大講義 古沢万吉 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ
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番号 名称 地区 所在地 

1060 世話人 長谷川喜代外８名 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1061 賛成芳名碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1062 正一位 三田稲荷神社
じんじゃ

碑 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1063 第三十九回 庚申
こうしん

御縁年紀念 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1064 世話人 田中政治外 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1065 十三代目先達大講義 原田定吉  須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1066 山三元講世話人  須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1067 二代目講元 堀井松之助 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1068 大講義二代目講社長 古沢万吉 登山五拾度 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1069 歴史碑（麻布山三元講社） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1070 発起人 原田定吉外 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1071 発起人 古沢万吉外 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1072 講元 堀井松之助 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1073 大講義 高梨鍬太郎外 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1074 世話人 山三元碑付近補修完成記念 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1075 二区六番組 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1076 大講義 高梨鍬太郎外 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1077 大願
たいがん

成就
じょうじゅ

御山登山三十三度 権中教正 田中正治 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1078 山三元講社 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1079 山三元講社 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1080 山三元講社 須走
すばしり

 須走
すばしり

 冨士
ふ じ

浅間神社
せんげんじんじゃ

 

1081 三界
さんがい

万
ばん

霊塔
れいとう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 西寿院
さいじゅいん

跡  

1082 三界
さんがい

万
ばん

霊塔
れいとう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 永昌寺
えいしょうじ

跡  

1083 芭蕉
ばしょう

の句碑
く ひ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 富士
ふ じ

あざみライン沿い  

1084 夕月の碑  須走
すばしり

 須走
すばしり

 国道 138 号籠坂
かごさか

峠
とうげ

付近  

1085 たき道の碑  須走
すばしり

 須走
すばしり

 須走
すばしり

支所脇  

1086 滝
たき

不動像
ふ ど う ぞ う

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 滝の台  

1087 浅間
あさまの

大神
おおかみ

碑
ひ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 上本町 個人宅  

1088 道祖神
ど う そ じ ん

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 下本町バス停  

1089 馬頭
ば と う

観音
かんのん

碑
ひ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 下本町 個人宅  

1090 馬頭
ば と う

観音
かんのん

碑
ひ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 下本町 個人宅  

1091 仁藤
に と う

春耕
しゅんこう

みちしるべ  須走
すばしり

 須走
すばしり

 ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ入口交差点  

1092 きやり地蔵
じ ぞ う

参道
さんどう

みちしるべ  須走
すばしり

 須走
すばしり

 ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ入口交差点  

1093 駿東
すんとう

教育林碑  須走
すばしり

 須走
すばしり

 ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ入口交差点  

1094 石仏  須走
すばしり

 須走
すばしり

 大日堂  

1095 常夜灯
じょうやとう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 大日堂  

1096 藤原光
ふじわらみつ

親
ちか

卿
きょう

墓碑
ぼ ひ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 藤原光
ふじわらみつ

親
ちか

卿
きょう

墓所 

1097 石
いし

灯
どう

籠
ろう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 藤原光
ふじわらみつ

親
ちか

卿
きょう

墓所入口 
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（３）古文書 
 

番号 区分 書籍名 
刊行

年 

地区 
合計 

成美
せ い び

 明倫
めいりん

 足柄
あしがら

 北郷
きたごう

 須走
すばしり

 

1 古文書 小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第1集 1987   955   955 

2 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第2集 1987    568  568 

3 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第3集 1987     1,472 1,472 

4 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第4集 1988    4,533  4,533 

5 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第5集 1988    4,666  4,666 

6 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第6集 1988 2,660  998 1,088  4,746 

7 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第7集 1989 662    1,278 1,940 

8 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第8集 1989   1,674 339  2,013 

9 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第9集 1989 2,952     2,952 

10 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第10集 1989 811 1,661 411   2,883 

11 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第11集 1990    2,914  2,914 

12 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第12集 1990    1,881  1,881 

13 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第13集 1991   2,480   2,480 

14 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第14集 1992     3,139 3,139 

15 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第15集 1992    3,307  3,307 

16 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第16集 1993    3,850  3,850 

17 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第17集 1993  766  3,265  4,031 

18 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第18集 1994    3,963  3,963 

19 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第19集 1995 2,684 1,329    4,013 

20 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第20集 1995  1,670 594 1,949  4,213 

21 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第21集 1996 243 66  2,123 12 2,444 

22 古文書  小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第22集 1997   3,214 2,018  5,232 

合 計 10,012 5,492 10,326 36,464 5,901 68,195 

※美術工芸品（古文書）は件数が多くリスト化が困難であることから、文献ごとに整理されている件数

を記載した。なお、文献ごとに調査時期や目的が異なるため、重複が発生している可能性がある。 
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２ 記念物 
 

（１）遺跡 
 
番号 名称 地区 所在地 

1 八重山
や え や ま

屋敷
や し き

跡
あと

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 下谷
し も や

 個人宅周辺 

2 八重山
や え や ま

城跡
じょうあと

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 下谷
し も や

 大祖山尾根 

3 小山教会
おやまきょうかい

（鬼子母神） 成美
せ い び

 小山
お や ま

 

4 生土
い き ど

城跡
じょうあと

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 城山 

5 乗光寺
じょうこうじ

墓石群
ぼ せ き ぐ ん

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 乗光寺
じょうこうじ

墓地内 

6 御園
み そ の

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平
みそのだいら

 

7 尾立
お だ て

城跡
じょうあと

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 字尾立一帯 

8 淡島
あわしま

神社
じんじゃ

跡
あと

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 城山山頂 

9 生土
い き ど

城跡
じょうあと

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 城山山頂一帯 

10 御園
み そ の

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 御園平
みそのだいら

一帯 

11 春野神社
はるのじんじゃ

跡
あと

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 子迎 県道沿 

12 沼子
ぬ ま こ

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 沼子
ぬ ま こ

の池
いけ

付近 

13 柳島
やなぎしま

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 公民館付近一帯 

14 湯船
ゆ ぶ ね

城跡
じょうあと

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 山頂一帯 

15 湯船
ゆ ぶ ね

堀之内
ほ り の う ち

館
やかた

跡
あと

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 公民館手前一帯 

16 湯船
ゆ ぶ ね

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 八幡神社
やはたじんじゃ

右側宅地 

17 日
ひ

の丸
まる

道場
どうじょう

跡
あと

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

原 

18 藤曲
ふじまがり

用水
ようすい

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 慶林寺
け い り ん じ

境内 

19 藤曲
ふじまがり

館
やかた

跡
あと

（久保
く ぼ

屋敷
や し き

跡
あと

） 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 字宮原一帯 

20 六合村
ろくごうむら

役場
や く ば

跡
あと

 成美
せ い び

 藤曲
ふじまがり

 成美
せ い び

小学校敷地内 

21 和田坂
わ だ ざ か

 成美
せ い び

 落合
おちあい

 役場前の坂 

22 岩田館
いわたやかた

跡
あと

 明倫
めいりん

 菅沼
すがぬま

 

23 将監
しょうげん

塚
づか

 明倫
めいりん

 谷戸
や と

 

24 東郷
とうごう

小学校
しょうがっこう

跡
あと

 明倫
めいりん

 下原
しもばら

 清水橋脇
きよみずばしわき

 

25 筏場
いかだば

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 花戸
は な ど

 

26 月米山
つきよねさん

善玖
ぜんきゅう

（ 十
じゅう

）寺
じ

跡 明倫
めいりん

 茅沼
かやぬま

 旧道 

27 竹之下
た け の し た

堀之内
ほ り の う ち

館
やかた

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

 

28 竹之下
た け の し た

孫八
まごはち

屋敷
や し き

跡
あと

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

、城の腰 

29 上
かみ

矢台
や だ い

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 向方、矢台
や だ い

 

30 高畑
たかはた

城
じょう

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 蔵屋敷 

31 大曲
おおまがり

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宿
しゅく

 

32 善光寺
ぜ ん こ う じ

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 善光寺
ぜ ん こ う じ

 

33 新見堂
に い み ど う

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 新見堂 

34 横山
よこやま

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 小山
お や ま

高校敷地内 

35 上
かみ

横山
よこやま

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 
竹之下
た け の し た

 日立ハイテクサイエン

ス敷地内 

36 古瀧
ふるたき

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 地蔵堂
じ ぞ う ど う

川沿い 

37 竹之下
た け の し た

一里塚
い ち り づ か

跡
あと

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 古滝、北市場
い ち ば

境 

38 牛頭天王社
ご ず て ん の う し ゃ

跡
あと

（金太郎
き ん た ろ う

伝説地
で ん せ つ ち

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宿四辻
しゅくよつつじ

上 

39 東光山長徳寺
とうこうざんちょうとくじ

跡
あと

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 善光寺
ぜ ん こ う じ
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40 茶筌塚
ちゃせんづか

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝鏡寺
ほうきょうじ

境内 

41 クラモンザ遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 クラマツ沢 

42 沢田
さ わ だ

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 沢田 

43 南
みなみ

ノ
の

原遺跡
は ら い せ き

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 旧RDFセンター 

44 ワデ遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 一ノ沢、金時橋際 

45 向
むこう

桑木
く わ ぎ

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 足柄
あしがら

森林カントリー下 

46 池
いけ

の沢
さわ

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 池の沢 

47 足柄峠
あしがらとうげ

遺跡
い せ き

（縄文） 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

下 

48 足柄
あしがら

古道
こ ど う

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

下 

49 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

 

50 足柄峠
あしがらとうげ

遺跡
い せ き

（奈良・平安） 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

 

51 伝
でん

足柄
あしがら

関
せき

跡
あと

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

 

52 通
とお

り尾
お

砦
とりで

跡
あと

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

周辺 

53 小楢尾
こ な ら お

砦
とりで

跡
あと

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

周辺 

54 阿弥陀尾
あ み だ お

砦
とりで

跡
あと

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

周辺 

55 丹土尾
に つ ち お

砦
とりで

跡
あと

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

周辺 

56 元
もと

白髭神社
しらひげじんじゃ

地
ち

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 横山
よこやま

下路傍 

57 阿多野
あ だ の

用水
ようすい

取入
とりいれ

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 

58 阿多野
あ だ の

用水
ようすい

水源地
す い げ ん ち

 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 須川
す か わ

沿い 

59 光親天神
みつちかてんじん

跡
あと

（大御神
お お み か

殿
どの

の伝説
でんせつ

） 北郷
きたごう

 大御神
お お み か

 下村 

60 日
にち

明
めい

五輪塔
ご り ん と う

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 

61 天神
てんじん

城跡
じょうあと

 北郷
きたごう

 大胡田
お お ご だ

 天神社
てんじんじゃ

東 

62 用沢
ようさわ

堀
ほり

の内館
うちやかた

跡
あと

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 坂本 

63 一色
い し き

城跡
じょうあと

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 農協支所北側 

64 一色
い し き

遺跡
い せ き

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 バス停前東側 

65 西裏
にしうら

遺跡
い せ き

 北郷
きたごう

 一色
い し き

 西裏 

66 下古城
しもふるしろ

城跡
じょうあと

 北郷
きたごう

 下古城
しもふるしろ

 馬伏川沿い 

67 中
なか

の丸遺跡
ま る い せ き

 北郷
きたごう

 上古城 一色
い し き

境 

68 吉久保
よ し く ぼ

遺跡
い せ き

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 清水 

69 打越館
おっこしやかた

跡
あと

 北郷
きたごう

 吉久保
よ し く ぼ

 打越 個人宅 

70 明 神 峠
みょうじんとうげ

古道
こ ど う

 北郷
きたごう

 上野
う え の

 

71 阿多野
あ だ の

貯水池
ち ょ す い ち

 北郷
きたごう

 阿多野
あ だ の

 

72 滝
たき

不動堂
ふ ど う ど う

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 滝
たき

の台
だい

 

73 寒天
かんてん

工場
こうじょう

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 緑が丘団地一帯 

74 権現
ごんげん

址
し

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 富士
ふ じ

の杜ゴルフクラブ上 

75 発電所
はつでんしょ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 下本町
しもほんちょう

電話交換所下 

76 梨
なし

の木
き

平
だいら

遺跡
い せ き

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 籠坂峠
かごさかとうげ

下 

77 御登口
お と ぐ ち

遺跡
い せ き

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 御登口
お と ぐ ち

 

78 一
いち

の沢
さわ

遺跡
い せ き

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 一
いち

の沢
さわ

 

79 西沢
にしざわ

遺跡
い せ き

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 西沢 

80 滝
たき

の沢
さわ

遺跡
い せ き

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 滝の沢 

81 大尾根
お お お ね

遺跡
い せ き

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 大尾根 

82 天然
てんねん

氷
ごおり

採取
さいしゅ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 大日堂南側 
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83 旧馬返
きゅううまがえ

し跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 

84 小富士
こ ふ じ

登山
と ざ ん

道
どう

旧道
きゅうどう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 

85 旧登山
きゅうとざん

道
どう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 

86 雲
くも

霧
きり

神社
じんじゃ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 旧登山道沿い 

87 御室
お む ろ

浅間神社
せんげんじんじゃ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 旧登山道沿い 

88 富老山西寿院
ふろうさんさいじゅいん

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 滝沢
たきざわ

 

89 福寿山永昌寺
ふくじゅさんえいしょうじ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 滝沢
たきざわ

 

90 須走
すばしり

小学校
しょうがっこう

敷地
し き ち

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 上本町
かみほんちょう

 

91 西寿院大門
さいじゅいんだいもん

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 上本町
かみほんちょう

 

92 永昌寺大門
えいしょうじだいもん

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 上本町
かみほんちょう

 

93 香積寺大門
こうじゃくじだいもん

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 上本町
かみほんちょう

 

94 須走
すばしり

十分
じゅうぶん

の一
いち

役所
やくしょ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 下本町
しもほんちょう

バス停付近 

95 向富山香積寺
こうふざんこうじゃくじ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 北原
きたはら

 

96 天神社
てんじんじゃ

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 北原
きたはら

 

97 狩休
かりやす

小屋
こ や

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 富士あざみライン沿い 

 

（２）名勝地 
 
番号 名称 地区 所在地 

1 富士山
ふ じ さ ん

須走
すばしり

口
ぐち

五合目
ご ご う め

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 

2 小富士
こ ふ じ

遊歩
ゆ う ほ

道
どう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

口五合目 

3 小富士
こ ふ じ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 

4 富士山
ふ じ さ ん

お中道
ちゅうどう

 須走
すばしり

 須走
すばしり

口六合目 

5 金時山
きんときさん

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 

6 誓
ちか

いの丘
おか

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

の裾 

 

（３）動物・植物・地質鉱物 
 
番号 名称 地区 所在地 

1 神縄断層
かんなわだんそう

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 

2 ブナ林 北郷
きたごう

 上野
う え の

 三国山
み く に や ま

及び明神
みょうじん

峠
とうげ

 

3 地層
ち そ う

露呈地
ろ て い ち

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 県道150号沿い 

 

 

３ 埋蔵文化財（周知の埋蔵文化財包蔵地） 
 
番

号 
遺 跡 名 地区 時 代 種 別 所 在 地 地 目 遺 構 遺 物 文 献 

1 上野
う え の

奥
おく

の沢
さわ

遺跡
い せ き

 北郷
きたごう

 縄文中期 散布地 上野
う え の

北山 林・沢   縄文土器   

2 上野
う え の

堀之内
ほ り の う ち

 北郷
きたごう

 中世 城館 上野
う え の

字堀之内 境内 
空堀・土

塁     

3 湯船
ゆ ぶ ね

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 縄文 散布地 湯船
ゆ ぶ ね

 工場   縄文土器   

4 湯船
ゆ ぶ ね

城
じょう

 成美
せ い び

 中世 城館 湯船
ゆ ぶ ね

字附野 山林       
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番

号 
遺 跡 名 地区 時 代 種 別 所 在 地 地 目 遺 構 遺 物 文 献 

5 柳島
やなぎしま

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 縄文中期 散布地 柳島
やなぎしま

堀 公民館   縄文土器   

6 湯船
ゆ ぶ ね

堀之内
ほ り の う ち

 成美
せ い び

 中世 城館 湯船
ゆ ぶ ね

字下耕地 水田       

7 藤曲
ふじまがり

屋敷
や し き

 成美
せ い び

 中世 城館 藤曲
ふじまがり

字宮原 宅地       

8 生土
い き ど

城
じょう

 成美
せ い び

 中世 城館 生土
い き ど

字城山 山林 

曲輪・空

堀・井戸

跡   

静岡県
しずおかけん

の

中世城館

跡 

9 御園
み そ の

平
だいら

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 
縄文前～

後期 
散布地 生土

い き ど

御園平 畑 列石 縄文土器 
  

10 御園
み そ の

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 縄文中期 散布地 生土
い き ど

御園 宅地 

  

縄文土

器・石

斧・ 

石棒 

静岡県
しずおかけん

史
し

第１巻 

11 用沢
ようさわ

堀之内
ほ り の う ち

 北郷
きたごう

 中世 城館 用沢
ようさわ

字坂本 水田       

12 一色
い し き

城
じょう

 北郷
きたごう

 中世 城館 一色
い し き

島土 
水田・

宅地       

13 沼子
ぬ ま こ

遺跡
い せ き

 成美
せ い び

 縄文 散布地 柳島
やなぎしま

字沼子 
水田・

畑     

確認調査

報告書 

14 中
なか

の丸遺跡
ま る い せ き

 北郷
きたごう

 
古墳・古

代 
散布地 上古城中の丸 境内 

  

土師器・

須恵器 
静岡県
しずおかけん

郷

土研究１ 

15 一色
い し き

遺跡
い せ き

 北郷
きたごう

 縄文 散布地 一色
い し き

上大畑 水田   縄文土器   

16 岩田館
いわたやかた

 明倫
めいりん

 中世 城館 菅沼
すがぬま

字菅沼
すがぬま

 宅地       

17 打越館
おっこしやかた

 北郷
きたごう

 中世 城館 吉久保
よ し く ぼ

字打越 宅地       

18 吉
よし

久保
く ぼ

遺跡
い せ き

 北郷
きたごう

 縄文中期 散布地 吉久保
よ し く ぼ

 水田   縄文土器   

19 下古城
しもふるしろ

(古城) 北郷
きたごう

 中世 城館 下古城
しもふるしろ

字永塚 水田 土塁     

20 上矢
か み や

台
だい

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 縄文後期 散布地 竹之下
た け の し た

上矢台 
林・ 

原野   
縄文土器 静岡県

しずおかけん

史
し

 

21 竹之下
た け の し た

堀之内
ほ り の う ち

 足柄
あしがら

 中世 城館 竹之下
た け の し た

字堀之

内 
宅地 

      

22 竹之下
た け の し た

屋敷
や し き

(城

ケ腰) 
足柄
あしがら

 中世 城館 竹之下
た け の し た

字城ケ

腰 
宅地 井戸跡 

    

23 高畑
たかばたけ

城
じょう

(高畑

山) 
足柄
あしがら

 中世 城館 竹之下
た け の し た

 山林 
      

24 大曲
おおまがり

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 
古墳～平

安 
散布地 竹之下

た け の し た

大野原 宅地 
      

25 ゼンコージ遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 古代 散布地 竹之下
た け の し た

善光寺 山林   土器   

26 新見堂
に い み ど う

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 縄文晩期 散布地 竹之下
た け の し た

新見堂 山林 

  

縄文土

器・磨製

石斧   

27 横山
よこやま

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 
古墳後期

～中世 
集落 竹之下

た け の し た

上横山 高校 
住居跡・

柵列 

土師器・

須恵器 
横山
よこやま

遺跡

概報 

28 上横山
かみよこやま

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 
奈良・平

安 

散布

地・集

落 
竹之下
た け の し た

上横山 工場 

  

土師器・

須恵器・ 

鉄製品 

上横山
かみよこやま

遺

跡報告書 

29 桑木
く わ ぎ

沢田
さ わ だ

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 平安 集落 桑木
く わ ぎ

 宅地 住居跡 
陶磁器・

構築礫 

沢田遺跡

確認調査

報告書 

30 古瀧
ふるたき

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 縄文中期 散布地 竹之下
た け の し た

古瀧 山林   縄文土器   
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番

号 
遺 跡 名 地区 時 代 種 別 所 在 地 地 目 遺 構 遺 物 文 献 

31 クラモンザ遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 縄文中期 散布地 竹之下
た け の し た

古瀧 山林   縄文土器   

32 新柴
あらしば

堀之内
ほ り の う ち

 足柄
あしがら

 中世 城館 新柴
あらしば

字堀之内 宅地 井戸跡     

33 ワデ遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 縄文後期 散布地 桑木
く わ ぎ

ワデ 
田・宅

地   
縄文土器 

  

34 向
むこう

桑木
く わ ぎ

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 縄文中期 散布地 桑木
く わ ぎ

一ノ沢 山林   縄文土器   

35 池
いけ

の沢
さわ

遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 弥生 散布地 桑木
く わ ぎ

池の沢     弥生土
い き ど

器   

36 八重山
や え や ま

屋敷
や し き

 成美
せ い び

 中世 城館 小山
お や ま

字八重山 宅地       

37 足柄
あしがら

城
じょう

 足柄
あしがら

 中世 城館 竹之下
た け の し た

峠 山林 

曲輪・空

掘・井戸

跡・土塁   

調査報告

書 

38 足柄
あしがら

峠
とうげ

Ⅰ遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 
縄文中

期・後期 
散布地 竹之下

た け の し た

峠 山林 
  

縄文土器 
  

39 足柄
あしがら

峠
とうげ

Ⅱ遺跡
い せ き

 足柄
あしがら

 
古墳・古

代 
散布地 竹之下

た け の し た

峠 山林 
  

土師器・

須恵器   

40 尾
お

立
だて

城
じょう

 成美
せ い び

 中世 城館 生土
い き ど

 山林 竪土塁 
  

調査報告

書 

41 南ノ
みなみの

原遺跡
は ら い せ き

 足柄
あしがら

 奈良 集落 桑木
く わ ぎ

字上ノ原
う え の は ら

 工場 
住居跡・

土坑 

土師器・

須恵器・ 

鉄製品 

調査報告

書 

42 日向
ひ な た

遺跡
い せ き

 須走
すばしり

 近世 集落 須走
すばしり

 宅地 住居跡 
鉄器、陶

器 

試掘調査

報告書 

 

４ その他 
 

（１）伝承地 
 

番号 名称 地区 所在地 概要 

1 ふんばり石
いし

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 
金太郎
き ん た ろ う

が踏み抜いたという足形のつい

た石。金時
きんとき

の足跡石。 

2 猿
さる

待
ま

ち合
あ

い 成美
せ い び

 小山
お や ま

 
金太郎
き ん た ろ う

が金時山
きんときさん

に登る途中猿が待って

いたところだという。 

3 遊女
ゆうじょ

の滝
たき

 成美
せ い び

 小山
お や ま

 
金太郎
き ん た ろ う

の母親が水垢離
み ず ご り

をして生まれて

くる金太郎の健康を祈願したという。 

4 姥
うば

の腰
こし

掛
かけ

石
いし

 成美
せ い び

 生土
い き ど

 
金太郎
き ん た ろ う

の帰途を出迎えるために母親が

腰をかけて待ったとされる。 

5 坂田
さ か た

屋敷
や し き

跡
あと

 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 

金時公園
きんときこうえん

 

資料では『駿河記』（文政三）に初出。

金太郎
き ん た ろ う

の生家という。金時公園
きんときこうえん

の金時
きんとき

神社
じんじゃ

社殿周辺。 

6 手
て

つき石
いし

 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 

金時公園
きんときこうえん

 

金太郎
き ん た ろ う

が熊と相撲をとり、ただ一度誤

って負けた時に、手をついた跡だとい

う説とその怪力を試すために、力を込

めて差し込んだ手指の跡の残った石だ

ともいわれ、金太郎
き ん た ろ う

の右の手の指の跡

が残された石。 
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7 産湯
う ぶ ゆ

の七
なな

滝
たき

 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 

金時公園
きんときこうえん

 

母親が金太郎
き ん た ろ う

の産湯を汲んだ滝とい

う。金時
きんとき

神社
じんじゃ

拝殿横。 

8 第六天社
だいろくてんしゃ

 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 

金時公園
きんときこうえん

 

金太郎
き ん た ろ う

親子の信仰が厚く、金太郎
き ん た ろ う

が生

魚を奉納したと伝わる。 

9 金時
きんとき

杉
すぎ

 成美
せ い び

 
中島
なかじま

 

金時公園
きんときこうえん

 

金太郎
き ん た ろ う

が登って遊んだという。明治 10

年（1877）頃伐採され、現在は２代目の

杉が社殿付近に立つ。 

10 沼子
ぬ ま こ

の池
いけ

 成美
せ い び

 柳島
やなぎしま

 

金太郎
き ん た ろ う

が泳いだという池。大鯉に抱き

ついたことから鯉のぼりに描かれるよ

うになったと伝わる。 

11 子産田
こ う み だ

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 
金太郎
き ん た ろ う

を生んだ場所と伝わる。現在、田

はなく住宅の一角。 

12 あさかえ湯
ゆ

（鉱泉） 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 

金太郎
き ん た ろ う

の母親が懐妊の身を養うため通

った湯であるという。夜明けに帰った

ためこの名があると伝えられている。 

13 子産
こ う み

明神
みょうじん

 成美
せ い び

 湯船
ゆ ぶ ね

 
金太郎
き ん た ろ う

の母が安産と子の健康を祈った

という。 

14 遠見
と お み

 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 
尊良
たかよし

親王
しんのう

が落ちていく姿を為冬卿
ためふゆきょう

が望

見していた場所とされる。 

15 渡
わた

り上
のぼ

り 明倫
めいりん

 所領
しょりょう

 

為
ため

冬
ふゆ

卿
きょう

の宮方勢が 所領
しょりょう

方面に退却す

る時に渡った鮎沢
あゆさわ

川
がわ

と佐野川
さ の が わ

の合流

点。 

16 合士
ご う し

ケ
が

久保
く ぼ

（合士ケ窪） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 

為
ため

冬
ふゆ

卿
きょう

が尊良
たかよし

親王
しんのう

を落ち忍ばせた後、

御旗を立てて宮方の残群を集合させた

場所とされる。 

17 矢台
や だ い

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 

興雲寺
こ う う ん じ

付近の戦いで、足利勢が宮方の

陣地に矢を射込んだ場所。宮方の指揮

所であった興雲寺
こ う う ん じ

は全焼した。 

18 有闘坂
う と う さ か

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 
宮方勢が足利勢にはさみうたれて戦っ

た七曲という急坂。 

19 釜沢
かまさわ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 
尊良
たかよし

親王
しんのう

ら宮方勢 7,000人の炊事をし

たと伝わる場所。 

20 陣場
じ ん ば

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 
足柄
あしがら

峠
とうげ

に向かった宮方勢が、戦いに備

えたと伝わる場所。 

21 戦返
せんがえ

り（戦
せん

ケ
が

入
い

り） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 
竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

の際、新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

と足利
あしかが

尊氏
たかうじ

の軍が戦いをはじめた場所とされる。 

22 爪
つめ

切
き

り地蔵
じ ぞ う

（金時
きんとき

の爪
つめ

切
きり

地蔵
じ ぞ う

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 金太郎
き ん た ろ う

が爪で彫ったと伝わる地蔵。 

23 金太郎
き ん た ろ う

兜
かぶと

石
いし

（金太郎
き ん た ろ う

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 金太郎
き ん た ろ う

がよじ登って遊んだとされる。 

24 獅子石
し し い し

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 宝
ほう

鏡寺
きょうじ

境内
けいだい

 

25 源頼朝馬蹄石
みなもとのよりともばていせき

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 地蔵堂川沿い。 

26 石尊松
せきそんまつ

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 県道足柄
あしがら

峠
とうげ

線沿いの富士山
ふ じ さ ん

展望地。 
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27 銚子ケ淵
ちょうしがふち

（静岡県
しずおかけん

みずべ百選
ひゃくせん

） 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 

花嫁が祝言の最中に「おなら」をしてし

まったことから、恥じて銚子を抱いて

飛び込んだ淵と伝わる。地元では丁重

に弔ったとされ、現在は縁結びの地と

して知られる。 

28 大石
おおいし

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 林道竹之下
た け の し た

金時線沿い 

29 聖石
ひじりいし

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 林道竹之下
た け の し た

金時線沿い 

30 帝釈
たいしゃく

の森
もり

 足柄
あしがら

 竹之下
た け の し た

 

地域の住民に「たいしゃく様」と呼ば

れ、この森に入ると必ず祟りがあると

伝わる。 

31 五輪窪
ご り ん く ぼ

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 
宮方勢が本営を置いた所および合戦に

おける戦死者を葬ったと伝わる場所。 

32 池
いけ

の沢
さわ

湧水
ゆうすい

 足柄
あしがら

 桑木
く わ ぎ

 民宿「山久荘
さんきゅうそう

」脇 

33 足柄峠
あしがらとうげ

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

 
かつては東海道の要衝であり、多くの

伝承地や史跡が残る。 

34 足柄
あしがら

明神
みょうじん

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

 
竹之下
た け の し た

合戦
かっせん

の際、足利
あしかが

尊氏
たかうじ

が布陣した

地とされる 

35 金時
きんとき

礫
つぶて

石
いし

（金太郎
き ん た ろ う

） 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 一の曲輪脇 

36 伝
でん

虎子石
と ら こ い し

（虎御前石
とらごぜんいし

） 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

下 

建久４年（1193）、曽我
そ が

十郎
じゅうろう

祐
すけ

成
なり

を慕う

虎
とら

御前
ご ぜ ん

が相模
さ が み

の国より足柄峠
あしがらとうげ

を越え、

富士
ふ じ

の見えるこの石に座し、兄弟の悲

願達成と安否を気づかったという。 

37 三ツ石
み つ い し

 足柄
あしがら

 足柄峠
あしがらとうげ

下 林道竹之下
た け の し た

金時線沿い 

38 玉手ケ池
た ま て が い け

 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 

一の曲輪にある池。足柄
あしがら

城
じょう

の井戸とし

ても想定される。 

干ばつ続きの際は、池の水をかき回す

ことで雨が降ったとされる。 

39 新羅三郎義光吹笙之石
しんらさぶろうよしみつすいしょうのいし

（笛吹石） 足柄
あしがら

 足柄
あしがら

城跡
じょうあと

 

一の曲輪の脇にあり、伊能忠敬『日本全

図』には「礫石」として記載されている。 

石の伝説として、義光が後三年の役に

参戦する途中、この地において笙の師

である豊原時元の子、時秋に笙の秘曲

を授けたとされる。 

40 浅間塚公時神社
せんげんづかきんときじんじゃ

跡
あと

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 
金時山
きんときさん

頂
ちょう

の祠。金太郎
き ん た ろ う

が山の主の大猪

の鼻を切ってとむらったという。 

41 猪鼻神社
いのはなじんじゃ

地
ち

（金太郎
き ん た ろ う

） 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 林道金時
きんとき

線沿い。 

42 金時山
きんときさん

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 

別称、猪鼻山。『駿河記』に「公時山」

と出る。昔は猪鼻山と呼ばれていたが、

金時山
きんときさん

と呼ばれるようになった。 

43 和泉式部誕生石
いずみしきぶたんじょうせき

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 小字堂ノ前の田の畔に建つ。 

44 和泉山
い ず み さ ん

円通寺
え ん つ う じ

 足柄
あしがら

 新柴
あらしば

 
小栗
お ぐ り

判官
はんがん

の愛馬鬼鹿毛
お に か げ

が新柴
あらしば

村横山で

亡くなり、それを祀った。 

45 甘露寺
か ん ろ じ

開
かい

創
そう

の地
ち

 北郷
きたごう

 用沢
ようさわ

 旧青少年会館跡地付近 
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番号 名称 地区 所在地 概要 

46 ズナ 峠
とうげ

（武田
た け だ

信
しん

玄
げん

峠越
とうげご

え古道
こ ど う

） 北郷
きたごう

 中日向
な か ひ な た

 
山梨県山中湖村との境。武田信玄が深

沢城攻撃の際、この峠を通過した。 

47 駒
こま

止
ど

めの松
まつ

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 
国道138号線脇。 

籠坂
かごさか

峠
とうげ

越えの馬を繋いだとされる。 

48 藤原光親卿墓
ふじわらみつちかきょうはか

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 

承久の変のとき、後鳥羽上皇の北条氏

討伐の謀議に参加した光
みつ

親
ちか

卿
きょう

は捕われ

の身となり、鎌倉護送の途中の籠坂峠
かごさかとうげ

において斬首された。 

49 不動
ふ ど う

の滝
たき

跡
あと

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 
富士総合グラウンド北側。富士講の信

者が身を清めたと伝わる滝跡。 

50 三味線林
しゃみせんばやし

 須走
すばしり

 須走
すばしり

 
風が吹くと松林が三味線のように震え

ることが由来と伝わる。 

51 王子ヶ池
お う じ が い け

（伊奈神社
い な じ ん じ ゃ

跡地
あ と ち

） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 

宝永噴火後に困窮した人々を救った伊

奈半左衛門忠順を祀った伊奈神社祠

は、元々王子ヶ池
お う じ が い け

にあった。 

王子ヶ池
お う じ が い け

は現在、東富士演習場内に位

置している。 

 

（２）信仰（富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

） 

番号 名称 地区 所在地 

1 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 高村七大夫（武蔵屋） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

2 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 米山甚大夫（穂積） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

3 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 米山十大夫（小申学） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

4 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 米山久大夫（大申学） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

5 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 米山藤大夫（大米谷） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

6 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 高村好大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

7 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 高村助大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

8 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 小野権大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

9 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 米山十大夫（扇屋） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

10 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 外川平大夫（みどり） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

11 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 高相利大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

12 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 米山喜大夫（米山館） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

13 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 高辻茂大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

14 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 菅沼
すがぬま

庄大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

15 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 小松喜大夫（小松屋） 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

16 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 高村源大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た

 

17 富士講
ふ じ こ う

御師家
お し け

 米山総大夫 須走
すばしり

 須走
すばしり

 日向
ひ な た
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文化財の把握調査に関する刊行物 
 

ここでは、第４章にて整理した歴史文化資源の把握調査について、その根拠とな

る刊行物のリストを掲載します。 

 

文化財の把握調査に関する刊行物の一覧 

（小山
お や ま

町立
ちょうりつ

図書館所蔵資料 令和５年８月時点） 
書籍名 著者名 刊行年 

小山町
おやまちょう

報  小山町
おやまちょう

役場 不明 

小山町
おやまちょう

報  小山町
おやまちょう

 1930 

小山町
おやまちょう

報  小山町
おやまちょう

 1932 

小山町
おやまちょう

報  小山町
おやまちょう

 1933 

小山町
おやまちょう

報  小山町
おやまちょう

 1935 

小山町
おやまちょう

報 上 小山町
おやまちょう

役場 1983 

小山町
おやまちょう

報 下 小山町
おやまちょう

 1983 

小山町
おやまちょう

勢要覧 昭和５年 小山町
おやまちょう

役場 1930 

小山町
おやまちょう

勢要覧 1962  小山町
おやまちょう

役場 1962 

小山町
おやまちょう

勢要覧 1965年版 小山町
おやまちょう

 1965 

小山町
おやまちょう

勢要覧 1968年版 小山町
おやまちょう

 1968 

富士のあるまち '72 小山町
おやまちょう

 1972 

富士のあるまち '78 小山町
おやまちょう

 1978 

富士のあるまち '81 小山町
おやまちょう

 1981 

富士のあるまち '85 小山町
おやまちょう

 1985 

富士のあるまち '88 小山町
おやまちょう

 1988 

富士のある町 '89 企画調整課 1989 

富士のある町 '90 地域振興課 1990 

富士のあるまち '91 小山町
おやまちょう

 1991 

富士のあるまち '92 小山町
おやまちょう

 1992 

富士のある町 '92 地域振興課 1992 

富士のある町 '93 地域振興課 1993 

富士のある町 '94 地域振興課 1994 

富士のある町 ,96 地域振興課 1996 

富士のある町 2000 地域振興課 2000 

富士のある町 2001 企画調整課 2001 

富士のあるまち 2002 企画調整課 2002 

富士のある町 2003 企画調整課 2003 

富士のあるまち 2005 企画調整課 2005 

富士のあるまち 2006 企画調整課 2006 

富士のあるまち 2007 企画調整課 2007 

富士のあるまち おやま 町勢施行100周年記念 2012 小山町
おやまちょう

企画総務部政策秘書課 2012 

富士のあるまち 2013 小山町
おやまちょう

政策秘書課 2013 

小山町
おやまちょう

の歴史 第１号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1987 

小山町
おやまちょう

の歴史 第２号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1988 

小山町
おやまちょう

の歴史 第３号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1989 
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書籍名 著者名 刊行年 

小山町
おやまちょう

の歴史 第４号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1990 

小山町
おやまちょう

の歴史 第５号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1991 

小山町
おやまちょう

の歴史 第６号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1992 

小山町
おやまちょう

の歴史 第７号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1993 

小山町
おやまちょう

の歴史 第８号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1994 

小山町
おやまちょう

の歴史 第９号 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1996 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第１集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1987 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第２集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1987 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第３集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1987 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第４集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1988 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第５集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1988 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第６集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1988 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第７集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1989 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第８集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1989 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第９集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1989 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第10集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1989 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第11集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1990 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第12集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1990 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第13集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1991 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第14集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1992 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第15集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1992 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第16集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1993 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第17集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1993 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第18集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1994 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第19集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1995 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第20集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1995 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第21集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1996 

小山町
おやまちょう

史資料所在目録 第22集 小山町
おやまちょう

史編さん室 1997 

小山町
おやまちょう

史 第１巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1990 

小山町
おやまちょう

史 第１巻 デジタル版（ＤＶＤ） 小山町
おやまちょう

教育委員会 2014 

小山町
おやまちょう

史 第２巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1991 

小山町
おやまちょう

史 第３巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1994 

小山町
おやまちょう

史 第４巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1992 

小山町
おやまちょう

史 第５巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1995 

小山町
おやまちょう

史 第６巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1996 

小山町
おやまちょう

史 第７巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1998 

小山町
おやまちょう

史 第８巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1998 

小山町
おやまちょう

史 第９巻 小山町
おやまちょう

史編さん専門委員会 1993 

竹之下
た け の し た

区有古文書目録 小山町
おやまちょう

教育委員会 不明 

柳島
やなぎしま

山組合文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1975 

吉久保
よ し く ぼ

区有文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1976 

湯船
ゆ ぶ ね

区有古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1976 

柳島
やなぎしま

区有古文書目録 昭和50年度調査 小山町
おやまちょう

教育委員会 1976 
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書籍名 著者名 刊行年 

所領
しょりょう

岩田幸恵家古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1977 

小山
お や ま

五十戸共有古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1977 

菅沼
すがぬま

区有文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1977 

湯山
ゆ や ま

勝美家古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1977 

用沢
ようさわ

区有文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1977 

岩田貞行家古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1978 

大胡田
お お ご だ

区有文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1978 

大胡田
お お ご だ

田代斉家所有古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1978 

遠藤規矩夫家古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1979 

棚頭
たながしら

区有文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1979 

池谷貫家古文書目録  小山町
おやまちょう

教育委員会 1979 

竹之下
た け の し た

区有古文書目録（神社
じんじゃ

関係）  小山町
おやまちょう

教育委員会 不明 

竹之下
た け の し た

区有古文書目録（軸物関係）  小山町
おやまちょう

教育委員会 1984 

用沢
ようさわ

区有文書目録（神社
じんじゃ

関係）  小山町
おやまちょう

教育委員会 1977 

文化財案内  小山町
おやまちょう

教育委員会 1975 

富士山
ふ じ さ ん

資料目録 平成６年度版 小山町
おやまちょう

教育委員会 1994 

※令和５年８月現在、小山町
おやまちょう

立
りつ

図書館に所蔵されているもの 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

小山町文化財保存活用地域計画 

 

令和６年（2024）３月１日 発行 

（令和５年（2023）12月 認定） 

 

小山町 

町の木 

「ふじ桜」 

町の花 

「菜の花」 

町の鳥 

「うぐいす」 

令和５年度文化芸術振興費補助金 

（地域文化財総合活用推進事業） 
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